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■マイクロソフト製品の表記について
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変更内容

変更内容（3020-3-T06-30）　JP1/Cm2/Network Element Configuration 09-50

単なる誤字・脱字などはお断りなく訂正しました。
なお，「はじめに」の記載の一部をマニュアル「JP1 Version 9 JP1/Cm2/Network Element 
Configuration 機能・構築ガイド（3020-3-T05-30）」の付録「このマニュアルの参考情報」に移動し
ました。

追加・変更内容 変更個所

サポートする管理対象スイッチに BS500および
BS500 1Gbx40を追加した。

1.4.6，2.2.2，2.4，2.4.2，3.1，3.2，3.2.2，3.3，
5.1，5.1.1，5.1.2，5.4，6.1.2，6.1.4，6.3.2，
6.5.1，6.7，7，7.11，14，14.1，14.1.1，14.1.3，
14.1.4，14.5，14.9，14.17，付録 B.2

［Network Element Configuration - View］ウィン
ドウの「管理対象ビュー」で，リストフィールドに
表示されるスイッチリスト，スイッチ情報リストに
「スイッチ種別」を追加した。

6.3，6.4

BS500 1Gbx40の追加に伴い，ポート名に関する注
を追加した。

6.7.1，14.21.2

BS500および BS500 1Gbx40の追加に伴い，［フ
ロー検出モード］の詳細を追加した。

14.1.3，14.7，14.9.1，14.20

BS500および BS500 1Gbx40の追加に伴い，イン
ターフェースに適用できるフィルター表を追加し
た。

14.9.1

サポートする OSにWindows 7およびWindows 
Server 2008 R2を追加した。

16.コマンド使用時の注意事項



はじめに

このマニュアルは JP1/Cm2/Network Element Configuration（以降 JP1/Cm2/NCと略します）
の起動および終了方法，操作手順，画面の詳細，および JP1/Cm2/NCの運用中に使用するコマ
ンドの文法について説明しています。

■対象読者
JP1/Cm2/NCのマニュアルは，次の方を対象にしています。
• JP1/Cm2/NCを使用して VLAN，サーバロードバランシング，アクセス制御，QoS制御また
はアップリンクフェイルオーバーを使用したネットワーク環境を構築および管理したい方

• JP1/AJS3または JP1/SCなどの運用管理プログラムと連携したシステムの自動運用に JP1/
Cm2/NCを取り入れるために，CLIを使用したい方

• BladeSymphonyの運用に JP1/Cm2/NCを使用したい方

なお，対象読者は，VLAN，サーバロードバランシング，アクセス制御，QoS制御またはアッ
プリンクフェイルオーバーについて理解していることを前提にしています。CLIを使用する方
は，XMLについて理解していることを前提にしています。

■マニュアルの構成
このマニュアルは，次に示す章から構成されています。

第 1章　JP1/Cm2/NCの起動と終了
JP1/Cm2/NCの各プログラムの起動と終了について説明しています。

第 2章　ネットワーク構成情報の表示
JP1/Cm2/NCを使用して管理しているスイッチのネットワーク構成状況を表示させる手順につい
て説明しています。

第 3章　VLANの設定
JP1/Cm2/NCを使用して VLANを設定する手順について説明しています。

第 4章　SLBの設定
JP1/Cm2/NCを使用してサーバロードバランシングを設定する手順について説明しています。

第 5章　VLANおよび SLB以外の情報の設定
JP1/Cm2/NCを使用してアクセス制御，QoS制御およびアップリンクフェイルオーバーを設定す
る手順について説明しています。

第 6章　画面－基本画面
JP1/Cm2/NCのログイン画面およびメイン画面の詳細について説明しています。
I



はじめに
第 7章　画面－ VLANビューのダイアログボックス（AX2400S・AX3600S・BS2000・BS320・
BS500・BS500 1Gbx40）

JP1/Cm2/NCの画面のうち，AX2400S，AX3600S，BS2000，BS320，BS500，または BS500 
1Gbx40で構成している VLANの設定および管理に使用する画面の詳細について説明しています。

第 8章　画面－ VLANビューのダイアログボックス（AX5400S・AX7800S・GS3000・
GS4000）

JP1/Cm2/NCの画面のうち，AX5400S，AX7800S，GS3000，または GS4000で構成している
VLANの設定および管理に使用する画面の詳細について説明しています。

第 9章　画面－ VLANビューのダイアログボックス（BS1000）
JP1/Cm2/NCの画面のうち，BS1000で構成している VLANの設定および管理に使用する画面の
詳細について説明しています。

第 10章　画面－ VLANビューのダイアログボックス（Cisco Catalyst）
JP1/Cm2/NCの画面のうち，Cisco Catalystで構成している VLANの設定および管理に使用する
画面の詳細について説明しています。

第 11章　画面－ SLBビューのダイアログボックス（BIG-IP）
JP1/Cm2/NCの画面のうち，BIG-IPで管理している SLBの設定および管理に使用する画面の詳
細について説明しています。

第 12章　画面－ SLBビューのダイアログボックス（HA8000-ie/Loadflowbal）
JP1/Cm2/NCの画面のうち，HA8000-ie/Loadflowbalで管理している SLBの設定および管理に
使用する画面の詳細について説明しています。

第 13章　画面－ SLBビューのダイアログボックス（STM）
JP1/Cm2/NCの画面のうち，STMで管理している SLBの設定および管理に使用する画面の詳細
について説明しています。

第 14章　画面－スイッチ構成ビューのダイアログボックス（AX2400S・AX3600S・BS2000・
BS320・BS500・BS500 1Gbx40）

JP1/Cm2/NCの画面のうち，AX2400S，AX3600S，BS2000，BS320，BS500，または BS500 
1Gbx40に設定されているアクセス制御の設定および管理に使用する画面の詳細について説明して
います。
また，JP1/Cm2/NCの画面のうち，BS2000，BS320，BS500，または BS500 1Gbx40に設定さ
れているアップリンクフェイルオーバーの設定および管理に使用する画面の詳細について説明し
ています。

第 15章　画面－スイッチ構成ビューのダイアログボックス（BS1000）
JP1/Cm2/NCの画面のうち，BS1000に設定されているアクセス制御，QoS制御の設定および管
理に使用する画面の詳細について説明しています。

第 16章　運用関連コマンド
JP1/Cm2/NCの運用中に使用するコマンドについて説明しています。
II



はじめに
■読書手順
このマニュアルは，利用目的に合わせて章を選択して読むことができます。利用目的別にお読
みいただくことをお勧めします。

■このマニュアルで使用している記号
このマニュアルで使用する記号を次に示します。

■コマンドで使用している記号
このマニュアルのコマンドの説明で使用する記号を，次に示します。

マニュアルを読む目的 記述個所

JP1/Cm2/NCの起動と終了の手順について知りたい。 1章

JP1/Cm2/NCを使ってスイッチの設定状況を表示したい。 2章，6章，7章，8
章，9章，10章，11
章，12章，13章，
14章，15章

JP1/Cm2/NCを使って AX2400S，AX3600S，BS2000，BS320，BS500，また
は BS500 1Gbx40へ VLANを設定したい。

3章，7章

JP1/Cm2/NCを使って AX5400S，AX7800S，GS3000，または GS4000へ
VLANを設定したい。

3章，8章

JP1/Cm2/NCを使って BS1000へ VLANを設定したい。 3章，9章

JP1/Cm2/NCを使って Cisco Catalystへ VLANを設定したい。 3章，10章

JP1/Cm2/NCを使って BIG-IPへサーバロードバランシングを設定したい。 4章，11章

JP1/Cm2/NCを使って HA8000-ie/Loadflowbalへサーバロードバランシングを
設定したい。

4章，12章

JP1/Cm2/NCを使って STMへサーバロードバランシングを設定したい。 4章，13章

JP1/Cm2/NCを使って AX2400S，AX3600S，BS2000，BS320，BS500，また
は BS500 1Gbx40へアクセス制御を設定したい。

5章，14章

JP1/Cm2/NCを使って BS1000へアクセス制御または QoS制御を設定したい。 5章，15章

JP1/Cm2/NCを使って BS2000，BS320，BS500，または BS500 1Gbx40へ
アップリンクフェイルオーバーを設定したい。

5章，14章

JP1/Cm2/NCの運用中に使用するコマンドの文法について知りたい。 16章

記号 意味

［　］ メニュー項目，ダイアログボックス，ボタンなどを示します。

［　］－［　］ メニュー項目を連続して選択することを示します。

太字 変数の値を示します。
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はじめに
■デフォルトのインストール先フォルダの表記
このマニュアルでは，JP1/Cm2/NCの該当プログラムについて，デフォルトのインストール先
フォルダを次のように表記しています。

注※　32bitアプリケーションとして動作する JP1/Cm2/NCを 64bitカーネルモードの OS上で動
作させた場合，デフォルトのインストールフォルダ「システムドライブ ¥Program Files」は「シス
テムドライブ ¥Program Files (x86)」になります。

記号 意味

|（ストローク） 複数の項目に対して項目間の区切りを示し，「または」の意味を示します。
（例）
「A|B|C」は，「A，B，または C」を示します。

{  }（波括弧） この記号で囲まれている複数の項目の中から，一組の項目を必ず選択します。項目と
項目の区切りは「|」で示します。
（例）
「{A|B|C}」は，「A，B，または Cのどれかを必ず指定する」ことを示します。

[  ]（角括弧） この記号で囲まれている項目は，任意に指定・省略できます。
（例）
「[A]」は，「必要に応じて Aを指定する」ことを示します。必要でない場合は，Aを
省略できます。
「[B|C]」は，「必要に応じて B，または Cを指定する」ことを示します。必要でない
場合は，Bおよび Cを省略できます。

製品名 デフォルトのインストール先フォルダ※ このマニュアルでの表記

JP1/Cm2/NC - 
Manager

システムドライブ ¥Program 
Files¥Hitachi¥JP1Cm2NC¥manager

JP1/Cm2/NC - Managerイン
ストール先フォルダ
IV



目次目次目次目次
1 JP1/Cm2/NCの起動と終了 1

1.1　サービス一覧 2

1.2　起動 5

1.2.1　JP1/Cm2/NC - Managerまたは JP1/Cm2/NC - Adaptorを起動する 5

1.2.2　JP1/Cm2/NC - Viewを起動する 6

1.3　終了 8

1.3.1　JP1/Cm2/NC - Viewを終了する 8

1.3.2　JP1/Cm2/NC - Managerまたは JP1/Cm2/NC - Adaptorを終了する 8

1.4　運用上の注意事項 10

1.4.1　スイッチの構成定義変更に関する注意事項 10

1.4.2　AX2400Sおよび AX3600Sに関する注意事項 11

1.4.3　AX5400Sおよび AX7800Sに関する注意事項 11

1.4.4　BIG-IPに関する注意事項 12

1.4.5　BS1000に関する注意事項 13

1.4.6　BS2000，BS320，BS500，および BS500 1Gbx40に関する注意事項 13

1.4.7　Cisco Catalystに関する注意事項 14

1.4.8　GS3000および GS4000に関する注意事項 14

1.4.9　HA8000-ie/Loadflowbalに関する注意事項 15

1.4.10　STMに関する注意事項 16

2 ネットワーク構成情報の表示 17

2.1　JP1/Cm2/NCが管理しているスイッチを表示する 18

2.1.1　ネットワーク構成要素の内容をリストエリアに表示する（管理対象ビュー） 18

2.2　VLANの構成状況を表示する 19

2.2.1　ネットワーク構成要素の内容をリストエリアに表示する（VLANビュー） 19

2.2.2　スイッチのプロパティ画面を表示する（VLANビュー） 19

2.3　SLBの構成状況を表示する 22

2.3.1　ネットワーク構成要素の内容をリストエリアに表示する（SLBビュー） 22

2.3.2　スイッチのプロパティ画面を表示する（SLBビュー） 22

2.4　VLANおよび SLB以外の情報の設定状況を表示する 25

2.4.1　ネットワーク構成要素の内容をリストエリアに表示する（スイッチ構成ビュー） 25

2.4.2　スイッチのプロパティ画面を表示する（スイッチ構成ビュー） 26

2.5　ネットワーク構成ツリーを更新する 29
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目次
2.5.1　DBの情報が更新されたときの動作を設定する 29

2.5.2　最新の情報に更新する 30

2.5.3　スイッチの構成情報の同期を取る 30

3 VLANの設定 33

3.1　VLAN定義情報を設定する 34

3.1.1　VLANの定義を追加する 34

3.1.2　VLANの定義内容を変更する 35

3.1.3　デフォルト VLANの定義内容を変更する 36

3.2　スイッチ構成情報を設定する 38

3.2.1　未定義フレームを破棄するポートを選択する 39

3.2.2　ポートの設定を変更する 39

3.3　VLAN構成情報を設定する 41

3.3.1　スイッチを VLANに追加する 41

3.3.2　VLANを構成しているスイッチの設定を変更する 43

3.3.3　定義情報を削除する 43

4 SLBの設定 47

4.1　スイッチ構成情報を設定する 48

4.1.1　ポートプロファイルを設定する 49

4.2　論理サーバ構成情報を設定する 51

4.2.1　論理サーバを追加する 51

4.2.2　論理サーバの設定内容を変更する 52

4.2.3　論理サーバを削除する 53

4.2.4　論理サーバポートを設定する 54

4.3　物理サーバ構成情報を設定する（BIG-IPの場合） 56

4.3.1　プールを追加する 56

4.3.2　プールの設定内容を変更する 57

4.3.3　プールを削除する 57

4.3.4　プールに物理サーバを追加する 58

4.3.5　物理サーバの設定内容を変更する 59

4.3.6　物理サーバを削除する 60

4.3.7　物理サーバポートを設定する 61

4.4　物理サーバ構成情報を設定する（HA8000-ie/Loadflowbalの場合） 63

4.4.1　物理サーバを追加する 63
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目次
4.4.2　物理サーバの設定内容を変更する 64

4.4.3　物理サーバを削除する 65

4.4.4　物理サーバポートを設定する 66

4.5　物理サーバ構成情報を設定する（STMの場合） 68

4.5.1　物理サーバを追加する 68

4.5.2　物理サーバの設定内容を変更する 69

4.5.3　物理サーバを削除する 70

4.6　バインド構成情報を設定する（STM以外の場合） 72

4.6.1　バインドの設定を追加する 72
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1　 JP1/Cm2/NCの起動と終了
この章では，JP1/Cm2/NCの起動と終了について説明します。
JP1/Cm2/NC - Managerおよび JP1/Cm2/NC - Adaptorを，起
動または終了するには，該当するサービスを開始または停止し
ます。JP1/Cm2/NC - Viewを起動または終了するには，メ
ニューから実行します。
該当するサービスを起動し，メニューから JP1/Cm2/NC - 
Viewを起動することで，VLANや SLBなどの表示や設定がで
きるようになります。また，定義ファイルの設定を変更した場
合，サービスを再起動して，変更した設定を反映させる必要が
あります。そのため，はじめに JP1/Cm2/NCのサービス一覧
を示します。そのあと，各プログラムの起動と終了方法につい
て説明します。

1.1　サービス一覧

1.2　起動

1.3　終了

1.4　運用上の注意事項
1



1.　JP1/Cm2/NCの起動と終了
1.1　サービス一覧
この節では，JP1/Cm2/NCのサービスについて説明します。JP1/Cm2/NC - Managerお
よび JP1/Cm2/NC - Adaptorを，起動または終了するには，該当するサービスを開始ま
たは停止します。該当するサービスを起動し，メニューから JP1/Cm2/NC - Viewを起動
することで，VLANや SLBなどの表示や設定ができるようになります。また，定義ファ
イルの設定を変更した場合，サービスを再起動して，変更した設定を反映させる必要が
あります。

JP1/Cm2/NCのサービスのスタートアップの種類は，デフォルトでは手動です。スター
トアップの種類を自動に変更すると，プログラムの起動順序によっては，ネットワーク
構成情報を取得できないおそれがあります。そのため，手動のまま使用することをお勧
めします。

各プログラムのサービス一覧を次の表に示します。なお，アカウントはローカルシステ
ムアカウントです。

表 1-1　JP1/Cm2/NC - Managerのサービス一覧

表 1-2　JP1/Cm2/NC - Viewのサービス一覧

注※
このサービスの使用については，マニュアル「JP1/Cm2/Network Element Configuration CLI
運用ガイド」を参照してください。

プログラム サービス名 機能 スタートアップの種
類

JP1/Cm2/NC - 
Manager

JP1/Cm2/NC - 
Manager

ネットワーク構成情報を管理する
サービスです。

手動

Hitachi Network 
Objectplaza Trace 
Monitor 2

統合トレース機能を利用するための
サービスです。JP1/Cm2/NCを使用
する場合に起動している必要があり
ます。

自動

プログラム サービス名 機能 スタートアップの種
類

JP1/Cm2/NC - 
View

Hitachi Network 
Objectplaza Trace 
Monitor 2

統合トレース機能を利用するための
サービスです。JP1/Cm2/NCを使用
する場合に起動している必要があり
ます。

自動

JP1/Cm2/NC - 
CLI Controller※

CLIを使用し，コマンドによって
ネットワーク構成情報を設定するた
めのサービスです。
CLIを使用する場合に起動している
必要があります。

手動
2



1.　JP1/Cm2/NCの起動と終了
表 1-3　JP1/Cm2/NC - Adaptorのサービス一覧

プログラム サービス名 機能 スタートアップの
種類

JP1/Cm2/NC - 
Adaptor for AX Series

JP1/Cm2/NC - 
Adaptor for AX

スイッチに対して構成情報を設定し
たり，取得したりするサービスで
す。

手動

Hitachi 
Network 
Objectplaza 
Trace Monitor 2

統合トレース機能を利用するための
サービスです。JP1/Cm2/NCを使
用する場合に起動している必要があ
ります。

自動

JP1/Cm2/NC - 
Adaptor for BS Series

JP1/Cm2/NC - 
Adaptor for BS

スイッチに対して構成情報を設定し
たり，取得したりするサービスで
す。

手動

Hitachi 
Network 
Objectplaza 
Trace Monitor 2

統合トレース機能を利用するための
サービスです。JP1/Cm2/NCを使
用する場合に起動している必要があ
ります。

自動

JP1/Cm2/NC - 
Adaptor for Cisco 
Switch

JP1/Cm2/NC - 
Adaptor for CS

スイッチに対して構成情報を設定し
たり，取得したりするサービスで
す。

手動

Hitachi 
Network 
Objectplaza 
Trace Monitor 2

統合トレース機能を利用するための
サービスです。JP1/Cm2/NCを使
用する場合に起動している必要があ
ります。

自動

JP1/Cm2/NC - 
Adaptor for F5 Load 
Balancer

JP1/Cm2/NC - 
Adaptor for BI

スイッチに対して構成情報を設定し
たり，取得したりするサービスで
す。

手動

Hitachi 
Network 
Objectplaza 
Trace Monitor 2

統合トレース機能を利用するための
サービスです。JP1/Cm2/NCを使
用する場合に起動している必要があ
ります。

自動

JP1/Cm2/NC - 
Adaptor for GS Series

JP1/Cm2/NC - 
Adaptor for GS

スイッチに対して構成情報を設定し
たり，取得したりするサービスで
す。

手動

Hitachi 
Network 
Objectplaza 
Trace Monitor 2

統合トレース機能を利用するための
サービスです。JP1/Cm2/NCを使
用する場合に起動している必要があ
ります。

自動

JP1/Cm2/NC - 
Adaptor for 
HA8000-ie/
Loadflowbal

JP1/Cm2/NC - 
Adaptor for LF

スイッチに対して構成情報を設定し
たり，取得したりするサービスで
す。

手動

Hitachi 
Network 
Objectplaza 
Trace Monitor 2

統合トレース機能を利用するための
サービスです。JP1/Cm2/NCを使
用する場合に起動している必要があ
ります。

自動
3



1.　JP1/Cm2/NCの起動と終了
なお，上書きインストールの場合，それまでのサービスの設定が継続されます。また，
Hitachi Network Objectplaza Trace Monitor 2サービスがほかのプログラムによってイ
ンストールされている場合には，それまでの設定が継続されます。

JP1/Cm2/NC - 
Adaptor for System 
Traffic Manager

JP1/Cm2/NC - 
Adaptor for ST

スイッチに対して構成情報を設定し
たり，取得したりするサービスで
す。

手動

Hitachi 
Network 
Objectplaza 
Trace Monitor 2

統合トレース機能を利用するための
サービスです。JP1/Cm2/NCを使
用する場合に起動している必要があ
ります。

自動

プログラム サービス名 機能 スタートアップの
種類
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1.　JP1/Cm2/NCの起動と終了
1.2　起動
この節では，JP1/Cm2/NCのプログラムを起動する方法について説明します。プログラ
ムを起動する順序は次のとおりです。

1. JP1/Cm2/NC - Manager
2. JP1/Cm2/NC - Adaptor
3. JP1/Cm2/NC - View

　

！！！！ 注意事項
 

サービスを起動する場合，JP1/Cm2/NC - Managerサービスまたは各 JP1/Cm2/NC - 
Adaptorのサービス（JP1/Cm2/NC - Adaptor for AXサービス，JP1/Cm2/NC - Adaptor for 
BSサービスなど）を起動する前に，Hitachi Network Objectplaza Trace Monitor 2サービ
スを起動してください。このことによって，統合トレース機能で出力されるログがログファ
イルに書き込まれるようになります。

1.2.1　JP1/Cm2/NC - Managerまたは JP1/Cm2/NC - Adaptor
を起動する

JP1/Cm2/NC - Managerおよび JP1/Cm2/NC - Adaptorのサービスの起動方法について
説明します。サービスを起動することで，JP1/Cm2/NC - Managerの起動，または JP1/
Cm2/NC - Adaptorの起動ができます。ここでは手動でサービスを起動する方法について
示します。

参考
 

JP1/Cm2/NC - Managerおよび JP1/Cm2/NC - Adaptorを起動したときに，JP1/Cm2/NC - 
Managerの DBに構成情報がないスイッチ（新規に追加されたスイッチなど）があると，
JP1/Cｍ2/NC - Adaptorは該当するスイッチの構成情報を取得し，JP1/Cm2/NC - Manager
の DBを更新します。すでに DBに構成情報があるスイッチについては，構成情報を取得し
ません。

（1） ［サービス］ダイアログボックスから起動する

1. コントロールパネルから［管理ツール］－［サービス］を選択する。
［サービス］ダイアログボックスが表示されます。なお，［ファイル名を指定して実
行］ダイアログボックスの［名前］に「services.msc」と入力したあと，［OK］ボタ
ンをクリックしても，［サービス］ダイアログボックスが表示されます。

2. 起動させたい JP1/Cm2/NCのサービス名を選択する。
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1.　JP1/Cm2/NCの起動と終了
サービス名については，「1.1　サービス一覧」を参照してください。

3.［操作］－［開始］を選択する。
選択したサービスが起動します。なお，右クリックして表示されるメニューや，サー
ビスの開始ボタンでも起動できます。

（2） コマンドラインから起動する

Windowsの net startコマンドを使用して，サービスを起動できます。

1. コマンド プロンプトを起動する。

2. 次に示すコマンドを実行する。
net start サービス名またはサービスの制御名
 

指定できるサービスの制御名とサービス名の対応を，次の表に示します。

表 1-4　サービスの制御名とサービス名の対応

サービスの制御名は，サービスのプロパティ画面の［サービス名］に表示されている
名称と同じです。また，サービス名を指定する場合，名称に半角のスペースがありま
すので，表示名を「"」（引用符）で囲んでください。

1.2.2　JP1/Cm2/NC - Viewを起動する
JP1/Cm2/NCで VLANや SLBなどの構成状況を，スイッチから取得して一覧表示した
り，VLANや SLBなどの構成を設定したりするために，JP1/Cm2/NC - Viewを起動し
て JP1/Cm2/NC - Managerにログインする必要があります。

なお，JP1/Cm2/NC - Viewを起動する前に，次の設定が必要です。

• ncmuserコマンドでマネージャーサーバへログインユーザーおよびパスワードを登録
する。

• JP1/Cm2/NC - Manager動作条件定義ファイル（ncm.conf）でポート番号をデフォル
トから変更している場合，JP1/Cm2/NC - View接続先定義ファイル（ncvdest.conf）

サービスの制御名 サービス名

JP1Cm2NC_Manager JP1/Cm2/NC - Manager

JP1Cm2NC_Adaptorax JP1/Cm2/NC - Adaptor for AX

JP1Cm2NC_Adaptorbi JP1/Cm2/NC - Adaptor for BI

JP1Cm2NC_Adaptorbs JP1/Cm2/NC - Adaptor for BS

JP1Cm2NC_Adaptorcs JP1/Cm2/NC - Adaptor for CS

JP1Cm2NC_Adaptorgs JP1/Cm2/NC - Adaptor for GS

JP1Cm2NC_Adaptorlf JP1/Cm2/NC - Adaptor for LF

JP1Cm2NC_Adaptorst JP1/Cm2/NC - Adaptor for ST
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1.　JP1/Cm2/NCの起動と終了
でもポート番号を一致させる。

また，接続先マネージャーサーバの名称を JP1/Cm2/NC - View接続先定義ファイル
（ncvdest.conf）で定義しておくと，ログイン時にプルダウンメニューから接続先ホスト
を選択できます。

各セットアップについては，マニュアル「JP1/Cm2/Network Element Configuration 機
能・構築ガイド」を参照してください。

JP1/Cm2/NC - Viewの起動方法を次に示します。

1. Windowsの［スタート］メニューから，［プログラム］－［JP1_Cm2_Network 
Element Configuration - View］－［ネットワーク構成管理］を選択する。
［ログイン］ダイアログボックスが表示されます。

2. ユーザー名，パスワード，接続先ホスト名，および表示ビューを入力する。
［ログイン］ダイアログボックスの入力内容については，「6.2　［ログイン］ダイアロ
グボックス」を参照してください。

3.［OK］ボタンをクリックする。
ログイン中であることを示すダイアログボックスが表示されます。JP1/Cm2/NC - 
Managerへのログインが成功すると，［Network Element Configuration - View］
ウィンドウが表示されます。そのあと，マネージャーサーバの DBからネットワーク
構成情報を取得している旨のダイアログボックスが表示されます。ネットワーク構成
情報の取得が終了したら，［Network Element Configuration - View］ウィンドウで操
作できるようになります。
ログインが失敗した場合は，ユーザー認証が失敗したことを示すメッセージが表示さ
れます。そのメッセージの対処方法に従って問題を解決し，再ログインしてくださ
い。
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1.　JP1/Cm2/NCの起動と終了
1.3　終了
この節では，JP1/Cm2/NCのプログラムを終了する方法について説明します。

プログラム終了時の注意事項
JP1/Cm2/NC - Viewを終了する前に，JP1/Cm2/NC - Managerを終了すると，マ
ネージャーサーバの DBに格納されている情報が取得できないため，エラーになる
ことがあります。JP1/Cm2/NC - Managerを終了する前に，JP1/Cm2/NC - Viewを
終了してください。そのあとで，JP1/Cm2/NC - Adaptor，JP1/Cm2/NC - Manager
の順に終了してください。

1.3.1　JP1/Cm2/NC - Viewを終了する
JP1/Cm2/NC - Viewの終了方法を次に示します。

1.［Network Element Configuration - View］ウィンドウで，［ファイル］－［終了（ログ
アウト）］を選択する。
ログアウトを確認するダイアログボックスが表示されます。

2.［はい］ボタンをクリックする。
［Network Element Configuration - View］ウィンドウが閉じられます。

1.3.2　JP1/Cm2/NC - Managerまたは JP1/Cm2/NC - Adaptor
を終了する

JP1/Cm2/NC - Managerおよび JP1/Cm2/NC - Adaptorのサービスの終了方法について
説明します。ここでは手動でサービスを終了する方法について示します。

（1） ［サービス］ダイアログボックスから終了する

1. コントロールパネルから［管理ツール］－［サービス］を選択する。
［サービス］ダイアログボックスが表示されます。なお，［ファイル名を指定して実
行］ダイアログボックスの［名前］に「services.msc」と入力したあと，［OK］ボタ
ンをクリックしても，［サービス］ダイアログボックスが表示されます。

2. 終了させたい JP1/Cm2/NCのサービス名を選択する。
サービス名については，「1.1　サービス一覧」を参照してください。

3.［操作］－［停止］を選択する。
選択したサービスが終了します。なお，右クリックして表示されるメニューや，サー
ビスの停止ボタンでも終了できます。

（2） コマンドラインから終了する

Windowsの net stopコマンドを使用して，サービスを終了できます。
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1.　JP1/Cm2/NCの起動と終了
1. コマンド プロンプトを起動する。

2. 次に示すコマンドを実行する。
net stop サービス名またはサービスの制御名
 

指定できるサービスの制御名とサービス名の対応を，次の表に示します。

表 1-5　サービスの制御名とサービス名の対応

サービスの制御名は，サービスのプロパティ画面の［サービス名］に表示されている
名称と同じです。また，サービス名を指定する場合，名称に半角のスペースがありま
すので，表示名を「"」（引用符）で囲んでください。

サービスの制御名 サービス名

JP1Cm2NC_Manager JP1/Cm2/NC - Manager

JP1Cm2NC_Adaptorax JP1/Cm2/NC - Adaptor for AX

JP1Cm2NC_Adaptorbi JP1/Cm2/NC - Adaptor for BI

JP1Cm2NC_Adaptorbs JP1/Cm2/NC - Adaptor for BS

JP1Cm2NC_Adaptorcs JP1/Cm2/NC - Adaptor for CS

JP1Cm2NC_Adaptorgs JP1/Cm2/NC - Adaptor for GS

JP1Cm2NC_Adaptorlf JP1/Cm2/NC - Adaptor for LF

JP1Cm2NC_Adaptorst JP1/Cm2/NC - Adaptor for ST
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1.4　運用上の注意事項
JP1/Cm2/NCの運用上の注意事項のうち，構成情報の変更および各設定対象スイッチの
仕様に関する注意事項について説明します。運用を始める前に，この節で説明している
内容を理解して，運用中のトラブルを回避するようにしてください。また，運用中もこ
こで説明している内容を確認し，トラブルを回避するようにしてください。

1.4.1　スイッチの構成定義変更に関する注意事項
（1） JP1/Cm2/NCとスイッチとの間の通信経路について

JP1/Cm2/NCは管理端末，マネージャーサーバ，アダプターサーバ，および管理対象ス
イッチ間で TCP/IPによる通信を使ってスイッチの構成を管理しています。そのため，
スイッチの構成情報を変更する際，各装置間で通信できない構成に変更しないでくださ
い。

（2） スイッチの設定が失敗した場合について

スイッチへの設定が失敗した場合，設定内容は破棄され，スイッチの状態表示が「構成
情報の同期が必要です。」に変わります。ネットワーク構成ツリーにも，設定内容は反映
されません。これは，スイッチへの設定が途中で中断されているため，JP1/Cm2/NCで
持っている情報と実際のスイッチの設定情報との間に矛盾が生じないようにするためで
す。この場合，設定が失敗したスイッチの構成情報の同期を取り，最新の情報を取得し
直してください。スイッチの構成情報の同期については，「2.5.3　スイッチの構成情報の
同期を取る」を参照してください。

（3） JP1/Cm2/NC以外の手段による構成定義変更について

JP1/Cm2/NCで設定できる構成情報を，JP1/Cm2/NC以外の手段（コンソール，リモー
ト運用端末など）で変更しないでください。JP1/Cm2/NCは，スイッチの設定コマンド
を発行してスイッチの構成情報を設定します。JP1/Cm2/NC以外の手段で，スイッチの
構成情報を変更すると，JP1/Cm2/NC - Managerの DBの情報とスイッチの情報に矛盾
が発生して設定できなくなるおそれがあります。

JP1/Cm2/NCが発行する設定コマンドについては，「付録 B　JP1/Cm2/NC - Adaptorが
発行するコマンド一覧」を参照してください。

JP1/Cm2/NC以外の手段でスイッチの構成情報を変更した場合，JP1/Cm2/NC - Viewを
使って，スイッチの構成情報の同期を取り，最新の情報を取得し直してください。また，
スイッチの構成定義ファイル自体を更新した場合も，JP1/Cm2/NC - Viewを使って，ス
イッチの構成情報の同期を取り，最新の情報を取得し直してください。

スイッチの構成情報の同期については，「2.5.3　スイッチの構成情報の同期を取る」を参
照してください。
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1.4.2　AX2400Sおよび AX3600Sに関する注意事項

（1） ミラーポートに設定されているポートについて

ミラーポートを設定したポートには，ポート VLANを割り当てられません。JP1/Cm2/
NCを使用して AX2400Sまたは AX3600Sのポートにポート VLANを割り当てる場合，
割り当てる対象のポートがミラーポートに設定されていないか確認してください。

（2） システム状態の変更について

JP1/Cm2/NCは，構成情報を取得したり，設定したりするために，以降に示すコマンド
を実行し，AX2400Sおよび AX3600Sの状態を変更します。変更した状態は AX2400S
および AX3600Sに記憶されます。

set logging console disable E9
イベントレベルが E9以下のシステムメッセージの画面表示を抑止します。 

set terminal pager disable
ページングしません。

JP1/Cm2/NCが使用しているログインユーザーを使用して，JP1/Cm2/NC以外の製品や
telnetなどで AX2400Sおよび AX3600Sに対してコマンド処理を実行する場合は，JP1/
Cm2/NCを使用して設定した状態が有効になっています。AX2400Sおよび AX3600Sの
状態の違いに注意してコマンドを実行してください。

なお，この設定は，ほかのログインユーザーには影響しません。

1.4.3　AX5400Sおよび AX7800Sに関する注意事項

（1） 認識できる NIFの状態

AX5400Sおよび AX7800Sに搭載されている NIFのうち，JP1/Cm2/NCが認識できる
NIFは，active状態の NIFだけです。close nifコマンドや close psuコマンドなどで閉
塞状態になっているNIFについては認識できません。そのため，JP1/Cm2/NCを使用し
てポートの追加設定などはできません。free nifコマンドや free psuコマンドで NIFを
active状態にしてポートの追加設定などをしてください。

（2） VLANにポートを設定する場合の注意

JP1/Cm2/NCで VLANに設定されたポートを追加したり削除したりする場合，
AX5400Sおよび AX7800Sの CPがリスタートすることがあります。また，ポートが設
定されている VLANを削除した場合も CPがリスタートすることがあります。

（3） システム状態の変更について

JP1/Cm2/NCは，構成情報を取得したり，設定したりするために，以降に示すコマンド
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1.　JP1/Cm2/NCの起動と終了
を実行し，AX5400Sおよび AX7800Sの状態を変更します。変更した状態は AX5400S
および AX7800Sに記憶されるため，ほかのログインユーザーに対しても，その設定が有
効になります。ほかのログインユーザーで JP1/Cm2/NCを使用しないで AX5400Sおよ
び AX7800Sに対してコマンド処理を実行する場合は，AX5400Sおよび AX7800Sの状
態の違いに注意してコマンドを実行してください。

set logging console disable E9
イベントレベルが E9以下のシステムメッセージの画面表示を抑止します。

set terminal pager disable
ページングしません。

prompt off
実行確認メッセージを表示しません。

1.4.4　BIG-IPに関する注意事項

（1） 論理サーバポート名の指定について

論理サーバポート名は，255バイト以内で指定するようにしてください。

JP1/Cm2/NCでは，255バイトを超える論理サーバポート名は扱いません。このため，
スイッチに 255バイトを超える論理サーバポート名が設定されていた場合，該当する論
理サーバポートに関する情報は取得しません。つまり，JP1/Cm2/NC上では該当する論
理サーバポートは設定されていないように見えます。

255バイトを超える論理サーバポート名が設定されている論理サーバを JP1/Cm2/NC - 
Viewから削除しようとすると，JP1/Cm2/NCが管理している SLB情報からは該当する
論理サーバの情報が削除されます。しかし，スイッチには 255バイトを超える論理サー
バポート名が設定されているため，スイッチからは該当する論理サーバは削除されませ
ん。このような状態のスイッチに対して構成情報の同期を取ると，JP1/Cm2/NC - View
には，論理サーバポートがまったく設定されていない論理サーバが表示されます。論理
サーバポートがまったく設定されていない論理サーバは JP1/Cm2/NC - Viewから削除で
きません。なお，この論理サーバに対して，新しく論理サーバポートを追加することは
できます。

（2） プール名の指定について

プール名は，255バイト以内で指定するようにしてください。

JP1/Cm2/NCでは，255バイトを超えるプール名は扱いません。このため，スイッチに
255バイトを超えるプール名が設定されていた場合，該当するプールに関する情報は取
得しません。また，論理サーバポートと 255バイトを超える名称のプールが関連づけら
れていた場合，その論理サーバポートに関する情報も取得しません。つまり，JP1/Cm2/
NC上では該当するプールや論理サーバポートは設定されていないように見えます。
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1.　JP1/Cm2/NCの起動と終了
1.4.5　BS1000に関する注意事項

（1） システム状態の変更について

JP1/Cm2/NCは，次に示すコマンドを実行し，BS1000の状態を変更します。変更した
状態は BS1000に記憶されるため，ほかのログインユーザーに対しても，その設定が有
効になります。ほかのログインユーザーで JP1/Cm2/NCを使用しないで BS1000に対し
てコマンド処理を実行する場合は，BS1000の状態の違いに注意してコマンドを実行して
ください。

prompt off
実行確認メッセージを表示しません。

（2） 冗長化（二重化）されているスイッチの設定について

スイッチが冗長構成になっている場合，2台のスイッチへ同時には設定できません。1台
ずつ設定する必要があります。一方のスイッチへ設定が完了してから，もう一方のス
イッチを設定してください。同時に設定すると，どちらか一方の設定が失敗するおそれ
があります。

1.4.6　BS2000，BS320，BS500，および BS500 1Gbx40に
関する注意事項

（1） システム状態の変更について

JP1/Cm2/NCは，構成情報を取得したり，設定したりするために，以降に示すコマンド
を実行し，BS2000，BS320，BS500，および BS500 1Gbx40の状態を変更します。変
更した状態は BS2000，BS320，BS500，および BS500 1Gbx40に記憶されます。

set logging console disable E9
イベントレベルが E9以下のシステムメッセージの画面表示を抑止します。 

set terminal pager disable
ページングしません。

JP1/Cm2/NCが使用しているログインユーザーを使用して，JP1/Cm2/NC以外の製品や
telnetなどで BS2000，BS320，BS500，および BS500 1Gbx40に対してコマンド処理
を実行する場合は，JP1/Cm2/NCを使用して設定した状態が有効になっています。
BS2000，BS320，BS500，および BS500 1Gbx40の状態の違いに注意してコマンドを
実行してください。

なお，この設定は，ほかのログインユーザーには影響しません。
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1.　JP1/Cm2/NCの起動と終了
1.4.7　Cisco Catalystに関する注意事項

（1） JP1/Cm2/NCで扱うポートについて

Cisco Catalystのポートには，レイヤー 2モードとレイヤー 3モードがありますが，
JP1/Cm2/NCではレイヤー 2モードのポートだけ扱います。レイヤー 3モードに設定さ
れているポートは，JP1/Cm2/NC上には表示されません。

（2） 拡張範囲 VLANの作成について

拡張範囲 VLANは，1006～ 4094の範囲のうち，4094に近い VLAN-IDで作成するよ
うにしてください。

JP1/Cm2/NCでは，スイッチで内部的に使用されている VLAN（Internal VLAN）を扱
わないため，Internal VLANに割り当て済みの拡張範囲 VLANの IDを使用して VLAN
を作成しようとすると，設定が失敗します。Internal VLANは，拡張範囲 VLANの ID
（1006～ 4096）のうち，1006番寄りに設定されています。

（3） VTPの扱いについて

JP1/Cm2/NCでは，VTP情報について，表示だけサポートしています。設定はできませ
ん。したがって，JP1/Cm2/NCを使用して VLANを設定するスイッチは，VTPサーバ
モードまたは VTPトランスペアモードである必要があります。

（4） VTPアドバタイズによる情報の更新について

VTPサーバモードのスイッチに VLANの設定を実行すると，VTPドメイン内の各 Cisco
スイッチに VTPアドバタイズが送信され，各 Ciscoスイッチは必要に応じて VLAN設
定を更新します。このため，JP1/Cm2/NC - Viewに表示されている各 Ciscoスイッチの
設定内容が，実際にスイッチに設定されている内容より古くなるおそれがあります。し
たがって，VLANを設定する前に，必ずスイッチの構成情報の同期を取ってください。
また，VLANを設定したあとも，必要に応じてスイッチの構成情報の同期を取ってくだ
さい。

1.4.8　GS3000および GS4000に関する注意事項

（1） 認識できる NIFの状態

GS3000および GS4000に搭載されている NIFのうち，JP1/Cm2/NCが認識できる NIF
は，active状態の NIFだけです。close nifコマンドや close psuコマンドなどで閉塞状
態になっている NIFについては認識できません。そのため，JP1/Cm2/NCを使用して
ポートの追加設定などはできません。free nifコマンドや free psuコマンドで NIFを
active状態にしてポートの追加設定などをしてください。
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1.　JP1/Cm2/NCの起動と終了
（2） VLANにポートを設定する場合の注意

JP1/Cm2/NCで VLANに設定されたポートを追加したり削除したりする場合，GS3000
および GS4000の CPがリスタートすることがあります。また，ポートが設定されてい
る VLANを削除した場合も CPがリスタートすることがあります。

（3） システム状態の変更について

JP1/Cm2/NCは，構成情報を取得したり，設定したりするために，以降に示すコマンド
を実行し，GS3000および GS4000の状態を変更します。変更した状態は GS3000およ
び GS4000に記憶されるため，ほかのログインユーザーに対しても，その設定が有効に
なります。ほかのログインユーザーで JP1/Cm2/NCを使用しないで GS3000および
GS4000に対してコマンド処理を実行する場合は，GS3000および GS4000の状態の違
いに注意してコマンドを実行してください。

set logging console disable E9
イベントレベルが E9以下のシステムメッセージの画面表示を抑止します。

set terminal pager disable
ページングしません。

prompt off
実行確認メッセージを表示しません。

1.4.9　HA8000-ie/Loadflowbalに関する注意事項
JP1/Cm2/NCで HA8000-ie/Loadflowbalを管理しているとき，次のコマンドを使用し
て，HA8000-ie/Loadflowbalの設定を変更しないでください。JP1/Cm2/NCの運用と同
時に使用すると，JP1/Cm2/NCのコマンド実行が失敗するおそれがあります。

banner exec
ユーザーが CLIの Privileged EXECレベルに入ると，メッセージを表示します。

banner incoming
ユーザーが Telnetセッションを確立したときに，コンソールにメッセージを表示し
ます。

banner motd
ユーザーが Telnetセッションを確立したときに，ユーザー端末にメッセージを表示
します。
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1.　JP1/Cm2/NCの起動と終了
1.4.10　STMに関する注意事項

（1） ESTM Adminを使用して STMを設定する場合の注意

ESTM Adminを使用して STMを設定する場合，次のことに注意してください。

• ゾーン名，グループ名，および物理サーバ名などの名称に，会社名と同じ名称を付け
ないでください。

• 会社は，必ず一つ以上登録しておいてください。
• 会社を追加する場合，次の手順で追加してください。必ず手順 2まで実施してくださ
い。
1.［Account Management］ページで，Companyを追加する。
2.［Component Management］ページで，追加した Companyのツリーを表示する。

• IPアドレスを指定する個所（Full Notice IP，物理サーバの IPアドレスなど）には必
ず適切な値を設定してください。不正な値が設定されていると，JP1/Cm2/NCでは，
設定値とは異なる値が表示されたり，構成情報の取得に失敗したりします。

（2） バインド構成情報の設定について

STMでは，ゾーン配下にグループは 3階層まで設定できます。ただし，ESTM Admin
を使用して STMにバインドを設定した場合，グループを 4階層以上バインドできてしま
うことがあります。JP1/Cm2/NCでは，グループが 4階層以上バインドされているとき
でも，4階層目以降の情報を取得しません。
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2　 ネットワーク構成情報の表
示
この章では，JP1/Cm2/NCを使用して，管理しているスイッ
チのネットワーク構成状況を表示させる手順について説明しま
す。また，表示内容を最新の情報に更新する手順についても説
明します。
操作はメイン画面である［Network Element Configuration - 
View］ウィンドウから実行します。［Network Element 
Configuration - View］ウィンドウは，表示する内容によって
ビューが分かれています。
なお，操作手順の説明で使用している JP1/Cm2/NC - Viewの
画面については，6～ 15章に記載されている画面の説明を参
照してください。

2.1　JP1/Cm2/NCが管理しているスイッチを表示する

2.2　VLANの構成状況を表示する

2.3　SLBの構成状況を表示する

2.4　VLANおよび SLB以外の情報の設定状況を表示する

2.5　ネットワーク構成ツリーを更新する
17



2.　ネットワーク構成情報の表示
2.1　JP1/Cm2/NCが管理しているスイッチを表
示する

表示ビューに「管理対象ビュー」を選択して JP1/Cm2/NC - Managerにログインする
と，［Network Element Configuration - View］ウィンドウの管理対象ビューが表示さ
れ，JP1/Cm2/NCが管理しているスイッチの一覧を参照できます。管理対象ビューは，
別のビューの「ビュー選択メニュー」で「管理対象ビュー」を選択して表示することも
できます。別のビューから管理対象ビューに切り替える場合，起動時と同様に JP1/Cm2/
NC - Managerの DBから情報を取得し，最新のネットワーク構成ツリーを表示します。

管理対象ビューのツリーエリアには，JP1/Cm2/NCが管理しているスイッチのネット
ワーク構成ツリーが表示されます。ネットワーク構成ツリーの要素を選択すると，リス
トエリアに情報を表示できます。

2.1.1　ネットワーク構成要素の内容をリストエリアに表示す
る（管理対象ビュー）

ネットワーク構成要素の内容をリストエリアに表示する方法は次のとおりです。

1. 管理対象ビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，内容
を表示するネットワーク構成要素を選択する。
リストエリアには，選択したネットワーク構成要素に対応した一覧が表示されます。

ツリーエリアで選択した要素とリストエリアに表示される内容（管理対象ビュー）の対
応，および各リストの表示イメージおよび表示項目の詳細については，「6.4.1（4）　リス
トエリア」を参照してください。
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2.　ネットワーク構成情報の表示
2.2　VLANの構成状況を表示する

表示ビューに「VLANビュー」を選択して JP1/Cm2/NC - Managerにログインすると，
［Network Element Configuration - View］ウィンドウの VLANビューが表示され，
JP1/Cm2/NCが管理している VLAN環境のネットワーク構成ツリーを参照できます。
VLANビューは，別のビューの「ビュー選択メニュー」で「VLANビュー」を選択して
表示することもできます。別のビューから VLANビューに切り替える場合，起動時と同
様に JP1/Cm2/NC - Managerの DBから情報を取得し，最新のネットワーク構成ツリー
を表示します。

VLANビューのツリーエリアには，JP1/Cm2/NCが管理しているスイッチが VLAN単
位で整理されたネットワーク構成ツリーが表示されます。VLANビューでは，ネット
ワーク構成ツリーの要素を選択して，リストエリアに情報を表示させたり，プロパティ
画面を表示させたりできます。

2.2.1　ネットワーク構成要素の内容をリストエリアに表示す
る（VLANビュー）

ネットワーク構成要素の内容をリストエリアに表示する方法は次のとおりです。

1. VLANビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，内容を
表示するネットワーク構成要素を選択する。
リストエリアには選択したネットワーク構成要素に対応した一覧が表示されます。

ツリーエリアで選択した要素とリストエリアに表示される内容の対応，および各情報の
表示イメージおよび表示項目の詳細については，「6.5.1（4）　リストエリア」を参照して
ください。

2.2.2　スイッチのプロパティ画面を表示する（VLANビュー）
VLANビューでは，ネットワーク構成ツリーに表示されているスイッチに関する情報を，
プロパティ画面で表示できます。

VLANビューで表示できるプロパティ画面およびマニュアルでの参照先をスイッチ別に
次の表に示します。適宜参照してください。
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2.　ネットワーク構成情報の表示
表 2-1　VLANビューで表示できるプロパティ画面およびマニュアルでの参照先

VLANビューで各プロパティ画面を表示する手順を次に示します。

（1） スイッチ情報を表示する

スイッチ情報を表示する手順を次に示します。

1. VLANビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，スイッ
チ情報を表示するスイッチを選択する。

2. スイッチを選択したまま右クリックする。
ショートカットメニューが表示されます。

3. ショートカットメニューから［スイッチ情報］を選択する。
［スイッチ情報］ダイアログボックスが表示されます。

（2） スイッチ一覧を表示する

スイッチ一覧を表示する手順を次に示します。

1. VLANビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，スイッ
チ一覧を表示する VLAN管理ドメインを選択する。

2. VLAN管理ドメインを選択したまま右クリックする。
ショートカットメニューが表示されます。

3. ショートカットメニューから［スイッチ一覧］を選択する。
［スイッチ一覧］ダイアログボックスが表示されます。

プロパ
ティ画面

用途 参照先

AX2400S・
AX3600S・
BS2000・
BS320・
BS500・

BS500 1Gbx40

AX5400S・
AX7800S・
GS3000・
GS4000

BS1000 Cisco 
Catalyst

スイッチ
情報

該当するスイッチについ
て，スイッチ名などの基本
情報や，ネットワーク構成
情報の一つであるスイッチ
構成情報を参照します。

7.1 8.1 9.1 10.1

スイッチ
一覧

VLAN管理ドメイン配下の
スイッチを参照します。
VLANビューのリストエリ
アに表示できる「スイッチ
リスト」と同じ内容です。

7.2 8.2 9.2 10.2

VLAN一
覧

スイッチ内に設定されてい
る VLANを参照します。

7.3 8.3 9.3 10.3
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2.　ネットワーク構成情報の表示
（3） VLAN一覧を表示する

VLAN一覧を表示する手順を次に示します。

1.［スイッチ一覧］ダイアログボックスを表示する。

2.［スイッチ一覧］ダイアログボックスに表示されているスイッチから，VLAN一覧を表
示するスイッチを選択する。

3.［詳細］ボタンをクリックする。
［VLAN一覧］ダイアログボックスが表示されます。
選択したスイッチをダブルクリックしても［VLAN一覧］ダイアログボックスを表示
できます。
21



2.　ネットワーク構成情報の表示
2.3　SLBの構成状況を表示する

表示ビューに「SLBビュー」を選択して JP1/Cm2/NC - Managerにログインすると，
［Network Element Configuration - View］ウィンドウの SLBビューが表示され，JP1/
Cm2/NCが管理している SLB環境のネットワーク構成ツリーを参照できます。SLB
ビューは，別のビューの「ビュー選択メニュー」で「SLBビュー」を選択して表示する
こともできます。別のビューから SLBビューに切り替える場合，起動時と同様に JP1/
Cm2/NC - Managerの DBから情報を取得し，最新のネットワーク構成ツリーを表示し
ます。

SLBビューのツリーエリアには，SLBの設定状況を基に整理されたネットワーク構成ツ
リーが表示されます。SLBビューでは，ネットワーク構成ツリーの要素を選択して，リ
ストエリアに情報を表示したり，プロパティ画面を表示したりできます。

2.3.1　ネットワーク構成要素の内容をリストエリアに表示す
る（SLBビュー）

ネットワーク構成要素の内容をリストエリアに表示する方法は次のとおりです。

1. SLBビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，内容を表
示するネットワーク構成要素を選択する。
リストエリアには，選択したネットワーク構成要素に対応した一覧が表示されます。

ツリーエリアで選択した要素とリストエリアに表示される内容の対応，および各情報の
表示イメージおよび表示項目の詳細について，マニュアルの参照先を次の表に示します。
適宜参照してください。

表 2-2　マニュアルの参照先一覧

2.3.2　スイッチのプロパティ画面を表示する（SLBビュー）
SLBビューでは，ネットワーク構成ツリーに表示されているスイッチに関する情報を，
プロパティ画面で表示できます。

SLBビューで表示できるプロパティ画面およびマニュアルでの参照先をスイッチ別に次
の表に示します。適宜参照してください。

用途 参照先

BIG-IPに関する参照 6.6.1（6）

HA8000-ie/Loadflowbalに関する参照 6.6.1（7）

STMに関する参照 6.6.1（8）
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2.　ネットワーク構成情報の表示
表 2-3　SLBビューで表示できるプロパティ画面およびマニュアルでの参照先

（凡例）
－：該当しない。

SLBビューで各プロパティ画面を表示する手順を次に示します。

（1） スイッチ情報を表示する

スイッチ情報を表示する手順を次に示します。

1. SLBビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，スイッチ
情報を表示するスイッチを選択する。

2. スイッチを選択したまま右クリックする。
ショートカットメニューが表示されます。

3. ショートカットメニューから［スイッチ情報］を選択する。
［スイッチ情報］ダイアログボックスが表示されます。

（2） 論理サーバ情報を表示する

論理サーバ情報を表示する手順を次に示します。

1. SLBビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，論理サー
バ情報を表示する論理サーバを選択する。

2. 論理サーバを選択したまま右クリックする。
ショートカットメニューが表示されます。

3. ショートカットメニューから［論理サーバ情報］を選択する。
［論理サーバ情報］ダイアログボックスが表示されます。

（3） 物理サーバ情報を表示する

物理サーバ情報を表示する手順を次に示します。

プロパティ画面 用途 参照先

BIG-IP HA8000-ie/
Loadflowbal

STM

スイッチ情報 該当するスイッチについて，スイッ
チ名などの基本情報や，ネットワー
ク構成情報の一つであるスイッチ構
成情報を参照します。

11.1 12.1 －

論理サーバ情報 該当する論理サーバの基本情報を参
照します。

11.2 12.2 －

物理サーバ情報 該当する物理サーバの基本情報を参
照します。

11.3 12.3 －

ゾーン情報 該当するゾーンの基本情報を参照し
ます。

－ － 13.1
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2.　ネットワーク構成情報の表示
1. SLBビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，物理サー
バ情報を表示する物理サーバを選択する。

2. 物理サーバを選択したまま右クリックする。
ショートカットメニューが表示されます。

3. ショートカットメニューから［物理サーバ情報］を選択する。
［物理サーバ情報］ダイアログボックスが表示されます。

（4） ゾーン情報を表示する

ゾーン情報を表示する手順を次に示します。

1. SLBビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，ゾーン情
報を表示するゾーンを選択する。

2. ゾーンを選択したまま右クリックする。
ショートカットメニューが表示されます。

3. ショートカットメニューから［ゾーン情報］を選択する。
［ゾーン情報］ダイアログボックスが表示されます。
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2.　ネットワーク構成情報の表示
2.4　VLANおよび SLB以外の情報の設定状況
を表示する

表示ビューに「スイッチ構成ビュー」を選択して JP1/Cm2/NC - Managerにログインす
ると，［Network Element Configuration - View］ウィンドウのスイッチ構成ビューが表
示され，VLANや SLB以外に JP1/Cm2/NCで設定および管理している情報について，
設定状況を参照できます。

JP1/Cm2/NCでは，次の設定状況を参照できます。

AX2400S・AX3600S
• アクセス制御の設定状況

BS2000・BS320・BS500・BS500 1Gbx40
• アクセス制御の設定状況
• アップリンクフェイルオーバーの設定状況

BS1000
• アクセス制御の設定状況
• QoS制御の設定状況

スイッチ構成ビューは，別のビューの「ビュー選択メニュー」で「スイッチ構成ビュー」
を選択して表示することもできます。別のビューからスイッチ構成ビューに切り替える
場合，起動時と同様に JP1/Cm2/NC - Managerの DBから情報を取得し，最新のネット
ワーク構成ツリーを表示します。

スイッチ構成ビューでは，ネットワーク構成ツリーの要素を選択して，リストエリアに
情報を表示したり，プロパティ画面を表示したりできます。

2.4.1　ネットワーク構成要素の内容をリストエリアに表示す
る（スイッチ構成ビュー）

ネットワーク構成要素の内容をリストエリアに表示する方法は次のとおりです。

1. スイッチ構成ビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，
内容を表示するネットワーク構成要素を選択する。
リストエリアには，選択したネットワーク構成要素に対応した一覧が表示されます。

ツリーエリアで選択した要素とリストエリアに表示される内容の対応，および各情報の
表示イメージおよび表示項目の詳細については，「6.7.1（4）　リストエリア」を参照して
ください。
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2.　ネットワーク構成情報の表示
2.4.2　スイッチのプロパティ画面を表示する（スイッチ構成
ビュー）

スイッチ構成ビューでは，ネットワーク構成ツリーに表示されているスイッチに関する
情報を，プロパティ画面で表示できます。

スイッチ構成ビューで表示できるプロパティ画面およびマニュアルでの参照先を次の表
に示します。適宜参照してください。

表 2-4　スイッチ構成ビューで表示できるプロパティ画面およびマニュアルでの参照先

（凡例）
－：該当しない

注※　BS2000，BS320，BS500，および BS500 1Gbx40だけで参照できます。

スイッチ構成ビューで各プロパティ画面を表示する手順を次に示します。

（1） スイッチ情報を表示する

スイッチ情報を表示する手順を次に示します。

1. スイッチ構成ビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，
スイッチ情報を表示するスイッチを選択する。

2. スイッチを選択したまま右クリックする。
ショートカットメニューが表示されます。

3. ショートカットメニューから［スイッチ情報］を選択する。

プロパティ画面 用途 参照先

AX2400S・
AX3600S・
BS2000・
BS320・
BS500・
BS500 
1Gbx40

BS1000

スイッチ情報 該当するスイッチについて，スイッチ名など
の基本情報や，ネットワーク構成情報の一つ
であるスイッチ構成情報を参照します。
該当するポートに設定されているアップリン
クフェイルオーバーの情報を参照します。※

14.1 15.1

アクセス制御リスト
情報

該当するスイッチに設定されている，アクセ
ス制御のフィルター条件リストの情報を参照
します。

14.2 －

アクセス制御情報 該当するポートに設定されているアクセス制
御の情報を参照します。

14.7 15.2

QoS制御情報 該当するポートに設定されている QoS制御の
情報を参照します。

－ 15.3
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2.　ネットワーク構成情報の表示
［スイッチ情報］ダイアログボックスが表示されます。

（2） アップリンクフェイルオーバー情報を表示する

アップリンクフェイルオーバー情報を表示する手順を次に示します。

1. スイッチ構成ビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，
スイッチ情報を表示するスイッチを選択する。

2. スイッチを選択したまま右クリックする。
ショートカットメニューが表示されます。

3. ショートカットメニューから［スイッチ情報］を選択する。
［スイッチ情報］ダイアログボックスが表示されます。

4.［アップリンクフェイルオーバー］ページを選択する。

（3） アクセス制御リスト情報を表示する

アクセス制御リスト情報を表示する手順を次に示します。

1. スイッチ構成ビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，
スイッチ情報を表示するスイッチを選択する。

2. スイッチを選択したまま右クリックする。
ショートカットメニューが表示されます。

3. ショートカットメニューから［アクセス制御］－［アクセス制御リスト情報］を選択
する。
［アクセス制御リスト情報］ダイアログボックスが表示されます。

（4） アクセス制御情報を表示する

アクセス制御情報を表示する手順を次に示します。

1. スイッチ構成ビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，
アクセス制御情報を表示するポートを選択する。

2. ポートを選択したまま右クリックする。
ショートカットメニューが表示されます。

3. ショートカットメニューから［アクセス制御］－［アクセス制御情報］を選択する。
［アクセス制御情報］ダイアログボックスが表示されます。

（5） QoS制御情報を表示する

QoS制御情報を表示する手順を次に示します。

1. スイッチ構成ビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，
QoS制御情報を表示するポートを選択する。

2. ポートを選択したまま右クリックする。
ショートカットメニューが表示されます。
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2.　ネットワーク構成情報の表示
3. ショートカットメニューから［QoS制御］－［QoS制御情報］を選択する。
［QoS制御情報］ダイアログボックスが表示されます。
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2.　ネットワーク構成情報の表示
2.5　ネットワーク構成ツリーを更新する
JP1/Cm2/NC - Viewの起動中に，ほかの JP1/Cm2/NC - Viewでネットワーク構成情報
を変更したり，スイッチのコマンドで直接スイッチの設定を変更したりすると，現在表
示されている情報と最新の情報が異なってしまいます。その場合，最新のネットワーク
構成情報を表示するために，DBから更新された情報を取得したり，スイッチと構成情報
の同期を取ったりして，ネットワーク構成ツリーを再構成する必要があります。

この節では情報の更新に関する手順を説明します。

2.5.1　DBの情報が更新されたときの動作を設定する
ほかの JP1/Cm2/NC - Viewから JP1/Cm2/NC - Managerの DBが更新されたときに
JP1/Cm2/NC - Viewがする動作を，次の三つから選択できます。

• 確認
JP1/Cm2/NC - Managerの DBが更新されると，ネットワーク構成ツリーを再構成す
るかどうか確認するダイアログボックスが表示されます。ユーザーはその場でツリー
を自動的に再構成するか，手動で任意に再構成するかを選択できます。

• 自動
JP1/Cm2/NC - Managerの DBが更新されると，自動的にネットワーク構成ツリーを
再構成します。再構成を確認するダイアログボックスは表示されません。

• 手動
JP1/Cm2/NC - Managerの DBが更新されても，ネットワーク構成ツリーを再構成し
ません。再構成を確認するダイアログボックスも表示されません。任意のタイミング
でツリーを再構成する必要があります。

デフォルトの設定は「確認」です。JP1/Cm2/NC - Viewを起動するときは，必ず「確
認」に設定されます。設定を「確認」以外に変更しても，JP1/Cm2/NC - Viewを再起動
すると「確認」に戻ります。

JP1/Cm2/NC - Managerの DBが更新されたときの，JP1/Cm2/NC - Viewの動作を設定
する手順を次に示します。

1.［Network Element Configuration - View］ウィンドウのメニューバーから［オプショ
ン］－［ツリーの更新］を選択する。

2. 表示されるメニューから，「確認」，「自動」，または「手動」のうちのどれかを選択す
る。
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2.　ネットワーク構成情報の表示
参考
 

複数の JP1/Cm2/NC - Viewを使用して運用する場合，［Network Element Configuration - 
View］ウィンドウ以外のダイアログボックスを開いているときにほかの JP1/Cm2/NC - 
Viewから構成情報が更新されても，DBの更新は関知されません。複数の JP1/Cm2/NC - 
Viewを使用して運用する場合，常に最新のネットワーク構成情報を取得しておくために，
［Network Element Configuration - View］ウィンドウ以外のダイアログボックスを閉じた
あとに必ず手動でネットワーク構成ツリーを再構成することをお勧めします。最新の情報に
更新する手順については，「2.5.2　最新の情報に更新する」を参照してください。

2.5.2　最新の情報に更新する
JP1/Cm2/NC - Managerの DBが更新されたときの JP1/Cm2/NC - Viewの動作を，次
のように設定した場合は，手動でネットワーク構成ツリーを再構成する必要があります。

•「手動」に設定した場合。
•「確認」に設定した場合で，ツリーの再構成を確認するダイアログボックスが表示され
ても，すぐに再構成を実行しなかったとき。

最新のネットワーク構成情報を DBから取得し，ネットワーク構成ツリーを再構成する
方法は次の 2とおりです。

•［Network Element Configuration - View］ウィンドウのメニューバーから［表示］－
［最新の情報に更新］を選択する。
•［Network Element Configuration - View］ウィンドウのツールバーにある，最新の情
報に更新ボタンをクリックする。

2.5.3　スイッチの構成情報の同期を取る
次に示すどれかに当てはまる場合，JP1/Cm2/NC - Viewの表示内容がスイッチ本体の構
成状況と異なっています。

• スイッチへの設定処理に失敗して，スイッチの状態が「構成情報の同期を取る必要が
あります。」になっている場合

• スイッチの構成情報取得に失敗し，DBにスイッチの構成情報がない場合
• 構成情報の設定中に，JP1/Cm2/NC - Managerまたは JP1/Cm2/NC - Adaptorを終了
した場合

• 直接スイッチの設定を変更した場合

スイッチ本体の構成状況と JP1/Cm2/NC - Viewの表示内容を一致させるためには，ス
イッチと構成情報の同期を取り，ネットワーク構成ツリーを再構成する必要があります。

また，上記に該当しない場合についても，適宜スイッチの構成情報の同期を取ってくだ
さい。

スイッチの構成情報の同期を取る手順を次に示します。
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2.　ネットワーク構成情報の表示
1.［Network Element Configuration - View］ウィンドウのツリーエリアに表示されている
ネットワーク構成ツリーから，構成情報の同期を取りたいスイッチを選択する。

2. メニューバーで［表示］－［構成情報の同期］を選択する。
スイッチの構成情報の同期が取られ，ネットワーク構成ツリーが再構成されます。
スイッチの構成情報の同期は，目的のスイッチを選択したあと，ショートカットメ
ニューから［構成情報の同期］を選択しても実行できます。
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3　 VLANの設定
この章では，JP1/Cm2/NCを使って VLAN環境を設定する手
順を説明します。VLANは［Network Element Configuration 
- View］ウィンドウの VLANビューで設定します。
なお，操作手順の説明で使用している JP1/Cm2/NC - Viewの
各画面については，6章および 7～ 10章に記載されている画
面の説明を参照してください。
また，各スイッチの設定内容の詳細については，各スイッチの
ソフトウェアマニュアルを参照してください。

3.1　VLAN定義情報を設定する

3.2　スイッチ構成情報を設定する

3.3　VLAN構成情報を設定する
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3.　VLANの設定
3.1　VLAN定義情報を設定する

VLAN管理ドメインに VLANを定義するために，ネットワーク構成情報の VLAN定義
情報を設定します。

VLAN定義情報は，JP1/Cm2/NC内で管理している情報です。JP1/Cm2/NC内で使用す
る VLAN名などを定義します。直接スイッチには設定されません。

また，VLAN定義情報は，VLAN管理ドメイン内でユニークな情報です。設定するとき
は，VLAN管理ドメイン内で VLAN-IDおよび VLAN名が重ならないようにしてくださ
い。

VLAN定義情報の設定で使用する画面について，マニュアルの参照先をスイッチ別に次
の表に示します。適宜参照してください。

表 3-1　VLAN定義情報の設定で使用する画面についてのマニュアル参照先

VLAN定義情報を設定する手順を次に示します。

3.1.1　VLANの定義を追加する
VLAN管理ドメインに VLANを追加する手順は，次の 2とおりあります。

•［VLAN定義の追加］ダイアログボックスを表示して設定する。
•［VLAN構成情報の設定］ダイアログボックスから［VLAN定義の追加］ダイアログ
ボックスを表示して設定する。

ここでは，［VLAN定義の追加］ダイアログボックスを表示して設定する手順について説
明します。

画面名 用途 参照先

AX2400S・
AX3600S・
BS2000・
BS320・
BS500・
BS500 
1Gbx40

AX5400S・
AX7800S・
GS3000・
GS4000

BS1000 Cisco 
Catalyst

［VLAN定義の追加］
ダイアログボックス

VLANの追加 7.4 8.4 9.4 10.4

［VLAN定義の変更］
ダイアログボックス

VLANの設定内
容の変更

7.5 8.5 9.5 10.5
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3.　VLANの設定
参考
 

一つの VLAN管理ドメインに定義できる VLAN数は 4,095個です。すでに 4,095個の
VLANが定義されている VLAN管理ドメインに VLANを追加しようとしても，メニューや
ボタンが不活性になり，ダイアログボックスを開けません。

1. VLANビューを表示する。

2. VLANビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，VLAN
を追加する VLAN管理ドメイン名を選択する。

3. メニューバーから［編集］－［VLAN情報］－［VLAN定義の追加］を選択する。
［VLAN定義の追加］ダイアログボックスが表示されます。

4. 各項目を設定する。

5.［OK］ボタンをクリックする。
設定中のダイアログボックスが表示され，JP1/Cm2/NC - Managerに設定要求を送信
します。
設定が完了すると［VLAN定義の追加］ダイアログボックスが閉じ，ネットワーク構
成ツリーが再構成されます。また，リストエリアに表示されている VLANリストの
いちばん下にも，追加した VLANが表示されます。

［VLAN構成情報の設定］ダイアログボックスからは，［VLAN定義の追加］ボタンをク
リックして［VLAN定義の追加］ダイアログボックスを表示します。

参考
 

［VLAN構成情報の設定］ダイアログボックスから VLANを追加した場合，設定完了後，
［VLAN定義の追加］ダイアログボックスが閉じ，［VLAN構成情報の設定］ダイアログ
ボックスの VLANリストに追加されます。すでに設定は完了しているので，［VLAN構成情
報の設定］ダイアログボックスの［キャンセル］ボタンをクリックしても設定はキャンセル
されません。VLANの追加を取り消す場合は，改めて該当する VLANを削除してください。
VLANの削除については，「3.3.3（1）　VLAN管理ドメインから VLANを削除する」を参
照してください。

3.1.2　VLANの定義内容を変更する
VLAN定義情報を変更する手順は，次の 2とおりあります。

•［VLAN定義の変更］ダイアログボックスを表示して設定する。
•［VLAN構成情報の設定］ダイアログボックスから［VLAN定義の変更］ダイアログ
ボックスを表示して設定する。

ここでは，［VLAN定義の変更］ダイアログボックスを表示して設定する手順について説
明します。
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3.　VLANの設定
1. VLANビューを表示する。

2. VLANビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，VLAN
定義情報の内容を変更する VLANを選択する。

3. メニューバーから［編集］－［VLAN情報］－［VLAN定義の変更］を選択する。
［VLAN定義の変更］ダイアログボックスが表示されます。

4. 設定内容を変更する。

5.［OK］ボタンをクリックする。
設定処理中を示すダイアログボックスが表示され，JP1/Cm2/NC - Managerに設定要
求が送信されます。
設定が完了すると［VLAN定義の変更］ダイアログボックスが閉じ，ネットワーク構
成ツリーが再構成されます。

［VLAN構成情報の設定］ダイアログボックスからは，［VLAN定義の変更］ボタンをク
リックして［VLAN定義の変更］ダイアログボックスを表示します。

参考
 

［VLAN構成情報の設定］ダイアログボックスから VLANを変更した場合，設定完了後，
［VLAN定義の変更］ダイアログボックスが閉じ，［VLAN構成情報の設定］ダイアログ
ボックスに戻ります。すでに設定は完了しているので，［VLAN構成情報の設定］ダイアロ
グボックスの［キャンセル］ボタンをクリックしても設定はキャンセルされません。設定を
元に戻す場合は，再度［VLAN定義の変更］ボタンをクリックして該当する VLANの設定
を変更してください。

3.1.3　デフォルト VLANの定義内容を変更する
新しい VLAN管理ドメインが追加されると，JP1/Cm2/NC - Managerが自動的にデフォ
ルト VLANを定義します。

デフォルト VLANの値はあらかじめ設定されています。デフォルト VLANの内容を変
更したい場合は，「3.1.2　VLANの定義内容を変更する」を参照してください。ただし，
変更できるのは［VLAN名］，［備考］だけです。

デフォルト VLANの内容を次の表に示します。

表 3-2　デフォルト VLANの内容

項目 初期値

VLAN-ID 「1」

VLAN名 「デフォルト VLAN」

タイプ 「ポート」
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3.　VLANの設定
参考
 

ここで説明しているデフォルト VLANは，VLAN定義情報としてのデフォルト VLANで
す。スイッチに設定されている VLAN-ID＝ 1のデフォルト VLANを，JP1/Cm2/NCで
「デフォルト VLAN」以外の名称で管理したい場合などに設定を変更できます。
なお，この設定では，VLAN-ID＝ 1のデフォルト VLANの，スイッチに設定されている名
称を変更することはできません。

備考 設定なし

項目 初期値
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3.　VLANの設定
3.2　スイッチ構成情報を設定する
スイッチ内のすべての VLANに関係する情報を定義するために，ネットワーク構成情報
のスイッチ構成情報を設定します。

スイッチ構成情報は，スイッチに直接設定する情報です。スイッチの状態が「正常」の
ときにだけ設定できます。ただし，BS1000に VLANを設定する場合は，スイッチ構成
情報の設定はありません。

スイッチ構成情報には，VLAN構成情報を設定する前に設定しておく必要がある項目も
あるので，VLAN構成情報との設定の順序関係を意識して設定してください。

スイッチ構成情報の設定で使用する画面について，マニュアルの参照先をスイッチ別に
次の表に示します。適宜参照してください。

表 3-3　スイッチ構成情報の設定で使用する画面についてのマニュアル参照先

（凡例）
－：該当しない。

スイッチ構成情報を設定する手順を次に示します。

1. VLANビューを表示する。

2. VLANビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，スイッ
チ構成情報を設定するスイッチを選択する。

3. メニューバーから［編集］－［スイッチ構成情報の設定］を選択する。
［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボックスが表示されます。
［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボックスは，ショートカットメニューの［ス
イッチ構成情報の設定］を選択したり，ツールバーにあるスイッチ構成情報の設定ボ
タンをクリックしたりしても表示できます。

画面名 用途 参照先

AX2400S・
AX3600S・
BS2000・
BS320・
BS500・

BS500 1Gbx40

AX5400S・
AX7800S・
GS3000・
GS4000

BS1000 Cisco 
Catalyst

［スイッチ構成情報
の設定］ダイアログ
ボックス

スイッチ構成情
報（VLAN情
報）の設定

7.6 8.6 － 10.6

［ポートの選択］ダ
イアログボックス

ポートの選択 － 8.7 － －

［ポートの設定］ダ
イアログボックス

ポートに関する
設定

7.7 － － 10.7
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3.　VLANの設定
4. 各項目を設定する。

5.［OK］ボタンをクリックする。
設定処理中を示すダイアログボックスが表示され，設定内容がスイッチに反映されま
す。処理が完了すると，設定完了のダイアログボックスが表示されます。
ただし，途中で設定処理中を示すダイアログボックスを閉じると，設定完了のダイア
ログボックスは表示されません。また，設定処理中を示すダイアログボックスを閉じ
ても処理は続行されています。処理が完了するまで，ほかの設定はできません。

6. 設定完了のダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックする。

3.2.1　未定義フレームを破棄するポートを選択する
AX5400S，AX7800S，GS3000，および GS4000のスイッチ構成情報の設定で，未定義
フレームを破棄するポートを選択する手順を次に示します。

1.［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボックスを開く。

2.「未定義フレーム破棄ポート」欄の［ポートの選択］ボタンをクリックする。
［ポートの選択］ダイアログボックスが表示されます。

3. 未定義フレームを破棄するポートを選択する。

4.［OK］ボタンをクリックする。
［ポートの選択］ダイアログボックスが閉じ，［スイッチ構成情報の設定］ダイアログ
ボックスの［未定義フレーム破棄ポート］に，選択したポートが表示されます。
設定内容は，［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボックスの［OK］ボタンをク
リックするとスイッチに反映されます。

3.2.2　ポートの設定を変更する
AX2400S，AX3600S，Cisco Catalyst，BS2000，BS320，BS500，または BS500 
1Gbx40に VLANを設定するときに，ポートのモードなどの設定を変更する手順を次に
示します。

1.［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボックスを開く。

2.「ポート情報」の［ポートの設定］ボタンをクリックする。
［ポートの設定］ダイアログボックスが表示されます。

3.［選択可能ポート］から，設定を変更するポートを選択する。
ポートは複数選択できます。ただし，一度に複数のポートを選択した場合，以降の設
定内容は選択したポートすべてに対して設定されます。ポートごとに別の設定をした
い場合は，ポートを一つずつ選択して設定してください。

4. 該当するポートについて，設定を変更する。

5.［変更］をクリックする。
変更内容が，［選択可能ポート］に反映されます。
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3.　VLANの設定
6.［OK］ボタンをクリックする。
［ポートの設定］ダイアログボックスが閉じ，［スイッチ構成情報の設定］ダイアログ
ボックスの［ポート情報］に設定内容が反映されます。
設定内容は，［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボックスの［OK］ボタンをク
リックするとスイッチに反映されます。
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3.　VLANの設定
3.3　VLAN構成情報を設定する

VLANごとの情報を定義するために，ネットワーク構成情報の VLAN構成情報を設定し
ます。

VLAN構成情報はスイッチに直接設定される情報です。スイッチの状態が「正常」のと
きだけ設定できます。

VLAN構成情報の中には，スイッチ構成情報で設定した情報を使用するものがあるため，
VLAN構成情報を設定する場合，スイッチ構成情報との設定の順序関係を意識して設定
する必要があります。

VLAN構成情報の設定で使用する画面について，マニュアルの参照先をスイッチ別に次
の表に示します。適宜参照してください。

表 3-4　VLAN構成情報の設定で使用する画面についてのマニュアル参照先

VLAN構成情報を設定する手順を次に示します。

3.3.1　スイッチを VLANに追加する
スイッチを VLANに追加する手順を次に示します。

画面名 用途 参照先

AX2400S・
AX3600S・
BS2000・
BS320・
BS500・

BS500 1Gbx40

AX5400S・
AX7800S・
GS3000・
GS4000

BS1000 Cisco 
Catalyst

［VLAN構成情報の
設定］ダイアログ
ボックス

スイッチの
VLANへの追
加，変更，およ
び削除

7.8 8.8 9.6 10.8

［スイッチの選択］
ダイアログボックス

VLANへ追加し
たり設定を変更
したりするス
イッチの選択

7.9 8.9 9.7 10.9

［ポート VLAN－基
本設定］ダイアログ
ボックス

ポート VLANの
基本設定

7.10 8.10 9.8 10.10

［ポート VLAN－拡
張設定］ダイアログ
ボックス

ポート VLANの
拡張設定

7.11 8.11 9.9 10.11

［設定結果］ダイア
ログボックス

設定結果の確認 7.12 8.12 9.10 10.12
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3.　VLANの設定
1. VLANビューを表示する。

2. VLANビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，スイッ
チを追加する VLANを選択する。

3. メニューバーから［編集］－［VLAN情報］－［VLAN構成情報の設定］を選択する。
選択した VLANがフォーカスされた状態で［VLAN構成情報の設定］ダイアログ
ボックスが表示されます。
［VLAN構成情報の設定］ダイアログボックスは，ショートカットメニューの
［VLAN構成情報の設定］を選択したり，ツールバーにある VLAN構成情報の設定ボ
タンをクリックしたりしても表示できます。

4.［スイッチの追加］ボタンをクリックする。
［スイッチの選択］ダイアログボックスが表示されます。

5. 追加するスイッチを選択して［OK］ボタンをクリックする。
選択したスイッチに対応した［ポート VLAN－基本設定］ダイアログボックスが表
示されます。
一回の［スイッチの追加］の操作で追加できるスイッチは一つだけです。複数のス
イッチを追加する場合は，4～ 13の手順を繰り返します。

6. 各項目を設定する。

7.［拡張設定］ボタンをクリックする。
［ポート VLAN－拡張設定］ダイアログボックスが表示されます。

8. 各項目を設定する。

9.［ポート VLAN－拡張設定］ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックする。
設定内容が記憶され，［ポート VLAN－拡張設定］ダイアログボックスが閉じます。

10.［ポート VLAN－基本設定］ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックする。
［ポート VLAN－基本設定］ダイアログボックスが閉じ，［VLAN構成情報の設定］
ダイアログボックスの「スイッチ一覧」にスイッチが追加表示されます。

11.［VLAN構成情報の設定］ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックする。
VLAN構成情報の設定処理の開始を確認するダイアログボックスが表示されます。

12.確認ダイアログボックスの［はい］ボタンをクリックする。
設定処理中を示すダイアログボックスが表示され，設定内容がスイッチに反映されま
す。処理が終了すると，［設定結果］ダイアログボックスが表示されます。
ただし，途中で設定処理中を示すダイアログボックスを閉じると，［設定結果］ダイ
アログボックスは表示されません。また，設定処理中を示すダイアログボックスを閉
じても処理は続行されています。処理が終了するまで，ほかの設定はできません。

13.設定結果を確認し，［設定結果］ダイアログボックスの［閉じる］をクリックする。
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3.　VLANの設定
3.3.2　VLANを構成しているスイッチの設定を変更する
スイッチに設定されている，VLANに関する設定内容を変更する手順を次に示します。

1. VLANビューを表示する。

2. VLANビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，設定内
容を変更するスイッチを一つだけ選択する。

3. メニューバーから［編集］－［VLAN情報］－［VLAN構成情報の設定］を選択する。
選択したスイッチがフォーカスされた状態で［VLAN構成情報の設定］ダイアログ
ボックスが表示されます。
［VLAN構成情報の設定］ダイアログボックスは，ショートカットメニューの
［VLAN構成情報の設定］を選択したり，ツールバーにある VLAN構成情報の設定ボ
タンをクリックしたりしても表示できます。

4.［スイッチの変更］ボタンをクリックする。
［ポート VLAN－基本設定］ダイアログボックスが表示されます。

5. 設定内容を変更する。

6.［拡張設定］ボタンをクリックする。
［ポート VLAN－拡張設定］ダイアログボックスが表示されます。

7. 設定内容を変更する。

8.［ポート VLAN－拡張設定］ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックする。
設定内容が記憶され，［ポート VLAN－拡張設定］ダイアログボックスが閉じます。

9.［ポート VLAN－基本設定］ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックする。
設定内容が記憶され，［ポート VLAN－基本設定］ダイアログボックスが閉じます。

10.［VLAN構成情報の設定］ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックする。
VLAN構成情報の設定処理の開始を確認するダイアログボックスが表示されます。

11.確認ダイアログボックスの［はい］ボタンをクリックする。
設定処理中を示すダイアログボックスが表示され，変更内容がスイッチに設定されま
す。処理が終了すると，［設定結果］ダイアログボックスが表示されます。
ただし，途中で設定処理中を示すダイアログボックスを閉じると，［設定結果］ダイ
アログボックスは表示されません。また，設定処理中を示すダイアログボックスを閉
じても処理は続行されています。処理が終了するまで，ほかの設定はできません。

12.設定結果を確認し，［設定結果］ダイアログボックスの［閉じる］をクリックする。

3.3.3　定義情報を削除する
VLAN管理ドメインから VLANを削除したり，VLANからスイッチを削除したりする手
順を次に示します。
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3.　VLANの設定
（1） VLAN管理ドメインから VLANを削除する

VLAN管理ドメインから VLANを削除する手順を次に示します。一度に複数の VLAN
を選択すると，一括して削除することもできます。

1. VLANビューを表示する。

2. VLANビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，VLAN
を削除する VLAN管理ドメインを選択する。

3. メニューバーから［編集］－［VLAN情報］－［VLAN構成情報の設定］を選択する。
［VLAN構成情報の設定］ダイアログボックスが表示されます。
［VLAN構成情報の設定］ダイアログボックスは，ショートカットメニューの
［VLAN構成情報の設定］を選択したり，ツールバーにある VLAN構成情報の設定ボ
タンをクリックしたりしても表示できます。

4. 削除する VLANを［VLAN一覧］から選択する。
削除する VLANは複数選択できます。

5.［VLAN定義の削除］ボタンをクリックする。
VLAN定義の削除を確認するダイアログボックスが表示されます。

6.［はい］ボタンをクリックする。
指定した VLANが［VLAN構成情報の設定］ダイアログボックスの VLANリストか
ら削除されます。

7.［VLAN構成情報の設定］ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックする。
VLAN構成情報の設定処理の開始を確認するダイアログボックスが表示されます。

8. 確認ダイアログボックスの［はい］ボタンをクリックする。
設定処理中を示すダイアログボックスが表示され，変更内容がスイッチに反映されま
す。処理が終了すると，［設定結果］ダイアログボックスが表示されます。
ただし，途中で設定処理中を示すダイアログボックスを閉じると，［設定結果］ダイ
アログボックスは表示されません。また，設定処理中を示すダイアログボックスを閉
じても処理は続行されています。処理が終了するまで，ほかの設定はできません。

9. 設定結果を確認し，［設定結果］ダイアログボックスの［閉じる］をクリックする。

VLANを削除すると，削除対象の VLANに設定されていたすべてのスイッチから該当す
る VLANが削除されます。すべてのスイッチから該当する VLANが削除された時点で
この操作は完了します。一つでも VLANの削除に失敗したスイッチがある場合は，
VLANは削除されません。

（2） VLANからスイッチを削除する

VLANから構成するスイッチを削除する手順を次に示します。一度に複数のスイッチを
選択すると，一括して削除することもできます。

1. VLANビューを表示する。
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3.　VLANの設定
2. VLANビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーで，スイッチ
を削除する VLANを選択する。

3. メニューバーから［編集］－［VLAN情報］－［VLAN構成情報の設定］を選択する。
選択した VLANがフォーカスされた状態で［VLAN構成情報の設定］ダイアログ
ボックスが表示されます。
［VLAN構成情報の設定］ダイアログボックスは，ショートカットメニューの
［VLAN構成情報の設定］を選択したり，ツールバーにある VLAN構成情報の設定ボ
タンをクリックしたりしても表示できます。

4.「スイッチ一覧」から削除するスイッチを選択する。
削除するスイッチは複数選択できます。

5.［スイッチの削除］ボタンをクリックする。
スイッチ削除を確認するダイアログボックスが表示されます。

6.［はい］ボタンをクリックする。
［スイッチ一覧］から選択したスイッチが削除されます。

7.［VLAN構成情報の設定］ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックする。
VLAN構成情報の設定処理の開始を確認するダイアログボックスが表示されます。

8. 確認ダイアログボックスの［はい］ボタンをクリックする。
設定処理中を示すダイアログボックスが表示され，変更内容がスイッチに反映されま
す。処理が終了すると，［設定結果］ダイアログボックスが表示されます。
ただし，途中で設定処理中を示すダイアログボックスを閉じると，［設定結果］ダイ
アログボックスは表示されません。また，設定処理中を示すダイアログボックスを閉
じても処理は続行されています。処理が終了するまで，ほかの設定はできません。

VLAN内のすべてのスイッチを削除しても，VLANそのものは削除されません。VLAN
の削除については，「3.3.3（1）　VLAN管理ドメインから VLANを削除する」を参照し
てください。
45





4　 SLBの設定
この章では，JP1/Cm2/NCを使って SLBを設定する手順を説
明します。SLBは［Network Element Configuration - View］
ウィンドウの SLBビューで設定します。
なお，操作手順の説明で使用している JP1/Cm2/NC - Viewの
各画面については，6章および 11～ 13章に記載されている画
面の説明を参照してください。
また，各スイッチの設定内容の詳細については，各スイッチの
ソフトウェアマニュアルを参照してください。

4.1　スイッチ構成情報を設定する

4.2　論理サーバ構成情報を設定する

4.3　物理サーバ構成情報を設定する（BIG-IPの場合）

4.4　物理サーバ構成情報を設定する（HA8000-ie/Loadflowbalの場合）

4.5　物理サーバ構成情報を設定する（STMの場合）

4.6　バインド構成情報を設定する（STM以外の場合）

4.7　バインド構成情報を設定する（STMの場合）
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4.　SLBの設定
4.1　スイッチ構成情報を設定する
スイッチ内の論理・物理サーバすべてに関係する情報を定義するために，ネットワーク
構成情報のスイッチ構成情報を設定します。

スイッチ構成情報は，スイッチに直接設定される情報です。スイッチの状態が「正常」
のときだけ設定できます。なお，BIG-IPおよび STMには，スイッチ構成情報の設定は
ありません。

スイッチ構成情報には，論理サーバ構成情報および物理サーバ構成情報を設定するとき
に使用する情報もあります。そのため，論理サーバ構成情報および物理サーバ構成情報
との設定の順序関係を意識して設定する必要があります。

スイッチ構成情報の設定で使用する画面について，マニュアルの参照先をスイッチ別に
次の表に示します。適宜参照してください。

表 4-1　スイッチ構成情報の設定で使用する画面についてのマニュアル参照先

（凡例）
－：該当しない。

スイッチ構成情報を設定する手順を次に示します。

1. SLBビューを表示する。

2. SLBビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，スイッチ
構成情報を設定するスイッチを選択する。

3. メニューバーから［編集］－［スイッチ構成情報の設定］を選択する。
［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボックスが表示されます。
［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボックスは，ショートカットメニューの［ス
イッチ構成情報の設定］を選択したり，ツールバーにあるスイッチ構成情報の設定ボ
タンをクリックしたりしても表示できます。

4. 各項目を設定する。

5.［OK］ボタンをクリックする。
設定処理中を示すダイアログボックスが表示され，設定内容がスイッチに反映されま
す。処理が完了すると，設定完了のダイアログボックスが表示されます。
ただし，途中で設定処理中を示すダイアログボックスを閉じると，設定完了のダイア

画面名 用途 参照先

BIG-IP HA8000-ie/
Loadflowbal

STM

［スイッチ構成情報の設
定］ダイアログボックス

スイッチ構成情報
（SLB情報）の設定

－ 12.4 －

［ポートプロファイルの設
定］ダイアログボックス

ポートプロファイルの
設定

－ 12.5 －
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ログボックスは表示されません。また，設定処理中を示すダイアログボックスを閉じ
ても処理は続行されています。処理が完了するまで，ほかの設定はできません。

6. 設定完了のダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックする。

4.1.1　ポートプロファイルを設定する
論理サーバ構成情報および物理サーバ構成情報の設定などで使用するポートを設定する
手順を次に示します。

ポートは，［ポートプロファイルの設定］ダイアログボックスから設定します。［ポート
プロファイルの設定］ダイアログボックスで設定した内容は，［スイッチ構成情報の設
定］ダイアログボックスで［OK］ボタンをクリックしたときにスイッチに反映されま
す。

参考
 

一つのスイッチに定義できるポートの数は 65,535個です。すでに 65,535個のポートが定義
されているスイッチにポートを追加しようとしても，メニューやボタンが不活性になり，ダ
イアログボックスを開けません。

（1） ポートを追加する

スイッチにポートを追加する手順を次に示します。

1.［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボックス（SLBビュー）を開く。

2.［ポートプロファイル］の［追加］ボタンをクリックする。
［ポートプロファイルの設定］ダイアログボックスが表示されます。

3. 各項目を設定する。

4.［OK］ボタンをクリックする。
［ポートプロファイルの設定］ダイアログボックスが閉じ，［スイッチ構成情報の設
定］ダイアログボックスの［ポートプロファイル］に，追加したポートが表示されま
す。

（2） ポートの設定を変更する

ポートの設定を変更する手順を次に示します。

1.［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボックス（SLBビュー）を開く。

2.［ポートプロファイル］から設定を変更するポートを選択し，［変更］ボタンをクリッ
クする。
［ポートプロファイルの設定］ダイアログボックスが表示されます。

3. 設定内容を変更する。
［ポートプロファイルの設定］ダイアログボックスで変更できる項目は［タイプ］だ
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けです。

4.［OK］ボタンをクリックする。
［ポートプロファイルの設定］ダイアログボックスが閉じ，［スイッチ構成情報の設
定］ダイアログボックスの［ポートプロファイル］に，変更内容が反映されます。

（3） ポートを削除する

スイッチから設定済みのポートを削除する手順を次に示します。一度に複数のポートを
選択すると，一括して削除することもできます。

1.［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボックス（SLBビュー）を開く。

2.［ポートプロファイル］から削除するポートを選択して［削除］ボタンをクリックす
る。
削除するポートは複数選択できます。
［削除］ボタンをクリックすると，ポートプロファイルの削除を確認するダイアログ
ボックスが表示されます。

3.［はい］ボタンをクリックする。
指定したポートが［VLAN構成情報の設定］ダイアログボックスの［ポートプロファ
イル］から削除されます。
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4.2　論理サーバ構成情報を設定する
スイッチに論理サーバを定義するために，ネットワーク構成情報の論理サーバ構成情報
を設定します。

論理サーバ構成情報はスイッチに直接設定される情報です。スイッチの状態が「正常」
のときだけ設定できます。

論理サーバ構成情報には，スイッチ構成情報で設定した情報を使用するものがあります。
そのため，論理サーバ構成情報を設定する場合，スイッチ構成情報との設定の順序関係
を意識して設定する必要があります。

論理サーバ構成情報の設定で使用する画面について，マニュアルの参照先をスイッチ別
に次の表に示します。適宜参照してください。

表 4-2　論理サーバ構成情報の設定で使用する画面についてのマニュアル参照先

（凡例）
－：該当しない。

論理サーバ構成情報を設定する手順を次に示します。

4.2.1　論理サーバを追加する
スイッチに論理サーバを追加する手順を次に示します。

1. SLBビューを表示する。

2. SLBビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，論理サー
バを追加するスイッチまたは論理サーバツリーのルートを選択する。

3. メニューバーから［編集］－［SLB情報］－［論理サーバ構成情報の設定］を選択す
る。
［論理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスが表示されます。

画面名 用途 参照先

BIG-IP HA8000-ie/
Loadflowbal

STM

［論理サーバ構成情報の設
定］ダイアログボックス

論理サーバの追加，変更，お
よび削除

11.4 12.6 －

［論理サーバの設定］ダイ
アログボックス

• 論理サーバの設定
• 論理サーバポートの追加，
変更，および削除

11.5 12.7 －

［論理サーバポートの設
定］ダイアログボックス

論理サーバポートの設定 11.6 12.8 －

［設定結果］ダイアログ
ボックス

設定結果の参照 11.13.1 12.14.1 －
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［論理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスは，ショートカットメニューの
［論理サーバ構成情報の設定］を選択したり，ツールバーにある論理サーバ構成情報
の設定ボタンをクリックしたりしても表示できます。

4.［論理サーバ一覧］の［追加］ボタンをクリックする。
［論理サーバの設定］ダイアログボックスが表示されます。

5. 各項目を設定する。

6.［OK］ボタンをクリックする。
［論理サーバの設定］ダイアログボックスが閉じ，［論理サーバ構成情報の設定］の
［論理サーバ一覧］に設定内容が反映されます。

7.［論理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックする。
論理サーバ構成情報の設定処理の開始を確認するダイアログボックスが表示されま
す。

8. 確認ダイアログボックスの［はい］ボタンをクリックする。
設定処理中を示すダイアログボックスが表示され，設定内容がスイッチに反映されま
す。処理が完了すると，［設定結果］ダイアログボックスが表示されます。
ただし，途中で設定処理中を示すダイアログボックスを閉じると，［設定結果］ダイ
アログボックスは表示されません。また，設定処理中を示すダイアログボックスを閉
じても処理は続行されています。処理が完了するまで，ほかの設定はできません。

9. 設定結果を確認し，［設定結果］ダイアログボックスの［閉じる］ボタンをクリック
する。

4.2.2　論理サーバの設定内容を変更する
論理サーバの設定内容を変更する手順を次に示します。

1. SLBビューを表示する。

2. SLBビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，論理サー
バツリー上の，設定内容を変更する論理サーバを選択する。

3. メニューバーから［編集］－［SLB情報］－［論理サーバ構成情報の設定］を選択す
る。
選択した論理サーバにフォーカスした状態で［論理サーバ構成情報の設定］ダイアロ
グボックスが表示されます。
［論理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスは，ショートカットメニューの
［論理サーバ構成情報の設定］を選択したり，ツールバーにある論理サーバ構成情報
の設定ボタンをクリックしたりしても表示できます。

4.［論理サーバ一覧］の［変更］ボタンをクリックする。
［論理サーバの設定］ダイアログボックスが表示されます。

5. 設定内容を変更する。

6.［論理サーバの設定］ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックする。
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［論理サーバの設定］ダイアログボックスが閉じ，［論理サーバ構成情報の設定］の
［論理サーバ一覧］に設定内容が反映されます。

7.［論理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックする。
論理サーバ構成情報の設定処理の開始を確認するダイアログボックスが表示されま
す。

8. 確認ダイアログボックスの［はい］ボタンをクリックする。
設定処理中を示すダイアログボックスが表示され，設定内容がスイッチに反映されま
す。処理が完了すると，［設定結果］ダイアログボックスが表示されます。
ただし，途中で設定処理中を示すダイアログボックスを閉じると，［設定結果］ダイ
アログボックスは表示されません。また，設定処理中を示すダイアログボックスを閉
じても処理は続行されています。処理が完了するまで，ほかの設定はできません。

9. 設定結果を確認し，［設定結果］ダイアログボックスの［閉じる］ボタンをクリック
する。

4.2.3　論理サーバを削除する
スイッチから論理サーバを削除する手順を説明します。一度に複数の論理サーバを選択
すると，一括して削除することもできます。

1. SLBビューを表示する。

2. SLBビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，論理サー
バツリーのルートを選択する。

3. メニューバーから［編集］－［SLB情報］－［論理サーバ構成情報の設定］を選択す
る。
［論理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスが表示されます。
［論理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスは，ショートカットメニューの
［論理サーバ構成情報の設定］を選択したり，ツールバーにある論理サーバ構成情報
の設定ボタンをクリックしたりしても表示できます。

4.［論理サーバ一覧］から削除する論理サーバを選択する。
削除する論理サーバは複数選択できます。

5.［論理サーバ一覧］の［削除］ボタンをクリックする。
［削除］ボタンをクリックすると，論理サーバの削除を確認するダイアログボックス
が表示されます。

6.［はい］ボタンをクリックする。
指定した論理サーバが［論理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスの［論理
サーバ一覧］から削除されます。

7.［論理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックする。
論理サーバ構成情報の設定処理の開始を確認するダイアログボックスが表示されま
す。
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8. 確認ダイアログボックスの［はい］ボタンをクリックする。
設定処理中を示すダイアログボックスが表示され，変更内容がスイッチに反映されま
す。処理が終了すると，［設定結果］ダイアログボックスが表示されます。
ただし，途中で設定処理中を示すダイアログボックスを閉じると，［設定結果］ダイ
アログボックスは表示されません。また，設定処理中を示すダイアログボックスを閉
じても処理は続行されています。処理が終了するまで，ほかの設定はできません。

9. 設定結果を確認し，［設定結果］ダイアログボックスの［閉じる］をクリックする。

 

！！！！ 注意事項
 

同じ名前または IPアドレスの論理サーバに対して，削除および追加を同時に実行すること
はできません。いったん［論理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスの［OK］ボタ
ンをクリックして該当する論理サーバを削除したあと，改めて追加し直してください。

4.2.4　論理サーバポートを設定する
論理サーバにポートを設定する手順を次に示します。

論理サーバポートの設定は［論理サーバポートの設定］ダイアログボックスから操作し
ます。［論理サーバポートの設定］ダイアログボックスで設定した内容は，［論理サーバ
構成情報の設定］ダイアログボックスで［OK］ボタンをクリックしたときにスイッチに
反映されます。

（1） 論理サーバポートを追加する

論理サーバにポートを追加する手順を次に示します。

1.［論理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスを開く。

2.［論理サーバ一覧］の［追加］ボタンまたは［変更］ボタンをクリックして，［論理
サーバの設定］ダイアログボックスを開く。
［変更］ボタンは，［論理サーバ一覧］から設定を変更する論理サーバを選択してから
クリックします。

3.［論理サーバポート］の［追加］ボタンをクリックする。
［論理サーバポートの設定］ダイアログボックスが表示されます。

4. 各項目を設定する。

5.［OK］ボタンをクリックする。
［論理サーバポートの設定］ダイアログボックスが閉じ，［論理サーバの設定］ダイア
ログボックスの［論理サーバポート］に設定内容が反映されます。

（2） 論理サーバポートの設定を変更する

論理サーバポートの設定を変更する手順を次に示します。
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1.［論理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスを開く。

2.［論理サーバ一覧］から設定を変更する論理サーバを選択し，［論理サーバ一覧］の
［変更］ボタンをクリックする。
［論理サーバの設定］ダイアログボックスが表示されます。

3.［論理サーバポート］から設定を変更するポートを選択したあと，［変更］ボタンをク
リックする。
［論理サーバポートの設定］ダイアログボックスが表示されます。

4. 設定内容を変更する。

5.［OK］ボタンをクリックする。
［論理サーバポートの設定］ダイアログボックスが閉じ，［論理サーバの設定］ダイア
ログボックスの［論理サーバポート］に設定内容が反映されます。

（3） 論理サーバポートを削除する

論理サーバから設定済みのポートを削除する手順を次に示します。一度に複数の論理
サーバポートを選択すると，一括して削除することもできます。

1.［論理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスを開く。

2.［論理サーバ一覧］から設定を変更する論理サーバを選択し，［変更］ボタンをクリッ
クして，［論理サーバの設定］ダイアログボックスを開く。

3.［論理サーバポート］から削除するポートを選択したあと，［削除］ボタンをクリック
する。
論理サーバポートは複数選択できます。
論理サーバポートの削除を確認するダイアログボックスが表示されます。

4.［はい］ボタンをクリックする。
指定した論理サーバポートが［論理サーバの設定］ダイアログボックスの［論理サー
バポート］から削除されます。
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4.3　物理サーバ構成情報を設定する（BIG-IP
の場合）

BIG-IPに物理サーバを定義するために，ネットワーク構成情報の物理サーバ構成情報を
設定します。

物理サーバ構成情報はスイッチに直接設定される情報です。スイッチの状態が「正常」
のときだけ設定できます。

BIG-IPの物理サーバ構成情報の設定で使用する画面について，マニュアルの参照先を次
の表に示します。適宜参照してください。

表 4-3　物理サーバ構成情報の設定で使用する画面についてのマニュアル参照先
（BIG-IP）

4.3.1　プールを追加する
BIG-IPへ物理サーバを所属させるプールを追加する手順を次に示します。

1. SLBビューを表示する。

2. SLBビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，プールを
追加する BIG-IPまたは物理サーバツリーのルートを選択する。

3. メニューバーから［編集］－［SLB情報］－［物理サーバ構成情報の設定］を選択す
る。
［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスが表示されます。
［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスは，ショートカットメニューの
［物理サーバ構成情報の設定］を選択したり，ツールバーにある物理サーバ構成情報
の設定ボタンをクリックしたりしても表示できます。

4.［プール一覧］の［プールの追加］ボタンをクリックする。
［プールの設定］ダイアログボックスが表示されます。

画面名 用途 参照先

［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログ
ボックス

• プールの追加，変更，および削除
• 物理サーバの追加，変更，および
削除

11.7

［プールの設定］ダイアログボックス プールの設定 11.8

［物理サーバの設定］ダイアログボックス • 物理サーバの設定
• 物理サーバポートの追加，変更，
および削除

11.9

［物理サーバポートの設定］ダイアログ
ボックス

物理サーバポートの設定 11.10

［設定結果］ダイアログボックス 設定結果の参照 11.13.2
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5. 各項目を設定する。

6.［プールの設定］ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックする。
［プールの設定］ダイアログボックスが閉じ，［物理サーバ構成情報の設定］の［プー
ル一覧］に設定内容が反映されます。
設定した内容は，［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスで［OK］ボタン
をクリックしたときに BIG-IPに反映されます。ただし，新規に作成したプールに対
して，構成する物理サーバが一つもないと，該当するプールはロードバランシングの
対象として使用できません。プールを新規に作成する場合，同時に該当するプールを
構成する物理サーバを一つ以上設定することを推奨します。
物理サーバを追加する方法については，「4.3.4　プールに物理サーバを追加する」を
参照してください。

4.3.2　プールの設定内容を変更する
プールの設定内容を変更する手順を次に示します。

1. SLBビューを表示する。

2. SLBビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，物理サー
バツリー上の，設定内容を変更するプールを選択する。

3. メニューバーから［編集］－［SLB情報］－［物理サーバ構成情報の設定］を選択す
る。
選択したプールがフォーカスされた状態で，［物理サーバ構成情報の設定］ダイアロ
グボックスが表示されます。
［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスは，ショートカットメニューの
［物理サーバ構成情報の設定］を選択したり，ツールバーにある物理サーバ構成情報
の設定ボタンをクリックしたりしても表示できます。

4.［プール一覧］の［プールの変更］ボタンをクリックする。
［プールの設定］ダイアログボックスが表示されます。

5. 設定内容を変更する。

6.［プールの設定］ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックする。
［プールの設定］ダイアログボックスが閉じ，［物理サーバ構成情報の設定］の［プー
ル一覧］に設定内容が反映されます。
設定した内容は，［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスで［OK］ボタン
をクリックしたときに BIG-IPに反映されます。

4.3.3　プールを削除する
BIG-IPからプールを削除する手順を説明します。一度に複数のプールを選択すると，一
括して削除することもできます。

1. SLBビューを表示する。
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2. SLBビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，プールを
削除する BIG-IPまたは物理サーバツリーのルートを選択する。

3. メニューバーから［編集］－［SLB情報］－［物理サーバ構成情報の設定］を選択す
る。
［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスが表示されます。
［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスは，ショートカットメニューの
［物理サーバ構成情報の設定］を選択したり，ツールバーにある物理サーバ構成情報
の設定ボタンをクリックしたりしても表示できます。

4.［プール一覧］から削除するプールを選択する。
削除するプールは複数選択できます。

5.［プール一覧］の［プールの削除］ボタンをクリックする。
［削除］ボタンをクリックすると，プールの削除を確認するダイアログボックスが表
示されます。

6.［はい］ボタンをクリックする。
指定したプールが［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスの［プール一
覧］から削除されます。
設定した内容は，［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスで［OK］ボタン
をクリックしたときに BIG-IPに反映されます。

 

！！！！ 注意事項
 

同じ名前のプールに対して，削除および追加を同時に実行することはできません。いったん
［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックして該当する
プールを削除したあと，改めて追加し直してください。

4.3.4　プールに物理サーバを追加する
プールに物理サーバを追加する手順を次に示します。

1. SLBビューを表示する。

2. SLBビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，物理サー
バを追加するプールを選択する。

3. メニューバーから［編集］－［SLB情報］－［物理サーバ構成情報の設定］を選択す
る。
選択したプールがフォーカスされた状態で，［物理サーバ構成情報の設定］ダイアロ
グボックスが表示されます。
［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスは，ショートカットメニューの
［物理サーバ構成情報の設定］を選択したり，ツールバーにある物理サーバ構成情報
の設定ボタンをクリックしたりしても表示できます。
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4.［物理サーバ一覧］の［物理サーバの追加］ボタンをクリックする。
［物理サーバの設定］ダイアログボックスが表示されます。

5. 各項目を設定する。

6.［物理サーバの設定］ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックする。
［物理サーバの設定］ダイアログボックスが閉じ，［物理サーバ構成情報の設定］の
［物理サーバ一覧］に追加した物理サーバが表示されます。

7.［物理サーバ構成情報の設定］の［OK］ボタンをクリックする。
物理サーバ構成情報の設定処理の開始を確認するダイアログボックスが表示されま
す。

8. 確認ダイアログボックスの［はい］ボタンをクリックする。
設定処理中を示すダイアログボックスが表示され，設定内容が BIG-IPに反映されま
す。処理が完了すると，［設定結果］ダイアログボックスが表示されます。
ただし，途中で設定処理中を示すダイアログボックスを閉じると，［設定結果］ダイ
アログボックスは表示されません。また，設定処理中を示すダイアログボックスを閉
じても処理は続行されています。処理が完了するまで，ほかの設定はできません。

9. 設定結果を確認し，［設定結果］ダイアログボックスの［閉じる］ボタンをクリック
する。

4.3.5　物理サーバの設定内容を変更する
物理サーバの設定内容を変更する手順を次に示します。

1. SLBビューを表示する。

2. SLBビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，物理サー
バツリー上の，設定内容を変更する物理サーバを選択する。

3. メニューバーから［編集］－［SLB情報］－［物理サーバ構成情報の設定］を選択す
る。
選択した物理サーバおよび所属するプールがフォーカスされた状態で，［物理サーバ
構成情報の設定］ダイアログボックスが表示されます。
［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスは，ショートカットメニューの
［物理サーバ構成情報の設定］を選択したり，ツールバーにある物理サーバ構成情報
の設定ボタンをクリックしたりしても表示できます。

4.［物理サーバ一覧］の［物理サーバの変更］ボタンをクリックする。
［物理サーバの設定］ダイアログボックスが表示されます。

5.［物理サーバの設定］ダイアログボックスの設定内容を変更する。

6.［OK］ボタンをクリックする。
設定内容が記憶され，［物理サーバの設定］ダイアログボックスが閉じます。

7.［物理サーバ構成情報の設定］の［OK］ボタンをクリックする。
物理サーバ構成情報の設定処理の開始を確認するダイアログボックスが表示されま
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す。

8. 確認ダイアログボックスの［はい］ボタンをクリックする。
設定処理中を示すダイアログボックスが表示され，設定内容が BIG-IPに反映されま
す。処理が完了すると，［設定結果］ダイアログボックスが表示されます。
ただし，途中で設定処理中を示すダイアログボックスを閉じると，［設定結果］ダイ
アログボックスは表示されません。また，設定処理中を示すダイアログボックスを閉
じても処理は続行されています。処理が完了するまで，ほかの設定はできません。

9. 設定結果を確認し，［設定結果］ダイアログボックスの［閉じる］ボタンをクリック
する。

4.3.6　物理サーバを削除する
BIG-IPから定義済みの物理サーバを削除する手順を説明します。一度に複数の物理サー
バを選択すると，一括して削除することもできます。

1. SLBビューを表示する。

2. SLBビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，物理サー
バツリー上の，削除する物理サーバが所属するプールを選択する。

3. メニューバーから［編集］－［SLB情報］－［物理サーバ構成情報の設定］を選択す
る。
選択したプールがフォーカスされた状態で，［物理サーバ構成情報の設定］ダイアロ
グボックスが表示されます。
［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスは，ショートカットメニューの
［物理サーバ構成情報の設定］を選択したり，ツールバーにある物理サーバ構成情報
の設定ボタンをクリックしたりしても表示できます。

4.［物理サーバ一覧］から削除する物理サーバを選択する。
削除する物理サーバは複数選択できます。

5.［物理サーバ一覧］の［物理サーバの削除］ボタンをクリックする。
［削除］ボタンをクリックすると，物理サーバの削除を確認するダイアログボックス
が表示されます。

6.［はい］ボタンをクリックする。
指定した物理サーバが［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスの［物理
サーバ一覧］から削除されます。

7.［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックする。
物理サーバ構成情報の設定処理の開始を確認するダイアログボックスが表示されま
す。

8. 確認ダイアログボックスの［はい］ボタンをクリックする。
設定処理中を示すダイアログボックスが表示され，変更内容が BIG-IPに反映されま
す。処理が終了すると，［設定結果］ダイアログボックスが表示されます。
ただし，途中で設定処理中を示すダイアログボックスを閉じると，［設定結果］ダイ
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アログボックスは表示されません。また，設定処理中を示すダイアログボックスを閉
じても処理は続行されています。処理が終了するまで，ほかの設定はできません。

9. 設定結果を確認し，［設定結果］ダイアログボックスの［閉じる］をクリックする。

 

！！！！ 注意事項
 

同じ名前または IPアドレスの物理サーバに対して，削除および追加を同時に実行すること
はできません。いったん［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスの［OK］ボタ
ンをクリックして該当する物理サーバを削除したあと，改めて追加し直してください。

4.3.7　物理サーバポートを設定する
物理サーバにポートを設定する手順を次に示します。

物理サーバポートの設定は，［物理サーバポートの設定］ダイアログボックスから操作し
ます。［物理サーバポートの設定］ダイアログボックスで設定した内容は，［物理サーバ
構成情報の設定］ダイアログボックスで［OK］ボタンをクリックしたときにスイッチに
反映されます。

（1） 物理サーバポートを追加する

物理サーバにポートを追加する手順を次に示します。

1.［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスを開く。

2.［物理サーバ一覧］の［物理サーバの追加］ボタンまたは［物理サーバの変更］ボタ
ンをクリックして，［物理サーバの設定］ダイアログボックスを開く。
［物理サーバの変更］ボタンは，［物理サーバ一覧］から設定を変更する物理サーバを
選択してからクリックします。

3.［物理サーバポート］の［追加］ボタンをクリックする。
［物理サーバポートの設定］ダイアログボックスが表示されます。

4. 各項目を設定する。

5.［OK］ボタンをクリックする。
［物理サーバポートの設定］ダイアログボックスが閉じ，［物理サーバの設定］ダイア
ログボックスの［物理サーバポート］に設定内容が反映されます。

（2） 物理サーバポートの設定を変更する

物理サーバポートの設定を変更する手順を次に示します。

1.［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスを開く。

2.［物理サーバ一覧］から設定を変更する物理サーバを選択し，［物理サーバの変更］ボ
タンをクリックする。
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［物理サーバの設定］ダイアログボックスが表示されます。

3.［物理サーバポート］から，設定を変更する物理サーバポートを選択する。

4.［変更］ボタンをクリックする。
［物理サーバポートの設定］ダイアログボックスが表示されます。

5. 設定内容を変更する。

6.［OK］ボタンをクリックする。
［物理サーバポートの設定］ダイアログボックスが閉じ，［物理サーバの設定］ダイア
ログボックスの［物理サーバポート］に設定内容が反映されます。

（3） 物理サーバポートを削除する

物理サーバからポートを削除する手順を次に示します。一度に複数の物理サーバポート
を選択すると，一括して削除することもできます。

1.［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスを開く。

2.［物理サーバ一覧］から設定を変更する物理サーバを選択し，［物理サーバ一覧］の
［物理サーバの変更］ボタンをクリックする。
［物理サーバの設定］ダイアログボックスが表示されます。

3.［物理サーバポート］から削除するポートを選択する。
削除するポートは複数選択できます。

4.［削除］ボタンをクリックする。
物理サーバポートの削除を確認するダイアログボックスが表示されます。

5.［はい］ボタンをクリックする。
指定した物理サーバポートが［物理サーバの設定］ダイアログボックスの［物理サー
バポート］から削除されます。
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4.4　物理サーバ構成情報を設定する
（HA8000-ie/Loadflowbalの場合）

HA8000-ie/Loadflowbalに物理サーバを定義するために，ネットワーク構成情報の物理
サーバ構成情報を設定します。

物理サーバ構成情報はスイッチに直接設定される情報です。スイッチの状態が「正常」
のときだけ設定できます。

物理サーバ構成情報には，スイッチ構成情報で設定した情報を使用するものがあります。
そのため，物理サーバ構成情報を設定する場合，スイッチ構成情報との設定の順序関係
を意識して設定する必要があります。

HA8000-ie/Loadflowbalの物理サーバ構成情報の設定で使用する画面について，マニュ
アルの参照先を次の表に示します。適宜参照してください。

表 4-4　物理サーバ構成情報の設定で使用する画面についてのマニュアル参照先

4.4.1　物理サーバを追加する
HA8000-ie/Loadflowbalに物理サーバを追加する手順を次に示します。

1. SLBビューを表示する。

2. SLBビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，物理サー
バを追加する HA8000-ie/Loadflowbalまたは物理サーバツリーのルートを選択する。

3. メニューバーから［編集］－［SLB情報］－［物理サーバ構成情報の設定］を選択す
る。
［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスが表示されます。
［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスは，ショートカットメニューの
［物理サーバ構成情報の設定］を選択したり，ツールバーにある物理サーバ構成情報
の設定ボタンをクリックしたりしても表示できます。

4.［物理サーバ一覧］の［追加］ボタンをクリックする。
［物理サーバの設定］ダイアログボックスが表示されます。

画面名 用途 参照先

［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログ
ボックス

物理サーバの追加，変更，および削
除

12.9

［物理サーバの設定］ダイアログボックス • 物理サーバの設定
• 物理サーバポートの追加，変更，
および削除

12.10

［物理サーバポートの設定］ダイアログ
ボックス

物理サーバポートの設定 12.11

［設定結果］ダイアログボックス 設定結果の参照 12.14.2
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5. 各項目を設定する。

6.［物理サーバの設定］ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックする。
［物理サーバの設定］ダイアログボックスが閉じ，［物理サーバ構成情報の設定］の
［物理サーバ一覧］に設定内容が反映されます。

7.［物理サーバ構成情報の設定］の［OK］ボタンをクリックする。
物理サーバ構成情報の設定処理の開始を確認するダイアログボックスが表示されま
す。

8. 確認ダイアログボックスの［はい］ボタンをクリックする。
設定処理中を示すダイアログボックスが表示され，設定内容が HA8000-ie/
Loadflowbalに反映されます。処理が完了すると，［設定結果］ダイアログボックス
が表示されます。
ただし，途中で設定処理中を示すダイアログボックスを閉じると，［設定結果］ダイ
アログボックスは表示されません。また，設定処理中を示すダイアログボックスを閉
じても処理は続行されています。処理が完了するまで，ほかの設定はできません。

9. 設定結果を確認し，［設定結果］ダイアログボックスの［閉じる］ボタンをクリック
する。

4.4.2　物理サーバの設定内容を変更する
物理サーバの設定内容を変更する手順を次に示します。

1. SLBビューを表示する。

2. SLBビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，物理サー
バツリー上の，設定内容を変更する物理サーバを選択する。

3. メニューバーから［編集］－［SLB情報］－［物理サーバ構成情報の設定］を選択す
る。
選択した物理サーバがフォーカスされた状態で，［物理サーバ構成情報の設定］ダイ
アログボックスが表示されます。
［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスは，ショートカットメニューの
［物理サーバ構成情報の設定］を選択したり，ツールバーにある物理サーバ構成情報
の設定ボタンをクリックしたりしても表示できます。

4.［物理サーバ一覧］の［変更］ボタンをクリックする。
［物理サーバの設定］ダイアログボックスが表示されます。

5. 設定内容を変更する。

6.［OK］ボタンをクリックする。
［物理サーバの設定］ダイアログボックスが閉じ，［物理サーバ構成情報の設定］の
［物理サーバ一覧］に設定内容が反映されます。

7.［物理サーバ構成情報の設定］の［OK］ボタンをクリックする。
物理サーバ構成情報の設定処理の開始を確認するダイアログボックスが表示されま
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す。

8. 確認ダイアログボックスの［はい］ボタンをクリックする。
設定処理中を示すダイアログボックスが表示され，設定内容が HA8000-ie/
Loadflowbalに反映されます。処理が完了すると，［設定結果］ダイアログボックス
が表示されます。
ただし，途中で設定処理中を示すダイアログボックスを閉じると，［設定結果］ダイ
アログボックスは表示されません。また，設定処理中を示すダイアログボックスを閉
じても処理は続行されています。処理が完了するまで，ほかの設定はできません。

9. 設定結果を確認し，［設定結果］ダイアログボックスの［閉じる］ボタンをクリック
する。

4.4.3　物理サーバを削除する
HA8000-ie/Loadflowbalから定義済みの物理サーバを削除する手順を説明します。一度
に複数の物理サーバを選択すると，一括して削除することもできます。

1. SLBビューを表示する。

2. SLBビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，物理サー
バツリーのルートを選択する。

3. メニューバーから［編集］－［SLB情報］－［物理サーバ構成情報の設定］を選択す
る。
［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスが表示されます。
［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスは，ショートカットメニューの
［物理サーバ構成情報の設定］を選択したり，ツールバーにある物理サーバ構成情報
の設定ボタンをクリックしたりしても表示できます。

4.［物理サーバ一覧］から削除する物理サーバを選択する。
削除する物理サーバは複数選択できます。

5.［物理サーバ一覧］の［削除］ボタンをクリックする。
［削除］ボタンをクリックすると，物理サーバの削除を確認するダイアログボックス
が表示されます。

6.［はい］ボタンをクリックする。
指定した物理サーバが［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスの［物理
サーバ一覧］から削除されます。

7.［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックする。
物理サーバ構成情報の設定処理の開始を確認するダイアログボックスが表示されま
す。

8. 確認ダイアログボックスの［はい］ボタンをクリックする。
設定処理中を示すダイアログボックスが表示され，設定内容が HA8000-ie/
Loadflowbalに反映されます。処理が完了すると，［設定結果］ダイアログボックス
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が表示されます。
ただし，途中で設定処理中を示すダイアログボックスを閉じると，［設定結果］ダイ
アログボックスは表示されません。また，設定処理中を示すダイアログボックスを閉
じても処理は続行されています。処理が完了するまで，ほかの設定はできません。

9. 設定結果を確認し，［設定結果］ダイアログボックスの［閉じる］ボタンをクリック
する。

 

！！！！ 注意事項
 

同じ名前または IPアドレスの物理サーバに対して，削除および追加を同時に実行すること
はできません。いったん［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスの［OK］ボタ
ンをクリックして該当する物理サーバを削除したあと，改めて追加し直してください。

4.4.4　物理サーバポートを設定する
物理サーバにポートを設定する手順を次に示します。

物理サーバポートの設定は［物理サーバポートの設定］ダイアログボックスから操作し
ます。［物理サーバポートの設定］ダイアログボックスで設定した内容は，［物理サーバ
構成情報の設定］ダイアログボックスで［OK］ボタンをクリックしたときにスイッチに
反映されます。

（1） 物理サーバポートを追加する

物理サーバにポートを追加する手順を次に示します。

1.［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスを開く。

2.［物理サーバ一覧］の［追加］ボタンまたは［変更］ボタンをクリックして，［物理
サーバの設定］ダイアログボックスを開く。
［変更］ボタンは，［物理サーバ一覧］から設定を変更する物理サーバを選択してから
クリックします。

3.［物理サーバポート］の［追加］ボタンをクリックする。
［物理サーバポートの設定］ダイアログボックスが表示されます。

4. 各項目を設定する。

5.［OK］ボタンをクリックする。
［物理サーバポートの設定］ダイアログボックスが閉じ，［物理サーバの設定］ダイア
ログボックスの［物理サーバポート］に設定内容が反映されます。

（2） 物理サーバポートの設定を変更する

物理サーバポートの設定を変更する手順を次に示します。

1.［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスを開く。
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2.［物理サーバ一覧］から設定を変更する物理サーバを選択し，［物理サーバ一覧］の
［変更］ボタンをクリックする。
［物理サーバポートの設定］ダイアログボックスが表示されます。

3. 設定内容を変更する。

4.［OK］ボタンをクリックする。
［物理サーバポートの設定］ダイアログボックスが閉じ，［物理サーバの設定］ダイア
ログボックスの［物理サーバポート］に設定内容が反映されます。

（3） 物理サーバポートを削除する

物理サーバからポートを削除する手順を次に示します。一度に複数の物理サーバポート
を選択すると，一括して削除することもできます。

1.［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスを開く。

2.［物理サーバ一覧］から設定を変更する物理サーバを選択し，［物理サーバ一覧］の
［変更］ボタンをクリックする。
［物理サーバの設定］ダイアログボックスが表示されます。

3.［物理サーバポート］から削除するポートを選択したあと，［削除］ボタンをクリック
する。
物理サーバポートは複数選択できます。
物理サーバポートの削除を確認するダイアログボックスが表示されます。

4.［はい］ボタンをクリックする。
指定した物理サーバポートが［物理サーバの設定］ダイアログボックスの［物理サー
バポート］から削除されます。
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4.5　物理サーバ構成情報を設定する（STMの
場合）

STMに登録されている会社に物理サーバを定義するために，ネットワーク構成情報の物
理サーバ構成情報を設定します。

物理サーバ構成情報はスイッチに直接設定される情報です。スイッチの状態が「正常」
のときだけ設定できます。

STMの物理サーバ構成情報の設定で使用する画面について，マニュアルの参照先を次の
表に示します。適宜参照してください。

表 4-5　物理サーバ構成情報の設定で使用する画面についてのマニュアル参照先（STM）

4.5.1　物理サーバを追加する
STMに登録されている会社に物理サーバを追加する手順を次に示します。

1. SLBビューを表示する。

2. SLBビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，物理サー
バツリーのルートを選択する。

3. メニューバーから［編集］－［SLB情報］－［物理サーバ構成情報の設定］を選択す
る。
［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスが表示されます。
［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスは，ショートカットメニューの
［物理サーバ構成情報の設定］を選択したり，ツールバーにある物理サーバ構成情報
の設定ボタンをクリックしたりしても表示できます。

4.［会社一覧］から，物理サーバを設定する会社を選択し，［物理サーバ一覧］の［追
加］ボタンをクリックする。
［物理サーバの設定］ダイアログボックスが表示されます。

5. 各項目を設定する。

6.［物理サーバの設定］ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックする。
［物理サーバの設定］ダイアログボックスが閉じ，［物理サーバ構成情報の設定］の
［物理サーバ一覧］に設定内容が反映されます。

画面名 用途 参照先

［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログ
ボックス

物理サーバの追加，変更，および削
除

13.2

［物理サーバの設定］ダイアログボックス 物理サーバの設定 13.3

［設定結果］ダイアログボックス 設定結果の参照 13.9.1
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7.［物理サーバ構成情報の設定］の［OK］ボタンをクリックする。
物理サーバ構成情報の設定処理の開始を確認するダイアログボックスが表示されま
す。

8. 確認ダイアログボックスの［はい］ボタンをクリックする。
設定処理中を示すダイアログボックスが表示され，設定内容が STMに反映されます。
処理が完了すると，［設定結果］ダイアログボックスが表示されます。
ただし，途中で設定処理中を示すダイアログボックスを閉じると，［設定結果］ダイ
アログボックスは表示されません。また，設定処理中を示すダイアログボックスを閉
じても処理は続行されています。処理が完了するまで，ほかの設定はできません。

9. 設定結果を確認し，［設定結果］ダイアログボックスの［閉じる］ボタンをクリック
する。

4.5.2　物理サーバの設定内容を変更する
物理サーバの設定内容を変更する手順を次に示します。

1. SLBビューを表示する。

2. SLBビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーで，物理サーバ
ツリーから，設定内容を変更する物理サーバを選択する。

3. メニューバーから［編集］－［SLB情報］－［物理サーバ構成情報の設定］を選択す
る。
選択した物理サーバがフォーカスされた状態で，［物理サーバ構成情報の設定］ダイ
アログボックスが表示されます。
［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスは，ショートカットメニューの
［物理サーバ構成情報の設定］を選択したり，ツールバーにある物理サーバ構成情報
の設定ボタンをクリックしたりしても表示できます。

4.［物理サーバ一覧］の［変更］ボタンをクリックする。
［物理サーバの設定］ダイアログボックスが表示されます。

5. 設定内容を変更する。

6.［OK］ボタンをクリックする。
［物理サーバの設定］ダイアログボックスが閉じ，［物理サーバ構成情報の設定］の
［物理サーバ一覧］に設定内容が反映されます。

7.［物理サーバ構成情報の設定］の［OK］ボタンをクリックする。
物理サーバ構成情報の設定処理の開始を確認するダイアログボックスが表示されま
す。

8. 確認ダイアログボックスの［はい］ボタンをクリックする。
設定処理中を示すダイアログボックスが表示され，設定内容が STMに反映されます。
処理が完了すると，［設定結果］ダイアログボックスが表示されます。
ただし，途中で設定処理中を示すダイアログボックスを閉じると，［設定結果］ダイ
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アログボックスは表示されません。また，設定処理中を示すダイアログボックスを閉
じても処理は続行されています。処理が完了するまで，ほかの設定はできません。

9. 設定結果を確認し，［設定結果］ダイアログボックスの［閉じる］ボタンをクリック
する。

4.5.3　物理サーバを削除する
STMに登録されている会社から，設定済みの物理サーバを削除する手順を説明します。
一度に複数の物理サーバを選択すると，一括して削除することもできます。

1. SLBビューを表示する。

2. SLBビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，物理サー
バツリーのルートを選択する。

3. メニューバーから［編集］－［SLB情報］－［物理サーバ構成情報の設定］を選択す
る。
［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスが表示されます。
［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスは，ショートカットメニューの
［物理サーバ構成情報の設定］を選択したり，ツールバーにある物理サーバ構成情報
の設定ボタンをクリックしたりしても表示できます。

4.［会社一覧］から，物理サーバを削除する会社を選択する。
［物理サーバ一覧］に，選択した会社に設定されている物理サーバが一覧で表示され
ます。

5.［物理サーバ一覧］から削除する物理サーバを選択する。
削除する物理サーバは複数選択できます。

6.［物理サーバ一覧］の［削除］ボタンをクリックする。
［削除］ボタンをクリックすると，物理サーバの削除を確認するダイアログボックス
が表示されます。

7.［はい］ボタンをクリックする。
指定した物理サーバが［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスの［物理
サーバ一覧］から削除されます。

8.［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックする。
物理サーバ構成情報の設定処理の開始を確認するダイアログボックスが表示されま
す。

9. 確認ダイアログボックスの［はい］ボタンをクリックする。
設定処理中を示すダイアログボックスが表示され，設定内容が STMに反映されます。
処理が完了すると，［設定結果］ダイアログボックスが表示されます。
ただし，途中で設定処理中を示すダイアログボックスを閉じると，［設定結果］ダイ
アログボックスは表示されません。また，設定処理中を示すダイアログボックスを閉
じても処理は続行されています。処理が完了するまで，ほかの設定はできません。
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10.設定結果を確認し，［設定結果］ダイアログボックスの［閉じる］ボタンをクリック
する。

 

！！！！ 注意事項
 

同じ名前または IPアドレスの物理サーバに対して，削除および追加を同時に実行すること
はできません。いったん［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスの［OK］ボタ
ンをクリックして該当する物理サーバを削除したあと，改めて追加し直してください。
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4.6　バインド構成情報を設定する（STM以外
の場合）

論理サーバと物理サーバを対応づけるために，ネットワーク構成情報のバインド構成情
報を設定します。

バインド構成情報は，スイッチに直接設定される情報です。スイッチの状態が「正常」
のときだけ設定できます。

バインド構成情報の設定で使用する画面について，マニュアルの参照先をスイッチ別に
次の表に示します。適宜参照してください。

表 4-6　バインド構成情報の設定で使用する画面についてのマニュアル参照先

バインド構成情報を設定する手順を次に示します。

4.6.1　バインドの設定を追加する
バインドの設定を追加する手順を次に示します。

1. SLBビューを表示する。

2. SLBビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，バインド
状況ツリーのルートを選択する。

3. メニューバーから［編集］－［SLB情報］－［バインド構成情報の設定］を選択す
る。
［バインド構成情報の設定］ダイアログボックスが表示されます。
［バインド構成情報の設定］ダイアログボックスは，ショートカットメニューの［バ
インド構成情報の設定］を選択したり，ツールバーにあるバインド構成情報の設定ボ
タンをクリックしたりしても表示できます。

4.［論理サーバ一覧］の［追加］ボタンをクリックする。
［バインドの設定］ダイアログボックスが表示されます。

5. 各項目を設定する。
必ず一つ以上バインドを設定してください。

画面名 用途 参照先

BIG-IP HA8000-ie/
Loadflowbal

［バインド構成情報の設定］ダイ
アログボックス

バインドの設定の追加，変
更，および削除

11.11 12.12

［バインドの設定］ダイアログ
ボックス

バインドの設定 11.12 12.13

［設定結果］ダイアログボックス 設定結果の参照 11.13.3 12.14.3
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6.［バインドの設定］ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックする。
［バインドの設定］ダイアログボックスが閉じ，［バインド構成情報の設定］ダイアロ
グボックスの［論理サーバ一覧］に設定内容が追加されます。

7.［バインド構成情報の設定］ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックする。
バインド構成情報の設定処理の開始を確認するダイアログボックスが表示されます。

8. 確認ダイアログボックスの［はい］ボタンをクリックする。
設定処理中を示すダイアログボックスが表示され，設定内容がスイッチに反映されま
す。処理が完了すると，［設定結果］ダイアログボックスが表示されます。
ただし，途中で設定処理中を示すダイアログボックスを閉じると，［設定結果］ダイ
アログボックスは表示されません。また，設定処理中を示すダイアログボックスを閉
じても処理は続行されています。処理が完了するまで，ほかの設定はできません。

9. 設定結果を確認し，［設定結果］ダイアログボックスの［閉じる］ボタンをクリック
する。

4.6.2　バインドの設定を変更する
バインドの設定を変更する手順を次に示します。

1. SLBビューを表示する。

2. SLBビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーのバインド状況
ツリーから，バインドの設定を変更する論理サーバを選択する。

3. メニューバーから［編集］－［SLB情報］－［バインド構成情報の設定］を選択す
る。
選択した論理サーバがフォーカスされた状態で，該当するスイッチの［バインド構成
情報の設定］ダイアログボックスが，表示されます。
［バインド構成情報の設定］ダイアログボックスは，ショートカットメニューの［バ
インド構成情報の設定］を選択したり，ツールバーにあるバインド構成情報の設定ボ
タンをクリックしたりしても表示できます。

4.［論理サーバ一覧］の［変更］ボタンをクリックする。
［バインドの設定］ダイアログボックスが表示されます。

5. 設定内容を変更する。

6.［バインドの設定］ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックする。
設定内容が記憶され，［バインドの設定］ダイアログボックスが閉じます。
なお，HA8000-ie/Loadflowbalの設定では，［バインドの設定］ダイアログボックス
で［バインド済み物理サーバ］からすべての物理サーバを削除した場合，バインドそ
のものの削除として扱われます。そのため，［バインド構成情報の設定］ダイアログ
ボックスの［論理サーバ一覧］からは，該当する論理サーバのバインド情報が削除さ
れます。

7.［バインド構成情報の設定］ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックする。
73



4.　SLBの設定
バインド構成情報の設定処理の開始を確認するダイアログボックスが表示されます。

8. 確認ダイアログボックスの［はい］ボタンをクリックする。
設定処理中を示すダイアログボックスが表示され，設定内容がスイッチに反映されま
す。処理が完了すると，［設定結果］ダイアログボックスが表示されます。
ただし，途中で設定処理中を示すダイアログボックスを閉じると，［設定結果］ダイ
アログボックスは表示されません。また，設定処理中を示すダイアログボックスを閉
じても処理は続行されています。処理が完了するまで，ほかの設定はできません。

9. 設定結果を確認し，［設定結果］ダイアログボックスの［閉じる］ボタンをクリック
する。

4.6.3　バインドの設定を削除する
バインドの設定を削除する手順を次に示します。一度に複数のバインドを選択すると，
一括して削除することもできます。

1. SLBビューを表示する。

2. SLBビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，該当する
スイッチのバインド状況ツリーのルートを選択する。

3. メニューバーから［編集］－［SLB情報］－［バインド構成情報の設定］を選択す
る。
［バインド構成情報の設定］ダイアログボックスが表示されます。
［バインド構成情報の設定］ダイアログボックスは，ショートカットメニューの［バ
インド構成情報の設定］を選択したり，ツールバーにあるバインド構成情報の設定ボ
タンをクリックしたりしても表示できます。

4.［論理サーバ一覧］からバインドの設定を削除する論理サーバを選択する。
削除する論理サーバは複数選択できます。

5.［論理サーバ一覧］の［削除］ボタンをクリックする。
［削除］ボタンをクリックすると，バインド設定の削除を確認するダイアログボック
スが表示されます。

6.［はい］ボタンをクリックする。
指定した論理サーバのバインド設定が［バインド構成情報の設定］ダイアログボック
スの［論理サーバ一覧］から削除されます。

7.［バインド構成情報の設定］ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックする。
バインド構成情報の設定処理の開始を確認するダイアログボックスが表示されます。

8. 確認ダイアログボックスの［はい］ボタンをクリックする。
設定処理中を示すダイアログボックスが表示され，設定内容がスイッチに反映されま
す。処理が完了すると，［設定結果］ダイアログボックスが表示されます。
ただし，途中で設定処理中を示すダイアログボックスを閉じると，［設定結果］ダイ
アログボックスは表示されません。また，設定処理中を示すダイアログボックスを閉
じても処理は続行されています。処理が完了するまで，ほかの設定はできません。
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9. 設定結果を確認し，［設定結果］ダイアログボックスの［閉じる］ボタンをクリック
する。

 

！！！！ 注意事項
 

同じ論理サーバポートに対して，バインドの削除および追加を同時に実行することはできま
せん。いったん［バインド構成情報の設定］ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリッ
クして該当するバインドを削除したあと，改めて追加し直してください。
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4.7　バインド構成情報を設定する（STMの場
合）

STMに設定されているゾーンにグループまたは物理サーバを対応づけるために，ネット
ワーク構成情報のバインド構成情報を設定します。

バインド構成情報は，スイッチに直接設定される情報です。スイッチの状態が「正常」
のときだけ設定できます。

STMのバインド構成情報の設定で使用する画面について，マニュアルの参照先を次の表
に示します。STMでは，上位要素によって追加できる要素に制限があります。各ダイア
ログボックスの説明を参照し，追加できる要素を確認した上でバインド構成情報を設定
してください。

！！！！ 注意事項
 

次に示す理由から，STMのバインド構成情報を設定する前および設定したあとには，必ず
構成情報の同期を取り，最新の設定状況を取得および確認してください。また，意図しない
設定になっている場合は，再度設定をし直してください。
• STMは，過去に設定していたバインドの情報を記憶しているため，JP1/Cm2/NCでバイ
ンド構成情報を設定するときに過去の設定が復元され，意図しない設定になったり設定が
失敗したりする場合があります。

• あるグループに対してバインドを設定したとき，それ以降に別のバインドでそのグループ
を追加すると，該当するグループのバインド状況も含めてバインドされます。しかし，
JP1/Cm2/NC - Viewによる設定では，該当するグループにバインドを設定した位置にだ
け配下のバインド状況が表示され，それ以降別のバインドで使用する該当グループの配下
には表示されません。

• バインド構成情報の設定時，スイッチへの設定自体は成功していても，KDNV30153-E，
KDNV31014-E，KDNV31020-Eメッセージが出力される場合があります。

 

表 4-7　バインド構成情報の設定で使用する画面についてのマニュアル参照先

バインド構成情報を設定する手順を次に示します。

画面名 用途 参照先

［バインド構成情報の設定］ダイアログ
ボックス

バインドの設定の追加，変更，およ
び削除

13.4

［ゾーンの選択］ダイアログボックス バインドを定義するゾーンの選択 13.5

［バインドの設定］ダイアログボックス バインドの設定 13.6

［グループの選択］ダイアログボックス ゾーンに追加するグループの選択 13.7

［物理サーバの選択］ダイアログボックス ゾーンに追加する物理サーバの選択 13.8

［設定結果］ダイアログボックス 設定結果の参照 13.9.2
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4.7.1　バインドの設定を追加する
バインドの設定を追加する手順を次に示します。

1. SLBビューを表示する。

2. SLBビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，バインド
状況ツリーのルートを選択する。

3. メニューバーから［編集］－［SLB情報］－［バインド構成情報の設定］を選択す
る。
［バインド構成情報の設定］ダイアログボックスが表示されます。
［バインド構成情報の設定］ダイアログボックスは，ショートカットメニューの［バ
インド構成情報の設定］を選択したり，ツールバーにあるバインド構成情報の設定ボ
タンをクリックしたりしても表示できます。

4.［会社一覧］からゾーンを追加する会社を選択し，［ゾーン一覧］の［追加］ボタンを
クリックする。
［ゾーンの選択］ダイアログボックスが表示されます。

5.［ゾーンの選択］ダイアログボックスで，追加するゾーン名を選択し，［OK］ボタン
をクリックする。
［バインドの設定］ダイアログボックスが表示されます。
［バインドの設定］ダイアログボックスには，会社名をルートに，選択したゾーンが
ツリー状に表示されています。

6.［バインドの設定］ダイアログボックスに表示された該当するゾーン名を選択し，右
クリックする。
グループ名または物理サーバ名を追加するショートカットメニューが表示されます。

7. グループまたは物理サーバを追加する。
グループを追加する場合は［グループの選択］ダイアログボックスが，物理サーバを
追加する場合は［物理サーバの選択］ダイアログボックスが表示されます。
それぞれのダイアログボックスで［OK］ボタンをクリックすると，［バインドの設
定］ダイアログボックスに結果が反映されます。

8.［バインドの設定］ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックする。
［バインドの設定］ダイアログボックスが閉じ，［バインド構成情報の設定］ダイアロ
グボックスの［ゾーン一覧］に追加したゾーンが表示されます。

9.［バインド構成情報の設定］ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックする。
バインド構成情報の設定処理の開始を確認するダイアログボックスが表示されます。

10.確認ダイアログボックスの［はい］ボタンをクリックする。
設定処理中を示すダイアログボックスが表示され，設定内容が STMに反映されます。
処理が完了すると，［設定結果］ダイアログボックスが表示されます。
ただし，途中で設定処理中を示すダイアログボックスを閉じると，［設定結果］ダイ
アログボックスは表示されません。また，設定処理中を示すダイアログボックスを閉
じても処理は続行されています。処理が完了するまで，ほかの設定はできません。
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11.設定結果を確認し，［設定結果］ダイアログボックスの［閉じる］ボタンをクリック
する。

4.7.2　バインドの設定を変更する
バインドの設定を変更する手順を次に示します。

1. SLBビューを表示する。

2. SLBビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーで，バインド状
況ツリーから，バインドの設定を変更するゾーンを選択する。

3. メニューバーから［編集］－［SLB情報］－［バインド構成情報の設定］を選択す
る。
選択したゾーンがフォーカスされた状態で，該当する STMの［バインド構成情報の
設定］ダイアログボックスが，表示されます。
［バインド構成情報の設定］ダイアログボックスは，ショートカットメニューの［バ
インド構成情報の設定］を選択したり，ツールバーにあるバインド構成情報の設定ボ
タンをクリックしたりしても表示できます。

4.［ゾーン一覧］の［変更］ボタンをクリックする。
［バインドの設定］ダイアログボックスが表示されます。
［バインドの設定］ダイアログボックスには，会社名をルートに，現在のバインド状
況がツリー状に表示されます。

5.［バインドの設定］ダイアログボックスに表示されたゾーン配下の任意の要素を選択
し，右クリックする。
グループ名または物理サーバ名を追加または削除するショートカットメニューが表示
されます。

6. グループおよび物理サーバを追加または削除する。
グループを追加する場合は［グループの選択］ダイアログボックスが，物理サーバを
追加する場合は［物理サーバの選択］ダイアログボックスが表示されます。
それぞれのダイアログボックスで［OK］ボタンをクリックすると，［バインドの設
定］ダイアログボックスに結果が反映されます。
なお，バインド済みのグループまたは物理サーバを，別のグループまたは物理サーバ
に変更したい場合は，いったんバインド済みのグループまたは物理サーバを削除して
から，改めて追加してください。

7.［バインドの設定］ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックする。
設定内容が記憶され，［バインドの設定］ダイアログボックスが閉じます。

8.［バインド構成情報の設定］ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックする。
バインド構成情報の設定処理の開始を確認するダイアログボックスが表示されます。

9. 確認ダイアログボックスの［はい］ボタンをクリックする。
設定処理中を示すダイアログボックスが表示され，設定内容が STMに反映されます。
処理が完了すると，［設定結果］ダイアログボックスが表示されます。
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ただし，途中で設定処理中を示すダイアログボックスを閉じると，［設定結果］ダイ
アログボックスは表示されません。また，設定処理中を示すダイアログボックスを閉
じても処理は続行されています。処理が完了するまで，ほかの設定はできません。

10.設定結果を確認し，［設定結果］ダイアログボックスの［閉じる］ボタンをクリック
する。

4.7.3　バインドの設定を削除する
バインドの設定を削除する手順を次に示します。一度に複数のバインドを選択すると，
一括して削除することもできます。

1. SLBビューを表示する。

2. SLBビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，バインド
状況ツリーのルートを選択する。

3. メニューバーから［編集］－［SLB情報］－［バインド構成情報の設定］を選択す
る。
［バインド構成情報の設定］ダイアログボックスが表示されます。
［バインド構成情報の設定］ダイアログボックスは，ショートカットメニューの［バ
インド構成情報の設定］を選択したり，ツールバーにあるバインド構成情報の設定ボ
タンをクリックしたりしても表示できます。

4.［会社一覧］から，削除するゾーンが設定されている会社を選択する。
［ゾーン一覧］に，選択した会社に設定されている，バインド済みのゾーンが一覧表
示されます。

5.［ゾーン一覧］からバインドの設定を削除するゾーンを選択する。
削除するゾーンは複数選択できます。

6.［ゾーン一覧］の［削除］ボタンをクリックする。
［削除］ボタンをクリックすると，バインド設定の削除を確認するダイアログボック
スが表示されます。

7.［はい］ボタンをクリックする。
指定したゾーンのバインド設定が［バインド構成情報の設定］ダイアログボックスの
［ゾーン一覧］から削除されます。

8.［バインド構成情報の設定］ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックする。
バインド構成情報の設定処理の開始を確認するダイアログボックスが表示されます。

9. 確認ダイアログボックスの［はい］ボタンをクリックする。
設定処理中を示すダイアログボックスが表示され，設定内容が STMに反映されます。
処理が完了すると，［設定結果］ダイアログボックスが表示されます。
ただし，途中で設定処理中を示すダイアログボックスを閉じると，［設定結果］ダイ
アログボックスは表示されません。また，設定処理中を示すダイアログボックスを閉
じても処理は続行されています。処理が完了するまで，ほかの設定はできません。
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10.設定結果を確認し，［設定結果］ダイアログボックスの［閉じる］ボタンをクリック
する。

 

！！！！ 注意事項
 

同じゾーンに対して，バインドの削除および追加を同時に実行することはできません。いっ
たん［バインド構成情報の設定］ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックして該当
するバインドを削除したあと，改めて追加し直してください。
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5　 VLANおよびSLB以外の情報
の設定
この章では，JP1/Cm2/NCの［Network Element 
Configuration - View］ウィンドウのスイッチ構成ビューで設
定できるスイッチの機能について，設定手順を説明します。ス
イッチ構成ビューで設定できるスイッチの機能とは，アクセス
制御，QoS制御およびアップリンクフェイルオーバーです。
なお，操作手順の説明で使用している JP1/Cm2/NC - Viewの
各画面については，6章，14章および 15章に記載されている
画面の説明を参照してください。
また，各スイッチの設定内容の詳細については，各スイッチの
ソフトウェアマニュアルを参照してください。

5.1　アクセス制御を設定する（AX2400S・AX3600S・BS2000・BS320・
BS500・BS500 1Gbx40の場合）

5.2　アクセス制御を設定する（BS1000の場合）

5.3　QoS制御を設定する

5.4　アップリンクフェイルオーバーを設定する
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5.1　アクセス制御を設定する（AX2400S・
AX3600S・BS2000・BS320・BS500・
BS500 1Gbx40の場合）

JP1/Cm2/NCでは，AX2400S，AX3600S，BS2000，BS320，BS500，および BS500 
1Gbx40に対してアクセス制御を設定できます。アクセス制御の各設定について，次に説
明します。

5.1.1　スイッチへフロー検出モードを指定する
スイッチへフロー検出モードを指定するために，ネットワーク構成情報のスイッチ構成
情報を設定します。

スイッチ構成情報は，スイッチに直接設定される情報です。スイッチの状態が「正常」
のときだけ設定できます。

スイッチ構成情報で設定したフロー検出モードによって，スイッチで検出できるフロー
が異なります。フロー検出の条件は，アクセス制御情報で設定します。そのため，アク
セス制御情報の設定を意識してスイッチ構成情報を設定する必要があります。

スイッチ構成情報の設定で使用する画面について，マニュアルの参照先を次の表に示し
ます。適宜参照してください。

表 5-1　スイッチ構成情報の設定で使用する画面についてのマニュアル参照先

（1） AX2400S・AX3600Sの場合

AX2400Sおよび AX3600Sのフロー検出モードを指定する手順を次に示します。

1. スイッチ構成ビューを表示する。

2. スイッチ構成ビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，
スイッチ構成情報を設定するスイッチを選択する。

3. メニューバーから［編集］－［スイッチ構成情報の設定］を選択する。
［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボックスが表示されます。
［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボックスは，ショートカットメニューの［ス
イッチ構成情報の設定］を選択したり，ツールバーにあるスイッチ構成情報の設定ボ
タンをクリックしたりしても表示できます。

4. フロー検出モードをプルダウンメニューから選択する。

画面名 用途 参照先

［スイッチ構成情報の設定］ダイアログ
ボックス

スイッチ構成情報の設定 14.8，14.9
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スイッチによって選択できるモードが異なります。

5.［OK］ボタンをクリックする。
設定処理中を示すダイアログボックスが表示され，設定内容がスイッチに反映されま
す。処理が完了すると，設定完了のダイアログボックスが表示されます。
ただし，途中で設定処理中を示すダイアログボックスを閉じると，設定完了のダイア
ログボックスは表示されません。また，設定処理中を示すダイアログボックスを閉じ
ても処理は続行されています。処理が完了するまで，ほかの設定はできません。

6. 設定完了のダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックする。

（2） BS2000・BS320・BS500・BS500 1Gbx40の場合

BS2000，BS320，BS500，および BS500 1Gbx40のフロー検出モードを指定する手順
を次に示します。

1. スイッチ構成ビューを表示する。

2. スイッチ構成ビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，
スイッチ構成情報を設定するスイッチを選択する。

3. メニューバーから［編集］－［スイッチ構成情報の設定］を選択する。
［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボックスが表示されます。
［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボックスは，ショートカットメニューの［ス
イッチ構成情報の設定］を選択したり，ツールバーにあるスイッチ構成情報の設定ボ
タンをクリックしたりしても表示できます。

4.［フロー検出モード］ページを選択する。

5. フロー検出モードをプルダウンメニューから選択する。
スイッチによって選択できるモードが異なります。

6.［OK］ボタンをクリックする。
設定処理中を示すダイアログボックスが表示され，設定内容がスイッチに反映されま
す。処理が完了すると，設定完了のダイアログボックスが表示されます。
ただし，途中で設定処理中を示すダイアログボックスを閉じると，設定完了のダイア
ログボックスは表示されません。また，設定処理中を示すダイアログボックスを閉じ
ても処理は続行されています。処理が完了するまで，ほかの設定はできません。

7. 設定完了のダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックする。

5.1.2　アクセス制御リスト情報を設定する
スイッチへアクセス制御をするフィルターを定義するために，ネットワーク構成情報の
アクセス制御リスト情報を設定します。ここで定義したフィルターは，アクセス制御情
報の設定でインターフェースに適用することで，アクセス制御として有効になります。
アクセス制御をする場合は，まずアクセス制御リスト情報の設定でフィルターを定義す
る必要があります。
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アクセス制御リスト情報は，スイッチに直接設定される情報です。スイッチの状態が
「正常」のときにだけ設定できます。

アクセス制御リスト情報の設定で使用する画面について，マニュアルの参照先を次の表
に示します。適宜参照してください。

表 5-2　アクセス制御リスト情報の設定で使用する画面についてのマニュアル参照先

画面名 用途 参照先

［アクセス制御リスト情報の設定］ダ
イアログボックス

• アクセス制御リスト情報の設
定

• MACフィルター，IPv4アド
レスフィルター，IPv4パケッ
トフィルター，または IPv6
フィルターの追加，変更およ
び削除

14.10

［MACフィルターの設定］ダイアログ
ボックス

• MACフィルターのフィルター
名，説明の設定

• フィルター条件の追加，変更，
および削除

14.11

［MACフィルター条件の設定］ダイア
ログボックス

フィルター条件の設定 14.12

［IPv4アドレスフィルターの設定］ダ
イアログボックス

• IPv4アドレスフィルターの
フィルター名，説明の設定

• フィルター条件の追加，変更，
および削除

14.13

［IPv4アドレスフィルター条件の設定］
ダイアログボックス

フィルター条件の設定 14.14

［IPv4パケットフィルターの設定］ダ
イアログボックス

• IPv4パケットフィルターの
フィルター名，説明の設定

• フィルター条件の追加，変更，
および削除

14.15

［IPv4パケットフィルター条件の設定］
ダイアログボックス

フィルター
条件の設定

AX2400Sおよび
AX3600Sの場合

14.16

BS2000，BS320，
BS500，および
BS500 1Gbx40の
場合

14.17

［IPv6フィルターの設定］ダイアログ
ボックス

• IPv6フィルターのフィルター
名，説明の設定

• フィルター条件の追加，変更，
および削除

14.18

［IPv6フィルター条件の設定］ダイア
ログボックス

フィルター条件の設定 14.19

［設定結果］ダイアログボックス 設定結果の確認 14.21.1
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（1） フィルターを追加する

アクセス制御リストにフィルターを追加する手順を次に示します。

1. スイッチ構成ビューを表示する。

2. スイッチ構成ビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，
フィルターを追加するスイッチを選択する。

3. メニューバーから［編集］－［アクセス制御情報］－［アクセス制御リスト情報の設
定］を選択する。
［アクセス制御リスト情報の設定］ダイアログボックスが表示されます。
［アクセス制御リスト情報の設定］ダイアログボックスは，ショートカットメニュー
の［アクセス制御］－［アクセス制御リスト情報の設定］を選択しても表示できま
す。

4. 追加したいフィルターのフィルター一覧にある［追加］ボタンをクリックする。
クリックした［追加］ボタンに対応するフィルター一覧によって，次のどれかが表示
されます。
• MACフィルター一覧の場合
［MACフィルターの設定］ダイアログボックス
• IPv4アドレスフィルター一覧の場合
［IPv4アドレスフィルターの設定］ダイアログボックス
• IPv4パケットフィルター一覧の場合
［IPv4パケットフィルターの設定］ダイアログボックス
• IPv6フィルター一覧の場合
［IPv6フィルターの設定］ダイアログボックス

5. フィルターの設定ダイアログボックスで，フィルターの情報を設定する。
［フィルター名］は必ず指定してください。また，［説明］と［フィルター条件］は，
どちらかを必ず指定してください。

6. フィルターの設定ダイアログボックスで，［OK］ボタンをクリックする。
フィルターの設定ダイアログボックスが閉じ，［アクセス制御リスト情報の設定］ダ
イアログボックスのフィルター一覧に，設定したフィルターが追加表示されます。

7.［アクセス制御リスト情報の設定］ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックす
る。
アクセス制御リスト情報の設定処理の開始を確認するダイアログボックスが表示され
ます。

8. 確認ダイアログボックスの［はい］ボタンをクリックする。
設定処理中を示すダイアログボックスが表示され，設定内容がスイッチに反映されま
す。処理が完了すると，［設定結果］ダイアログボックスが表示されます。
ただし，途中で設定処理中を示すダイアログボックスを閉じると，［設定結果］ダイ
アログボックスは表示されません。また，設定処理中を示すダイアログボックスを閉
じても処理は続行されています。処理が完了するまで，ほかの設定はできません。
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9. 設定結果を確認し，［設定結果］ダイアログボックスの［閉じる］ボタンをクリック
する。

（2） フィルターの設定内容を変更する

アクセス制御リストに設定されているフィルターの設定内容を変更する手順を次に示し
ます。

1. スイッチ構成ビューを表示する。

2. スイッチ構成ビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，
フィルターの設定内容を変更するスイッチを選択する。

3. メニューバーから［編集］－［アクセス制御情報］－［アクセス制御リスト情報の設
定］を選択する。
［アクセス制御リスト情報の設定］ダイアログボックスが表示されます。
［アクセス制御リスト情報の設定］ダイアログボックスは，ショートカットメニュー
の［アクセス制御］－［アクセス制御リスト情報の設定］を選択しても表示できま
す。

4. フィルター一覧から変更したいフィルターの行を一つ選択し，［変更］ボタンをク
リックする。
クリックした［変更］ボタンに対応するフィルター一覧によって，次のどれかが表示
されます。
• MACフィルター一覧の場合
［MACフィルターの設定］ダイアログボックス
• IPv4アドレスフィルター一覧の場合
［IPv4アドレスフィルターの設定］ダイアログボックス
• IPv4パケットフィルター一覧の場合
［IPv4パケットフィルターの設定］ダイアログボックス
• IPv6フィルター一覧の場合
［IPv6フィルターの設定］ダイアログボックス

5. フィルターの設定内容を変更する。
［説明］または［フィルター条件］を変更できます。

6.［OK］ボタンをクリックする。
フィルターの設定ダイアログボックスを閉じ，［アクセス制御リスト情報の設定］ダ
イアログボックスのフィルター一覧に設定内容が反映されます。
インターフェースに適用されていないフィルターで，［フィルター名］以外に何も設
定しなかった場合，またはインターフェースに適用されているがスイッチに実在しな
いフィルターの場合は，そのフィルターの削除を確認するダイアログボックスが表示
されます。確認ダイアログボックスの［はい］ボタンをクリックすると，そのフィル
ターは削除され，［アクセス制御リスト情報の設定］ダイアログボックスのフィル
ター一覧からも削除されます。

7.［アクセス制御リスト情報の設定］ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックす
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る。
アクセス制御リスト情報の設定処理の開始を確認するダイアログボックスが表示され
ます。

8. 確認ダイアログボックスの［はい］ボタンをクリックする。
設定処理中を示すダイアログボックスが表示され，設定内容がスイッチに反映されま
す。処理が完了すると，［設定結果］ダイアログボックスが表示されます。
ただし，途中で設定処理中を示すダイアログボックスを閉じると，［設定結果］ダイ
アログボックスは表示されません。また，設定処理中を示すダイアログボックスを閉
じても処理は続行されています。処理が完了するまで，ほかの設定はできません。

9. 設定結果を確認し，［設定結果］ダイアログボックスの［閉じる］ボタンをクリック
する。

（3） フィルターを削除する

アクセス制御リストに設定されているフィルターを削除する手順を次に示します。一度
に複数のフィルターを選択すると，一括して削除することもできます。

1. スイッチ構成ビューを表示する。

2. スイッチ構成ビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，
フィルターを削除するスイッチを選択する。

3. メニューバーから［編集］－［アクセス制御情報］－［アクセス制御リスト情報の設
定］を選択する。
［アクセス制御リスト情報の設定］ダイアログボックスが表示されます。
［アクセス制御リスト情報の設定］ダイアログボックスは，ショートカットメニュー
の［アクセス制御］－［アクセス制御リスト情報の設定］を選択しても表示できま
す。

4. フィルター一覧から削除するフィルターの行を選択する。
削除するフィルターは複数選択できます。インターフェースに適用されていて，かつ
スイッチに実在しているフィルターは削除できません。

5. フィルター一覧の［削除］ボタンをクリックする。
［削除］ボタンをクリックすると，フィルターの削除を確認するダイアログボックス
が表示されます。

6. 確認ダイアログボックスの［はい］ボタンをクリックする。
選択したフィルターが，フィルター一覧から削除されます。

7.［アクセス制御リスト情報の設定］ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックす
る。
アクセス制御情報の設定処理の開始を確認するダイアログボックスが表示されます。

8. 設定処理開始確認用のダイアログボックスの［はい］ボタンをクリックする。
設定処理中を示すダイアログボックスが表示され，変更内容がスイッチに反映されま
す。処理が終了すると，［設定結果］ダイアログボックスが表示されます。
ただし，途中で設定処理中を示すダイアログボックスを閉じると，［設定結果］ダイ
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アログボックスは表示されません。また，設定処理中を示すダイアログボックスを閉
じても処理は続行されています。処理が完了するまで，ほかの設定はできません。

9. 設定結果を確認し，［設定結果］ダイアログボックスの［閉じる］ボタンをクリック
する。

（4） フィルター条件を設定する

各フィルターの設定で，フィルター条件を設定する手順について説明します。

フィルター条件の設定は次に示す各フィルターの設定ダイアログボックスから操作しま
す。

•［MACフィルターの設定］ダイアログボックス
•［IPv4アドレスフィルターの設定］ダイアログボックス
•［IPv4パケットフィルターの設定］ダイアログボックス
•［IPv6フィルターの設定］ダイアログボックス

フィルターの設定ダイアログボックスで設定した内容は，［アクセス制御リスト情報の設
定］ダイアログボックスで［OK］ボタンをクリックしたときにスイッチに反映されま
す。

（a）フィルター条件を追加する

フィルターの設定で，フィルター条件を追加する手順を次に示します。

1.［アクセス制御リスト情報の設定］ダイアログボックスを開く。

2. 各フィルター一覧の［追加］ボタンまたは［変更］ボタンをクリックして，フィル
ターの設定ダイアログボックスを開く。
［変更］ボタンは，フィルター一覧からフィルター条件を追加するフィルターを選択
してからクリックします。クリックしたボタンに対応するフィルター一覧によって，
次のどれかが表示されます。
• MACフィルター一覧の場合
［MACフィルターの設定］ダイアログボックス
• IPv4アドレスフィルター一覧の場合
［IPv4アドレスフィルターの設定］ダイアログボックス
• IPv4パケットフィルター一覧の場合
［IPv4パケットフィルターの設定］ダイアログボックス
• IPv6フィルター一覧の場合
［IPv6フィルターの設定］ダイアログボックス

3.［フィルター条件］の［追加］ボタンをクリックする。
フィルター条件の設定ダイアログボックスが表示されます。［追加］ボタンをクリッ
クしたダイアログボックスによって，次のどれかが表示されます。
•［MACフィルターの設定］ダイアログボックスの場合
［MACフィルター条件の設定］ダイアログボックス
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•［IPv4アドレスフィルターの設定］ダイアログボックスの場合
［IPv4アドレスフィルター条件の設定］ダイアログボックス
•［IPv4パケットフィルターの設定］ダイアログボックスの場合
［IPv4パケットフィルター条件の設定］ダイアログボックス
•［IPv6フィルターの設定］ダイアログボックスの場合
［IPv6フィルター条件の設定］ダイアログボックス

4. 各項目を設定する。

5. フィルター条件の設定ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックする。
フィルター条件の設定ダイアログボックスが閉じ，フィルターの設定ダイアログボッ
クスの［フィルター条件］に，追加したフィルター条件が追加表示されます。
設定内容は，［アクセス制御リスト情報の設定］ダイアログボックスで［OK］ボタン
をクリックしたときにスイッチに反映されます。

（b）フィルター条件の内容を変更する

フィルターの設定で，フィルター条件の内容を変更する手順を次に示します。

1.［アクセス制御リスト情報の設定］ダイアログボックスを開く。

2. 各フィルター一覧の［追加］ボタンまたは［変更］ボタンをクリックして，フィル
ターの設定ダイアログボックスを開く。
［変更］ボタンは，フィルター一覧からフィルター条件を変更するフィルターを選択
してからクリックします。クリックしたボタンに対応するフィルター一覧によって，
次のどれかが表示されます。
• MACフィルター一覧の場合
［MACフィルターの設定］ダイアログボックス
• IPv4アドレスフィルター一覧の場合
［IPv4アドレスフィルターの設定］ダイアログボックス
• IPv4パケットフィルター一覧の場合
［IPv4パケットフィルターの設定］ダイアログボックス
• IPv6フィルター一覧の場合
［IPv6フィルターの設定］ダイアログボックス

3.［フィルター条件］から変更したいフィルター条件を一つ選択して［変更］ボタンを
クリックする。
フィルター条件の設定ダイアログボックスが表示されます。［変更］ボタンをクリッ
クしたダイアログボックスによって，次のどれかが表示されます。
•［MACフィルターの設定］ダイアログボックスから表示された場合
［MACフィルター条件の設定］ダイアログボックス
•［IPv4アドレスフィルターの設定］ダイアログボックスから表示された場合
［IPv4アドレスフィルター条件の設定］ダイアログボックス
•［IPv4パケットフィルターの設定］ダイアログボックスから表示された場合
［IPv4パケットフィルター条件の設定］ダイアログボックス
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•［IPv6フィルターの設定］ダイアログボックスから表示された場合
［IPv6フィルター条件の設定］ダイアログボックス

4. 必要な項目を変更する。

5. フィルター条件の設定ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックする。
フィルター条件の設定ダイアログボックスが閉じ，フィルターの設定ダイアログボッ
クスの［フィルター条件］に，設定内容が反映されます。
設定内容は，［アクセス制御リスト情報の設定］ダイアログボックスで［OK］ボタン
をクリックしたときにスイッチに反映されます。

（c）フィルター条件を削除する

フィルターの設定で，フィルター条件を削除する手順を次に示します。一度に複数の条
件を選択すると，一括して削除することもできます。

1.［アクセス制御リスト情報の設定］ダイアログボックスを開く。

2. 各フィルター一覧の［追加］ボタンまたは［変更］ボタンをクリックして，フィル
ターの設定ダイアログボックスを開く。
［変更］ボタンは，フィルター一覧からフィルター条件を削除するフィルターを選択
してからクリックします。クリックしたボタンに対応するフィルター一覧によって，
次のどれかが表示されます。
• MACフィルター一覧の場合
［MACフィルターの設定］ダイアログボックス
• IPv4アドレスフィルター一覧の場合
［IPv4アドレスフィルターの設定］ダイアログボックス
• IPv4パケットフィルター一覧の場合
［IPv4パケットフィルターの設定］ダイアログボックス
• IPv6フィルター一覧の場合
［IPv6フィルターの設定］ダイアログボックス

3.［フィルター条件］から削除するフィルター条件を選択し，［削除］ボタンをクリック
する。
削除するフィルター条件は複数選択できます。
［削除］ボタンをクリックすると，フィルター条件の削除を確認するダイアログボッ
クスが表示されます。

4. 確認ダイアログボックスの［はい］ボタンをクリックする。
選択したフィルター条件が，［フィルター条件］から削除されます。
設定内容は，［アクセス制御リスト情報の設定］ダイアログボックスで［OK］ボタン
をクリックしたときにスイッチに反映されます。

（5） フィルター条件の優先順位を変更する

設定したフィルター条件について，上位，または下位の優先順位のフィルター条件と，
優先順位を入れ替えられます。
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アクセス制御リスト情報の設定で，フィルター条件の優先順位を変更する手順を次に示
します。

1.［アクセス制御リスト情報の設定］ダイアログボックスを開く。

2. フィルター一覧からからフィルター条件の優先順位を変更するフィルターを選択し，
［変更］ボタンをクリックする。
クリックした［変更］ボタンに対応するフィルター一覧によって，次のどれかが表示
されます。
• MACフィルター一覧の場合
［MACフィルターの設定］ダイアログボックス
• IPv4アドレスフィルター一覧の場合
［IPv4アドレスフィルターの設定］ダイアログボックス
• IPv4パケットフィルター一覧の場合
［IPv4パケットフィルターの設定］ダイアログボックス
• IPv6フィルター一覧の場合
［IPv6フィルターの設定］ダイアログボックス

3.［フィルター条件］から，順位を入れ替えたい条件を一つ選択する。

4.［上に移動］ボタン，または［下に移動］ボタンを，任意の回数クリックする。
上位のフィルター条件と優先順位を入れ替えたい場合は［上に移動］ボタンを，下位
のフィルター条件と入れ替えたい場合は［下に移動］ボタンをクリックしてくださ
い。
ボタンをクリックするごとに，該当するフィルター条件が上位または下位のフィル
ター条件と入れ替わります。
設定内容は，［アクセス制御リスト情報の設定］ダイアログボックスで［OK］ボタン
をクリックしたときにスイッチに反映されます。

5.1.3　アクセス制御情報を設定する
スイッチに適用するアクセス制御の内容を定義するために，ネットワーク構成情報のア
クセス制御情報を設定します。アクセス制御情報の設定として，アクセス制御リスト情
報の設定で定義したフィルターをインターフェースに適用することで，アクセス制御が
有効になります。

アクセス制御情報は，スイッチに直接設定される情報です。スイッチの状態が「正常」
のときにだけ設定できます。

アクセス制御情報は，スイッチ構成情報で設定するフロー制御の状態と関連しています。
そのため，アクセス制御情報を設定する場合は，スイッチ構成情報との関連を意識して
設定してください。

アクセス制御情報の設定で使用する画面について，マニュアルの参照先を次の表に示し
ます。適宜参照してください。
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表 5-3　アクセス制御情報の設定で使用する画面についてのマニュアル参照先

（1） ポートにフィルターを適用する

ポートに対し，アクセス制御として適用するフィルターを設定する手順を次に示します。

1. スイッチ構成ビューを表示する。

2. スイッチ構成ビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，
フィルターを適用するスイッチまたはポートを選択する。

3. メニューバーから［編集］－［アクセス制御情報］－［アクセス制御情報の設定］を
選択する。
［アクセス制御情報の設定］ダイアログボックスが表示されます。
［アクセス制御情報の設定］ダイアログボックスは，ショートカットメニューの［ア
クセス制御］－［アクセス制御情報の設定］を選択したり，ツールバーにあるアクセ
ス制御情報の設定ボタンをクリックしたりしても表示できます。

4.［選択可能ポート］で，フィルターを適用したいポートを選択する。
ポートを選択して［アクセス制御情報の設定］ダイアログボックスを表示した場合
は，そのポートが［選択可能ポート］で選択された状態になっています。
ポートは複数選択できます。

5.［変更後の MACフィルター］，［変更後の IPv4フィルター］，および［変更後の IPv6
フィルター］に，適用したいフィルターを指定する。
適用したいフィルターのフィルター名を直接入力，またはプルダウンメニューから選
択します。
フロー検出モードによって，指定できないフィルターもあります。

6.［変更］ボタンをクリックする。
［選択可能ポート］で選択したポートの［MACフィルター］，［IPv4フィルター］，お
よび［IPv6フィルター］を，変更後のフィルターのフィルター名に変更します。
変更後のフィルターに何も指定していない場合は，フィルターは変更されません。変
更後のフィルターに「フィルターの適用を削除する。」を選択していた場合は，フィ
ルターの適用が解除され，対応するフィルターの欄は空白になります。

7.［OK］ボタンをクリックする。
アクセス制御情報の設定処理の開始を確認するダイアログボックスが表示されます。

8. 確認ダイアログボックスの［はい］ボタンをクリックする。
設定処理中を示すダイアログボックスが表示され，設定内容がスイッチに反映されま
す。処理が完了すると，［設定結果］ダイアログボックスが表示されます。
ただし，途中で設定処理中を示すダイアログボックスを閉じると，［設定結果］ダイ

画面名 用途 参照先

［アクセス制御情報の設定］ダイアロ
グボックス

アクセス制御情報の設定 14.20

［設定結果］ダイアログボックス 設定結果の確認 14.21.2
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アログボックスは表示されません。また，設定処理中を示すダイアログボックスを閉
じても処理は続行されています。処理が完了するまで，ほかの設定はできません。

9. 設定結果を確認し，［設定結果］ダイアログボックスの［閉じる］ボタンをクリック
する。

（2） VLANインターフェースにフィルターを適用する

VLANインターフェースに対し，アクセス制御として適用するフィルターを設定する手
順を次に示します。

1. スイッチ構成ビューを表示する。

2. スイッチ構成ビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，
フィルターを適用するスイッチまたはポートを選択する。

3. メニューバーから［編集］－［アクセス制御情報］－［アクセス制御情報の設定］を
選択する。
［アクセス制御情報の設定］ダイアログボックスが表示されます。
［アクセス制御情報の設定］ダイアログボックスは，ショートカットメニューの［ア
クセス制御］－［アクセス制御情報の設定］を選択したり，ツールバーにあるアクセ
ス制御情報の設定ボタンをクリックしたりしても表示できます。

4.［VLANインターフェース］タブを選択する。
［VLANインターフェース］ページが表示されます。

5.［選択可能 VLAN］で，フィルターを適用したい VLANインターフェースを選択する。
VLANインターフェースは複数選択できます。

6.［変更後のMACフィルター］および［変更後の IPv4フィルター］に，適用したい
フィルターを指定する。
適用したいフィルターのフィルター名を直接入力，またはプルダウンメニューから選
択します。
フロー検出モードによって，指定できないフィルターもあります。

7.［変更］ボタンをクリックする。
［選択可能 VLAN］で選択した VLANインターフェースの［MACフィルター］およ
び［IPv4フィルター］を，変更後のフィルターのフィルター名に変更します。
変更後のフィルターに何も指定していない場合は，フィルターは変更されません。変
更後のフィルターに「フィルターの適用を削除する。」を選択していた場合は，フィ
ルターの適用が解除され，対応するフィルターの欄は空白になります。

8.［OK］ボタンをクリックする。
アクセス制御情報の設定処理の開始を確認するダイアログボックスが表示されます。

9. 確認ダイアログボックスの［はい］ボタンをクリックする。
設定処理中を示すダイアログボックスが表示され，設定内容がスイッチに反映されま
す。処理が完了すると，［設定結果］ダイアログボックスが表示されます。
ただし，途中で設定処理中を示すダイアログボックスを閉じると，［設定結果］ダイ
93



5.　VLANおよび SLB以外の情報の設定
アログボックスは表示されません。また，設定処理中を示すダイアログボックスを閉
じても処理は続行されています。処理が完了するまで，ほかの設定はできません。

10.設定結果を確認し，［設定結果］ダイアログボックスの［閉じる］ボタンをクリック
する。
94



5.　VLANおよび SLB以外の情報の設定
5.2　アクセス制御を設定する（BS1000の場
合）

JP1/Cm2/NCでは，BS1000に対してアクセス制御を設定できます。アクセス制御の各
設定について，次に説明します。

5.2.1　スイッチへフロー制御の有効または無効を設定する
スイッチへフロー制御の有効または無効を設定します。フロー制御を有効にすると，ア
クセス制御の設定が有効になります。フロー制御を無効にすると，アクセス制御の設定
は無効になります。フロー制御の有効または無効を設定するには，ネットワーク構成情
報のスイッチ構成情報を設定します。

スイッチ構成情報は，スイッチに直接設定される情報です。スイッチの状態が「正常」
のときだけ設定できます。

スイッチ構成情報は，アクセス制御情報で定義した内容を有効または無効にする情報で
す。そのため，アクセス制御情報との設定の順序関係を意識して設定する必要がありま
す。また，この設定は，QoS制御と共通です。QoS制御への影響も考慮して設定してく
ださい。

スイッチ構成情報の設定で使用する画面について，マニュアルの参照先を次の表に示し
ます。適宜参照してください。

表 5-4　スイッチ構成情報の設定で使用する画面についてのマニュアル参照先

スイッチ構成情報を設定する手順を次に示します。

1. スイッチ構成ビューを表示する。

2. スイッチ構成ビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，
スイッチ構成情報を設定するスイッチを選択する。

3. メニューバーから［編集］－［スイッチ構成情報の設定］を選択する。
［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボックスが表示されます。
［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボックスは，ショートカットメニューの［ス
イッチ構成情報の設定］を選択したり，ツールバーにあるスイッチ構成情報の設定ボ
タンをクリックしたりしても表示できます。

4. フロー制御を有効または無効にする。

5.［OK］ボタンをクリックする。
設定処理中を示すダイアログボックスが表示され，設定内容がスイッチに反映されま

画面名 用途 参照先

［スイッチ構成情報の設定］ダイアログ
ボックス

スイッチ構成情報の設定 15.4
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す。処理が完了すると，設定完了のダイアログボックスが表示されます。
ただし，途中で設定処理中を示すダイアログボックスを閉じると，設定完了のダイア
ログボックスは表示されません。また，設定処理中を示すダイアログボックスを閉じ
ても処理は続行されています。処理が完了するまで，ほかの設定はできません。

6. 設定完了のダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックする。

5.2.2　アクセス制御情報を設定する
スイッチに適用するアクセス制御の内容を定義するために，ネットワーク構成情報のア
クセス制御情報を設定します。

アクセス制御情報は，スイッチに直接設定される情報です。スイッチの状態が「正常」
のときにだけ設定できます。

アクセス制御情報は，スイッチ構成情報で設定するフロー制御の状態と関連しています。
そのため，アクセス制御情報を設定する場合は，スイッチ構成情報との関連を意識して
設定してください。

アクセス制御情報の設定で使用する画面について，マニュアルの参照先を次の表に示し
ます。適宜参照してください。

表 5-5　アクセス制御情報の設定で使用する画面についてのマニュアル参照先

（1） ポートにアクセス制御を設定する

アクセス制御が設定されていないポートに，アクセス制御を設定する手順を次に示しま
す。

1. スイッチ構成ビューを表示する。

2. スイッチ構成ビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，
アクセス制御の設定を追加するスイッチを選択する。

3. メニューバーから［編集］－［アクセス制御情報］－［アクセス制御情報の設定］を

画面名 用途 参照先

［アクセス制御情報の設定］ダイアロ
グボックス

アクセス制御情報の設定 15.5

［アクセス制御の設定］ダイアログ
ボックス

• アクセス制御の対象ポートの
選択

• アクセス制御の状態
• フィルター条件の追加，変更，
および削除

15.6

［フィルター条件の設定－基本設定］
ダイアログボックス

フィルター条件の基本設定 15.7

［フィルター条件の設定－拡張設定］
ダイアログボックス

フィルター条件の拡張設定 15.8

［設定結果］ダイアログボックス 設定結果の確認 15.12.1
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選択する。
［アクセス制御情報の設定］ダイアログボックスが表示されます。
［アクセス制御情報の設定］ダイアログボックスは，ショートカットメニューの［ア
クセス制御］－［アクセス制御情報の設定］を選択したり，ツールバーにあるアクセ
ス制御情報の設定ボタンをクリックしたりしても表示できます。

4.［アクセス制御情報一覧］の［追加］ボタンをクリックする。
［アクセス制御の設定］ダイアログボックスが表示されます。

5.［ポート］の［選択可能ポート］に表示されているポートから，アクセス制御を設定
するポートを選択し，［追加 >>］ボタンをクリックする。
選択したポートが［選択ポート］へ移動し，アクセス制御の対象になります。
追加するポートは複数指定できます。ただし，一度に複数のポートを［選択ポート］
へ移動した場合，以降の設定内容は選択したポートすべてに対して設定されます。
ポートごとに別の設定をしたい場合は，ポートを一つずつ選択して設定してくださ
い。
また，［追加 >>］ボタンで［選択ポート］へ移動させたポートを［選択可能］ポート
へ戻したい場合は，［選択ポート］から該当するポートを選択し，［<<削除］ボタン
をクリックします。削除するポートは複数選択できます。

6.［選択ポート］へ移動したポートに対して，［状態］および［フィルター条件］を設定
する。

7.［OK］ボタンをクリックする。
［アクセス制御の設定］ダイアログボックスが閉じ，［アクセス制御情報の設定］の
［アクセス制御情報一覧］に設定内容が反映されます。

8.［アクセス制御情報の設定］ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックする。
アクセス制御情報の設定処理の開始を確認するダイアログボックスが表示されます。

9. 確認ダイアログボックスの［はい］ボタンをクリックする。
設定処理中を示すダイアログボックスが表示され，設定内容がスイッチに反映されま
す。処理が完了すると，［設定結果］ダイアログボックスが表示されます。
ただし，途中で設定処理中を示すダイアログボックスを閉じると，［設定結果］ダイ
アログボックスは表示されません。また，設定処理中を示すダイアログボックスを閉
じても処理は続行されています。処理が完了するまで，ほかの設定はできません。

10.設定結果を確認し，［設定結果］ダイアログボックスの［閉じる］ボタンをクリック
する。

（2） アクセス制御の設定内容を変更する

ポートに設定されているアクセス制御の設定内容を変更する手順を次に示します。

1. スイッチ構成ビューを表示する。

2. スイッチ構成ビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，
アクセス制御の設定内容を変更するポートを選択する。
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3. メニューバーから［編集］－［アクセス制御情報］－［アクセス制御情報の設定］を
選択する。
選択したポートがフォーカスされた状態で，［アクセス制御情報の設定］ダイアログ
ボックスが表示されます。
［アクセス制御情報の設定］ダイアログボックスは，ショートカットメニューの［ア
クセス制御］－［アクセス制御情報の設定］を選択したり，ツールバーにあるアクセ
ス制御情報の設定ボタンをクリックしたりしても表示できます。

4.［アクセス制御情報一覧］の［変更］ボタンをクリックする。
［アクセス制御の設定］ダイアログボックスが表示されます。
［ポート］の［選択ポート］には，選択したポートが表示されます。

5.［状態］および［フィルター条件］の設定内容を変更する。

6.［OK］ボタンをクリックする。
［アクセス制御の設定］ダイアログボックスが閉じ，［アクセス制御情報の設定］の
［アクセス制御情報一覧］に設定内容が反映されます。

7.［アクセス制御情報の設定］ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックする。
アクセス制御情報の設定処理の開始を確認するダイアログボックスが表示されます。

8. 確認ダイアログボックスの［はい］ボタンをクリックする。
設定処理中を示すダイアログボックスが表示され，設定内容がスイッチに反映されま
す。処理が完了すると，［設定結果］ダイアログボックスが表示されます。
ただし，途中で設定処理中を示すダイアログボックスを閉じると，［設定結果］ダイ
アログボックスは表示されません。また，設定処理中を示すダイアログボックスを閉
じても処理は続行されています。処理が完了するまで，ほかの設定はできません。

9. 設定結果を確認し，［設定結果］ダイアログボックスの［閉じる］ボタンをクリック
する。

（3） ポートからアクセス制御の設定を削除する

すでにアクセス制御が設定されているポートから，アクセス制御の設定を削除する手順
を次に示します。一度に複数のポートを選択すると，一括して削除することもできます。

1. スイッチ構成ビューを表示する。

2. スイッチ構成ビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，
アクセス制御の設定内容を削除するスイッチを選択する。

3. メニューバーから［編集］－［アクセス制御情報］－［アクセス制御情報の設定］を
選択する。
［アクセス制御情報の設定］ダイアログボックスが表示されます。
［アクセス制御情報の設定］ダイアログボックスは，ショートカットメニューの［ア
クセス制御］－［アクセス制御情報の設定］を選択したり，ツールバーにあるアクセ
ス制御情報の設定ボタンをクリックしたりしても表示できます。

4.［アクセス制御情報一覧］から設定を削除するポートの行を選択する。
削除するポートは複数選択できます。
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5.［アクセス制御情報一覧］の［削除］ボタンをクリックする。
［削除］ボタンをクリックすると，アクセス制御情報の削除を確認するダイアログ
ボックスが表示されます。

6. 確認ダイアログボックスの［はい］ボタンをクリックする。
指定したポートが［アクセス制御情報の設定］ダイアログボックスの［アクセス制御
情報一覧］から削除されます。

7.［アクセス制御情報の設定］ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックする。
アクセス制御情報の設定処理の開始を確認するダイアログボックスが表示されます。

8. 確認ダイアログボックスの［はい］ボタンをクリックする。
設定処理中を示すダイアログボックスが表示され，変更内容がスイッチに反映されま
す。処理が終了すると，［設定結果］ダイアログボックスが表示されます。
ただし，途中で設定処理中を示すダイアログボックスを閉じると，［設定結果］ダイ
アログボックスは表示されません。また，設定処理中を示すダイアログボックスを閉
じても処理は続行されています。処理が終了するまで，ほかの設定はできません。

9. 設定結果を確認し，［設定結果］ダイアログボックスの［閉じる］をクリックする。

（4） フィルター条件を設定する

アクセス制御情報の設定で，フィルター条件を設定する手順を次に示します。

フィルター条件の設定は［フィルター条件の設定］ダイアログボックスから操作します。
［フィルター条件の設定］ダイアログボックスで設定した内容は，［アクセス制御情報の
設定］ダイアログボックスで［OK］ボタンをクリックしたときにスイッチに反映されま
す。

（a）フィルター条件を追加する

アクセス制御情報の設定で，フィルター条件を追加する手順を次に示します。

1.［アクセス制御情報の設定］ダイアログボックスを開く。

2.［アクセス制御情報一覧］の［追加］ボタンまたは［変更］ボタンをクリックして，
［アクセス制御の設定］ダイアログボックスを開く。
［変更］ボタンは，［アクセス制御情報一覧］からフィルター条件を追加するポートを
選択してからクリックします。

3.［追加］ボタンで［アクセス制御の設定］ダイアログボックスを開いた場合，［選択可
能ポート］から追加するポートを選択して［追加 >>］ボタンをクリックする。

4.［フィルター条件］の［追加］ボタンをクリックする。
［フィルター条件の設定－基本設定］ダイアログボックスが表示されます。

5. 各項目を設定する。

6.［拡張設定］ボタンをクリックする。
［フィルター条件の設定－拡張設定］ダイアログボックスが表示されます。
ただし，［フィルター条件の設定－拡張設定］ダイアログボックスは，フィルター条
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件に IPアドレスだけを使用する場合の拡張設定用ダイアログボックスです。フィル
ター条件にMACアドレス，またはMACアドレスおよび IPアドレスの両方を使用す
る場合は設定できません。

7. 各項目を設定する。

8.［フィルター条件の設定－拡張設定］ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリック
する。
設定内容が記憶され，［フィルター条件の設定－拡張設定］ダイアログボックスが閉
じます。

9.［フィルター条件の設定－基本設定］ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリック
する。
［フィルター条件の設定－基本設定］ダイアログボックスが閉じ，［アクセス制御の設
定］ダイアログボックスの［フィルター条件］に，追加したフィルター条件が追加表
示されます。
設定内容は，［アクセス制御情報の設定］ダイアログボックスで［OK］ボタンをク
リックしたときにスイッチに反映されます。

（b）フィルター条件の内容を変更する

アクセス制御情報の設定で，フィルター条件の内容を変更する手順を次に示します。

1.［アクセス制御情報の設定］ダイアログボックスを開く。

2.［アクセス制御情報一覧］からフィルター条件の内容を変更するポートを選択し，［変
更］ボタンをクリックする。
［アクセス制御の設定］ダイアログボックスが表示されます。

3.［フィルター条件］から内容を変更する条件を一つ選択し，［変更］ボタンをクリック
する。
［フィルター条件の設定－基本設定］ダイアログボックスが表示されます。

4. 必要な項目を変更する。

5.［拡張設定］ボタンをクリックする。
［フィルター条件の設定－拡張設定］ダイアログボックスが表示されます。
ただし，［フィルター条件の設定－拡張設定］ダイアログボックスは，フィルター条
件に IPアドレスだけを使用する場合の拡張設定用ダイアログボックスです。フィル
ター条件にMACアドレス，またはMACアドレスおよび IPアドレスの両方を使用す
る場合は設定しません。

6. 必要な項目を変更する。

7.［フィルター条件の設定－拡張設定］ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリック
する。
設定内容が記憶され，［フィルター条件の設定－拡張設定］ダイアログボックスが閉
じます。

8.［フィルター条件の設定－基本設定］ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリック
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する。
［フィルター条件の設定－基本設定］ダイアログボックスが閉じ，［アクセス制御の設
定］ダイアログボックスの［フィルター条件］に，設定内容が反映されます。
設定内容は，［アクセス制御情報の設定］ダイアログボックスで［OK］ボタンをク
リックしたときにスイッチに反映されます。

（c）フィルター条件を削除する

アクセス制御情報の設定で，フィルター条件を削除する手順を次に示します。一度に複
数の条件を選択すると，一括して削除することもできます。

1.［アクセス制御情報の設定］ダイアログボックスを開く。

2.［アクセス制御情報一覧］からフィルター条件を削除するポートを選択し，［変更］ボ
タンをクリックする。
［アクセス制御の設定］ダイアログボックスが表示されます。

3.［フィルター条件］から削除する条件を選択し，［削除］ボタンをクリックする。
削除する条件は複数選択できます。
［削除］ボタンをクリックすると，フィルター条件の削除を確認するダイアログボッ
クスが表示されます。

4. 確認ダイアログボックスの［はい］ボタンをクリックする。
指定したフィルター条件が，［アクセス制御の設定］ダイアログボックスの［フィル
ター条件］から削除されます。
なお，フィルター条件をすべて削除した場合，［アクセス制御の設定］ダイアログで
［OK］ボタンをクリックすると，削除を確認するダイアログボックスが表示されま
す。［OK］ボタンをクリックすると，［アクセス制御情報の設定］ダイアログのアク
セス制御情報一覧から設定対象のポートが削除されます。
設定内容は，［アクセス制御情報の設定］ダイアログボックスで［OK］ボタンをク
リックしたときにスイッチに反映されます。

（5） フィルター条件の優先順位を変更する

設定したフィルター条件について，上位，または下位の優先順位のフィルター条件と，
優先順位を入れ替えられます。

アクセス制御情報の設定で，フィルター条件の優先順位を変更する手順を次に示します。

1.［アクセス制御情報の設定］ダイアログボックスを開く。

2.［アクセス制御情報一覧］からフィルター条件の優先順位を変更するポートを選択し，
［変更］ボタンをクリックする。
［アクセス制御の設定］ダイアログボックスが表示されます。

3.［フィルター条件］から，順位を入れ替えたい条件を一つ選択する。

4.［優先順位変更］の上，または下にあるボタンを，任意の回数クリックする。
上位のフィルター条件と優先順位を入れ替えたい場合は上のボタンを，下位のフィル
ター条件と入れ替えたい場合は下のボタンをクリックしてください。
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ボタンをクリックするごとに，該当するフィルター条件が上位または下位のフィル
ター条件と入れ替わります。
設定内容は，［アクセス制御情報の設定］ダイアログボックスで［OK］ボタンをク
リックしたときにスイッチに反映されます。
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5.3　QoS制御を設定する

JP1/Cm2/NCでは，BS1000に対して QoS制御を設定できます。QoS制御の各設定につ
いて，次に説明します。

5.3.1　スイッチへフロー制御の有効または無効を設定する
スイッチへフロー制御の有効または無効を設定します。フロー制御を有効にすると，
QoS制御の設定が有効になります。フロー制御を無効にすると，QoS制御の設定は無効
になります。フロー制御の有効または無効を設定するには，ネットワーク構成情報のス
イッチ構成情報を設定します。

スイッチ構成情報は，スイッチに直接設定される情報です。スイッチの状態が「正常」
のときだけ設定できます。

スイッチ構成情報は，QoS制御情報で定義した内容を有効または無効にする情報です。
そのため，QoS制御情報との設定の順序関係を意識して設定する必要があります。また，
この設定は，アクセス制御と共通です。アクセス制御への影響も考慮して設定してくだ
さい。

スイッチ構成情報の設定で使用する画面について，マニュアルの参照先を次の表に示し
ます。適宜参照してください。

表 5-6　スイッチ構成情報の設定で使用する画面についてのマニュアル参照先

スイッチ構成情報を設定する手順を次に示します。

1. スイッチ構成ビューを表示する。

2. スイッチ構成ビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，
スイッチ構成情報を設定するスイッチを選択する。

3. メニューバーから［編集］－［スイッチ構成情報の設定］を選択する。
［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボックスが表示されます。
［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボックスは，ショートカットメニューの［ス
イッチ構成情報の設定］を選択したり，ツールバーにあるスイッチ構成情報の設定ボ
タンをクリックしたりしても表示できます。

4. フロー制御を有効または無効にする。

5.［OK］ボタンをクリックする。
設定処理中を示すダイアログボックスが表示され，設定内容がスイッチに反映されま
す。処理が完了すると，設定完了のダイアログボックスが表示されます。

画面名 用途 参照先

［スイッチ構成情報の設定］ダイアログ
ボックス

スイッチ構成情報の設定 15.4
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ただし，途中で設定処理中を示すダイアログボックスを閉じると，設定完了のダイア
ログボックスは表示されません。また，設定処理中を示すダイアログボックスを閉じ
ても処理は続行されています。処理が完了するまで，ほかの設定はできません。

6. 設定完了のダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックする。

5.3.2　QoS制御情報を設定する
スイッチに適用する QoS制御の内容を定義するために，ネットワーク構成情報の QoS制
御情報を設定します。

QoS制御情報は，スイッチに直接設定される情報です。スイッチの状態が「正常」のと
きにだけ設定できます。

QoS制御情報は，スイッチ構成情報で設定するフロー制御の状態と関連しています。そ
のため，QoS制御情報を設定する場合は，スイッチ構成情報との関連を意識して設定し
てください。

QoS制御情報の設定で使用する画面について，マニュアルの参照先を次の表に示します。
適宜参照してください。

表 5-7　QoS制御情報の設定で使用する画面についてのマニュアル参照先

（1） ポートに QoS制御を設定する

QoS制御が設定されていないポートに，QoS制御を設定する手順を次に示します。

1. スイッチ構成ビューを表示する。

2. スイッチ構成ビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，
QoS制御の設定を追加するスイッチを選択する。

3. メニューバーから［編集］－［QoS制御情報］－［QoS制御情報の設定］を選択す
る。
［QoS制御情報の設定］ダイアログボックスが表示されます。
［QoS制御情報の設定］ダイアログボックスは，ショートカットメニューの［QoS制

画面名 用途 参照先

［QoS制御情報の設定］ダイアログ
ボックス

QoS制御情報の設定 15.9

［QoS制御の設定］ダイアログボック
ス

• QoS制御の対象ポートの選択
• QoS制御の状態
• 優先条件の追加，変更，およ
び削除

15.10

［優先条件の設定］ダイアログボック
ス

優先条件の基本設定 15.11

［設定結果］ダイアログボックス 設定結果の確認 15.12.2
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御］－［QoS制御情報の設定］を選択したり，ツールバーにある QoS制御情報の設
定ボタンをクリックしたりしても表示できます。

4.［QoS制御情報一覧］の［追加］ボタンをクリックする。
［QoS制御の設定］ダイアログボックスが表示されます。

5.［ポート］の［選択可能ポート］に表示されているポートから，QoS制御を設定する
ポートを選択し，［追加 >>］ボタンをクリックする。
選択したポートが［選択ポート］へ移動し，QoS制御の対象になります。
追加するポートは複数指定できます。ただし，一度に複数のポートを［選択ポート］
へ移動した場合，以降の設定内容は選択したポートすべてに対して設定されます。
ポートごとに別の設定をしたい場合は，ポートを一つずつ選択して設定してくださ
い。
また，［追加 >>］ボタンで［選択ポート］へ移動させたポートを［選択可能］ポート
へ戻したい場合は，［選択ポート］から該当するポートを選択し，［<<削除］ボタン
をクリックします。削除するポートは複数選択できます。

6.［選択ポート］へ移動したポートに対して，［状態］および［優先条件］を設定する。

7.［OK］ボタンをクリックする。
［QoS制御の設定］ダイアログボックスが閉じ，［QoS制御情報の設定］の［QoS制
御情報一覧］に設定内容が反映されます。

8.［QoS制御情報の設定］ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックする。
QoS制御情報の設定処理の開始を確認するダイアログボックスが表示されます。

9. 確認ダイアログボックスの［はい］ボタンをクリックする。
設定処理中を示すダイアログボックスが表示され，設定内容がスイッチに反映されま
す。処理が完了すると，［設定結果］ダイアログボックスが表示されます。
ただし，途中で設定処理中を示すダイアログボックスを閉じると，［設定結果］ダイ
アログボックスは表示されません。また，設定処理中を示すダイアログボックスを閉
じても処理は続行されています。処理が完了するまで，ほかの設定はできません。

10.設定結果を確認し，［設定結果］ダイアログボックスの［閉じる］ボタンをクリック
する。

（2） QoS制御の設定内容を変更する

ポートに設定されている QoS制御の設定内容を変更する手順を次に示します。

1. スイッチ構成ビューを表示する。

2. スイッチ構成ビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，
QoS制御の設定内容を変更するポートを選択する。

3. メニューバーから［編集］－［QoS制御情報］－［QoS制御情報の設定］を選択す
る。
選択したポートがフォーカスされた状態で，［QoS制御情報の設定］ダイアログボッ
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クスが表示されます。
［QoS制御情報の設定］ダイアログボックスは，ショートカットメニューの［QoS制
御］－［QoS制御情報の設定］を選択したり，ツールバーにある QoS制御情報の設
定ボタンをクリックしたりしても表示できます。

4.［QoS制御情報一覧］の［変更］ボタンをクリックする。
［QoS制御の設定］ダイアログボックスが表示されます。
［ポート］の［選択ポート］には，選択したポートが表示されます。

5.［状態］および［優先条件］の設定内容を変更する。

6.［OK］ボタンをクリックする。
［QoS制御の設定］ダイアログボックスが閉じ，［QoS制御情報の設定］の［QoS制
御情報一覧］に設定内容が反映されます。

7.［QoS制御情報の設定］ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックする。
QoS制御情報の設定処理の開始を確認するダイアログボックスが表示されます。

8. 確認ダイアログボックスの［はい］ボタンをクリックする。
設定処理中を示すダイアログボックスが表示され，設定内容がスイッチに反映されま
す。処理が完了すると，［設定結果］ダイアログボックスが表示されます。
ただし，途中で設定処理中を示すダイアログボックスを閉じると，［設定結果］ダイ
アログボックスは表示されません。また，設定処理中を示すダイアログボックスを閉
じても処理は続行されています。処理が完了するまで，ほかの設定はできません。

9. 設定結果を確認し，［設定結果］ダイアログボックスの［閉じる］ボタンをクリック
する。

（3） ポートから QoS制御の設定を削除する

すでに QoS制御が設定されているポートから，QoS制御の設定を削除する手順を次に示
します。一度に複数のポートを選択すると，一括して削除することもできます。

1. スイッチ構成ビューを表示する。

2. スイッチ構成ビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，
QoS制御の設定内容を削除するスイッチを選択する。

3. メニューバーから［編集］－［QoS制御情報］－［QoS制御情報の設定］を選択す
る。
［QoS制御情報の設定］ダイアログボックスが表示されます。
［QoS制御情報の設定］ダイアログボックスは，ショートカットメニューの［QoS制
御］－［QoS制御情報の設定］を選択したり，ツールバーにある QoS制御情報の設
定ボタンをクリックしたりしても表示できます。

4.［QoS制御情報一覧］から設定を削除するポートの行を選択する。
削除するポートは複数選択できます。

5.［QoS制御情報一覧］の［削除］ボタンをクリックする。
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［削除］ボタンをクリックすると，QoS制御情報の削除を確認するダイアログボック
スが表示されます。

6. 確認ダイアログボックスの［はい］ボタンをクリックする。
指定したポートが［QoS制御情報の設定］ダイアログボックスの［QoS制御情報一
覧］から削除されます。

7.［QoS制御情報の設定］ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックする。
QoS制御情報の設定処理の開始を確認するダイアログボックスが表示されます。

8. 確認ダイアログボックスの［はい］ボタンをクリックする。
設定処理中を示すダイアログボックスが表示され，変更内容がスイッチに反映されま
す。処理が終了すると，［設定結果］ダイアログボックスが表示されます。
ただし，途中で設定処理中を示すダイアログボックスを閉じると，［設定結果］ダイ
アログボックスは表示されません。また，設定処理中を示すダイアログボックスを閉
じても処理は続行されています。処理が終了するまで，ほかの設定はできません。

9. 設定結果を確認し，［設定結果］ダイアログボックスの［閉じる］をクリックする。

（4） 優先条件を設定する

QoS制御情報の設定で，優先条件を設定する手順を次に示します。

優先条件の設定は［優先条件の設定］ダイアログボックスから操作します。［優先条件の
設定］ダイアログボックスで設定した内容は，［QoS制御情報の設定］ダイアログボック
スで［OK］ボタンをクリックしたときにスイッチに反映されます。

（a）優先条件を追加する

QoS制御情報の設定で，優先条件を追加する手順を次に示します。

1.［QoS制御情報の設定］ダイアログボックスを開く。

2.［QoS制御情報一覧］の［追加］ボタンまたは［変更］ボタンをクリックして，［QoS
制御の設定］ダイアログボックスを開く。
［変更］ボタンは，［QoS制御情報一覧］から優先条件を追加するポートを選択してか
らクリックします。

3.［追加］ボタンで［QoS制御の設定］ダイアログボックスを開いた場合，［選択可能
ポート］から追加するポートを選択して［追加 >>］ボタンをクリックする。

4.［優先条件］の［追加］ボタンをクリックする。
［優先条件の設定］ダイアログボックスが表示されます。

5. 各項目を設定する。

6.［優先条件の設定］ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックする。
［優先条件の設定］ダイアログボックスが閉じ，［QoS制御の設定］ダイアログボック
スの［優先条件］に，追加した優先条件が追加表示されます。
設定内容は，［QoS制御情報の設定］ダイアログボックスで［OK］ボタンをクリック
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したときにスイッチに反映されます。

（b）優先条件の内容を変更する

QoS制御情報の設定で，優先条件の内容を変更する手順を次に示します。

1.［QoS制御情報の設定］ダイアログボックスを開く。

2.［QoS制御情報一覧］から優先条件の内容を変更するポートを選択し，［変更］ボタン
をクリックする。
［QoS制御の設定］ダイアログボックスが表示されます。

3.［優先条件］から内容を変更する条件を一つ選択し，［変更］ボタンをクリックする。
［優先条件の設定］ダイアログボックスが表示されます。

4. 必要な項目を変更する。

5.［優先条件の設定］ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックする。
［優先条件の設定］ダイアログボックスが閉じ，［QoS制御の設定］ダイアログボック
スの［優先条件］に，設定内容が反映されます。
設定内容は，［QoS制御情報の設定］ダイアログボックスで［OK］ボタンをクリック
したときにスイッチに反映されます。

（5） 優先条件を削除する

QoS制御情報の設定で，優先条件を削除する手順を次に示します。一度に複数の条件を
選択すると，一括して削除することもできます。

1.［QoS制御情報の設定］ダイアログボックスを開く。

2.［QoS制御情報一覧］から優先条件を削除するポートを選択し，［変更］ボタンをク
リックする。
［QoS制御の設定］ダイアログボックスが表示されます。

3.［優先条件］から削除する条件を選択し，［削除］ボタンをクリックする。
削除する条件は複数選択できます。
［削除］ボタンをクリックすると，優先条件の削除を確認するダイアログボックスが
表示されます。

4. 確認ダイアログボックスの［はい］ボタンをクリックする。
指定した優先条件が，［QoS制御の設定］ダイアログボックスの［優先条件］から削
除されます。
なお，優先条件をすべて削除した場合，［QoS制御の設定］ダイアログで［OK］ボタ
ンをクリックすると，削除を確認するダイアログボックスが表示されます。［OK］ボ
タンをクリックすると，［QoS制御情報の設定］ダイアログの QoS制御情報一覧から
設定対象のポートが削除されます。
設定内容は，［QoS制御情報の設定］ダイアログボックスで［OK］ボタンをクリック
したときにスイッチに反映されます。
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5.4　アップリンクフェイルオーバーを設定する
JP1/Cm2/NCでは，BS2000，BS320，BS500，および BS500 1Gbx40に対して，アッ
プリンクフェイルオーバーを設定できます。

スイッチにアップリンクフェイルオーバーを定義するために，ネットワーク構成情報の
アップリンクフェイルオーバー情報を設定します。

アップリンクフェイルオーバー情報は，スイッチに直接設定される情報です。スイッチ
の状態が「正常」のときにだけ設定できます。

ポートごとに指定したアップリンクフェイルオーバー情報は，アップリンクフェイル
オーバーの拡張機能の種類によってはスイッチに認識されません。そのため，ポートご
とに指定したアップリンクフェイルオーバー情報と拡張機能の関係を意識して設定する
必要があります。

スイッチ構成情報の設定で使用する画面について，マニュアルの参照先を次の表に示し
ます。適宜参照してください。

表 5-8　スイッチ構成情報の設定で使用する画面についてのマニュアル参照先

アップリンクフェイルオーバー情報を設定する手順を次に示します。

1. スイッチ構成ビューを表示する。

2. スイッチ構成ビューのツリーエリアに表示されているネットワーク構成ツリーから，
スイッチ構成情報を設定するスイッチを選択する。

3. メニューバーから［編集］－［スイッチ構成情報の設定］を選択する。
［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボックスが表示されます。
［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボックスは，ショートカットメニューの［ス
イッチ構成情報の設定］を選択したり，ツールバーにあるスイッチ構成情報の設定ボ
タンをクリックしたりしても表示できます。

4.［アップリンクフェイルオーバー］ページを選択する。
［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボックスの［アップリンクフェイルオーバー］
ページが表示されます。

5. アップリンクフェイルオーバーの拡張機能の種類をプルダウンメニューから選択す
る。
選択できる拡張機能の種類は次のとおりです。
• 拡張機能を使用しない
• 部分ポート単位制御

画面名 用途 参照先

［スイッチ構成情報の設定］ダイ
アログボックス－［アップリンク
フェイルオーバー］ページ

アップリンクフェイルオーバー
情報の設定

14.9
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• ポート単位制御

6. ポート情報の［選択可能ポート］から，設定を変更するポートを選択する。
ポートは複数選択できます。ただし，一度に複数のポートを選択した場合，設定内容
は選択したポートすべてに対して設定されます。ポートごとに別の設定をしたい場合
は，ポートを一つずつ選択して設定してください。

7.［変更後の uplink-failover］および［変更後の uplink-failover-group］のプルダウンメ
ニューから，設定したい項目を選択する。または，アップリンクフェイルオーバーグ
ループ番号を入力する。

8.［変更］ボタンをクリックする。
変更内容が，［選択可能ポート］に反映されます。

9.［OK］ボタンをクリックする。
設定処理中を示すダイアログボックスが表示され，設定内容がスイッチに反映されま
す。処理が完了すると，設定完了のダイアログボックスが表示されます。ただし，途
中で設定処理中を示すダイアログボックスを閉じると，設定完了のダイアログボック
スは表示されません。また，設定処理中を示すダイアログボックスを閉じても処理は
続行されています。処理が完了するまで，ほかの設定はできません。

10.設定完了のダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックする。
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6　 画面－基本画面
この章では，JP1/Cm2/NCで使用する画面について，画面遷
移を説明します。また，JP1/Cm2/NCの基本画面として，［ロ
グイン］ダイアログボックス，［Network Element 
Configuration - View］ウィンドウの表示項目について説明し
ます。

6.1　画面遷移

6.2　［ログイン］ダイアログボックス

6.3　［Network Element Configuration - View］ウィンドウ（概要）

6.4　［Network Element Configuration - View］ウィンドウ（管理対象ビュー）

6.5　［Network Element Configuration - View］ウィンドウ（VLANビュー）

6.6　［Network Element Configuration - View］ウィンドウ（SLBビュー）

6.7　［Network Element Configuration - View］ウィンドウ（スイッチ構成
ビュー）
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6.1　画面遷移
JP1/Cm2/NC - Viewは GUIを提供する製品で，メイン画面である［Network Element 
Configuration - View］ウィンドウとダイアログボックスから構成されています。このマ
ニュアルでは，ウィンドウとダイアログボックスをまとめて画面と呼びます。

［Network Element Configuration - View］ウィンドウは，用途によって次のビューに分
かれています。

• 管理対象ビュー
JP1/Cm2/NCが管理しているスイッチを，アダプターサーバ単位で表示します。どの
アダプターサーバがどのスイッチを管理しているか確認するためのビューです。

• VLANビュー
JP1/Cm2/NCが管理しているスイッチを，VLAN単位で表示します。構築している
VLANの設定状況を表示したり，スイッチへ VLANの情報を設定したりするための
ビューです。

• SLBビュー
JP1/Cm2/NCが管理している SLBを設定するスイッチに設定されているサーバの構
成や状態を表示します。SLBの設定状況を表示したり，スイッチへ SLBを設定した
りするためのビューです。

• スイッチ構成ビュー
JP1/Cm2/NCが管理しているスイッチのアクセス制御，QoS制御およびアップリンク
フェイルオーバーの設定状況を表示したり，設定したりするためのビューです。

ログインするときに表示するビューを指定すると，指定したビューがメイン画面として
表示されます。メイン画面を表示したあと，別のビューに移動することもできます。

各ビューで表示される画面について，画面同士の遷移関係について説明します。

6.1.1　管理対象ビューを選択した場合の画面遷移
ログインするときに管理対象ビューを選択した場合の画面遷移を次に示します。

図 6-1　画面遷移図（管理対象ビュー）
112



6.　画面－基本画面
6.1.2　VLANビューを表示した場合の画面遷移
ログインするときに VLANビューを選択した場合の画面遷移を次に示します。

図 6-2　画面遷移図（VLANビュー）

VLANビューから表示される各画面の機能およびマニュアルの参照先を次に示します。
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表 6-1　VLANビューから表示される画面についてのマニュアル参照先

分類 ダイアログ
ボックス名

機能 参照先

AX2400S・
AX3600S・
BS2000・
BS320・
BS500・

BS500 1Gbx40

AX5400S
・

AX7800S
・

GS4000・
GS3000

BS1000 Cisco 
Catalyst

プロパ
ティ

［スイッチ情
報］ダイア
ログボック
ス

スイッチの基本情報
や構成情報を表示す
る。

7.1 8.1 9.1 10.1

［スイッチ一
覧］ダイア
ログボック
ス

VLAN管理ドメイン
にあるスイッチの一
覧を表示する。

7.2 8.2 9.2 10.2

［VLAN一
覧］ダイア
ログボック
ス

スイッチに割り当て
られている VLANの
一覧を表示する。

7.3 8.3 9.3 10.3

VLAN
定義情
報

［VLAN定義
の追加］ダ
イアログ
ボックス

VLAN管理ドメイン
に VLAN定義情報を
追加する。

7.4 8.4 9.4 10.4

［VLAN定義
の変更］ダ
イアログ
ボックス

定義済みの VLAN定
義情報の内容を変更
する。

7.5 8.5 9.5 10.5

スイッ
チ構成
情報

［スイッチ構
成情報の設
定］ダイア
ログボック
ス

スイッチにスイッチ
構成情報を設定する。

7.6 8.6 － 10.6

［ポートの選
択］ダイア
ログボック
ス

ポートを選択する。 － 8.7 － －

［ポートの設
定］ダイア
ログボック
ス

ポートに関する設定
をする。

7.7 － － 10.7

VLAN
構成情
報

［VLAN構成
情報の設定］
ダイアログ
ボックス

スイッチに VLAN構
成情報を設定する。

7.8 8.8 9.6 10.8

［スイッチの
選択］ダイ
アログボッ
クス

VLANに追加するス
イッチを選択する。

7.9 8.9 9.7 10.9
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6.　画面－基本画面
（凡例）
－：該当しない。

6.1.3　SLBビューを表示した場合の画面遷移
ログインするときに SLBビューを選択した場合の画面遷移を次に示します。

［ポート
VLAN－基
本設定］ダ
イアログ
ボックス

ポートをポート
VLANに設定する。
ポート VLANから
ポートを削除する。

7.10 8.10 9.8 10.10

［ポート
VLAN－拡
張設定］ダ
イアログ
ボックス

ポート VLANの詳細
を設定する。

7.11 8.11 9.9 10.11

設定結
果

［設定結果］
ダイアログ
ボックス

VLAN構成情報の設
定結果を表示する。

7.12 8.12 9.10 10.12

分類 ダイアログ
ボックス名

機能 参照先

AX2400S・
AX3600S・
BS2000・
BS320・
BS500・

BS500 1Gbx40

AX5400S
・

AX7800S
・

GS4000・
GS3000

BS1000 Cisco 
Catalyst
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6.　画面－基本画面
図 6-3　画面遷移図（SLBビュー）

SLBビューから表示される各画面の機能およびマニュアルの参照先を次に示します。
116



6.　画面－基本画面
表 6-2　SLBビューから表示される画面についてのマニュアル参照先

分類 ダイアログ
ボックス名

機能 参照先

BIG-IP HA8000-ie/
Loadflowbal

STM

プロパ
ティ

［スイッチ情
報］ダイアロ
グボックス

スイッチの基本情報や構成情
報を表示する。

11.1 12.1 －－－－

［論理サーバ情
報］ダイアロ
グボックス

論理サーバの設定状況を表示
する。

11.2 12.2 －

［物理サーバ情
報］ダイアロ
グボックス

物理サーバの設定情報を表示
する。

11.3 12.3 －

［ゾーン情報］
ダイアログ
ボックス

ゾーンの設定状況を表示す
る。

－ － 13.1

スイッチ
構成情報

［スイッチ構成
情報の設定］
ダイアログ
ボックス

スイッチにスイッチ構成情報
を設定する。

－ 12.4 －

［ポートプロ
ファイルの設
定］ダイアロ
グボックス

スイッチに論理サーバポート
および物理サーバポートで使
用するポートを設定する。

－ 12.5 －

論理サー
バ構成情
報

［論理サーバ構
成情報の設定］
ダイアログ
ボックス

スイッチに論理サーバ構成情
報を設定する。

11.4 12.6 －

［論理サーバの
設定］ダイア
ログボックス

スイッチに論理サーバを設定
する。または論理サーバの設
定を変更する。

11.5 12.7 －

［論理サーバ
ポートの設定］
ダイアログ
ボックス

論理サーバに論理サーバポー
トを追加する。または論理
サーバポートの設定を変更す
る。

11.6 12.8 －

物理サー
バ構成情
報

［物理サーバ構
成情報の設定］
ダイアログ
ボックス

スイッチに物理サーバ構成情
報を設定する。

11.7 12.9 13.2

［プールの設
定］ダイアロ
グボックス

スイッチにプールを追加す
る。またはプールの設定を変
更する。

11.8 － －

［物理サーバの
設定］ダイア
ログボックス

スイッチに物理サーバを設定
する。または物理サーバの設
定を変更する。

11.9 12.10 13.3
117



6.　画面－基本画面
（凡例）
－：該当しない。

注※
STMは該当しません。

6.1.4　スイッチ構成ビューを表示した場合の画面遷移
ログインするときにスイッチ構成ビューを選択した場合の画面遷移を次に示します。

［物理サーバ
ポートの設定］
ダイアログ
ボックス

物理サーバに物理サーバポー
トを追加する。または物理
サーバポートの設定を変更す
る。

11.10 12.11 －

バインド
構成情報

［バインド構成
情報の設定］
ダイアログ
ボックス

スイッチにバインド構成情報
を定義する。

11.11 12.12 13.4

［ゾーンの選
択］ダイアロ
グボックス

バインドを定義するゾーンを
選択する。

－ － 13.5

［バインドの設
定］ダイアロ
グボックス

バインドの設定を追加する。
またはバインドの設定を変更
する。

11.12 12.13 13.6

［グループの選
択］ダイアロ
グボックス

ゾーンまたはグループに，グ
ループを追加する。

－ － 13.7

［物理サーバの
選択］ダイア
ログボックス

ゾーンまたはグループに，物
理サーバを追加する。

－ － 13.8

設定結果 ［設定結果］ダ
イアログボッ
クス

次の設定結果を表示する。
• 論理サーバ構成情報※
• 物理サーバ構成情報
• バインド構成情報

11.13 12.14 13.9

分類 ダイアログ
ボックス名

機能 参照先

BIG-IP HA8000-ie/
Loadflowbal

STM
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6.　画面－基本画面
図 6-4　画面遷移図（スイッチ構成ビュー，プロパティ画面）
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6.　画面－基本画面
図 6-5　画面遷移図（スイッチ構成ビュー，設定用画面）
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6.　画面－基本画面
スイッチ構成ビューから表示される各画面の機能およびマニュアルの参照先を次に示し
ます。

表 6-3　スイッチ構成ビューから表示される画面についてのマニュアル参照先

分類 ダイアログボック
ス名

機能 参照先

AX2400S・
AX3600S・
BS2000・
BS320・
BS500・
BS500 
1Gbx40

BS1000

プロパティ ［スイッチ情報］ダ
イアログボックス

スイッチの基本情報や構成情報
を表示する。

14.1 15.1

［アクセス制御リス
ト情報］ダイアロ
グボックス

アクセス制御リストの設定状況
を表示する。

14.2 －

［MACフィルター
情報］ダイアログ
ボックス

MACフィルターの設定状況を
表示する。

14.3 －

［IPv4アドレスフィ
ルター情報］ダイ
アログボックス

IPv4アドレスフィルターの設
定状況を表示する。

14.4 －

［IPv4パケットフィ
ルター情報］ダイ
アログボックス

IPv4パケットフィルターの設
定状況を表示する。

14.5 －

［IPv6フィルター情
報］ダイアログ
ボックス

IPv6フィルターの設定状況を
表示する。

14.6 －

［アクセス制御情
報］ダイアログ
ボックス

アクセス制御の設定状況を表示
する。

14.7 15.2

［QoS制御情報］ダ
イアログボックス

QoS制御の設定状況を表示す
る。

－ 15.3

スイッチ構
成情報

［スイッチ構成情報
の設定］ダイアロ
グボックス

スイッチにスイッチ構成情報を
設定する。

14.8，14.9 15.4

アクセス制
御リスト情
報

［アクセス制御リス
ト情報の設定］ダ
イアログボックス

スイッチにアクセス制御リスト
情報を設定する。

14.10 －

［MACフィルター
の設定］ダイアロ
グボックス

アクセス制御を実行するMAC
フィルターを定義する。

14.11 －

［MACフィルター
条件の設定］ダイ
アログボックス

MACフィルターにフィルター
条件を定義する。

14.12 －
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6.　画面－基本画面
［IPv4アドレスフィ
ルターの設定］ダ
イアログボックス

アクセス制御を実行する IPv4
アドレスフィルターを定義す
る。

14.13 －

［IPv4アドレスフィ
ルター条件の設定］
ダイアログボック
ス

IPv4アドレスフィルターに
フィルター条件を定義する。

14.14 －

［IPv4パケットフィ
ルターの設定］ダ
イアログボックス

アクセス制御を実行する IPv4
パケットフィルターを定義す
る。

14.15 －

［IPv4パケットフィ
ルター条件の設定］
ダイアログボック
ス

AX2400Sまたは AX3600Sの場
合の IPv4パケットフィルター
にフィルター条件を定義する。

14.16 －

BS2000，BS320，BS500，ま
たは BS500 1Gbx40の場合の
IPv4パケットフィルターに
フィルター条件を定義する。

14.17 －

［IPv6フィルターの
設定］ダイアログ
ボックス

アクセス制御を実行する IPv6
フィルターを定義する。

14.18 －

［IPv6フィルター条
件の設定］ダイア
ログボックス

IPv6フィルターにフィルター
条件を定義する。

14.19 －

アクセス制
御情報

［アクセス制御情報
の設定］ダイアロ
グボックス

スイッチにアクセス制御情報を
設定する。

14.20 15.5

［アクセス制御の設
定］ダイアログ
ボックス

アクセス制御を実行するポート
を選択したり，制御状態を指定
したりする。

－ 15.6

［フィルター条件の
設定－基本設定］
ダイアログボック
ス

アクセス制御のフィルター条件
（基本設定）を設定する。

－ 15.7

［フィルター条件の
設定－拡張設定］
ダイアログボック
ス

アクセス制御のフィルター条件
（拡張設定）を設定する。

－ 15.8

分類 ダイアログボック
ス名

機能 参照先

AX2400S・
AX3600S・
BS2000・
BS320・
BS500・
BS500 
1Gbx40

BS1000
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6.　画面－基本画面
（凡例）
－：該当しない。

QoS制御情
報

［QoS制御情報の設
定］ダイアログ
ボックス

スイッチに QoS制御情報を設定
する。

－ 15.9

［QoS制御の設定］
ダイアログボック
ス

QoS制御を実行するポートを選
択したり，制御状態を指定した
りする。

－ 15.10

［優先条件の設定］
ダイアログボック
ス

QoS制御の優先条件を設定す
る。

－ 15.11

設定結果 ［設定結果］ダイア
ログボックス

次の設定結果を表示する。
• アクセス制御リスト情報
• アクセス制御情報
• QoS制御情報

14.21 15.12

分類 ダイアログボック
ス名

機能 参照先

AX2400S・
AX3600S・
BS2000・
BS320・
BS500・
BS500 
1Gbx40

BS1000
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6.　画面－基本画面
6.2　［ログイン］ダイアログボックス
JP1/Cm2/NC - Viewを起動すると，最初に［ログイン］ダイアログボックスが表示され
ます。［ログイン］ダイアログボックスは，JP1/Cm2/NC - Managerにログインするため
のダイアログボックスです。［ログイン］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 6-6　［ログイン］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［ユーザー名］
ログインするユーザー名を指定します。ユーザー名は，あらかじめ ncmuserコマン
ドで JP1/Cm2/NCに登録してある名称です。
ユーザー名は，すべて小文字で登録されています。大文字を入力しても小文字とし
て認証されます。
デフォルトは，初回ログイン時は空白，2回目以降は前回ログインしたユーザー名
です。

［パスワード］
ログインするユーザーのパスワードを指定します。パスワードは，あらかじめ
ncmuserコマンドで JP1/Cm2/NCに登録してある文字列です。
［パスワード］欄は，常に空白で表示されます。入力された文字は「*」で表示され
ます。

［接続ホスト名］
接続するマネージャーサーバのホスト名または IPアドレスを入力します。ホスト名
の先頭は英文字を指定してください。デフォルトは，初回ログイン時は空白，2回
目以降は前回接続したマネージャーサーバのホスト名または IPアドレスです。
JP1/Cm2/NC - View接続先定義ファイル（ncvdest.conf）に，ホスト名または IPア
ドレスを定義しておくと，プルダウンメニューに，ホスト名または IPアドレスが表
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6.　画面－基本画面
示され，毎回接続先を入力する手間を省けます。

［表示ビュー］
表示するビューをプルダウンメニューから指定します。プルダウンメニューで選択
できるビューは次の四つです。
• 管理対象ビュー
• VLANビュー
• SLBビュー
• スイッチ構成ビュー

デフォルトは，「VLANビュー」が表示されています。

上記の項目を入力して［OK］ボタンをクリックしログインに成功すると，［Network 
Element Configuration - View］ウィンドウが表示されます。
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6.　画面－基本画面
6.3　［Network Element Configuration - View］
ウィンドウ（概要）

［Network Element Configuration - View］ウィンドウは，JP1/Cm2/NCが管理している
スイッチの構成状況を表示したり，スイッチに構成情報を設定したりするためのウィン
ドウです。このウィンドウには用途によって次のビューがあります。

• 管理対象ビュー
• VLANビュー
• SLBビュー
• スイッチ構成ビュー

ユーザーは，表示，または設定したい情報に合わせてビューを選択し，表示したビュー
を起点にして操作します。

この節では，［Network Element Configuration - View］ウィンドウの概要を説明しま
す。各ビューの詳細については，「6.4　［Network Element Configuration - View］ウィ
ンドウ（管理対象ビュー）」，「6.5　［Network Element Configuration - View］ウィンド
ウ（VLANビュー）」，「6.6　［Network Element Configuration - View］ウィンドウ
（SLBビュー）」，または「6.7　［Network Element Configuration - View］ウィンドウ
（スイッチ構成ビュー）」を参照してください。

［Network Element Configuration - View］ウィンドウを次の図に示します。
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6.　画面－基本画面
図 6-7　［Network Element Configuration - View］ウィンドウ

次の項で，引き出し線を引いた各構成要素について説明します。

参考
 

［Network Element Configuration - View］ウィンドウのサイズと表示について
• 起動時のサイズより小さくすることはできません。上下左右に大きくできます。
• ツリーエリアのリストエリアと表示幅の比は変更できます。ただし，ツリーエリアまたは
リストエリアだけを表示するようにはできません。

• タイトルバーには，接続先のマネージャーサーバ名が表示されます。
• マネージャーサーバが起動していない場合，情報は表示されません。情報がない場合，
「ルート」だけが表示されます。
• リストエリアの各カラムでは，カラム名をクリックすると ASCIIコードの昇順または降
順でソートして表示できます。なお，ソートしようとするカラムで，すべて空白であった
り，すべて同じ数字であったりした場合は，ソートされません。ソート表示は，各ダイア
ログボックスのカラムでも同様にできます。
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6.　画面－基本画面
6.3.1　［Network Element Configuration - View］ウィンドウの
構成要素

［Network Element Configuration - View］ウィンドウは，次に示す要素から構成されて
います。

• ツールバー
• ビュー選択メニュー
• ツリーエリア
• リストエリア
• ステータスバー

各構成要素の内容は，表示するビューによって異なります。各ビューの構成要素の詳細
については，「6.4.1　管理対象ビューの構成要素」，「6.5.1　VLANビューの構成要素」，
「6.6.1　SLBビューの構成要素」，または「6.7.1　スイッチ構成ビューの構成要素」を参
照してください。

［Network Element Configuration - View］ウィンドウを構成する要素について，概要を
次に説明します。

（1） ツールバー

ツールバーには，よく使うメニューコマンドの機能のボタンが表示されています。ボタ
ンをクリックすると，複数の操作をしないで直接機能を利用できます。

（2） ビュー選択メニュー

ビュー選択メニューは，ビューを切り替えるためのプルダウンメニューです。プルダウ
ンメニューからビュー名を選択すると，［Network Element Configuration - View］ウィ
ンドウの表示が選択したビューに切り替わります。

（3） ツリーエリア

ツリーエリアには，ネットワーク構成ツリーが表示されます。ネットワーク構成ツリー
とは，JP1/Cm2/NCが管理しているスイッチの構成や状態が階層構造で表示されたもの
です。

また，ネットワーク構成要素の「スイッチ」は，JP1/Cm2/NCとスイッチとの接続状態
を知らせるアイコンとともに表示されます。このアイコンを状態アイコンと呼びます。
状態アイコンの色と状態の意味を次の表に示します。

表 6-4　状態アイコンの色と状態の意味

状態アイコン アイコンの意味 状態

（緑） 正常 該当するスイッチを管理しているアダプターサーバ
が起動しており，かつ，スイッチに対して接続でき
ます。
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6.　画面－基本画面
（4） リストエリア

リストエリアには，ネットワーク構成ツリーで選択した各要素の中身を一覧（リスト）
で表示します。

（5） ステータスバー

現在の JP1/Cm2/NC - Viewのステータスを示すメッセージが表示されます。スイッチに
対して構成情報を設定しているときには「ネットワーク構成情報の設定処理中です。」が
表示されます。設定処理が終了すると，「ネットワーク構成情報の設定が完了しました。」
または「ネットワーク構成情報の設定が失敗しました。」が表示されます。

6.3.2　メニューコマンド一覧
［Network Element Configuration - View］ウィンドウのメニューコマンドの一覧を次の
表に示します。

（黄） 構成情報の同期が必要で
す。

構成情報の設定に失敗したなどの理由によって，DB
とスイッチの情報が不一致になっているおそれがあ
ります。［表示］－［構成情報の同期］を実行してく
ださい。

（赤） スイッチに接続できませ
ん。

該当するスイッチを管理しているアダプターサーバ
は起動していますが，スイッチが停止しているなど
の理由によって，スイッチに接続できないおそれが
あります。スイッチが起動しているか確認してくだ
さい。

（青） アダプターが起動してい
ません。

該当するスイッチを管理しているアダプターサーバ
が起動していないか，またはアダプターは起動して
いるがマネージャーサーバと接続されていないおそ
れがあります。JP1/Cm2/NC - Adaptorを起動してく
ださい。

（オフホワイ

ト）

構成情報なし。 スイッチ定義ファイル（ncaswtich.conf）の定義ミス
などが原因で，スイッチからネットワークの構成情
報が取得できていないため，DBにまったく情報がな
いおそれがあります。このアイコンのスイッチは，
管理対象ビューだけに表示されます。定義が正しい
か確認するか，管理対象ビューで［表示］－［構成
情報の同期］を実行してください。

状態アイコン アイコンの意味 状態
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6.　画面－基本画面
表 6-5　［Network Element Configuration - View］ウィンドウのメニューコマンドの一覧

メニューバー メニューコマンド 機能 活性条件

ファイル 接続先変更 ［ログイン］ダイアログボックスを
表示します。
接続先のマネージャーサーバを変
更するために，このメニューコマ
ンドの操作を実施します。

常時活性

終了（ログアウト） 接続中のマネージャーサーバから
ログアウトし，表示中の画面を終
了します。JP1/Cm2/NC - Viewの
利用を正常に終了するために，こ
のメニューコマンドの操作を実施
します。

常時活性

編集 スイッチ構成情報の設定 各ビューに対応した［スイッチ構
成情報の設定］ダイアログを表示
します。
スイッチ全体に関係する情報を，
実際にスイッチに設定するために
このメニューコマンドの操作を実
施します。

ネットワーク構成
ツリーのスイッチ
を選択したとき

VLAN
情報

VLAN定義の
追加

［VLAN定義の追加］ダイアログ
ボックスを表示します。
VLAN管理ドメインに，VLAN-ID
と VLAN種別の対応などの定義を
追加するために，このメニューコ
マンドの操作を実施します。

VLANビューの
ネットワーク構成
ツリーで VLAN
管理ドメインを選
択し，かつドメイ
ン内の VLANの
定義数が 4,094個
以下のとき

VLAN定義の
変更

［VLAN定義の変更］ダイアログ
ボックスを表示します。
VLAN名と VLANに定義したコメ
ントを変更するために，このメ
ニューコマンドの操作を実施しま
す。

VLANビューの
ネットワーク構成
ツリーで VLAN
を選択したとき

VLAN構成情
報の設定

［VLAN構成情報の設定］ダイアロ
グボックスを表示します。
VLAN管理ドメインに VLANを追
加したり，VLANを構成するス
イッチを追加したりするために，
このメニューコマンドの操作を実
施します。

VLANビューの
ネットワーク構成
ツリーで次の要素
を選択したとき
• VLAN管理ドメ
イン

• VLAN
• スイッチ

SLB情
報

論理サーバ構
成情報の設定

［論理サーバ構成情報の設定］ダイ
アログボックスを表示します。
スイッチ内の論理サーバごとに，
論理サーバ名や IPアドレス，該当
する TCP/UDPポートなどを設定
するためにこのメニューコマンド
の操作を実施します。

SLBビューのネッ
トワーク構成ツ
リーで次の要素を
選択したとき
• スイッチ
• 論理サーバツ
リーのルート

• 論理サーバツ
リーの論理サー
バ
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6.　画面－基本画面
物理サーバ構
成情報の設定

［物理サーバ構成情報の設定］ダイ
アログボックスを表示します。
スイッチ内の物理サーバごとに，
物理サーバ名や IPアドレスなどを
設定するためにこのメニューコマ
ンドの操作を実施します。

SLBビューのネッ
トワーク構成ツ
リーで次の要素を
選択したとき
• スイッチ
• 物理サーバツ
リーのルート

• 物理サーバツ
リーの物理サー
バ

• 物理サーバツ
リーのプール※
1

• 物理サーバツ
リーの会社※ 2

バインド構成
情報の設定

［バインド構成情報の設定］ダイア
ログボックスを表示します。
スイッチにバインドを定義するた
めに，このメニューコマンドの操
作を実施します。

SLBビューのネッ
トワーク構成ツ
リーで次の要素を
選択したとき
• スイッチ
• 論理サーバ※ 3

• 物理サーバ
• プール※ 1

• 会社※ 2

• ゾーン※ 2

• グループ※ 2

• バインド状況ツ
リーのルート

• 論理サーバポー
ト※ 3

アクセ
ス制御
情報

アクセス制御
情報の設定

［アクセス制御情報の設定］ダイア
ログボックスを表示します。
スイッチにアクセス制御を設定す
るために，このメニューコマンド
の操作を実施します。

スイッチ構成
ビューのネット
ワーク構成ツリー
で次の要素を選択
したとき
• スイッチ
• ポート

アクセス制御
リスト情報の
設定

［アクセス制御リスト情報の設定］
ダイアログボックスを表示します。
スイッチにアクセス制御リストを
設定するために，このメニューコ
マンドの操作を実施します。

スイッチ構成
ビューのネット
ワーク構成ツリー
で，AX2400S，
AX3600S，
BS2000，BS320，
BS500，または
BS500 1Gbx40の
スイッチを選択し
たとき

メニューバー メニューコマンド 機能 活性条件
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6.　画面－基本画面
QoS制
御情報

QoS制御情報
の設定

［QoS制御情報の設定］ダイアログ
ボックスを表示します。
スイッチに，QoS制御を設定する
ために，このメニューコマンドの
操作を実施します。

スイッチ構成
ビューのネット
ワーク構成ツリー
で BS1000に対す
る次の要素を選択
したとき
• スイッチ
• ポート

表示 最新の情報に更新 マネージャーサーバの DBから最
新の情報を取得し，JP1/Cm2/NC - 
Viewのツリーエリアのネットワー
ク構成ツリーを再構成します。

常時活性

構成情報の同期 スイッチから最新の情報を取得し，
JP1/Cm2/NC - Viewで表示した情
報を DBに格納します。また，DB
に格納された最新の情報に基づい
て，ツリーエリアのネットワーク
構成ツリーを再構成します。
スイッチのコマンドで情報が変更
されたり，スイッチへの設定が失
敗し，DBとスイッチの情報に不一
致が発生したりした場合に，DBと
スイッチの情報を一致させるため
に，このメニューコマンドの操作
を実施します。

ネットワーク構成
ツリーで次の要素
を選択したとき
• スイッチ
• スイッチ（構成
情報なし）

ビュー 管理対象
ビュー

［Network Element Configuration - 
View］ウィンドウのビューを，現
在表示されているビューから「管
理対象ビュー」に切り替えます。

常時活性

VLANビュー ［Network Element Configuration - 
View］ウィンドウのビューを，現
在表示されているビューから
［VLANビュー］に切り替えます。

常時活性

SLBビュー ［Network Element Configuration - 
View］ウィンドウのビューを，現
在表示されているビューから
「SLBビュー」に切り替えます。

常時活性

スイッチ構成
ビュー

［Network Element Configuration - 
View］ウィンドウのビューを，現
在表示されているビューから「ス
イッチ構成ビュー」に切り替えま
す。

常時活性

メニューバー メニューコマンド 機能 活性条件
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6.　画面－基本画面
注※ 1
BIG-IPの場合に該当します。

注※ 2
STMの場合に該当します。

注※ 3
STM以外の場合に該当します。

オプション ツリー
の更新

確認 このオプションを選択していると，
マネージャーサーバの DBが更新
されたとき，ネットワーク構成ツ
リーを最新の状態にするかどうか
を確認するダイアログボックスを
表示します。DBが更新されたこと
がわかった上でツリーの情報を更
新したい場合に，このオプション
を推奨します。JP1/Cm2/NC - 
View起動時のデフォルトです。

常時活性

自動 マネージャーサーバの DBが更新
されたとき，ネットワーク構成ツ
リーを自動的に再構成します。確
認ダイアログボックスは表示され
ません。使用目的が情報の参照だ
けに限定したユーザーが，JP1/
Cm2/NC - Viewを使用する場合に，
このオプションを推奨します。

常時活性

手動 マネージャーサーバの DBが更新
されたとき，ネットワーク構成ツ
リーを自動的に再構成しません。
確認ダイアログボックスは表示さ
れません。任意のタイミングで情
報を更新したい場合に，このオプ
ションを推奨します。

常時活性

telnet telnetクライアントを起動し，ス
イッチに接続（open）します。ロ
グイン以降はユーザーが行ってく
ださい。
JP1/Cm2/NCでは設定をサポート
していない情報について，直接ス
イッチに接続して参照・設定する
ために使用します。Telnet接続が
サポートされていないスイッチは
使用できません。

ネットワーク構成
ツリーで次の要素
を選択したとき
• スイッチ名
• スイッチ名（構
成情報なし）

ヘルプ バージョン情報 ［バージョン情報］ダイアログボッ
クスを表示します。
JP1/Cm2/NC - Viewのバージョン
情報を確認するために，このメ
ニューコマンドの操作を実施しま
す。

常時活性

メニューバー メニューコマンド 機能 活性条件
133



6.　画面－基本画面
6.4　［Network Element Configuration - View］
ウィンドウ（管理対象ビュー）

管理対象ビューは，アダプターサーバが管理しているスイッチを確認したり，アダプ
ターサーバと管理しているスイッチの対応を確認したりするためのビューです。
［Network Element Configuration - View］ウィンドウ（管理対象ビュー）を次の図に示
します。

図 6-8　［Network Element Configuration - View］ウィンドウ（管理対象ビュー）

管理対象ビュー表示時，ネットワーク構成ツリーでは「ルート」が選択されています。

管理対象ビューでは，各ネットワーク構成要素についてリストフィールドに内容を表示
できます。スイッチへ情報を設定することはできません。スイッチを設定したいときは，
管理対象ビュー以外の各ビューで操作してください。

管理対象ビューの構成要素について，マニュアルの参照先を次の表に示します。

表 6-6　管理対象ビューの構成要素についてのマニュアル参照先

管理対象ビューの構成要素 参照先

ツールバー 6.4.1（1）

ビュー選択メニュー 6.4.1（2）

ツリーエリア 6.4.1（3）
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6.4.1　管理対象ビューの構成要素
管理対象ビューを構成する要素について次に説明します。

（1） ツールバー

管理対象ビューのツールバーには，管理対象ビューでよく使うメニューコマンドの機能
がボタンで表示されています。ツールバーのボタンを使うと，複数の操作をしないで直
接機能を利用できます。管理対象ビューのツールバーに表示されるボタンのアイコンと
機能を次に説明します。

 最新の情報に更新ボタン
マネージャーサーバの DBから最新の情報を取得し，ツリーエリアのネットワーク
構成ツリーを再構成します。

（2） ビュー選択メニュー

ビュー選択メニューは，管理対象ビューから別のビューに表示を切り替えるためのプル
ダウンメニューです。プルダウンメニューから表示したいビュー名を選択すると，
［Network Element Configuration - View］ウィンドウの表示が選択したビューに切り替
わります。

（3） ツリーエリア

管理対象ビューのツリーエリアには，JP1/Cm2/NCが管理しているスイッチの一覧や状
態がネットワーク構成ツリーとして表示されます。管理対象ビューのネットワーク構成
ツリーを参照すると，次のような情報がわかります。

• JP1/Cm2/NCが管理しているスイッチは何か。
• どのアダプターサーバがどのスイッチを管理しているのか。

管理対象ビューのネットワーク構成ツリーを構成する要素を，次の図に示します。

リストエリア 6.4.1（4）

管理対象ビューの構成要素 参照先
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6.　画面－基本画面
図 6-9　ネットワーク構成要素

管理対象ビューのネットワーク構成要素の詳細について次の表に示します。

表 6-7　ネットワーク構成要素の詳細

JP1/Cm2/NC - View起動直後，ツリーエリアには「アダプター」が開かれた状態で，
ネットワーク構成ツリーが表示されます。

なお，ツリーエリアでは，一度に複数のネットワーク構成要素を選択することはできま
せん。

また，ネットワーク構成要素の「スイッチ」について，JP1/Cm2/NCとスイッチとの接
続状態を状態アイコンの色で識別しています。状態アイコンの色と状態の意味について
は，「表 6-4　状態アイコンの色と状態の意味」を参照してください。

（4） リストエリア

管理対象ビューのリストエリアには，ネットワーク構成ツリーで選択した各要素の中身
が一覧（リスト）で表示されます。選択した要素によって表示される内容が異なります。
ツリーエリアで選択した要素とリストエリアに表示される内容（管理対象ビュー）の対
応を次の表に示します。

ネットワーク構成要素 説明

ルート ネットワーク構成ツリーの最上位の要素です。ネットワーク構成ツリー上
に「ルート」と表示されます。
表示する情報がまったくない場合，ツリーエリアには「ルート」だけ表示
されます。

アダプター JP1/Cm2/NC - Viewの接続先 JP1/Cm2/NC - Managerが管理している
JP1/Cm2/NC - Adaptorが表示されます。

スイッチ 該当する JP1/Cm2/NC - Adaptorが管理しているスイッチが表示されます。

スイッチ（構成情報なし） JP1/Cm2/NC - Adaptorのスイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）の誤り
などによって，スイッチから設定情報を取得できないため，DBに情報が
まったくないスイッチです。アダプターの直下に赤字で表示されます。
このスイッチは管理対象ビューだけに表示されます。また，操作できるの
は「構成情報の同期」だけです。
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表 6-8　ツリーエリアで選択した要素とリストエリアに表示される内容の対応（管理対象
ビュー）

以降に，それぞれの情報の表示イメージを示します。また，各リストの表示項目の詳細
について説明します。

（a）アダプターリスト

マネージャーサーバに接続されているアダプターサーバを示す一覧表です。

図 6-10　アダプターリストの表示イメージ

表 6-9　アダプターリストの表示項目の説明

ツリーエリアで選択した要素 リストエリアに表示される内容

ルート アダプターリス
ト

該当するマネージャーサーバに接続されている
アダプターサーバの一覧が表示されます。

アダプター スイッチリスト
（管理対象
ビュー）

該当するアダプターサーバが管理しているス
イッチの一覧が表示されます。

スイッチ スイッチ情報リ
スト

該当スイッチの基本情報と現在の状態が表示さ
れます。なお，構成情報がないスイッチを選択
した場合は，リストエリアには何も表示されま
せん。

表示項目 内容

［アダプター名］ 該当するアダプターサーバの動作条件定義ファイル（nca.conf）に定義したアダプ
ターサーバ名が表示されます。
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注※　JP1/Cm2/NC - Adaptor for BS1000の場合「BS1000」と表示され，JP1/Cm2/NC - Adaptor 
for BS Seriesの場合「BS Series」と表示されます。

（b）スイッチリスト

該当するアダプターサーバが管理しているスイッチとスイッチの状態を示す一覧表です。

図 6-11　スイッチリストの表示イメージ

表 6-10　スイッチリストの表示項目の説明

［タイプ］ JP1/Cm2/NC - Adaptorの種類が表示されます。表示されるタイプは次のとおりで
す。
•「AX Series」
•「BS1000」※

•「BS Series」※
•「Cisco Switch」
•「F5 Load Balancer」
•「GS Series」
•「HA8000-ie/Loadflowbal」
•「System Traffic Manager」

表示項目 内容

［スイッチ名］ 該当するアダプターサーバのスイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）に定義した
スイッチ名が表示されます。

［スイッチ種別］ 該当するスイッチの種別が表示されます。
表示内容の詳細は「表 6-11　スイッチ種別の表示内容」を参照してください。

［モデル］ 該当するスイッチのモデルが表示されます。実際にスイッチから取得した情報が
表示されます。モデルの情報を持たないスイッチの場合は何も表示されません。

表示項目 内容
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表 6-11　スイッチ種別の表示内容

（c）スイッチ情報リスト

該当するスイッチの基本情報とスイッチの状態を示す一覧表です。

図 6-12　スイッチ情報リストの表示イメージ

［状態］ 該当するスイッチとの接続状態が表示されます。スイッチリスト（管理対象
ビュー）に表示される状態を次に示します。
•「正常」
•「構成情報の同期が必要です。」
•「スイッチに接続できません。」
•「アダプターが起動していません。」
•「構成情報なし。」

表示される状態の意味は，ツリーエリアに表示されるアイコンの意味と同じです。
表示される状態の意味については，「表 6-4　状態アイコンの色と状態の意味」を
参照してください。

［最終更新日時］ 該当するスイッチの構成情報を DBに格納した日時が表示されます。

アダプター 表示内容

AX AX2400S，AX3600S，AX5400S，AX7800S

BI BIG-IP1500，BIG-IP6400

BS BS1000，BS2000，BS320，BS500，BS500 1Gbx40

CS Catalyst3550，Catalyst3750

GS GS3000，GS4000

LF Loadflowbal

ST STM

表示項目 内容
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表 6-12　スイッチ情報リストの表示項目の説明

（5） ステータスバー

管理対象ビューでは，スイッチへ情報を設定しないため，ステータスバーには何も表示
されません。

表示項目 内容

［スイッチ情
報］

スイッチ名 スイッチリストと同様の内容が表示されます。表示内容の詳細につ
いては，「6.4.1（4）（b）　スイッチリスト」を参照してください。

状態

スイッチ種別

モデル

ソフトウェア
バージョン

ルーティングソフトウェアのバージョンが表示されます。バージョ
ンは，先頭から 11文字までが表示されます。11文字より長い場合，
12文字目以降は表示されません。

最終更新日時 該当するスイッチの構成情報を DBに格納した日時が表示されま
す。
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6.5　［Network Element Configuration - View］
ウィンドウ（VLANビュー）

VLANビューは，構築している VLANの構成や状態を表示させたり，スイッチへ VLAN
の情報を設定したりするためのビューです。このビューを起点にして操作します。
［Network Element Configuration - View］ウィンドウ（VLANビュー）を次の図に示し
ます。

図 6-13　［Network Element Configuration - View］ウィンドウ（VLANビュー）

VLANビュー表示時，ネットワーク構成ツリーでは「ルート」が選択されています。

VLANビューには，構成情報がない（オフホワイトの）スイッチは表示されません。構
成情報がないスイッチから構成情報を再取得する場合は，管理対象ビューから操作して
ください。

VLANビューの構成要素について，マニュアルの参照先を次の表に示します。

表 6-13　VLANビューの構成要素についてのマニュアル参照先

VLANビューの構成要素 参照先

ツールバー 6.5.1（1）

ビュー選択メニュー 6.5.1（2）
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6.5.1　VLANビューの構成要素
VLANビューを構成する要素について次に説明します。

（1） ツールバー

VLANビューのツールバーには，VLANビューでよく使うメニューコマンドの機能がボ
タンで表示されています。ツールバーのボタンを使うと，複数の操作をしないで直接機
能を利用できます。VLANビューのツールバーに表示されるボタンのアイコンと機能を
次に説明します。

 スイッチ構成情報の設定ボタン
［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボックスを表示します。ツリーエリアで「ス
イッチ」を選択したときにボタンをクリックできます。

 VLAN構成情報の設定ボタン
［VLAN構成情報の設定］ダイアログボックスを表示します。ネットワーク構成ツ
リーで次の要素を選択したときにボタンをクリックできます。
• VLAN管理ドメイン
• VLAN
• スイッチ

 最新の情報に更新ボタン
マネージャーサーバの DBから最新の情報を取得し，ツリーエリアのネットワーク
構成ツリーを再構成します。

（2） ビュー選択メニュー

ビュー選択メニューは，VLANビューから別のビューに表示を切り替えるためのプルダ
ウンメニューです。プルダウンメニューから表示したいビュー名を選択すると，
［Network Element Configuration - View］ウィンドウの表示が選択したビューに切り替
わります。

（3） ツリーエリア

VLANビューのツリーエリアには，VLANのネットワーク構成や状態がネットワーク構
成ツリーとして表示されます。VLANビューのネットワーク構成ツリーを参照すると，
次のような情報がわかります。

ツリーエリア 6.5.1（3）

リストエリア 6.5.1（4）

VLANビューの構成要素 参照先
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6.　画面－基本画面
• どのような VLAN管理ドメインがあるのか。
• その VLAN管理ドメインには，どのような VLANが何個所属しているのか。
• それらの VLANをどのスイッチで構成しているのか。

VLANビューのネットワーク構成ツリーを構成する要素を，次の図に示します。

図 6-14　ネットワーク構成要素

VLANビューのネットワーク構成要素の詳細について次の表に示します。

表 6-14　ネットワーク構成要素の詳細

注※
VLAN管理ドメインが一つしかない場合は，デフォルトドメイン名を指定することをお勧めし
ます。デフォルトドメインの名称は，JP1/Cm2/NC - Manager動作条件定義ファイル
（ncm.conf）で変更できます。何も変更しない場合は，「デフォルトドメイン」がデフォルトド
メイン名になります。

ネットワーク構成要素 説明

ルート 複数の VLAN管理ドメインをまとめる，ネットワーク構成ツリーの最
上位の要素です。ネットワーク構成ツリー上に「ルート」と表示され
ます。
表示する情報がまったくない場合，ツリーエリアには「ルート」だけ
表示されます。

VLAN管理ドメイン※ JP1/Cm2/NCが管理している VLAN管理ドメインです。任意の名称を
設定できます。VLAN管理ドメイン名は，スイッチ定義ファイル
（ncaswitch.conf）で，スイッチの属するドメイン名として定義しま
す。

VLAN VLAN管理ドメイン内に存在する VLANです。任意の名称を設定でき
ます。名称が定義されていないときは「VID=n」（nは VLAN-ID）が
表示されます。

スイッチ VLANを構成するスイッチです。通常，一つのスイッチには複数の
VLANが構成されているため，同じスイッチが別の VLAN配下に表示
されることもあります。
VLANを構成しているスイッチでも，構成情報を取得できなかったス
イッチは VLANビューには表示されません。構成情報のないスイッチ
は管理対象ビューだけに表示されます。
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JP1/Cm2/NC - View起動直後，ツリーエリアには VLAN管理ドメインが展開された状態
で，ネットワーク構成ツリーが表示されます。

なお，ツリーエリアでは，一度に複数のネットワーク構成要素を選択することはできま
せん。

また，ネットワーク構成要素の「スイッチ」について，JP1/Cm2/NCとスイッチとの接
続状態を状態アイコンの色で識別しています。状態アイコンの色と状態の意味について
は，「表 6-4　状態アイコンの色と状態の意味」を参照してください。

（4） リストエリア

リストエリアには，ネットワーク構成ツリーで選択した各要素の中身が一覧（リスト）
で表示されます。選択した要素によって，表示される内容が異なります。ツリーエリア
で選択した要素とリストエリアに表示される内容（VLANビュー）の対応を次の表に示
します。

表 6-15　ツリーエリアで選択した要素とリストエリアに表示される内容の対応（VLAN
ビュー）

以降に，リストエリアに表示される，それぞれのリストの表示イメージを示します。ま
た，各リストの表示項目の詳細について説明します。

（a）VLAN管理ドメインリスト

ネットワーク上にどのような VLAN管理ドメインがあるかを示す一覧表です。

ツリーエリアで選択した要素 リストエリアに表示される内容

ルート VLAN管理
ドメインリスト

ネットワーク上にどのような VLAN管理ドメ
インがあるかが一覧で表示されます。

VLAN管理ドメイン（ドメイン
名）

VLANリスト 該当する VLAN管理ドメインの配下にある
VLANの一覧が表示されます。

VLAN（VLAN名） スイッチリスト 該当する VLANを構成するスイッチの一覧が
表示されます。

スイッチ（スイッチ名） ポートリスト 該当する VLANに設定されているスイッチ内
のポートの一覧（該当する VLANが設定され
ているポート）が表示されます。
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図 6-15　VLAN管理ドメインリストの表示イメージ

表 6-16　VLAN管理ドメインリストの表示項目の説明

（b）VLANリスト

該当する VLAN管理ドメインの配下にどのような VLANがあるかを示す一覧表です。

図 6-16　VLANリストの表示イメージ

表示項目 内容

［ドメイン名］ 該当するアダプターサーバのスイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）に定義した
ドメイン名が表示されます。デフォルトドメインは，JP1/Cm2/NC - Manager動作
条件定義ファイル（ncm.conf）で定義されています。
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表 6-17　VLANリストの表示項目の説明

（c）スイッチリスト

該当する VLANを構成するスイッチとスイッチの状態を示す一覧表です。

図 6-17　スイッチリストの表示イメージ

表 6-18　スイッチリストの表示項目の説明

表示項目 内容

［VLAN-ID］ VLAN-IDが表示されます。

［VLAN名］ 該当する VLAN-IDの VLAN名が表示されます。名称が定義されていないとき，
「Not defined」が表示されます。

［タイプ］ 該当する VLAN-IDの VLANの種類が表示されます。表示される種類は「ポート」
です。

［備考］ 該当する VLAN-IDの備考（コメント）が表示されます。

表示項目 内容

［スイッチ名］ 該当するアダプターサーバのスイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）に定義した
スイッチ名が表示されます。

［アダプター名］ 該当するアダプターサーバの動作条件定義ファイル（nca.conf）に定義した，該当
するスイッチを管理しているアダプターサーバ名が表示されます。
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（d）ポートリスト

該当する VLANに設定されているスイッチ内のポートの一覧表です。該当する VLAN
が設定されているポートが表示されます。ポートリストは選択したスイッチによって表
示内容が異なります。スイッチごとにポートリストの表示イメージおよび表示項目を説
明します。

●ポートリスト（AX2400S・AX3600S・BS2000・BS320・BS500・BS500 1Gbx40）
AX2400S，X3600S，BS2000，BS320，BS500，および BS500 1Gbx40を選択した
場合のポートリストについて説明します。

図 6-18　ポートリストの表示イメージ（AX2400S・AX3600S・BS2000・BS320・
BS500・BS500 1Gbx40）

［状態］ 該当するスイッチとの接続状態が表示されます。スイッチリスト（VLANビュー）
に表示される状態を次に示します。
•「正常」
•「構成情報の同期が必要です。」
•「スイッチに接続できません。」
•「アダプターが起動していません。」

表示される状態の意味は，ツリーエリアに表示されるアイコンの意味と同じです。
表示される状態の意味については，「表 6-4　状態アイコンの色と状態の意味」を参
照してください。

［最終更新日時］ 該当するスイッチの構成情報を DBに格納した日時が表示されます。

表示項目 内容
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表 6-19　ポートリスト（AX2400S・AX3600S・BS2000・BS320・BS500・BS500 
1Gbx40）の表示項目の説明

●ポートリスト（AX5400S・AX7800S・BS1000・GS3000・GS4000）
AX5400S，AX7800S，BS1000，GS3000，および GS4000を選択した場合のポート
リストについて説明します。

表示項目 内容

［ポート指定種別］ 該当する VLANに所属するポートがどの種別で設定されているかが表示されま
す。
• アクセスポート
• トランクポート
• ネイティブ指定トランクポート

［インターフェース
タイプ］

インターフェースタイプが表示されます。
• GigabitEthernet
• TenGigabitEthernet

［NIF］ NIF番号が表示されます。

［ポート］ 該当する VLANが設定されているポート番号が表示されます。

［モード］ ポートのモードの種別が表示されます。
• アクセス
アクセスモードに設定されていることを意味します。

• トランク
トランクモードに設定されていることを意味します。

• プロトコル
プロトコル VLANモードに設定されていることを意味します。

• MAC
MAC VLANモードに設定されていることを意味します。

• トンネリング
トンネリングモードに設定されていることを意味します。

［TPID］ ポートごとの TPIDが 4けたの 16進数表記で表示されます。
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図 6-19　ポートリストの表示イメージ（AX5400S・AX7800S・BS1000・GS3000・
GS4000）

表 6-20　ポートリスト（AX5400S・AX7800S・BS1000・GS3000・GS4000）の表示項
目の説明

●ポートリスト（Cisco Catalyst）
Cisco Catalystを選択した場合のポートリストについて説明します。

表示項目 内容

［NIF］ NIF番号が表示されます。

［ポート］ 該当する VLANが設定されているポート番号が表示されます。
ただし，デフォルト VLANについては，ユーザーが明示的に指定したポートだ
け表示されます。ほかの VLANから削除された結果，デフォルト VLANに割り
当てられたポートは表示されません。

［Tagged/Untagged］ 該当する VLANのポートの種類が表示されます。
•「Tagged」

Taggedポートに設定されていることを意味します。
•「Untagged」

Untaggedポートに設定されていることを意味します。
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図 6-20　ポートリストの表示イメージ（Cisco Catalyst）

表 6-21　ポートリスト（Cisco Catalyst）の表示項目の説明

表示項目 内容

［ポート指定種別］ 該当する VLANに所属するポートが，どの種別で設定されているかが表示され
ます。
• アクセスポート
• トランクポート
• ネイティブ指定トランクポート
• プルーニング適用トランクポート

［インターフェース
タイプ］

インターフェースタイプが表示されます。
• Fast Ethernet
• Gigabit Ethernet
• TenGigabit Ethernet

［スタック］ スタック番号が表示されます。スタック番号がない場合は，何も表示されませ
ん。

［スロット］ スロット番号が表示されます。

［ポート］ 該当する VLANが設定されているポート番号が表示されます。
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（5） ステータスバー

現在の JP1/Cm2/NC - Viewのステータスを示すメッセージが表示されます。スイッチに
対して構成情報を設定しているときには「ネットワーク構成情報の設定処理中です。」が
表示されます。設定処理が終了すると，「ネットワーク構成情報の設定が完了しました。」
または「ネットワーク構成情報の設定が失敗しました。」が表示されます。

［モード］ ポートの VLANメンバーシップモードが表示されます。
• dynamic desirable
動的判断モードに設定されていることを意味します。対向のポートがトラン
ク，desirableまたは autoのどれかに設定されている場合，モードがトランク
になります。

• アクセス
アクセスモードに設定されていることを意味します。

• トランク
トランクモードに設定されていることを意味します。

• 802.1Q
802.1Qトンネルモードに設定されていることを意味します。

• dynamic auto
動的判断モードに設定されていることを意味します。対向のポートがトランク
または desirableに設定されている場合，モードがトランクになります。

• プライベート VLANホスト
プライべート VLANホストモードに設定されていることを意味します。

• プライベート VLAN混合
プライべート VLAN混合モードに設定されていることを意味します。

［カプセル化フォー
マット］

ポートのカプセル化フォーマットが表示されます。
• negotiate

DISL（Dynamic Inter-Switch Link）および DTP（Dynamic Trunking 
Protocol）ネゴシエーションがカプセル化フォーマットを解決できないとき
に，ISLが選択される形式に設定されていることを意味します。

• ISL
ISLに設定されていることを意味します。

• 802.1Q
802.1Qに設定されていることを意味します。

表示項目 内容
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6.6　［Network Element Configuration - View］
ウィンドウ（SLBビュー）

SLBビューは，設定している SLBの構成や状態を表示させたり，スイッチへ SLBの情
報を設定したりするためのビューです。このビューを起点にして操作します。［Network 
Element Configuration - View］ウィンドウ（SLBビュー）を次の図に示します。

図 6-21　［Network Element Configuration - View］ウィンドウ（SLBビュー）

SLBビュー表示時，ネットワーク構成ツリーでは「ルート」が選択されています。

SLBビューには，構成情報がない（オフホワイトの）スイッチは表示されません。構成
情報がないスイッチから構成情報を再取得する場合は，管理対象ビューから操作してく
ださい。

SLBビューの構成要素について，マニュアルの参照先を次の表に示します。なお，SLB
ビューのツリーエリアおよびリストエリアに表示される内容はスイッチによって異なり
ます。
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表 6-22　SLBビューの構成要素についてのマニュアル参照先

6.6.1　SLBビューの構成要素
SLBビューを構成する要素について次に説明します。

（1） ツールバー

SLBビューのツールバーには，SLBビューでよく使うメニューコマンドの機能がボタン
で表示されています。ツールバーのボタンを使うと，複数の操作をしないで直接機能を
利用できます。SLBビューのツールバーに表示されるボタンのアイコンと機能を次に説
明します。

 スイッチ構成情報の設定ボタン
［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボックスを表示します。ツリーエリアでス
イッチを選択したときにボタンをクリックできます。

 論理サーバ構成情報の設定ボタン
［論理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスを表示します。ネットワーク構成
ツリーで次の要素を選択したときにボタンをクリックできます。
• スイッチ
• 論理サーバツリーのルート
• 論理サーバツリーの論理サーバ

 物理サーバ構成情報の設定ボタン
［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスを表示します。ネットワーク構成
ツリーで次の要素を選択したときにボタンをクリックできます。
• スイッチ
• 物理サーバツリーのルート
• 物理サーバツリーの物理サーバ
• 物理サーバツリーのプール（BIG-IPの場合）
• 物理サーバツリーの会社（STMの場合）

 バインド構成情報の設定ボタン

SLBビューの構成要素 参照先

BIG-IP HA8000-ie/
Loadflowbal

STM

ツールバー 6.6.1（1）

ビュー選択メニュー 6.6.1（2）

ツリーエリア 6.6.1（3） 6.6.1（4） 6.6.1（5）

リストエリア 6.6.1（6） 6.6.1（7） 6.6.1（8）
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［バインド構成情報の設定］ダイアログボックスを表示します。ネットワーク構成ツ
リーで次の要素を選択したときにボタンをクリックできます。
• スイッチ
• 論理サーバ（STM以外の場合）
• 物理サーバ
• プール（BIG-IPの場合）
• 会社（STMの場合）
• ゾーン（STMの場合）
• グループ（STMの場合）
• バインド状況ツリーのルート
• 論理サーバポート（STM以外の場合）

 最新の情報に更新ボタン
マネージャーサーバの DBから最新の情報を取得し，ツリーエリアのネットワーク
構成ツリーを再構成します。

（2） ビュー選択メニュー

ビュー選択メニューは，SLBビューから別のビューに表示を切り替えるためのプルダウ
ンメニューです。プルダウンメニューから表示したいビュー名を選択すると，［Network 
Element Configuration - View］ウィンドウの表示が選択したビューに切り替わります。

（3） ツリーエリア（BIG-IP）

SLBビューのツリーエリアには，SLBサーバの構成や状態がネットワーク構成ツリーと
して表示されます。SLBビューのネットワーク構成ツリーを参照すると，次のような情
報がわかります。

• スイッチにどのような論理サーバが設定されているのか。
• スイッチにどのような物理サーバが設定されているのか。
• それらの論理サーバと物理サーバがどのように関連づけられているのか（バインド状
況）。

SLBビューのネットワーク構成ツリーを構成する要素を，次の図に示します。
154



6.　画面－基本画面
図 6-22　ネットワーク構成要素（BIG-IP）

ネットワーク構成要素の詳細について次の表に示します。

表 6-23　ネットワーク構成要素（BIG-IP）の詳細

ネットワーク構成要素 説明

ルート ネットワーク構成ツリーの最上位の要素です。ネットワーク構成ツ
リー上に「ルート」と表示されます。
表示する情報がまったくない場合，ツリーエリアには「ルート」だ
け表示されます。

スイッチ SLBが設定されているスイッチです。
なお，SLBを構成するスイッチでも，構成情報を取得できなかった
スイッチは SLBビューに表示されません。構成情報のないスイッチ
は，管理対象ビューだけに表示されます。

論理サーバ
ツリー

論理サーバツ
リーのルート

論理サーバツリーの最上位の要素です。「論理サーバツリー」とは，
該当するスイッチに設定されている論理サーバを表示するサブツ
リーのことをいいます。論理サーバツリーのルートは，ネットワー
ク構成ツリー上に「論理サーバ」と表示されます。

論理サーバ 該当するスイッチに設定されている論理サーバです。IPアドレスで
表示されます。

物理サーバ
ツリー

物理サーバツ
リーのルート

物理サーバツリーの最上位の要素です。「物理サーバツリー」とは，
該当するスイッチに設定されている物理サーバを表示するサブツ
リーのことをいいます。物理サーバツリーのルートは，ネットワー
ク構成ツリー上に「物理サーバ」と表示されます。

プール※ 該当するスイッチに設定されているプールです。

物理サーバ 該当するプールに設定されている物理サーバです。IPアドレスで表
示されます。
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注※
名称が 256文字以上の論理サーバポート，プールについては，表示されません。

JP1/Cm2/NC - View起動直後，ツリーエリアにはスイッチが展開された状態で，ネット
ワーク構成ツリーが表示されます。

なお，ツリーエリアでは，一度に複数のネットワーク構成要素を選択することはできま
せん。

また，ネットワーク構成要素のスイッチについて，JP1/Cm2/NCとスイッチとの接続状
態を状態アイコンの色で識別しています。状態アイコンの色と状態の意味については，
「表 6-4　状態アイコンの色と状態の意味」を参照してください。

（4） ツリーエリア（HA8000-ie/Loadflowbal）

SLBビューのツリーエリアには，SLBサーバの構成や状態がネットワーク構成ツリーと
して表示されます。SLBビューのネットワーク構成ツリーを参照すると，次のような情
報がわかります。

• スイッチにどのような論理サーバが設定されているのか。
• スイッチにどのような物理サーバが設定されているのか。
• それらの論理サーバと物理サーバがどのように関連づけられているのか（バインド状
況）。

SLBビューのネットワーク構成ツリーを構成する要素を，次の図に示します。

バインド状
況ツリー

バインド状況ツ
リーのルート

バインド状況ツリーの最上位の要素です。「バインド状況ツリー」と
は，論理サーバと物理サーバのバインド状況を表示するサブツリー
のことをいいます。バインド状況ツリーのルートは，ネットワーク
構成ツリー上に「バインド」と表示されます。

論理サーバ 物理サーバがバインドされている論理サーバです。

論理サーバポー
ト※

該当する論理サーバに設定されている論理サーバポートです。

プール※ 該当する論理サーバポートにバインドされているプールです。

物理サーバ 該当する論理サーバにバインドされている物理サーバです。

ネットワーク構成要素 説明
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図 6-23　ネットワーク構成要素（HA8000-ie/Loadflowbal）

ネットワーク構成要素の詳細について次の表に示します。

表 6-24　ネットワーク構成要素（HA8000-ie/Loadflowbal）の詳細

ネットワーク構成要素 説明

ルート ネットワーク構成ツリーの最上位の要素です。ネットワーク構成ツ
リー上に「ルート」と表示されます。
表示する情報がまったくない場合，ツリーエリアには「ルート」だ
け表示されます。

スイッチ SLBが設定されているスイッチです。
なお，SLBを構成するスイッチでも，構成情報を取得できなかった
スイッチは SLBビューに表示されません。構成情報のないスイッチ
は，管理対象ビューだけに表示されます。

論理サーバ
ツリー

論理サーバツ
リーのルート

論理サーバツリーの最上位の要素です。「論理サーバツリー」とは，
該当するスイッチに設定されている論理サーバを表示するサブツ
リーのことをいいます。論理サーバツリーのルートは，ネットワー
ク構成ツリー上に「論理サーバ」と表示されます。

論理サーバ 該当するスイッチに設定されている論理サーバです。

物理サーバ
ツリー

物理サーバツ
リーのルート

物理サーバツリーの最上位の要素です。「物理サーバツリー」とは，
該当するスイッチに設定されている物理サーバを表示するサブツ
リーのことをいいます。物理サーバツリーのルートは，ネットワー
ク構成ツリー上に「物理サーバ」と表示されます。

物理サーバ 該当するスイッチに設定されている物理サーバです。
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JP1/Cm2/NC - View起動直後，ツリーエリアにはスイッチが展開された状態で，ネット
ワーク構成ツリーが表示されます。

なお，ツリーエリアでは，一度に複数のネットワーク構成要素を選択することはできま
せん。

また，ネットワーク構成要素のスイッチについて，JP1/Cm2/NCとスイッチとの接続状
態を状態アイコンの色で識別しています。状態アイコンの色と状態の意味については，
「表 6-4　状態アイコンの色と状態の意味」を参照してください。

（5） ツリーエリア（STM）

SLBビューのツリーエリアには，SLBサーバの構成や状態がネットワーク構成ツリーと
して表示されます。SLBビューのネットワーク構成ツリーを参照すると，次のような情
報がわかります。

• スイッチにどのようなゾーンが設定されているのか。
• スイッチにどのようなグループが設定されているのか。
• スイッチにどのような物理サーバが設定されているのか。
• それらのグループおよび物理サーバが，ゾーンにどのように関連づけられているのか
（バインド状況）。

SLBビューのネットワーク構成ツリーを構成する要素を，次の図に示します。

バインド状
況ツリー

バインド状況ツ
リーのルート

バインド状況ツリーの最上位の要素です。「バインド状況ツリー」と
は，論理サーバと物理サーバのバインド状況を表示するサブツリー
のことをいいます。バインド状況ツリーのルートは，ネットワーク
構成ツリー上に「バインド」と表示されます。

論理サーバ 物理サーバがバインドされている論理サーバです。

論理サーバポー
ト

該当する論理サーバに設定されている論理サーバポートです。

物理サーバ 該当する論理サーバにバインドされている物理サーバです。

ネットワーク構成要素 説明
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図 6-24　ネットワーク構成要素（STM）

ネットワーク構成要素の詳細について次の表に示します。

表 6-25　ネットワーク構成要素（STM）の詳細

ネットワーク構成要素 説明

ルート ネットワーク構成ツリーの最上位の要素です。ネットワーク構成ツ
リー上に「ルート」と表示されます。
表示する情報がまったくない場合，ツリーエリアには「ルート」だ
け表示されます。

スイッチ SLBが設定されているスイッチです。
なお，SLBを構成するスイッチでも，構成情報を取得できなかった
スイッチは SLBビューに表示されません。構成情報のないスイッチ
は，管理対象ビューだけに表示されます。

ゾーンツ
リー

ゾーンツリーの
ルート

ゾーンツリーの最上位の要素です。「ゾーンツリー」とは，該当する
スイッチに設定されているゾーンを表示するサブツリーのことをい
います。ゾーンツリーのルートは，ネットワーク構成ツリー上に
「ゾーン」と表示されます。

会社 該当するスイッチに登録されている会社です。ゾーン，グループ，
および物理サーバを管理している上位要素です。

ゾーン 該当するスイッチに設定されているゾーンです。
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JP1/Cm2/NC - View起動直後，ツリーエリアにはスイッチが展開された状態で，ネット
ワーク構成ツリーが表示されます。

なお，ツリーエリアでは，一度に複数のネットワーク構成要素を選択することはできま
せん。

また，ネットワーク構成要素のスイッチについて，JP1/Cm2/NCとスイッチとの接続状
態を状態アイコンの色で識別しています。状態アイコンの色と状態の意味については，
「表 6-4　状態アイコンの色と状態の意味」を参照してください。

（6） リストエリア（BIG-IP）

リストエリアには，ネットワーク構成ツリーで選択した各要素の中身が一覧（リスト）
で表示されます。選択した要素によって，表示される内容が異なります。ツリーエリア
で選択した要素とリストエリアに表示される内容の対応を，次の表に示します。

グループツ
リー

グループツリー
のルート

グループツリーの最上位の要素です。「グループツリー」とは，該当
するスイッチに設定されているグループを表示するサブツリーのこ
とをいいます。グループツリーのルートは，ネットワーク構成ツ
リー上に「グループ」と表示されます。

会社 該当するスイッチに登録されている会社です。ゾーン，グループ，
および物理サーバを管理している上位要素です。

グループ 該当するスイッチに設定されているグループです。

物理サーバ
ツリー

物理サーバツ
リーのルート

物理サーバツリーの最上位の要素です。「物理サーバツリー」とは，
該当するスイッチに設定されている物理サーバを表示するサブツ
リーのことをいいます。物理サーバツリーのルートは，ネットワー
ク構成ツリー上に「物理サーバ」と表示されます。

会社 該当するスイッチに登録されている会社です。ゾーン，グループ，
および物理サーバを管理している上位要素です。

物理サーバ 該当するスイッチに設定されている物理サーバです。

バインド状
況ツリー

バインド状況ツ
リーのルート

バインド状況ツリーの最上位の要素です。「バインド状況ツリー」と
は，ゾーンのバインド状況を表示するサブツリーのことをいいます。
バインド状況ツリーのルートは，ネットワーク構成ツリー上に「バ
インド」と表示されます。

会社 該当するスイッチに登録されている会社です。ゾーン，グループ，
および物理サーバを管理している上位要素です。

ゾーン 該当する会社に設定されているゾーンのうち，バインドが設定され
ているゾーンです。

グループ 該当するゾーンにバインドされているグループです。

物理サーバ 該当するゾーンにバインドされている物理サーバです。

ネットワーク構成要素 説明
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表 6-26　ツリーエリアで選択した要素とリストエリアに表示される内容の対応（BIG-IP）

注※
リストエリアには，バインドされているポートだけ表示されます。

以降に，リストエリアに表示される，それぞれのリストの表示イメージを示します。ま
た，各リストの表示項目の詳細について説明します。

（a）スイッチリスト（BIG-IP）

SLBが設定されているスイッチとスイッチの状態を示す一覧表です。

図 6-25　スイッチリスト（BIG-IP）の表示イメージ

ツリーエリアで選択した要素 リストエリアに表示される内容

ルート スイッチリ
スト

SLBが設定されているスイッチが一覧で表
示されます。

スイッチ サブツリー
リスト

該当するスイッチの配下にあるサブツリー
のルート名が一覧で表示されます。

• 論理サーバツリーのルート
• バインド状況ツリーのルート

論理サーバ
リスト

該当するスイッチに設定されている論理
サーバが一覧で表示されます。

• 論理サーバツリーの論理サーバ
• バインド状況ツリーの論理サーバ※

論理サーバ
ポートリス
ト

該当する論理サーバに設定されているポー
トが一覧で表示されます。

• 物理サーバツリーのルート
• バインド状況ツリーの論理サーバポー
ト

プールリス
ト

該当するスイッチに設定されているプール
が一覧で表示されます。

• 物理サーバツリーのプール名
• バインド状況ツリーのプール名

物理サーバ
リスト

該当するプールに設定されている物理サー
バが一覧で表示されます。

• 物理サーバツリーの物理サーバ
• バインド状況ツリーの物理サーバ※

物理サーバ
ポートリス
ト

該当する物理サーバに設定されているポー
トが一覧で表示されます。
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表 6-27　スイッチリスト（BIG-IP）の表示項目の説明

（b）サブツリーリスト（BIG-IP）

ネットワーク構成ツリーのサブツリーのルート名を示す一覧表です。

図 6-26　サブツリーリスト（BIG-IP）の表示イメージ

表 6-28　サブツリーリスト（BIG-IP）の表示項目の説明

（c）論理サーバリスト（BIG-IP）

該当するスイッチに設定されている論理サーバの一覧表です。

表示項目 内容

［スイッチ名］ 該当するアダプターサーバのスイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）に定義した
スイッチ名が表示されます。

［アダプター名］ 該当するアダプターサーバの動作条件定義ファイル（nca.conf）に定義した，該当
するスイッチを管理しているアダプターサーバ名が表示されます。

［状態］ 該当するスイッチとの接続状態が表示されます。スイッチリスト（BIG-IP）に表示
される状態を次に示します。
•「正常」
•「構成情報の同期が必要です。」
•「スイッチに接続できません。」
•「アダプターが起動していません。」

表示される状態の意味は，ツリーエリアに表示されるアイコンの意味と同じです。
表示される状態の意味については，「表 6-4　状態アイコンの色と状態の意味」を参
照してください。

［最終更新日時］ 該当するスイッチの構成情報を DBに格納した日時が表示されます。

表示項目 内容

［サブツリー名］ ネットワーク構成ツリーのサブツリーのルート名が表示されます。
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図 6-27　論理サーバリスト（BIG-IP）の表示イメージ

表 6-29　論理サーバリスト（BIG-IP）の表示項目の説明

（d）論理サーバポートリスト（BIG-IP）

該当する論理サーバに設定されているポートの一覧表です。

表示項目 内容

［論理サーバ］ 論理サーバの IPアドレスが表示されます。IPアドレスは，IPv4形式
（nnn.nnn.nnn.nnn）で表示されます。

［状態］ 論理サーバの状態が表示されます。表示される状態は次のとおりです。
•「Enable」
該当する論理サーバは有効な状態です。

•「Disable」
該当する論理サーバは無効な状態です。
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図 6-28　論理サーバポートリスト（BIG-IP）の表示イメージ

表 6-30　論理サーバポートリスト（BIG-IP）の表示項目の説明

表示項目 内容

［ポート名］ 該当する論理サーバに設定されているポート名が表示されます。※ 1

［ポート］ 該当する論理サーバに設定されているポート番号が表示されます。設定されていない
場合は，何も表示されません。

［状態］ 論理サーバポートの状態が表示されます。設定されていない場合は，何も表示されま
せん。
表示される状態は次のとおりです。
•「Enable」
該当するポートは有効な状態です。

•「Disable」
該当するポートは無効な状態です。

［プール名］ 該当する論理サーバポートに関連づけられているプール名が表示されます。※ 2設定
されていない場合は，何も表示されません。
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注※ 1
JP1/Cm2/NCでは 256バイト以上の論理サーバポート名は扱いません。スイッチに 256バイト
以上の論理サーバポート名が設定されていた場合は，該当する論理サーバポートに関する情報
は取得しません。

注※ 2
JP1/Cm2/NCでは 256バイト以上のプール名は扱いません。スイッチに 256バイト以上のプー
ル名が設定されていた場合は，該当するプールに関する情報は取得しません。また，プール名
が 256バイト以上のプールに論理サーバポートが関連づけられていた場合，該当する論理サー
バポートに関する情報も取得しません。

［ロードバラン
シング方法］

該当するプールに設定されているロードバランシング方法が表示されます。設定され
ていない場合は，何も表示されません。
•「ラウンドロビン」
プールに「rr（Round Robin）」が設定されています。
サーバリクエストが各物理サーバに順番に送信されます。

•「比率」
プールに「ratio」が設定されています。
各物理サーバに指定した比率に従って，サーバリクエストが送信されます。

•「比率メンバー」
プールに「member ratio」が設定されています。

•「動的比率」
プールに「dynamic ratio」が設定されています。
各物理サーバから収集した情報を基に動的に比率を決定し，サーバリクエストが送
信されます。

•「最速」
プールに「fastest」が設定されています。
応答速度が最も速い物理サーバに，サーバリクエストが送信されます。

•「最速メンバー」
プールに「fastest app resp」が設定されています。

•「最少接続」
プールに「least conn」が設定されています。
接続数の最も少ない物理サーバにサーバリクエストが送信されます。

•「最少接続メンバー」
プールに「member least conn」が設定されています。

•「ウェイト」
論理サーバに「weighted」が設定されています。
各物理サーバに割り当てたパフォーマンスウェイトに従って，サーバリクエストが
送信されます。

•「観測」
プールに「observed」が設定されています。
各物理サーバの接続数と応答速度を監視し，BIG-IP独自のアルゴリズムによって
送信先を決定し，サーバリクエストが送信されます。

•「観測メンバー」
プールに「member observed」が設定されています。

•「予測」
プールに「predictive」が設定されています。
各物理サーバの接続数と応答速度を監視し，パフォーマンスウェイトを予測し，
サーバリクエストが送信されます。

•「予測メンバー」
プールに「member predictive」が設定されています。

表示項目 内容
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論理サーバポートリストは，選択したネットワーク構成要素によって表示内容が異なり
ます。選択したネットワーク構成要素と論理サーバポートリストの内容の関係について，
次の表に示します。

表 6-31　選択するネットワーク構成要素と論理サーバポートリストの表示内容

（e）プールリスト（BIG-IP）

該当するスイッチに設定されているプールの一覧表です。

図 6-29　プールリスト（BIG-IP）の表示イメージ

バインド状況ツリーから論理サーバポートを選択した場合，対応するプールは一つのた
め，リストエリアにはプールが 1行だけ表示されます。

表 6-32　プールリスト（BIG-IP）の表示項目の説明

ネットワーク構成要素 論理サーバポートリスト

論理サーバツリーの論理サーバ 選択した論理サーバ下に設定されているすべての
ポートが表示されます。

バインド状況ツリーの論理サーバ 選択した論理サーバ下に設定されているポートの
うち，プールがバインドされているポートだけが
表示されます。

表示項目 内容

［プール名］ 該当するスイッチに設定されているプール名が表示されます。

［ロードバラン
シング方法］

該当するプールに設定されているロードバランシング方法が表示されます。設定され
ていない場合は，何も表示されません。詳細については，「表 6-30　論理サーバポー
トリスト（BIG-IP）の表示項目の説明」を参照してください。
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（f） 物理サーバリスト（BIG-IP）

該当するスイッチに設定されている物理サーバの一覧です。

図 6-30　物理サーバリスト（BIG-IP）の表示イメージ

表 6-33　物理サーバリスト（BIG-IP）の表示項目の説明

（g）物理サーバポートリスト（BIG-IP）

該当する物理サーバに設定されているポートの一覧表です。

表示項目 内容

［物理サーバ］ 物理サーバの IPアドレスが表示されます。IPアドレスは，IPv4形式
（nnn.nnn.nnn.nnn）で表示されます。
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図 6-31　物理サーバポートリスト（BIG-IP）の表示イメージ

表 6-34　物理サーバポートリスト（BIG-IP）の表示項目の説明

物理サーバポートリストは，選択したネットワーク構成要素によって表示内容が異なり
ます。選択したネットワーク構成要素と物理サーバポートリストの内容の関係について，
次の表に示します。

表 6-35　選択するネットワーク構成要素と物理サーバポートリストの表示内容

（7） リストエリア（HA8000-ie/Loadflowbal）

リストエリアには，ネットワーク構成ツリーで選択した各要素の中身が一覧（リスト）
で表示されます。選択した要素によって，表示される内容が異なります。ツリーエリア
で選択した要素とリストエリアに表示される内容の対応を，次の表に示します。

表示項目 内容

［ポート］ 該当する物理サーバに設定されているポート番号が表示されます。

［ウェイト（比
率）］

ウェイト（比率）の値が表示されます。

ネットワーク構成要素 物理サーバポートリスト

物理サーバツリーの物理サーバ 選択した物理サーバ下に設定されているすべての
ポートが表示されます。

バインド状況ツリーの物理サーバ 選択した物理サーバ下に設定されているポートの
うち，バインドされているポートだけ表示されま
す。
168



6.　画面－基本画面
表 6-36　ツリーエリアで選択した要素とリストエリアに表示される内容の対応
（HA8000-ie/Loadflowbal）

注※
リストエリアには，バインドされているポートだけ表示されます。

以降に，リストエリアに表示される，それぞれのリストの表示イメージを示します。ま
た，各リストの表示項目の詳細について説明します。

（a）スイッチリスト（HA8000-ie/Loadflowbal）

SLBが設定されているスイッチとスイッチの状態を示す一覧表です。

図 6-32　スイッチリスト（HA8000-ie/Loadflowbal）の表示イメージ

ツリーエリアで選択した要素 リストエリアに表示される内容

ルート スイッチリスト SLBが設定されているスイッチ
が一覧で表示されます。

スイッチ サブツリーリス
ト

該当するスイッチの配下にある
サブツリーのルート名が一覧で
表示されます。

• 論理サーバツリーのルート
• バインド状況ツリーのルート

論理サーバリス
ト

該当するスイッチに設定されて
いる論理サーバが一覧で表示さ
れます。

• 論理サーバツリーの論理サーバ
• バインド状況ツリーの論理サーバ※

論理サーバポー
トリスト

該当する論理サーバに設定され
ているポートが一覧で表示され
ます。

• 物理サーバツリーのルート
• バインド状況ツリーの論理サーバポート

物理サーバリス
ト

該当するスイッチに設定されて
いる物理サーバが一覧で表示さ
れます。

• 物理サーバツリーの物理サーバ
• バインド状況ツリーの物理サーバ※

物理サーバポー
トリスト

該当する物理サーバに設定され
ているポートが一覧で表示され
ます。
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表 6-37　スイッチリスト（HA8000-ie/Loadflowbal）の表示項目の説明

（b）サブツリーリスト（HA8000-ie/Loadflowbal）

ネットワーク構成ツリーのサブツリーのルート名を示す一覧表です。

図 6-33　サブツリーリスト（HA8000-ie/Loadflowbal）の表示イメージ

表 6-38　サブツリーリスト（HA8000-ie/Loadflowbal）の表示項目の説明

（c）論理サーバリスト（HA8000-ie/Loadflowbal）

該当するスイッチに設定されている論理サーバの一覧表です。

表示項目 内容

［スイッチ名］ 該当するアダプターサーバのスイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）に定義した
スイッチ名が表示されます。

［アダプター名］ 該当するアダプターサーバの動作条件定義ファイル（nca.conf）に定義した，該当
するスイッチを管理しているアダプターサーバ名が表示されます。

［状態］ 該当するスイッチとの接続状態が表示されます。スイッチリスト（HA8000-ie/
Loadflowbal）に表示される状態を次に示します。
•「正常」
•「構成情報の同期が必要です。」
•「スイッチに接続できません。」
•「アダプターが起動していません。」

表示される状態の意味は，ツリーエリアに表示されるアイコンの意味と同じです。
表示される状態の意味については，「表 6-4　状態アイコンの色と状態の意味」を参
照してください。

［最終更新日時］ 該当するスイッチの構成情報を DBに格納した日時が表示されます。

表示項目 内容

［サブツリー名］ ネットワーク構成ツリーのサブツリーのルート名が表示されます。
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図 6-34　論理サーバリスト（HA8000-ie/Loadflowbal）の表示イメージ

表 6-39　論理サーバリスト（HA8000-ie/Loadflowbal）の表示項目の説明

（d）論理サーバポートリスト（HA8000-ie/Loadflowbal）

該当する論理サーバに設定されているポートの一覧表です。

表示項目 内容

［サーバ名］ 論理サーバ名が表示されます。

［IPアドレス］ 論理サーバの IPアドレスが表示されます。IPアドレスは，IPv4形式
（nnn.nnn.nnn.nnn）で表示されます。

［ロードバラン
シング方法］

論理サーバごとに設定されているロードバランシング方法が表示されます。設定され
ていない場合は，何も表示されません。
表示項目と内容は次のとおりです。
•「最少接続」
論理サーバに「least-conn」が設定されています。
接続数の最も少ない物理サーバにサーバリクエストが送信されます。

•「ラウンドロビン」
論理サーバに「round-robin」が設定されています。
サーバリクエストが各物理サーバに順番に送信されます。

•「ウェイト」
論理サーバに「weighted」が設定されています。
各物理サーバに割り当てたパフォーマンスウェイトに従って，サーバリクエストが
送信されます。

•「応答時間」
論理サーバに「response-time」が設定されています。
応答速度が最も速い物理サーバにサーバリクエストが送信されます。

•「最少セッション」
論理サーバに「least-sess」が設定されています。
現在のセッション数が最も少ない物理サーバにサーバリクエストが送信されます。
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図 6-35　論理サーバポートリスト（HA8000-ie/Loadflowbal）の表示イメージ

表 6-40　論理サーバポートリスト（HA8000-ie/Loadflowbal）の表示項目の説明

論理サーバポートリストは，選択したネットワーク構成要素によって表示内容が異なり
ます。選択したネットワーク構成要素と論理サーバポートリストの内容の関係について，
次の表に示します。

表 6-41　選択するネットワーク構成要素と論理サーバポートリストの表示内容

（e）物理サーバリスト（HA8000-ie/Loadflowbal）

該当するスイッチに設定されている物理サーバの一覧です。

表示項目 内容

［ポート］ 該当する論理サーバに設定されているポート番号が表示されます。

［状態］ 論理サーバポートの状態が表示されます。表示される状態は次のとおりです。
•「Enable」
該当するポートは有効な状態です。

•「Disable」
該当するポートは無効な状態です。

ネットワーク構成要素 論理サーバポートリスト

論理サーバツリーの論理サーバ 選択したネットワーク構成要素下に設定されてい
るすべてのポートが表示されます。

バインド状況ツリーの論理サーバ 選択したネットワーク構成要素下に設定されてい
るポートのうち，バインドされているポートだけ
表示されます。
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図 6-36　物理サーバリスト（HA8000-ie/Loadflowbal）の表示イメージ

表 6-42　物理サーバリスト（HA8000-ie/Loadflowbal）の表示項目の説明

（f） 物理サーバポートリスト（HA8000-ie/Loadflowbal）

該当する物理サーバに設定されているポートの一覧表です。

表示項目 内容

［サーバ名］ 物理サーバ名が表示されます。

［IPアドレス］ 物理サーバの IPアドレスが表示されます。IPアドレスは，IPv4形式
（nnn.nnn.nnn.nnn）で表示されます。

［ウェイト（最
少接続）］

「最少接続」のウェイト値が表示されます。

［ウェイト（応
答時間）］

「応答時間」のウェイト値が表示されます。
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図 6-37　物理サーバポートリスト（HA8000-ie/Loadflowbal）の表示イメージ

表 6-43　物理サーバポートリスト（HA8000-ie/Loadflowbal）の表示項目の説明

物理サーバポートリストは，選択したネットワーク構成要素によって表示内容が異なり
ます。選択したネットワーク構成要素と物理サーバポートリストの内容の関係について，
次の表に示します。

表 6-44　選択するネットワーク構成要素と物理サーバポートリストの表示内容

（8） リストエリア（STM）

リストエリアには，ネットワーク構成ツリーで選択した各要素の中身が一覧（リスト）
で表示されます。選択した要素によって，表示される内容が異なります。ツリーエリア
で選択した要素とリストエリアに表示される内容の対応を，次の表に示します。

表示項目 内容

［ポート］ 該当する物理サーバに設定されているポート番号が表示されます。

［状態］ 物理サーバポートの状態が表示されます。表示される状態は次のとおりです。
•「Enable」
該当するポートは有効な状態です。

•「Disable」
該当するポートは無効な状態です。

ネットワーク構成要素 物理サーバポートリスト

物理サーバツリーの物理サーバ 選択したネットワーク構成要素下に設定されてい
るすべてのポートが表示されます。

バインド状況ツリーの物理サーバ 選択したネットワーク構成要素下に設定されてい
るポートのうち，バインドされているポートだけ
表示されます。
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表 6-45　ツリーエリアで選択した要素とリストエリアに表示される内容の対応（STM）

注※
バインド済みのゾーンだけがリストエリアに表示されます。

以降に，リストエリアに表示される，それぞれのリストの表示イメージを示します。ま
た，各リストの表示項目の詳細について説明します。

（a）スイッチリスト（STM）

SLBが設定されているスイッチとスイッチの状態を示す一覧表です。

ツリーエリアで選択した要素 リストエリアに表示される内容

ルート スイッチリスト SLBが設定されているスイッチが一
覧で表示されます。

スイッチ サブツリーリスト 該当するスイッチの配下にあるサブ
ツリーのルート名が一覧で表示され
ます。

• ゾーンツリーのルート
• グループツリーのルート
• 物理サーバツリーのルート
• バインド状況ツリーのルート

会社リスト 該当するスイッチに登録されている
会社が一覧で表示されます。

• ゾーンツリーの会社
• バインド状況ツリーの会社※

ゾーンリスト 該当するスイッチに設定されている
ゾーンが一覧で表示されます。

• ゾーンツリーのゾーン ゾーン情報リスト 該当するゾーンの設定情報が表示さ
れます。

• グループツリーの会社 グループリスト 該当するスイッチに設定されている
グループが一覧で表示されます。

• グループツリーのグループ グループ情報リスト 該当するグループの設定情報が表示
されます。

• 物理サーバツリーの会社 物理サーバリスト 該当するスイッチに設定されている
物理サーバが一覧で表示されます。

• 物理サーバツリーの物理サーバ
• バインド状況ツリーの物理サーバ

物理サーバ情報リス
ト

該当する物理サーバの設定情報が表
示されます。

• バインド状況ツリーのゾーン
• バインド状況ツリーのグループ

バインドリスト 該当するゾーンまたはグループにバ
インドされているグループまたは物
理サーバが一覧で表示されます。
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図 6-38　スイッチリスト（STM）の表示イメージ

表 6-46　スイッチリスト（STM）の表示項目の説明

（b）サブツリーリスト（STM）

ネットワーク構成ツリーのサブツリーのルート名を示す一覧表です。

表示項目 内容

［スイッチ名］ 該当するアダプターサーバのスイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）に定義した
スイッチ名が表示されます。

［アダプター名］ 該当するアダプターサーバの動作条件定義ファイル（nca.conf）に定義した，該当
するスイッチを管理しているアダプターサーバ名が表示されます。

［状態］ 該当するスイッチとの接続状態が表示されます。スイッチリスト（STM）に表示さ
れる状態を次に示します。
•「正常」
•「構成情報の同期が必要です。」
•「スイッチに接続できません。」
•「アダプターが起動していません。」

表示される状態の意味は，ツリーエリアに表示されるアイコンの意味と同じです。
表示される状態の意味については，「表 6-4　状態アイコンの色と状態の意味」を参
照してください。

［最終更新日時］ 該当するスイッチの構成情報を DBに格納した日時が表示されます。
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図 6-39　サブツリーリスト（STM）の表示イメージ

表 6-47　サブツリーリスト（STM）の表示項目の説明

（c）会社リスト

該当するスイッチに登録されている会社の一覧表です。

図 6-40　会社リスト（STM）の表示イメージ

表示項目 内容

［サブツリー名］ ネットワーク構成ツリーのサブツリーのルート名が表示されます。
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表 6-48　会社リスト（STM）の表示項目の説明

（d）ゾーンリスト

該当するスイッチに設定されているゾーンの一覧です。

図 6-41　ゾーンリスト（STM）の表示イメージ

表 6-49　ゾーンリスト（STM）の表示項目の説明

ゾーンリストは，選択したネットワーク構成要素によって表示内容が異なります。選択
したネットワーク構成要素とゾーンリストの内容の関係について，次の表に示します。

表示項目 内容

［会社名］ 会社名が表示されます。

表示項目 内容

［ゾーン名］ ゾーン名が表示されます。

［Sticky］ 該当するゾーンに，「Sticky」が使用されているかどうかが表示されます。
•「使用」

Stickyが使用されています。
•「未使用」

Stickyは使用されていません。

［タイムアウト］ ［Sticky］に設定されているタイムアウト値が表示されます。設定されていない場合
は何も表示されません。

［Full Notice 
IP］

該当するゾーンで，「Full Notice IP」に設定されている IPアドレスが表示されます。
表示形式は，IPv4形式（nnn.nnn.nnn.nnn）です。
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表 6-50　選択するネットワーク構成要素とゾーンリストの表示内容

（e）ゾーン情報リスト

該当するゾーンの設定情報です。

図 6-42　ゾーン情報リスト（STM）の表示イメージ

表 6-51　ゾーン情報リスト（STM）の表示項目の説明

ネットワーク構成要素 論理サーバポートリスト

ゾーンツリーの会社 選択したネットワーク構成要素下に設定されてい
るすべてのゾーンが表示されます。

バインド状況ツリーの会社 選択したネットワーク構成要素下に設定されてい
るゾーンのうち，バインドが設定されているゾー
ンだけ表示されます。

表示項目 内容

［ゾーン情報］ ゾーン名 ゾーン名が表示されます。

Sticky 該当するゾーンに，「Sticky」が使用されてい
るかどうかが表示されます。
•「使用」

Stickyが使用されています。
•「未使用」

Stickyは使用されていません。

タイムアウト 「Sticky」に設定されているタイムアウト値が
表示されます。設定されていない場合は何も表
示されません。

Full Notice IP 該当するゾーンで，「Full Notice IP」に設定さ
れている IPアドレスが表示されます。表示形
式は，IPv4形式（nnn.nnn.nnn.nnn）です。
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（f） グループリスト

該当するスイッチに設定されているグループの一覧です。

図 6-43　グループリスト（STM）の表示イメージ

表 6-52　グループリスト（STM）の表示項目の説明

ロードバランシング方法（1） 該当するゾーンに設定されているロードバラン
シング方法が表示されます。設定されていない
場合は何も表示されません。ロードバランシング方法（2）

ロードバランシング方法（3）

ロードバランシング方法（4）

ロードバランシング方法（5）

表示項目 内容

［グループ名］ グループ名が表示されます。

［P/Sタイプ］ 該当するグループの動作モードが表示されます。
•「Primary」
プライマリーとして作動させます。

•「Secondary」
セカンダリーとして作動させます。

ロードバランシングは，Primaryが設定されているグループへ優先的に実行されま
す。

表示項目 内容
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（g）グループ情報リスト

該当するグループの設定情報です。

図 6-44　グループ情報リスト（STM）の表示イメージ

表 6-53　グループ情報リスト（STM）の表示項目の説明

（h）物理サーバリスト（STM）

該当するスイッチに設定されている物理サーバの一覧です。

［グループタイ
プ］

グループの種別が表示されます。
•「POP」
グループの種別は POPグループです。

•「VIP」
グループの種別は VIPグループです。

•「General」
グループの種別は Generalグループです。

表示項目 内容

［グループ情報］ グループ名 グループリストと同様の内容が表示されます。表示内容の詳細
については，「6.6.1（8）（f）　グループリスト」を参照してくだ
さい。

P/Sタイプ

グループタイプ

POP名 該当するグループの種別が POPグループのとき，設定されてい
る POP名が表示されます。

論理 IPアドレ
ス

該当するグループの種別が VIPグループのとき，設定されてい
る論理 IPアドレスが表示されます。

表示項目 内容
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図 6-45　物理サーバリスト（STM）の表示イメージ

表 6-54　物理サーバリスト（STM）の表示項目の説明

（i） 物理サーバ情報リスト

該当する物理サーバの設定情報です。

表示項目 内容

［サーバ名］ 物理サーバ名が表示されます。

［IPアドレス］ 物理サーバの IPアドレスが表示されます。IPアドレスは，IPv4形式
（nnn.nnn.nnn.nnn）で表示されます。

［P/Sタイプ］ 該当する物理サーバの動作モードを設定します。
•「Primary」
プライマリーサーバとして作動させます。

•「Secondary」
セカンダリーサーバとして作動させます。

セカンダリーサーバは，プライマリーサーバのバックアップサーバとして使用されま
す。
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図 6-46　物理サーバ情報リスト（STM）の表示イメージ

表 6-55　物理サーバ情報リスト（STM）の表示項目の説明

（j） バインドリスト

該当するゾーンまたはグループにバインドされているグループまたは物理サーバの一覧
表です。

表示項目 内容

［物理サーバ
情報］

物理サーバ
名

物理サーバリストと同様の内容が表示されます。表示内容の詳細につい
ては，「6.6.1（8）（ｈ）　物理サーバリスト（STM）」を参照してくださ
い。IPアドレス

P/Sタイプ
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6.　画面－基本画面
図 6-47　バインドリスト（STM）の表示イメージ

表 6-56　バインドリスト（STM）の表示項目の説明

（9） ステータスバー

現在の JP1/Cm2/NC - Viewのステータスを示すメッセージが表示されます。スイッチに
対して構成情報を設定しているときには「ネットワーク構成情報の設定処理中です。」が
表示されます。設定処理が終了すると，「ネットワーク構成情報の設定が完了しました。」
または「ネットワーク構成情報の設定が失敗しました。」が表示されます。

表示項目 内容

［名称］ 該当するゾーンまたはグループにバインドされているグループまたは物理サーバの名
称が表示されます。

［種類］ 該当する要素の種類が表示されます。
•「グループ」
•「物理サーバ」
184



6.　画面－基本画面
6.7　［Network Element Configuration - View］
ウィンドウ（スイッチ構成ビュー）

スイッチ構成ビューは，スイッチの設定機能のうち，VLANおよび SLB以外の設定状況
を表示したり，設定したりするためのビューです。このビューを起点にして操作します。
このビューは，次の場合に使用します。

• AX2400S，AX3600S，BS2000，BS320，BS500，および BS500 1Gbx40に対して，
アクセス制御の設定状況を確認したり，設定したりする場合。

• BS1000に対して，アクセス制御および QoS制御の設定状況を確認したり，設定した
りする場合。

• BS2000，BS320，BS500，および BS500 1Gbx40に対して，アップリンクフェイル
オーバーの設定状況を確認したり，設定したりする場合。

［Network Element Configuration - View］ウィンドウ（スイッチ構成ビュー）を次の図
に示します。

図 6-48　［Network Element Configuration - View］ウィンドウ（スイッチ構成ビュー）

スイッチ構成ビュー表示時，ネットワーク構成ツリーでは「ルート」が選択されていま
す。

スイッチ構成ビューには，構成情報がない（オフホワイトの）スイッチは表示されませ
ん。構成情報がないスイッチから構成情報を再取得する場合は，管理対象ビューから操
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6.　画面－基本画面
作してください。

スイッチ構成ビューの構成要素について，マニュアルの参照先を次の表に示します。

表 6-57　スイッチ構成ビューの構成要素についてのマニュアル参照先

6.7.1　スイッチ構成ビューの構成要素
スイッチ構成ビューを構成する要素について次に説明します。

（1） ツールバー

スイッチ構成ビューのツールバーには，スイッチ構成ビューでよく使うメニューコマン
ドの機能がボタンで表示されています。ツールバーのボタンを使うと，複数の操作をし
ないで直接機能を利用できます。スイッチ構成ビューのツールバーに表示されるボタン
のアイコンと機能を次に説明します。

 スイッチ構成情報の設定ボタン
［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボックスを表示します。ツリーエリアでス
イッチを選択したときにボタンをクリックできます。

 アクセス制御情報の設定ボタン
［アクセス制御情報の設定］ダイアログボックスを表示します。ネットワーク構成ツ
リーで次の要素を選択したときにボタンをクリックできます。
• スイッチ
• ポート

 QoS制御情報の設定ボタン
［QoS制御情報の設定］ダイアログボックスを表示します。ネットワーク構成ツリー
で次の要素を選択したときにボタンをクリックできます。
• スイッチ
• ポート

 最新の情報に更新ボタン
マネージャーサーバの DBから最新の情報を取得し，ツリーエリアのネットワーク
構成ツリーを再構成します。

スイッチ構成ビューの構成要素 参照先

ツールバー 6.7.1（1）

ビュー選択メニュー 6.7.1（2）

ツリーエリア 6.7.1（3）

リストエリア 6.7.1（4）
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6.　画面－基本画面
（2） ビュー選択メニュー

ビュー選択メニューは，スイッチ構成ビューから別のビューに表示を切り替えるための
プルダウンメニューです。プルダウンメニューから表示したいビュー名を選択すると，
［Network Element Configuration - View］ウィンドウの表示が選択したビューに切り替
わります。

（3） ツリーエリア

スイッチ構成ビューのツリーエリアには，JP1/Cm2/NCで VLANおよび SLB以外の設
定ができるスイッチ，および該当するスイッチの実装済みポートがネットワーク構成ツ
リーとして表示されます。スイッチ構成ビューのネットワーク構成ツリーを参照すると，
VLANおよび SLB以外の設定ができるスイッチがわかります。

スイッチ構成ビューのネットワーク構成ツリーを構成する要素を，次の図に示します。

図 6-49　ネットワーク構成要素

ネットワーク構成要素の詳細について次の表に示します。

表 6-58　ネットワーク構成要素の詳細

ネットワーク構成要素 説明

ルート ネットワーク構成ツリーの最上位の要素です。ネットワーク構成ツ
リー上に「ルート」と表示されます。
表示する情報がまったくない場合，ツリーエリアには「ルート」だ
け表示されます。

スイッチ JP1/Cm2/NCで VLANおよび SLB以外の設定ができるスイッチで
す。
なお，該当するスイッチでも，構成情報を取得できなかったスイッ
チはスイッチ構成ビューに表示されません。構成情報のないスイッ
チは，管理対象ビューだけに表示されます。
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注※
BS500 1Gbx40の場合，スイッチ側でのポート名は下記の形式となりますが，スイッチ番号は
1固定であり，かつスイッチの運用コマンドではスイッチ番号を使用しないため，JP1/Cm2/
NCで表示するポート名称からはスイッチ番号を省略しています。
インターフェースタイプ△スイッチ番号 /NIF番号 /ポート番号

JP1/Cm2/NC - View起動直後，ツリーエリアにはスイッチが展開された状態で，ネット
ワーク構成ツリーが表示されます。

なお，ツリーエリアでは，一度に複数のネットワーク構成要素を選択することはできま
せん。

また，ネットワーク構成要素のスイッチについて，JP1/Cm2/NCとスイッチとの接続状
態を状態アイコンの色で識別しています。状態アイコンの色と状態の意味については，
「表 6-4　状態アイコンの色と状態の意味」を参照してください。

（4） リストエリア

リストエリアには，ネットワーク構成ツリーで選択した各要素の中身が一覧（リスト）
で表示されます。選択した要素によって，表示される内容が異なります。ツリーエリア
で選択した要素とリストエリアに表示される内容の対応を，次の表に示します。

表 6-59　ツリーエリアで選択した要素とリストエリアに表示される内容の対応

以降に，リストエリアに表示される，それぞれのリストの表示イメージを示します。ま
た，各リストの表示項目の詳細について説明します。

ポート 該当するスイッチに実装されているポートです。ネットワーク構成
ツリー上で，ポート名は次のように表示されます。△は半角スペー
スを表します。
AX2400S・AX3600S・BS2000・BS320・BS500・BS500 1Gbx40
の場合※

インターフェースタイプ△ NIF番号 /ポート番号
（例：GigabitEthernet 0/1）

BS1000の場合
NIF番号 /ポート番号
（例：0/1）

ツリーエリアで選択した要素 リストエリアに表示される内容

ルート スイッチリ
スト

VLANおよび SLB以外を JP1/Cm2/NCで
設定できるスイッチが一覧で表示されます。

スイッチ ポートリス
ト

該当するスイッチに実装されているポート
が一覧で表示されます。

ポート 構成リスト 該当するポートに設定されている，VLAN
および SLB以外の情報が表示されます。

ネットワーク構成要素 説明
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（a）スイッチリスト

VLANおよび SLB以外を JP1/Cm2/NCで設定できるスイッチとスイッチの状態を示す
一覧表です。

図 6-50　スイッチリストの表示イメージ

表 6-60　スイッチリストの表示項目の説明

（b）ポートリスト

該当するスイッチに実装されているポートの一覧表です。

表示項目 内容

［スイッチ名］ 該当するアダプターサーバのスイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）に定義した
スイッチ名が表示されます。

［アダプター名］ 該当するアダプターサーバの動作条件定義ファイル（nca.conf）に定義した，該当
するスイッチを管理しているアダプターサーバ名が表示されます。

［状態］ 該当するスイッチとの接続状態が表示されます。スイッチリストに表示される状態
を次に示します。
•「正常」
•「構成情報の同期が必要です。」
•「スイッチに接続できません。」
•「アダプターが起動していません。」

表示される状態の意味は，ツリーエリアに表示されるアイコンの意味と同じです。
表示される状態の意味については，「表 6-4　状態アイコンの色と状態の意味」を参
照してください。

［最終更新日時］ 該当するスイッチの構成情報を DBに格納した日時が表示されます。
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図 6-51　ポートリストの表示イメージ

表 6-61　ポートリストの表示項目の説明

（c）構成リスト

該当するポートに設定されている，VLANおよび SLB以外の情報の一覧です。

図 6-52　構成リストの表示イメージ

表示項目 内容

［ポート］ 該当するスイッチに実装されているポート名が表示されます。
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表 6-62　構成リストの表示項目の説明

表示項目 内容

［項目］ 該当するポートに設定されている，VLANおよび SLB以外の情報が表示されます。

［状態］ 該当する情報について，設定の状態が次の二とおりで表示されます。
• 設定済

AX2400S・AX3600Sの場合，該当するポートにアクセス制御リスト（フィル
ター）が一つ以上適用されています。
BS2000・BS320・BS500・BS500 1Gbx40の場合，該当するポートにアクセス制
御リスト（フィルター），またはアップリンクフェイルオーバー情報が，一つ以上
設定されています。
BS1000の場合，該当するポートにアクセス制御情報，または QoS制御情報が，
一つ以上設定されています。

• 未設定
該当する情報は，設定されていません。
191





7　 画面－VLANビューのダイア
ログボックス（AX2400S・
AX3600S・BS2000・
BS320・BS500・BS500 
1Gbx40）
この章では，AX2400S，AX3600S，BS2000，BS320，
BS500，および BS500 1Gbx40の VLANの設定で使用する画
面の表示項目，および定義項目について説明します。なお，各
画面の表示内容および設定内容の詳細については，適宜
AX2400S，AX3600S，および BladeSymphonyのソフトウェ
アマニュアルを参照してください。

7.1　［スイッチ情報］ダイアログボックス

7.2　［スイッチ一覧］ダイアログボックス

7.3　［VLAN一覧］ダイアログボックス

7.4　［VLAN定義の追加］ダイアログボックス

7.5　［VLAN定義の変更］ダイアログボックス

7.6　［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボックス

7.7　［ポートの設定］ダイアログボックス

7.8　［VLAN構成情報の設定］ダイアログボックス

7.9　［スイッチの選択］ダイアログボックス
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1Gbx40）
7.10　［ポート VLAN－基本設定］ダイアログボックス

7.11　［ポート VLAN－拡張設定］ダイアログボックス

7.12　［設定結果］ダイアログボックス（VLAN構成情報）
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1Gbx40）
7.1　［スイッチ情報］ダイアログボックス
［スイッチ情報］ダイアログボックスは，スイッチの基本情報やスイッチ構成情報を確認
するためのダイアログボックスです。

［スイッチ情報］ダイアログボックスには，［全般］ページと［スイッチ構成情報］ペー
ジがあります。［全般］ページには，スイッチ名や状態など，スイッチの基本情報が表示
されます。［スイッチ構成情報］ページには，該当スイッチのスイッチ構成情報が表示さ
れます。

7.1.1　［全般］ページ
［全般］ページを次の図に示します。

図 7-1　［全般］ページ

表示項目について説明します。

［スイッチ名］
該当するスイッチの名称が表示されます。スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）
に定義したスイッチ名が表示されます。

［状態］
該当するスイッチとの接続状態が表示されます。表示される状態は，［Network 
Element Configuration - View］ウィンドウのツリーエリアに表示される状態アイコ
ンの状態と同じです。詳細については，「6.3.1（3）　ツリーエリア」の「表 6-4　状
態アイコンの色と状態の意味」を参照してください。

［モデル］
該当するスイッチのモデルが表示されます。モデルが不明な場合は，「不明」と表示
されます。モデルの情報を持たないスイッチの場合は，何も表示されません。

［ソフトウェアバージョン］
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ルーティングソフトウェアのバージョンが表示されます。バージョンは，先頭から
11文字までが表示されます。11文字より長い場合，12文字目以降は表示されませ
ん。

［ドメイン名］
該当するスイッチが所属している VLAN管理ドメイン名が表示されます。ドメイン
名は，スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）に定義したドメイン名が表示されま
す（デフォルトドメインは，JP1/Cm2/NC - Manager動作条件定義ファイル
（ncm.conf）で定義されています）。

［最終更新日時］
該当するスイッチの構成情報を DBに格納した日時が表示されます。

7.1.2　［スイッチ構成情報］ページ
［スイッチ構成情報］ページを次の図に示します。

図 7-2　［スイッチ構成情報］ページ

表示項目について説明します。

［TPID］
該当するスイッチに設定されている VLAN-Tagの TPIDの値が表示されます。設定
していない場合は，何も表示されません。

［VLANごとのMACアドレス］
該当するスイッチに設定されている VLANごとのMACアドレスプレフィックスの
値を，「nn:nn:nn:nn:nn:nn/マスク長」形式で表示します。設定していない場合は，
何も表示されません。
AX2400Sの場合は，この項目に何も表示されません。

［ポート情報］
該当するスイッチのポートの設定内容が表示されます。各表示項目の内容について
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1Gbx40）
は，VLANビューの「ポートリスト」と同様です。「6.5.1（4）（d）　ポートリスト」
の「表 6-19　ポートリスト（AX2400S・AX3600S・BS2000・BS320・BS500・
BS500 1Gbx40）の表示項目の説明」を参照してください。
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7.2　［スイッチ一覧］ダイアログボックス
［スイッチ一覧］ダイアログボックスは，VLAN管理ドメインの配下にどのようなスイッ
チがあるかを確認するためのダイアログボックスです。［スイッチ一覧］ダイアログボッ
クスを次の図に示します。

図 7-3　［スイッチ一覧］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［ドメイン名］
該当する VLAN管理ドメインの名称が表示されます。スイッチ定義ファイル
（ncaswitch.conf）に定義した VLAN管理ドメイン名が表示されます。デフォルトド
メインは，JP1/Cm2/NC - Manager動作条件定義ファイル（ncm.conf）で定義され
ています。

［スイッチ一覧］
該当する VLAN管理ドメインにどのようなスイッチがあるかを示す一覧が表示され
ます。表示内容については，VLANビューのリストエリアの「スイッチリスト」と
同様です。詳細については，「6.5.1（4）（c）　スイッチリスト」の「表 6-18　ス
イッチリストの表示項目の説明」を参照してください。
なお，［スイッチ一覧］の任意の行を選択したあと，［詳細］ボタンをクリックする
か，またはスイッチ名称をダブルクリックすると，［VLAN一覧］ダイアログボック
スが表示されます。
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7.3　［VLAN一覧］ダイアログボックス

［VLAN一覧］ダイアログボックスは，あるスイッチにどの VLANが割り当てられてい
るかを確認するためのダイアログボックスです。

［VLAN一覧］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 7-4　［VLAN一覧］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［スイッチ名］
該当するスイッチの名称が表示されます。スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）
に定義したスイッチ名が表示されます。

［VLAN一覧］
該当するスイッチに設定されている VLANの一覧が表示されます。

［VLAN-ID］
VLAN-IDが表示されます。

［タイプ］
VLAN種別が表示されます。表示される種別は「ポート」です。

［状態］
VLANの状態が表示されます。表示される状態を次に示します。
•［Active］
すべてのフレームの送受信ができる状態です。
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•［Suspend］
フレームの送受信がすべてできない状態です。

［VLAN名］
該当する VLANの VLAN名が表示されます。
この VLAN名は，スイッチに設定されている VLAN名です。VLAN定義情報
で指定する VLAN名とは関係ありません。

［IPアドレス］
VLANインターフェースで使用する IPアドレスが表示されます。
IPv4形式の場合は，「nnn.nnn.nnn.nnn/マスク長」形式で表示されます。
IPv6形式の場合は，「nnnn:nnnn:nnnn:nnnn:nnnn:nnnn:nnnn:nnnn/プレ
フィックス長」形式で表示されます。省略形式では表示されません。IPv4形式
と IPv6形式の両方が設定されている場合，「IPv4，IPv6」の順で，「,」（コン
マ）で区切って表示されます。

［IPv6アドレス使用有無］
VLANインターフェースに IPv6アドレスが使用されているかどうかが「使用」
または「未使用」で表示されます。
AX2400Sの場合は，この項目に何も表示されません。

［MACアドレス］
VLANインターフェースで使用するMACアドレスの種別が表示されます。次
に示す種別が表示されます。
•［装置］
スイッチに割り当てられているMACアドレスを使用します。

•［VLAN］
VLANごとに割り当てられているMACアドレスを使用します。

AX2400Sの場合は，この項目に何も表示されません。
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7.4　［VLAN定義の追加］ダイアログボックス

［VLAN定義の追加］ダイアログボックスは，VLAN定義情報を VLAN管理ドメインに
追加するためのダイアログボックスです。［VLAN定義の追加］ダイアログボックスを次
の図に示します。

図 7-5　［VLAN定義の追加］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［VLAN-ID］
追加する VLANの IDを指定します。指定できる値は，2～ 4095の整数です。デ
フォルトは空白です。この VLAN-IDの上限値まで VLANをネットワーク上に構築
できます。ただし，同じ VLAN管理ドメイン内にある VLAN同士で重複した値は
指定しないでください。

［VLAN名］
ネットワーク構成ツリーに表示する VLANの名称を，63バイト以内の文字列で指定
します。この項目には全角文字を指定できます。ここで指定する名称は，スイッチ
には設定されません。マネージャーサーバの DBに保存されます。

［タイプ］
追加する VLANの種別を指定します。指定できる種別は，［ポート］です。

［備考］
コメントを 255バイト以内の文字列で指定します。この項目には全角文字を指定で
きます。ここで指定する内容は，スイッチには設定されません。マネージャーサー
バの DBに保存されます。この項目はオプションです。
201



7.　画面－ VLANビューのダイアログボックス（AX2400S・AX3600S・BS2000・BS320・BS500・BS500 
1Gbx40）
7.5　［VLAN定義の変更］ダイアログボックス

［VLAN定義の変更］ダイアログボックスは，定義済みの VLAN定義情報を変更するた
めのダイアログボックスです。［VLAN定義の変更］ダイアログボックスを次の図に示し
ます。

図 7-6　［VLAN定義の変更］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［VLAN-ID］
変更する VLANの IDが表示されます。この項目は変更できません。

［VLAN名］
ネットワーク構成ツリーに表示する VLANの名称を，63バイト以内の文字列で指定
します。この項目には全角文字を指定できます。ここで指定する名称は，スイッチ
には設定されません。マネージャーサーバの DBに保存されます。

［タイプ］
変更する VLANに定義されている VLANの種別が表示されます。この項目は変更
できません。

［備考］
コメントを 255バイト以内の文字列で指定します。この項目には全角文字を指定で
きます。ここで指定する内容は，スイッチには設定されません。マネージャーサー
バの DBに保存されます。この項目はオプションです。
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7.6　［スイッチ構成情報の設定］ダイアログ
ボックス

［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボックスは，スイッチへスイッチ構成情報を設定
するためのダイアログボックスです。各設定項目の詳細については，スイッチのマニュ
アルを参照してください。［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボックスを次の図に示
します。

図 7-7　［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［スイッチ名］
該当するスイッチの名称が表示されます。スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）
に定義したスイッチ名が表示されます。

［TPID］
該当するスイッチが付ける VLAN-Tagの TPIDを指定します。指定できる値は，
0000～ FFFF（4けたの 16進数）です。この項目はオプションです。
この項目は vlan-dot1q-ethertypeコマンドを使用して設定します。

［VLANごとのMACアドレス］
VLAN単位に使用するMACアドレスのプレフィックスを指定します。VLANごと
のMACアドレスは，該当するスイッチがレイヤー 3を中継（該当するスイッチか
らの中継，または該当するスイッチあての中継を含む）する場合に使用します。
MACアドレスは，「nn:nn:nn:nn:nn:nn/マスク長」形式で指定してください。
MACアドレスは，MACアドレスとして形式が正しければ，マルチキャストMAC
アドレス（先頭バイトの最下位ビットが 1のアドレス）以外は，任意の値を指定で
きます。ただし，JP1/Cm2/NCでは値の妥当性まではチェックしません。
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「マスク長」は，8～ 34の範囲で指定します。
この項目は，オプションです。また，AX2400Sでは指定できません。
この項目は vlan-mac-prefixコマンドを使用して設定します。

［ポート情報］
該当するスイッチのポートの設定内容が表示されます。各表示項目の内容について
は，VLANビューの「ポートリスト」と同様です。「6.5.1（4）（d）　ポートリスト」
の「表 6-19　ポートリスト（AX2400S・AX3600S・BS2000・BS320・BS500・
BS500 1Gbx40）の表示項目の説明」を参照してください。

［ポートの設定］ボタン
［ポートの設定］ダイアログボックスを表示します。
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7.7　［ポートの設定］ダイアログボックス
［ポートの設定］ダイアログボックスは，次に示す内容をポートに設定するためのダイア
ログボックスです。

• ポートモード
• TPID

［ポートの設定］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 7-8　［ポートの設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［選択可能ポート］
選択できるポートの設定内容が表示されます。
設定を変更するポートをクリックで指定します。一度に複数のポートを選択できま
す。

［変更後のポートモード］
変更後のポートモードを指定します。プルダウンメニューにポートモードの一覧が
表示され，指定できます。
デフォルトでは空白となり，何も表示されていません。プルダウンメニューから
「（空白）」を指定した場合，変更前のポートモードのまま設定内容は変更されませ
ん。
•「アクセス」
アクセスモードです。

•「トランク」
トランクモードです。
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•「プロトコル」
プロトコル VLANモードです。

•「MAC」
MAC VLANモードです。

•「トンネリング」
トンネリングモードです。

この項目は switchport modeコマンドを使用して設定します。

［変更後の TPID］
変更後の TPIDを指定します。指定できる値は，0000～ FFFF（4けたの 16進数）
です。［選択可能ポート］で選択したポートの TPIDの設定を削除したい場合は，プ
ルダウンメニューから「削除」を選択します。
デフォルトでは空白となり，何も表示されていません。プルダウンメニューから
「（空白）」を指定した場合，変更前の TPIDのまま設定内容は変更されません。
この項目は switchport dot1q ethertypeコマンドを使用して設定します。

［変更］ボタン
ポートモードおよび TPIDを指定した内容に変更します。どちらか一方の内容を変
更することもできます。
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7.8　［VLAN構成情報の設定］ダイアログボッ
クス

［VLAN構成情報の設定］ダイアログボックスは，VLAN構成情報を設定するためのダ
イアログボックスです。［VLAN構成情報の設定］ダイアログボックスを次の図に示しま
す。

図 7-9　［VLAN構成情報の設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［ドメイン名］
該当する VLANが所属している VLAN管理ドメイン名が表示されます。ドメイン
名は，スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）に定義したドメイン名が表示されま
す。デフォルトドメインは，JP1/Cm2/NC - Manager動作条件定義ファイル
（ncm.conf）で定義されています。

［VLAN一覧］
VLAN管理ドメイン内の定義済みの VLANを一覧で表示します。
表示内容については，［Network Element Configuration - View］ウィンドウのリス
トエリアの「VLANリスト」と同様です。詳細については，「6.5.1（4）（b）　
VLANリスト」の「表 6-17　VLANリストの表示項目の説明」を参照してくださ
い。［VLAN一覧］の任意の行を選択すると，選択した VLANを構成しているス
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イッチが，［スイッチ一覧］に表示されます。

［VLAN定義の追加］ボタン
VLAN定義情報を VLAN管理ドメインに追加するために使用します。［VLAN
定義の追加］ダイアログボックスが表示されます。VLANの定義数が 4,094個
以下の場合にクリックできます。

［VLAN定義の変更］ボタン
すでに定義している VLAN定義情報を変更するために使用します。［VLAN定
義の変更］ダイアログボックスが表示されます。［VLAN一覧］の任意の行を選
択するとクリックできます。

［VLAN定義の削除］ボタン
選択した VLANの定義を VLAN管理ドメインから削除します。ただし次の場
合は削除できません。
• VLAN-IDが 1（デフォルト VLAN）の場合

［VLAN一覧］の任意の行を選択するとクリックできます。
VLAN定義の削除後，削除された VLANにアクセスポートとして設定されてい
たポートは，デフォルト VLAN（VLAN-ID：1）のアクセスポートに変更され
ます。

［スイッチ一覧］
［VLAN一覧］で選択した VLANを構成するスイッチを一覧で表示します。スイッ
チの状態とスイッチ名の対応が表示されます。
［状態］には，スイッチとの接続状態がアイコンで表示されます。アイコンの色と状
態については，「6.3.1（3）　ツリーエリア」の「表 6-4　状態アイコンの色と状態の
意味」を参照してください。「青」，「赤」，「黄」，「緑」の順番，または「緑」，「黄」，
「赤」，「青」の順番でソートして表示できます。
［スイッチ名］には，スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）に定義したスイッチ
名が表示されます。

［スイッチの追加］ボタン
該当する VLANに，VLANを構成するスイッチを追加します。［スイッチの選
択］ダイアログボックスが表示されます。
［スイッチの追加］ボタンは，［VLAN一覧］の任意の行を選択するとクリック
できます。

［スイッチの変更］ボタン
選択したスイッチの VLANの構成情報を変更します。［ポート VLAN－基本設
定］ダイアログボックスが表示されます。
［スイッチの変更］ボタンは，［スイッチ一覧］の任意の行を選択するとクリッ
クできます。

［スイッチの削除］ボタン
該当する VLANから VLANを構成しているスイッチを削除します。［スイッチ
一覧］の任意の行を選択するとクリックできます。
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スイッチの削除を確認するダイアログボックスが表示され，［OK］をクリック
すると，［スイッチ一覧］から削除されます。
スイッチの削除後，削除したスイッチの，該当する VLANにアクセスポートと
して設定されていたポートは，デフォルト VLAN（VLAN-ID：1）のアクセス
ポートに変更されます。
なお，該当する VLANを構成するスイッチがすべて削除されても，VLAN定義
は削除されません。
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7.9　［スイッチの選択］ダイアログボックス
［スイッチの選択］ダイアログボックスは，VLANに追加するスイッチの種類を選択する
ためのダイアログボックスです。［スイッチの選択］ダイアログボックスを次の図に示し
ます。

図 7-10　［スイッチの選択］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［VLAN-ID］
スイッチを追加する VLANの VLAN-IDが表示されます。

［スイッチ名］
追加するスイッチを選択します。該当する VLAN管理ドメイン配下にあるすべての
スイッチが，プルダウンメニューに表示されます。
なお，JP1/Cm2/NCでは，この項目で選択したスイッチが，該当する VLAN-IDの
VLANに追加できるかどうかはチェックしません。
スイッチによっては，設定できる VLAN-IDの範囲が異なります。設定できる
VLAN-IDの最大値を確認し，適切なスイッチを選択してください。
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7.10　［ポート VLAN－基本設定］ダイアログ
ボックス

［ポート VLAN－基本設定］ダイアログボックスは，VLANを構成するスイッチのポー
トに，ポート VLANを設定するためのダイアログボックスです。VLAN管理ドメインの
配下にあるすべてのスイッチから，ポート VLANを構成するスイッチを選択します。各
設定項目の詳細については，スイッチのマニュアルを参照してください。［ポート VLAN
－基本設定］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 7-11　［ポート VLAN－基本設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［VLAN-ID］
ポート VLANを設定する VLANの VLAN-IDが表示されます。

［スイッチ名］
［VLAN構成情報の設定］ダイアログボックス，または［スイッチの選択］ダイアロ
グボックスで選択したスイッチ名が表示されます。
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［ポート指定種別］
該当する VLANに所属するポートのポート種別を，プルダウンメニューから選択し
ます。デフォルトでは「アクセスポート」が表示されます。
• アクセスポート

VLANにアクセスポートとして所属しています。
• ネイティブ指定トランクポート
該当する VLANにネイティブ指定のトランクポートとして所属しています。

• トランクポート
該当する VLANにトランクポートとして所属しています。

［ポート情報］

［ポート一覧］
該当するスイッチに設定されているすべてのポートおよびポートの情報が表示
されます。
所属ポートに追加したい場合は，ポートを選択し［追加 >>］ボタンをクリック
します。一度に複数のポートを選択して追加できます。追加したポートは［所
属ポート］に表示されます。
ただし，［ポート指定種別］で「アクセスポート」または「ネイティブ指定トラ
ンクポート」を指定したポートは，一つの VLANにだけ所属できます。そのた
め，例えば，ある VLANに「アクセスポート」として所属しているポートを別
の VLANにも「アクセスポート」として所属させることはできません。
なお，［所属ポート］にポートを追加しても，［ポート一覧］からは削除されま
せん。［ポート一覧］には常にすべてのポートが表示されます。
［所属ポート］への追加は，switchport access vlan（アクセスポートの場合），
switchport trunk native vlan（ネイティブ指定トランクポートの場合），または
switchport trunk allowed vlan（トランクポートの場合）コマンドを使用して設
定します。

［所属ポート］
［ポート指定種別］で指定した種別で所属しているポートとポートの情報が表示
されます。
設定を解除したい場合は，ポートを選択し［<<削除］ボタンをクリックしま
す。一度に複数のポートを選択して設定を解除できます。選択したポートは
［所属ポート］から削除されます。

［拡張設定］ボタン
［ポート VLAN－拡張設定］ダイアログボックスを表示します。
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7.11　［ポート VLAN－拡張設定］ダイアログ
ボックス

［ポート VLAN－拡張設定］ダイアログボックスは，ポート VLANの設定を拡張するた
めのダイアログボックスです。VLANの状態を開放・閉塞したり，VLANインター
フェースで使用する IPアドレスを指定したりします。各設定項目の詳細については，ス
イッチのマニュアルを参照してください。［ポート VLAN－拡張設定］ダイアログボッ
クスを次の図に示します。

図 7-12　［ポート VLAN－拡張設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［VLAN名］
該当する VLANの VLAN名を指定します。この項目は VLANの設定で必須項目で
す。この VLAN名は，スイッチに設定されている VLAN名です。VLAN定義情報
で指定する VLAN名とは関係ありません。
VLAN名は 1～ 32文字の ASCII文字で指定します。使用できる文字は英数字およ
び特殊文字です。ただし，次に示す記号は使用できません。
•「"」（引用符）
•「{ }」（波括弧）
•「'」（シングルクォーテーション）
•「`」（逆シングルクォーテーション）
•「;」（セミコロン）
•「$」（ドル記号）
•「¥」（円記号）

VLAN名はスイッチ内で重複してもかまいません。
新規に VLANを作成する場合は，デフォルトで「VLANVLAN-ID」が表示されます
（例：VLAN-IDが 2の場合，VLAN名は VLAN0002）。指定を省略した場合は，デ
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フォルトの「VLANVLAN-ID」が設定されます。既存の VLANの場合は，VLAN名
が表示されます。
デフォルト VLANの VLAN名は変更することもできます。
この項目は nameコマンドを使用して設定します。

［状態］
該当する VLANの状態を指定します。この項目は VLANの設定で必須項目です。
VLANのネットワーク構成を変更する場合，データが流れているままの状態で
VLANの構成を変更すると，そのほかの個所で通信ができなくなってしまうおそれ
があります。そのため，構成の変更が完了するまで，データが流れるのを止めてお
くために，該当する VLANの状態を閉塞します。指定できる種類を次に示します。
•［Active］

VLANを開放し，すべてのフレームの送受信を開始します。
•［Suspend］

VLANを閉塞し，すべてのフレームの送受信を停止します。

新規で VLANを追加した場合は，デフォルトで「Active」が選択されています。
この項目は，stateコマンドを使用して設定します。

［VLANインターフェース］

［IPアドレス（IPv4形式）］
VLANインターフェースで使用する IPv4形式の IPアドレスを指定します。
また，ほかの AX3600S，BS2000，BS320，BS500，または BS500 1Gbx40
の，同じ VLANに設定されている IPアドレスをプルダウンメニューから選択
することもできます。
IPv4形式の場合，「nnn.nnn.nnn.nnn/マスク長」形式で指定します。「マスク
長」は，1～ 32の範囲で指定します。
この項目は，AX2400Sでは指定できません。
この項目は，ip addressコマンドを使用して設定します。

［IPアドレス（IPv6形式）］
VLANインターフェースで使用する IPv6形式の IPアドレスを指定します。
また，ほかの AX3600S，BS2000，BS320，BS500，または BS500 1Gbx40
の，同じ VLANに設定されている IPアドレスをプルダウンメニューから選択
することもできます。
IPv6形式の場合，「nnnn:nnnn:nnnn:nnnn:nnnn:nnnn:nnnn:nnnn/プレ
フィックス長」形式で指定します。
「プレフィックス長」は，1～ 64の範囲で指定します。省略形式では指定でき
ません。
この項目は，AX2400Sでは指定できません。
この項目は，ipv6 addressコマンドを使用して設定します。

［IPv6アドレスを使用する。］
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IPv6アドレスを使用する場合，チェックボックスをチェックします。［IPアド
レス（IPv6形式）］に入力しても，このチェックボックスをチェックしないと，
設定した IPv6アドレスはスイッチ上で使用されません。
この項目は，AX2400Sでは指定できません。
この項目は，ipv6 enableコマンドを使用して設定します。

［VLANごとのMACアドレスを使用する。］
VLANごとのMACアドレスを使用する場合，チェックボックスをチェックし
ます。この項目を指定する場合，［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボック
スで［VLANごとのMACアドレス］を指定しておく必要があります。
この項目は，AX2400Sでは指定できません。
この項目は，vlan-macコマンドを使用して設定します。
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7.12　［設定結果］ダイアログボックス（VLAN
構成情報）

［設定結果］ダイアログボックス（VLAN構成情報）は，VLANの構成情報を設定した
結果を確認するためのダイアログボックスです。［VLAN構成情報の設定］ダイアログ
ボックスでの設定が完了して，［OK］ボタンをクリックしたときに表示されます。ただ
し，設定内容すべてがスイッチに反映される前に，ネットワーク構成情報の設定が処理
中であることを示すメッセージを閉じた場合は表示されません。［設定結果］ダイアログ
ボックス（VLAN構成情報）を次の図に示します。

図 7-13　［設定結果］ダイアログボックス（VLAN構成情報）

表示項目について説明します。

［VLAN-ID］
設定が完了した VLANの VLAN-IDが表示されます。

［スイッチ名］
設定が完了した VLANを構成するスイッチの名称が表示されます。スイッチ名は，
スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）に定義したスイッチ名が表示されます。

［操作］
該当するスイッチに対して実行した VLANの操作が表示されます。次のどれかが表
示されます。
•「追加」
•「変更」
•「削除」：スイッチから VLANを削除した場合に表示されます。
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•「データベースから削除されました」：VLAN定義情報から VLAN構成情報を削除
した場合に表示されます。

［結果］
該当するスイッチに対して実行した操作の結果が表示されます。「成功」または「失
敗」が表示されます。

［原因］
結果が失敗だった場合，JP1/Cm2/NC - Viewが出力するメッセージが表示されま
す。形式は次のとおりです。
「KDNV1nnnn-E メッセージ本文」
JP1/Cm2/NC - Viewが出力するメッセージの説明と対処方法については，マニュア
ル「JP1/Cm2/Network Element Configuration トラブルシューティング」を参照し
てください。
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8　 画面－VLANビューのダイア
ログボックス（AX5400S・
AX7800S・GS3000・
GS4000）
この章では，AX5400S，AX7800S，GS3000および GS4000
の VLANの設定で使用する画面の表示項目，および定義項目
について説明します。なお，各画面の表示内容および設定内容
の詳細については，適宜 AX5400S，AX7800S，GS3000およ
び GS4000のソフトウェアマニュアルを参照してください。

8.1　［スイッチ情報］ダイアログボックス

8.2　［スイッチ一覧］ダイアログボックス

8.3　［VLAN一覧］ダイアログボックス

8.4　［VLAN定義の追加］ダイアログボックス

8.5　［VLAN定義の変更］ダイアログボックス

8.6　［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボックス

8.7　［ポートの選択］ダイアログボックス

8.8　［VLAN構成情報の設定］ダイアログボックス

8.9　［スイッチの選択］ダイアログボックス

8.10　［ポート VLAN－基本設定］ダイアログボックス

8.11　［ポート VLAN－拡張設定］ダイアログボックス
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8.12　［設定結果］ダイアログボックス（VLAN構成情報）
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8.1　［スイッチ情報］ダイアログボックス
［スイッチ情報］ダイアログボックスは，スイッチの基本情報やスイッチ構成情報を確認
するためのダイアログボックスです。

［スイッチ情報］ダイアログボックスには，［全般］ページと［スイッチ構成情報］ペー
ジがあります。［全般］ページには，スイッチ名や状態など，スイッチの基本情報が表示
されます。［スイッチ構成情報］ページには，該当スイッチのスイッチ構成情報が表示さ
れます。

8.1.1　［全般］ページ
［全般］ページを次の図に示します。

図 8-1　［全般］ページ

表示項目について説明します。

［スイッチ名］
該当するスイッチの名称が表示されます。スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）
に定義したスイッチ名が表示されます。

［状態］
該当するスイッチとの接続状態が表示されます。表示される状態は，［Network 
Element Configuration - View］ウィンドウのツリーエリアに表示される状態アイコ
ンの状態と同じです。詳細については，「6.3.1（3）　ツリーエリア」の「表 6-4　状
態アイコンの色と状態の意味」を参照してください。

［モデル］
該当するスイッチのモデルが表示されます。モデルが不明な場合は，「不明」と表示
されます。モデルの情報を持たないスイッチの場合は，何も表示されません。

［ソフトウェアバージョン］
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ルーティングソフトウェアのバージョンが表示されます。バージョンは，先頭から
11文字までが表示されます。11文字より長い場合，12文字目以降は表示されませ
ん。

［ドメイン名］
該当するスイッチが所属している VLAN管理ドメイン名が表示されます。ドメイン
名は，スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）に定義したドメイン名が表示されま
す（デフォルトドメインは，JP1/Cm2/NC - Manager動作条件定義ファイル
（ncm.conf）で定義されています）。

［最終更新日時］
該当するスイッチの構成情報を DBに格納した日時が表示されます。

8.1.2　［スイッチ構成情報］ページ
［スイッチ構成情報］ページを次の図に示します。

図 8-2　［スイッチ構成情報］ページ

表示項目について説明します。

［TPID］
該当するスイッチに設定されている VLAN-Tagの TPIDの値が表示されます。設定
していない場合は，何も表示されません。

［VLANごとのMACアドレス］
該当するスイッチに設定されている VLANごとのMACアドレスプレフィックスの
値を，「nn:nn:nn:nn:nn:nn/マスク長」形式で表示します。設定していない場合は，
何も表示されません。

［未定義フレーム破棄ポート］
該当するスイッチに設定されている未定義フレーム破棄ポートが表示されます。設
定していない場合は，何も表示されません。
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8.2　［スイッチ一覧］ダイアログボックス
［スイッチ一覧］ダイアログボックスは，VLAN管理ドメインの配下にどのようなスイッ
チがあるかを確認するためのダイアログボックスです。［スイッチ一覧］ダイアログボッ
クスを次の図に示します。

図 8-3　［スイッチ一覧］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［ドメイン名］
該当する VLAN管理ドメインの名称が表示されます。スイッチ定義ファイル
（ncaswitch.conf）に定義した VLAN管理ドメイン名が表示されます。デフォルトド
メインは，JP1/Cm2/NC - Manager動作条件定義ファイル（ncm.conf）で定義され
ています。

［スイッチ一覧］
該当する VLAN管理ドメインにどのようなスイッチがあるかを示す一覧が表示され
ます。表示内容については，VLANビューのリストエリアの「スイッチリスト」と
同様です。詳細については，「6.5.1（4）（c）　スイッチリスト」の「表 6-18　ス
イッチリストの表示項目の説明」を参照してください。
なお，［スイッチ一覧］の任意の行を選択したあと，［詳細］ボタンをクリックする
か，またはスイッチ名称をダブルクリックすると，［VLAN一覧］ダイアログボック
スが表示されます。
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8.3　［VLAN一覧］ダイアログボックス

［VLAN一覧］ダイアログボックスは，あるスイッチにどの VLANが割り当てられてい
るかを確認するためのダイアログボックスです。

［VLAN一覧］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 8-4　［VLAN一覧］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［スイッチ名］
該当するスイッチの名称が表示されます。スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）
に定義したスイッチ名が表示されます。

［VLAN一覧］
該当するスイッチに設定されている VLANの一覧が表示されます。

［VLAN-ID］
VLAN-IDが表示されます。

［タイプ］
VLAN種別が表示されます。表示される種別は「ポート」です。

［状態］
VLANの状態が表示されます。表示される状態を次に示します。
•［Enable］
すべてのフレームの送受信ができる状態です。

•［Disable］
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フレームの送受信がすべてできない状態です。

［MACアドレス］
使用するMACアドレスの種別が表示されます。次に示す種別が表示されます。
•［装置］
スイッチに割り当てられているMACアドレスを使用します。

•［VLAN］
VLANごとに割り当てられているMACアドレスを使用します。

［VLAN名］
該当する VLANの VLAN名が表示されます。
この VLAN名は，スイッチに router-interfaceサブコマンドで設定する VLAN
名です。VLAN定義情報で指定する VLAN名とは関連はありません。

［IPアドレス］
IPアドレスが表示されます。IPv4形式の場合は，「nnn.nnn.nnn.nnn」形式で
表示されます。IPv6形式の場合は，
「nnnn:nnnn:nnnn:nnnn:nnnn:nnnn:nnnn:nnnn」形式で表示されます。省略
形式では表示されません。IPv4形式と IPv6形式の両方が設定されている場合，
「IPv4,IPv6」の順で，「,」（コンマ）で区切って表示されます。

［説明］
VLANのコメントが表示されます。
225



8.　画面－ VLANビューのダイアログボックス（AX5400S・AX7800S・GS3000・GS4000）
8.4　［VLAN定義の追加］ダイアログボックス

［VLAN定義の追加］ダイアログボックスは，VLAN定義情報を VLAN管理ドメインに
追加するためのダイアログボックスです。［VLAN定義の追加］ダイアログボックスを次
の図に示します。

図 8-5　［VLAN定義の追加］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［VLAN-ID］
追加する VLANの IDを指定します。指定できる値は，2～ 4095の整数です。デ
フォルトは空白です。この VLAN-IDの上限値まで VLANをネットワーク上に構築
できます。ただし，同じ VLAN管理ドメイン内にある VLAN同士で重複した値は
指定しないでください。

［VLAN名］
ネットワーク構成ツリーに表示する VLANの名称を，63バイト以内の文字列で指定
します。この項目には全角文字を指定できます。ここで指定する名称は，スイッチ
には設定されません。マネージャーサーバの DBに保存されます。

［タイプ］
追加する VLANの種別を指定します。指定できる種別は，［ポート］です。

［備考］
コメントを 255バイト以内の文字列で指定します。この項目には全角文字を指定で
きます。ここで指定する内容は，スイッチには設定されません。マネージャーサー
バの DBに保存されます。この項目はオプションです。
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8.5　［VLAN定義の変更］ダイアログボックス

［VLAN定義の変更］ダイアログボックスは，定義済みの VLAN定義情報を変更するた
めのダイアログボックスです。［VLAN定義の変更］ダイアログボックスを次の図に示し
ます。

図 8-6　［VLAN定義の変更］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［VLAN-ID］
変更する VLANの IDが表示されます。この項目は変更できません。

［VLAN名］
ネットワーク構成ツリーに表示する VLANの名称を，63バイト以内の文字列で指定
します。この項目には全角文字を指定できます。ここで指定する名称は，スイッチ
には設定されません。マネージャーサーバの DBに保存されます。

［タイプ］
変更する VLANに定義されている VLANの種別が表示されます。この項目は変更
できません。

［備考］
コメントを 255バイト以内の文字列で指定します。この項目には全角文字を指定で
きます。ここで指定する内容は，スイッチには設定されません。マネージャーサー
バの DBに保存されます。この項目はオプションです。
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8.6　［スイッチ構成情報の設定］ダイアログ
ボックス

［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボックスは，スイッチ構成情報を設定するための
ダイアログボックスです。各設定項目の詳細については，スイッチのマニュアルを参照
してください。［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 8-7　［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［スイッチ名］
該当するスイッチの名称が表示されます。スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）
に定義したスイッチ名が表示されます。

［TPID］
該当するスイッチが付ける VLAN-Tagの TPIDを指定します。指定できる値は，
0000～ FFFF（4けたの 16進数）です。ただし，ネットワーク上に TPIDの値が
固定のスイッチがある場合は，そのスイッチが付ける TPIDの値に準じます。
この項目はオプションです。
この項目は，vlan-tpidコマンドを使用して設定します。ただし，次の条件は，JP1/
Cm2/NCではチェックしませんので，設定前に必ず確認してください。誤って設定
すると，設定が失敗します。
• line定義コマンドの tpid_9100パラメーターは同時に利用できない。
• default定義コマンドの ethernet_tpid_9100，gigabit_ethernet_tpid_9100，

10gigabit_ethernet_tpid_9100パラメーターは同時に利用できない。

［VLANごとのMACアドレス］
VLAN単位に使用するMACアドレスのプレフィックスを指定します。VLANごと
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のMACアドレスは，該当するスイッチがレイヤー 3を中継（該当するスイッチか
らの中継，または該当するスイッチあての中継を含む）する場合に使用します。
MACアドレスは，「nn:nn:nn:nn:nn:nn/マスク長」形式で指定してください。
MACアドレスは，MACアドレスとして形式が正しければ，マルチキャストMAC
アドレス（先頭バイトの最下位ビットが 1のアドレス）以外は，任意の値を指定で
きます。ただし，JP1/Cm2/NCでは値の妥当性まではチェックしません。
「マスク長」は，8～ 34の範囲で指定します。
この項目はオプションです。
この項目は，vlan-mac-prefixコマンドを使用して設定します。

［未定義フレーム破棄ポート］
未定義の VLAN-Tagを持つフレームを廃棄するポートを指定します。
［ポートの選択］ボタンをクリックすると，［ポートの選択］ダイアログボックスが
表示されます。［ポートの選択］ダイアログボックスでポート番号を［選択可能ポー
ト］から［選択済みポート］に移動し，［OK］ボタンをクリックすると，ダイアロ
グボックスが閉じます。そのあと，未定義フレーム破棄ポートに設定したポートと
NIF番号が，［未定義フレーム破棄ポート］に一覧で表示されます。
指定したポートはデフォルト VLANには自動的に加入しません。
この項目は，オプションです。
この項目は，vlan-drop-unknownコマンドを使用して設定します。ただし，次の条
件は，JP1/Cm2/NCではチェックしませんので，設定前に必ず確認してください。
誤って設定すると，設定が失敗します。
• Line名称またはリンクアグリゲーション名称に対して IPアドレスを設定してい
るポートは指定できない。

• Tag-VLAN連携機能を設定しているポートは指定できない。
• link-aggregationコマンドの aggregated-portに指定されているポートの場合，該
当する aggregated-portすべてを同時に指定する必要がある。

［ポートの選択］ボタン
［ポートの選択］ダイアログボックスを表示します。
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8.7　［ポートの選択］ダイアログボックス
［ポートの選択］ダイアログボックスは，次に示す内容をポートに設定するためのダイア
ログボックスです。

• 未定義フレーム破棄ポート

［ポートの選択］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 8-8　［ポートの選択］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［選択済みポート］
すでに設定したポートと，そのポートの NIF番号を一覧で表示します。
［削除 >>］ボタンをクリックすると，選択したポートが［選択済みポート］から
［選択可能ポート］に移動します。一度に複数のポートを選択して移動できます。

［選択可能ポート］
設定できるポートと，そのポートの NIF番号を一覧で表示します。
［<<追加］ボタンをクリックすると，選択したポートが［選択可能ポート］から
［選択済みポート］に移動します。一度に複数のポートを選択して移動できます。
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8.8　［VLAN構成情報の設定］ダイアログボッ
クス

［VLAN構成情報の設定］ダイアログボックスは，VLAN構成情報を設定するためのダ
イアログボックスです。［VLAN構成情報の設定］ダイアログボックスを次の図に示しま
す。

図 8-9　［VLAN構成情報の設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［ドメイン名］
該当する VLANが所属している VLAN管理ドメイン名が表示されます。ドメイン
名は，スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）に定義したドメイン名が表示されま
す。デフォルトドメインは，JP1/Cm2/NC - Manager動作条件定義ファイル
（ncm.conf）で定義されています。

［VLAN一覧］
VLAN管理ドメイン内の定義済みの VLANを一覧で表示します。
表示内容については，［Network Element Configuration - View］ウィンドウのリス
トエリアの「VLANリスト」と同様です。詳細については，「6.5.1（4）（b）　
VLANリスト」の「表 6-17　VLANリストの表示項目の説明」を参照してくださ
い。［VLAN一覧］の任意の行を選択すると，選択した VLANを構成しているス
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イッチが，［スイッチ一覧］に表示されます。

［VLAN定義の追加］ボタン
VLAN定義情報を VLAN管理ドメインに追加するために使用します。［VLAN
定義の追加］ダイアログボックスが表示されます。VLANの定義数が 4,094個
以下の場合にクリックできます。

［VLAN定義の変更］ボタン
すでに定義している VLAN定義情報を変更するために使用します。［VLAN定
義の変更］ダイアログボックスが表示されます。［VLAN一覧］の任意の行を選
択するとクリックできます。

［VLAN定義の削除］ボタン
選択した VLANの定義を VLAN管理ドメインから削除します。ただし次の場
合は削除できません。
• VLAN-IDが 1（デフォルト VLAN）の場合

［VLAN一覧］の任意の行を選択するとクリックできます。
VLAN定義の削除後，該当する VLANを設定しているスイッチ内のすべての
ポートはデフォルト VLANのUntaggedポートに変更されます。

［スイッチ一覧］
［VLAN一覧］で選択した VLANを構成するスイッチを一覧で表示します。スイッ
チの状態とスイッチ名の対応が表示されます。
［状態］には，スイッチとの接続状態がアイコンで表示されます。アイコンの色と状
態については，「6.3.1（3）　ツリーエリア」の「表 6-4　状態アイコンの色と状態の
意味」を参照してください。「青」，「赤」，「黄」，「緑」の順番，または「緑」，「黄」，
「赤」，「青」の順番でソートして表示できます。
［スイッチ名］には，スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）に定義したスイッチ
名が表示されます。

［スイッチの追加］ボタン
該当する VLANに，VLANを構成するスイッチを追加します。［スイッチの選
択］ダイアログボックスが表示されます。
［スイッチの追加］ボタンは，［VLAN一覧］の任意の行を選択するとクリック
できます。

［スイッチの変更］ボタン
選択したスイッチの VLANの構成情報を変更します。［ポート VLAN－基本設
定］ダイアログボックスが表示されます。
［スイッチの変更］ボタンは，［スイッチ一覧］の任意の行を選択するとクリッ
クできます。

［スイッチの削除］ボタン
該当する VLANから VLANを構成しているスイッチを削除します。［スイッチ
一覧］の任意の行を選択するとクリックできます。
スイッチの削除を確認するダイアログボックスが表示され，［OK］をクリック
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すると，［スイッチ一覧］から削除されます。
スイッチの削除後，削除したスイッチの，該当する VLANに設定されていた
ポートはデフォルト VLANの Untaggedポートに変更されます。
なお，該当する VLANを構成するスイッチがすべて削除されても，VLAN定義
は削除されません。
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8.9　［スイッチの選択］ダイアログボックス
［スイッチの選択］ダイアログボックスは，VLANに追加するスイッチの種類を選択する
ためのダイアログボックスです。［スイッチの選択］ダイアログボックスを次の図に示し
ます。

図 8-10　［スイッチの選択］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［VLAN-ID］
スイッチを追加する VLANの VLAN-IDが表示されます。

［スイッチ名］
追加するスイッチを選択します。該当する VLAN管理ドメイン配下にあるすべての
スイッチが，プルダウンメニューに表示されます。
なお，JP1/Cm2/NCでは，この項目で選択したスイッチが，該当する VLAN-IDの
VLANに追加できるかどうかはチェックしません。
スイッチによっては，設定できる VLAN-IDの範囲が異なります。設定できる
VLAN-IDの最大値を確認し，適切なスイッチを選択してください。
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8.10　［ポート VLAN－基本設定］ダイアログ
ボックス

［ポート VLAN－基本設定］ダイアログボックスは，VLANを構成するスイッチのポー
トに，ポート VLANを設定するためのダイアログボックスです。VLAN管理ドメインの
配下にあるすべてのスイッチから，ポート VLANを構成するスイッチを選択します。ま
た，スイッチのポートを Taggedポートにするか，Untaggedポートにするかを選択しま
す。各設定項目の詳細については，スイッチのマニュアルを参照してください。［ポート
VLAN－基本設定］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 8-11　［ポート VLAN－基本設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［VLAN-ID］
ポート VLANを設定する VLANの VLAN-IDが表示されます。

［スイッチ名］
［VLAN構成情報の設定］ダイアログボックス，または［スイッチの選択］ダイアロ
グボックスで選択したスイッチ名が表示されます。
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［ポート情報］

［ポート一覧］
該当するスイッチに設定されているすべてのポートと，そのポートのNIF番号
が表示されます。
Taggedポート，またはUntaggedポートに追加したい場合は，ポートを選択し
［追加 >>］ボタンをクリックします。一度に複数のポートを選択して追加でき
ます。選択したポートは［Taggedポート］または［Untaggedポート］に表示
されます。
なお，［Taggedポート］または［Untaggedポート］にポートを追加しても，
［ポート一覧］からは削除されません。［ポート一覧］には常にすべてのポート
が表示されます。
［Taggedポート］に追加する場合は，vlanコマンドの tagged-portサブコマン
ドを使用し，［Untaggedポート］に追加する場合は，vlanコマンドの
untagged-portサブコマンドを使用して設定します。

［Taggedポート］※

Taggedポートに設定されているポートと，そのポートのNIF番号が表示され
ます。
設定を解除したい場合は，ポートを選択し［<<削除］ボタンをクリックしま
す。一度に複数のポートを選択して設定を解除できます。選択したポートは
［Taggedポート］から削除されます。

［Untaggedポート］※

Untaggedポートに設定されているポートと，そのポートの NIF番号が表示さ
れます。ただし，デフォルト VLANに設定されているポート番号については，
ユーザーが明示的に指定したポートだけ表示されます。ほかの VLANから削除
された結果，デフォルト VLANに割り当てられたポートは表示されません。
設定を解除したい場合は，ポートを選択し［<<削除］ボタンをクリックしま
す。一度に複数のポートを選択して設定を解除できます。選択したポートは
［Untaggedポート］から削除されます。
なお，Untaggedポートに設定できるポートは，ほかのポート VLANの
Untaggedポートに指定されていないポートです。

注※
次の条件は，JP1/Cm2/NCではチェックしませんので，設定前に必ず確認して
ください。誤って設定すると，設定が失敗します。
• Line名称またはリンクアグリゲーション名称に対して IPアドレスを設定し
ているポートは指定できない。

• Tag-VLAN連携機能を設定しているポートは指定できない。
• link-aggregationコマンドの aggregated-portに指定されているポートの場
合，該当する aggregated-portすべてを同時に指定する必要がある。

［拡張設定］ボタン
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［ポート VLAN－拡張設定］ダイアログボックスを表示します。
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8.11　［ポート VLAN－拡張設定］ダイアログ
ボックス

［ポート VLAN－拡張設定］ダイアログボックスは，ポート VLANの設定を拡張するた
めのダイアログボックスです。VLANの状態を開放・閉塞したり，Routerインター
フェースで使用する VLAN名および IPアドレスを指定したりします。各設定項目の詳
細については，スイッチのマニュアルを参照してください。［ポート VLAN－拡張設定］
ダイアログボックスを次の図に示します。

図 8-12　［ポート VLAN－拡張設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［説明］
該当する VLANの説明を 64バイト以内の文字列で指定します。使用できる文字は，
英数字と特殊文字です。ただし，次に示す記号は使用できません。
•「"」（引用符）
•「{ }」（波括弧）
•「'」（シングルクォーテーション）
•「`」（逆シングルクォーテーション）
•「;」（セミコロン）
•「$」（ドル記号）

「¥」文字を指定する場合は , 「¥¥」と指定してください。「¥」文字は，スイッチの

仕様でエスケープ文字として扱われます。なお，64文字目に「¥」文字を指定でき
ません。
また，ほかの AX5400S，AX7800S，GS3000，または GS4000の同じ VLANに設
定されている説明をプルダウンメニューから選択することもできます。
この項目はオプションです。
この項目は vlanコマンドの descriptionサブコマンドを使用して設定します。なお，
デフォルト VLANの説明は変更できません。「Default VLAN」固定です。
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［状態］
該当する VLANの状態を指定します。VLANのネットワーク構成を変更する場合，
データが流れているままの状態で VLANの構成を変更すると，そのほかの個所で通
信ができなくなってしまうおそれがあります。そのため，構成の変更が完了するま
で，データが流れるのを止めておくために，該当する VLANの状態を閉塞します。
指定できる種類を次に示します。
•［Enable］

VLANを開放し，すべてのフレームの送受信を開始します。
•［Disable］

VLANを閉塞し，すべてのフレームの送受信を停止します。

デフォルト値は「Enable」です。
この項目は vlanコマンドの {enable|disable}サブコマンドを使用して設定します。

［Routerインターフェース］

［VLAN名］
Routerインターフェースで使用する VLAN名を，14バイト以内の文字列で指
定します。ただし，先頭は必ず英字にしてください。使用できる文字は，次の
とおりです。なお，予約語は指定できません。予約語については，スイッチの
マニュアルを参照してください。
• 英数字
•「-」（ハイフン）
•「_」（アンダーバー）
•「.」（ピリオド）

また，ほかの AX5400S，AX7800S，GS3000，または GS4000の同じ VLAN
に設定されている VLAN名をプルダウンメニューから選択することもできま
す。
この項目はオプションです。
この項目は vlanコマンドの router-interfaceサブコマンドを使用して設定しま
す。なお，デフォルト VLANの名称は変更できません。Default VLAN固定で
す。

［IPアドレス（IPv4形式）］
IPv4形式の IPアドレスを指定します。この項目を指定する場合，［VLAN名］
を指定しておく必要があります。
また，ほかの AX5400S，AX7800S，GS3000，または GS4000の同じ VLAN
に設定されている IPアドレスをプルダウンメニューから選択することもできま
す。
IPv4形式の場合，「nnn.nnn.nnn.nnn/マスク長」形式で指定します。「マスク
長」は，1～ 32の範囲で指定します。
この項目は ipコマンドを使用して設定します。

［IPアドレス（IPv6形式）］
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IPv6形式の IPアドレスを指定します。この項目を指定する場合，［VLAN名］
を指定しておく必要があります。
また，ほかの AX5400S，AX7800S，GS3000，または GS4000の同じ VLAN
に設定されている IPアドレスをプルダウンメニューから選択することもできま
す。
IPv6形式の場合，「nnnn:nnnn:nnnn:nnnn:nnnn:nnnn:nnnn:nnnn/プレ
フィックス長」形式で指定します。
「プレフィックス長」は，1～ 128の範囲で指定します。省略形式では指定でき
ません。
この項目は ipコマンドを使用して設定します。

［MACアドレス］
VLANごとのMACアドレスを使用する場合，チェックボックスをチェックします。
vlanコマンドの vlan-macサブコマンドを使用して設定します。
この項目を指定する場合，［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボックスで
［VLANごとのMACアドレス］を指定しておく必要があります。
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8.12　［設定結果］ダイアログボックス（VLAN
構成情報）

［設定結果］ダイアログボックス（VLAN構成情報）は，VLANの構成情報を設定した
結果を確認するためのダイアログボックスです。［VLAN構成情報の設定］ダイアログ
ボックスでの設定が完了して，［OK］ボタンをクリックしたときに表示されます。ただ
し，設定内容すべてがスイッチに反映される前に，ネットワーク構成情報の設定が処理
中であることを示すメッセージを閉じた場合は表示されません。［設定結果］ダイアログ
ボックス（VLAN構成情報）を次の図に示します。

図 8-13　［設定結果］ダイアログボックス（VLAN構成情報）

表示項目について説明します。

［VLAN-ID］
設定が完了した VLANの VLAN-IDが表示されます。

［スイッチ名］
設定が完了した VLANを構成するスイッチの名称が表示されます。スイッチ名は，
スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）に定義したスイッチ名が表示されます。

［操作］
該当するスイッチに対して実行した VLANの操作が表示されます。次のどれかが表
示されます。
•「追加」
•「変更」
•「削除」：スイッチから VLANを削除した場合に表示されます。
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•「データベースから削除されました」：VLAN定義情報から VLAN構成情報を削除
した場合に表示されます。

［結果］
該当するスイッチに対して実行した操作の結果が表示されます。「成功」または「失
敗」が表示されます。

［原因］
結果が失敗だった場合，JP1/Cm2/NC - Viewが出力するメッセージが表示されま
す。形式は次のとおりです。
「KDNV1nnnn-E メッセージ本文」
JP1/Cm2/NC - Viewが出力するメッセージの説明と対処方法については，マニュア
ル「JP1/Cm2/Network Element Configuration トラブルシューティング」を参照し
てください。
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9　 画面－VLANビューのダイア
ログボックス（BS1000）
この章では，BS1000の VLANの設定で使用する画面の表示
項目，および定義項目について説明します。なお，各画面の表
示内容および設定内容の詳細については，適宜
BladeSymphonyのソフトウェアマニュアルを参照してくださ
い。

9.1　［スイッチ情報］ダイアログボックス

9.2　［スイッチ一覧］ダイアログボックス

9.3　［VLAN一覧］ダイアログボックス

9.4　［VLAN定義の追加］ダイアログボックス

9.5　［VLAN定義の変更］ダイアログボックス

9.6　［VLAN構成情報の設定］ダイアログボックス

9.7　［スイッチの選択］ダイアログボックス

9.8　［ポート VLAN－基本設定］ダイアログボックス

9.9　［ポート VLAN－拡張設定］ダイアログボックス

9.10　［設定結果］ダイアログボックス（VLAN構成情報）
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9.1　［スイッチ情報］ダイアログボックス
［スイッチ情報］ダイアログボックスは，スイッチの基本情報やスイッチ構成情報を確認
するためのダイアログボックスです。

［スイッチ情報］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 9-1　［スイッチ情報］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［スイッチ名］
該当するスイッチの名称が表示されます。スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）
に定義したスイッチ名が表示されます。

［状態］
該当するスイッチとの接続状態が表示されます。表示される状態は，［Network 
Element Configuration - View］ウィンドウのツリーエリアに表示される状態アイコ
ンの状態と同じです。詳細については，「6.3.1（3）　ツリーエリア」の「表 6-4　状
態アイコンの色と状態の意味」を参照してください。

［モデル］
該当するスイッチのモデルが表示されます。モデルが不明な場合は，「不明」と表示
されます。モデルの情報を持たないスイッチの場合は，何も表示されません。

［ソフトウェアバージョン］
ルーティングソフトウェアのバージョンが表示されます。バージョンは，先頭から
11文字までが表示されます。11文字より長い場合，12文字目以降は表示されませ
ん。

［ドメイン名］
該当するスイッチが所属している VLAN管理ドメイン名が表示されます。ドメイン
名は，スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）に定義したドメイン名が表示されま
す（デフォルトドメインは，JP1/Cm2/NC - Manager動作条件定義ファイル
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（ncm.conf）で定義されています）。

［最終更新日時］
該当するスイッチの構成情報を DBに格納した日時が表示されます。
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9.2　［スイッチ一覧］ダイアログボックス
［スイッチ一覧］ダイアログボックスは，VLAN管理ドメインの配下にどのようなスイッ
チがあるかを確認するためのダイアログボックスです。［スイッチ一覧］ダイアログボッ
クスを次の図に示します。

図 9-2　［スイッチ一覧］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［ドメイン名］
該当する VLAN管理ドメインの名称が表示されます。スイッチ定義ファイル
（ncaswitch.conf）に定義した VLAN管理ドメイン名が表示されます。デフォルトド
メインは，JP1/Cm2/NC - Manager動作条件定義ファイル（ncm.conf）で定義され
ています。

［スイッチ一覧］
該当する VLAN管理ドメインにどのようなスイッチがあるかを示す一覧が表示され
ます。表示内容については，VLANビューのリストエリアの「スイッチリスト」と
同様です。詳細については，「6.5.1（4）（c）　スイッチリスト」の「表 6-18　ス
イッチリストの表示項目の説明」を参照してください。
なお，［スイッチ一覧］の任意の行を選択したあと，［詳細］ボタンをクリックする
か，またはスイッチ名称をダブルクリックすると，［VLAN一覧］ダイアログボック
スが表示されます。
246



9.　画面－ VLANビューのダイアログボックス（BS1000）
9.3　［VLAN一覧］ダイアログボックス

［VLAN一覧］ダイアログボックスは，あるスイッチにどの VLANが割り当てられてい
るかを確認するためのダイアログボックスです。

［VLAN一覧］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 9-3　［VLAN一覧］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［スイッチ名］
該当するスイッチの名称が表示されます。スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）
に定義したスイッチ名が表示されます。

［VLAN一覧］
該当するスイッチに設定されている VLANの一覧が表示されます。

［VLAN-ID］
VLAN-IDが表示されます。

［タイプ］
VLAN種別が表示されます。表示される種別は「ポート」です。

［状態］
VLANの状態が表示されます。表示される状態を次に示します。
•［Enable］
すべてのフレームの送受信ができる状態です。

•［Disable］
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フレームの送受信がすべてできない状態です。

［説明］
VLANのコメントが表示されます。
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9.4　［VLAN定義の追加］ダイアログボックス

［VLAN定義の追加］ダイアログボックスは，VLAN定義情報を VLAN管理ドメインに
追加するためのダイアログボックスです。［VLAN定義の追加］ダイアログボックスを次
の図に示します。

図 9-4　［VLAN定義の追加］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［VLAN-ID］
追加する VLANの IDを指定します。指定できる値は，2～ 4095の整数です。デ
フォルトは空白です。この VLAN-IDの上限値まで VLANをネットワーク上に構築
できます。ただし，同じ VLAN管理ドメイン内にある VLAN同士で重複した値は
指定しないでください。

［VLAN名］
ネットワーク構成ツリーに表示する VLANの名称を，63バイト以内の文字列で指定
します。この項目には全角文字を指定できます。ここで指定する名称は，スイッチ
には設定されません。マネージャーサーバの DBに保存されます。

［タイプ］
追加する VLANの種別を指定します。指定できる種別は，［ポート］です。

［備考］
コメントを 255バイト以内の文字列で指定します。この項目には全角文字を指定で
きます。ここで指定する内容は，スイッチには設定されません。マネージャーサー
バの DBに保存されます。この項目はオプションです。
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9.5　［VLAN定義の変更］ダイアログボックス

［VLAN定義の変更］ダイアログボックスは，定義済みの VLAN定義情報を変更するた
めのダイアログボックスです。［VLAN定義の変更］ダイアログボックスを次の図に示し
ます。

図 9-5　［VLAN定義の変更］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［VLAN-ID］
変更する VLANの IDが表示されます。この項目は変更できません。

［VLAN名］
ネットワーク構成ツリーに表示する VLANの名称を，63バイト以内の文字列で指定
します。この項目には全角文字を指定できます。ここで指定する名称は，スイッチ
には設定されません。マネージャーサーバの DBに保存されます。

［タイプ］
変更する VLANに定義されている VLANの種別が表示されます。この項目は変更
できません。

［備考］
コメントを 255バイト以内の文字列で指定します。この項目には全角文字を指定で
きます。ここで指定する内容は，スイッチには設定されません。マネージャーサー
バの DBに保存されます。この項目はオプションです。
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9.6　［VLAN構成情報の設定］ダイアログボッ
クス

［VLAN構成情報の設定］ダイアログボックスは，VLAN構成情報を設定するためのダ
イアログボックスです。［VLAN構成情報の設定］ダイアログボックスを次の図に示しま
す。

図 9-6　［VLAN構成情報の設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［ドメイン名］
該当する VLANが所属している VLAN管理ドメイン名が表示されます。ドメイン
名は，スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）に定義したドメイン名が表示されま
す。デフォルトドメインは，JP1/Cm2/NC - Manager動作条件定義ファイル
（ncm.conf）で定義されています。

［VLAN一覧］
VLAN管理ドメイン内の定義済みの VLANを一覧で表示します。
表示内容については，［Network Element Configuration - View］ウィンドウのリス
トエリアの「VLANリスト」と同様です。詳細については，「6.5.1（4）（b）　
VLANリスト」の「表 6-17　VLANリストの表示項目の説明」を参照してくださ
い。［VLAN一覧］の任意の行を選択すると，選択した VLANを構成しているス
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イッチが，［スイッチ一覧］に表示されます。

［VLAN定義の追加］ボタン
VLAN定義情報を VLAN管理ドメインに追加するために使用します。［VLAN
定義の追加］ダイアログボックスが表示されます。VLANの定義数が 4,094個
以下の場合にクリックできます。

［VLAN定義の変更］ボタン
すでに定義している VLAN定義情報を変更するために使用します。［VLAN定
義の変更］ダイアログボックスが表示されます。［VLAN一覧］の任意の行を選
択するとクリックできます。

［VLAN定義の削除］ボタン
選択した VLANの定義を VLAN管理ドメインから削除します。ただし次の場
合は削除できません。
• VLAN-IDが 1（デフォルト VLAN）の場合

［VLAN一覧］の任意の行を選択するとクリックできます。
VLAN定義の削除後，該当する VLANを設定しているスイッチ内のすべての
ポートはデフォルト VLANのUntaggedポートに変更されます。

［スイッチ一覧］
［VLAN一覧］で選択した VLANを構成するスイッチを一覧で表示します。スイッ
チの状態とスイッチ名の対応が表示されます。
［状態］には，スイッチとの接続状態がアイコンで表示されます。アイコンの色と状
態については，「6.3.1（3）　ツリーエリア」の「表 6-4　状態アイコンの色と状態の
意味」を参照してください。「青」，「赤」，「黄」，「緑」の順番，または「緑」，「黄」，
「赤」，「青」の順番でソートして表示できます。
［スイッチ名］には，スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）に定義したスイッチ
名が表示されます。

［スイッチの追加］ボタン
該当する VLANに，VLANを構成するスイッチを追加します。［スイッチの選
択］ダイアログボックスが表示されます。
［スイッチの追加］ボタンは，［VLAN一覧］の任意の行を選択するとクリック
できます。

［スイッチの変更］ボタン
選択したスイッチの VLANの構成情報を変更します。［ポート VLAN－基本設
定］ダイアログボックスが表示されます。
［スイッチの変更］ボタンは，［スイッチ一覧］の任意の行を選択するとクリッ
クできます。

［スイッチの削除］ボタン
該当する VLANから VLANを構成しているスイッチを削除します。［スイッチ
一覧］の任意の行を選択するとクリックできます。
スイッチの削除を確認するダイアログボックスが表示され，［OK］をクリック
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すると，［スイッチ一覧］から削除されます。
スイッチの削除後，削除したスイッチの，該当する VLANに設定されていた
ポートはデフォルト VLANの Untaggedポートに変更されます。
なお，該当する VLANを構成するスイッチがすべて削除されても，VLAN定義
は削除されません。
253



9.　画面－ VLANビューのダイアログボックス（BS1000）
9.7　［スイッチの選択］ダイアログボックス
［スイッチの選択］ダイアログボックスは，VLANに追加するスイッチの種類を選択する
ためのダイアログボックスです。［スイッチの選択］ダイアログボックスを次の図に示し
ます。

図 9-7　［スイッチの選択］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［VLAN-ID］
スイッチを追加する VLANの VLAN-IDが表示されます。

［スイッチ名］
追加するスイッチを選択します。該当する VLAN管理ドメイン配下にあるすべての
スイッチが，プルダウンメニューに表示されます。
なお，JP1/Cm2/NCでは，この項目で選択したスイッチが，該当する VLAN-IDの
VLANに追加できるかどうかはチェックしません。
スイッチによっては，設定できる VLAN-IDの範囲が異なります。設定できる
VLAN-IDの最大値を確認し，適切なスイッチを選択してください。
また，BS1000の場合，スイッチのソフトウェアバージョンによって，追加できる
VLAN数が異なります。設定できる VLAN数を確認し，追加できる範囲内で VLAN
を追加してください。
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9.8　［ポート VLAN－基本設定］ダイアログ
ボックス

［ポート VLAN－基本設定］ダイアログボックスは，VLANを構成するスイッチのポー
トに，ポート VLANを設定するためのダイアログボックスです。VLAN管理ドメインの
配下にあるすべてのスイッチから，ポート VLANを構成するスイッチを選択します。ま
た，スイッチのポートを Taggedポートにするか，Untaggedポートにするかを選択しま
す。各設定項目の詳細については，スイッチのマニュアルを参照してください。［ポート
VLAN－基本設定］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 9-8　［ポート VLAN－基本設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［VLAN-ID］
ポート VLANを設定する VLANの VLAN-IDが表示されます。

［スイッチ名］
［VLAN構成情報の設定］ダイアログボックス，または［スイッチの選択］ダイアロ
グボックスで選択したスイッチ名が表示されます。
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［ポート情報］

［ポート一覧］
該当するスイッチに設定されているすべてのポートと，そのポートのNIF番号
が表示されます。
Taggedポート，またはUntaggedポートに追加したい場合は，ポートを選択し
［追加 >>］ボタンをクリックします。一度に複数のポートを選択して追加でき
ます。追加したポートは［Taggedポート］または［Untaggedポート］に表示
されます。
なお，［Taggedポート］または［Untaggedポート］にポートを追加しても，
［ポート一覧］からは削除されません。［ポート一覧］には常にすべてのポート
が表示されます。
［Taggedポート］に追加する場合は，vlanコマンドの tagged-portサブコマン
ドを使用し，［Untaggedポート］に追加する場合は，vlanコマンドの
untagged-portサブコマンドを使用して設定します。

［Taggedポート］
Taggedポートに設定されているポートと，そのポートのNIF番号が表示され
ます。
設定を解除したい場合は，ポートを選択し［<<削除］ボタンをクリックしま
す。一度に複数のポートを選択して設定を解除できます。選択したポートは
［Taggedポート］から削除されます。
なお，link-aggregationコマンドの aggregated-portに指定されているポート
の場合，該当する aggregated-portすべてを同時に指定する必要があります。
この条件は，JP1/Cm2/NCではチェックしませんので，設定前に必ず確認して
ください。誤って設定すると，設定が失敗します。

［Untaggedポート］
Untaggedポートに設定されているポートと，そのポートの NIF番号が表示さ
れます。ただし，デフォルト VLANに設定されているポート番号については，
ユーザーが明示的に指定したポートだけ表示されます。ほかの VLANから削除
された結果，デフォルト VLANに割り当てられたポートは表示されません。
設定を解除したい場合は，ポートを選択し［<<削除］ボタンをクリックしま
す。一度に複数のポートを選択して設定を解除できます。選択したポートは
［Untaggedポート］から削除されます。
なお，Untaggedポートに設定できるポートは，ほかのポート VLANの
Untaggedポートに指定されていないポートです。
また，link-aggregationコマンドの aggregated-portに指定されているポート
の場合，該当する aggregated-portすべてを同時に指定する必要があります。
この条件は，JP1/Cm2/NCではチェックしませんので，設定前に必ず確認して
ください。誤って設定すると，設定が失敗します。

［拡張設定］ボタン
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［ポート VLAN－拡張設定］ダイアログボックスを表示します。
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9.9　［ポート VLAN－拡張設定］ダイアログ
ボックス

［ポート VLAN－拡張設定］ダイアログボックスは，ポート VLANの設定を拡張するた
めのダイアログボックスです。VLANの説明を設定したり，VLANの状態を開放・閉塞
したりします。各設定項目の詳細については，スイッチのマニュアルを参照してくださ
い。［ポート VLAN－拡張設定］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 9-9　［ポート VLAN－拡張設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［説明］
該当する VLANの説明を 64バイト以内の文字列で指定します。使用できる文字は，
英数字と特殊文字です。ただし，次に示す記号は使用できません。
•「"」（引用符）
•「{ }」（波括弧）
•「'」（シングルクォーテーション）
•「`」（逆シングルクォーテーション）
•「;」（セミコロン）
•「$」（ドル記号）

また，ほかの BS1000の同じ VLANに設定されている説明をプルダウンメニューか
ら選択することもできます。
この項目はオプションです。
この項目は，vlanコマンドの descriptionサブコマンドを使用して設定します。な
お，デフォルト VLANの説明は変更できません。「Default VLAN」固定です。

［状態］
該当する VLANの状態を指定します。VLANのネットワーク構成を変更する場合，
データが流れているままの状態で VLANの構成を変更すると，そのほかの個所で通
信ができなくなってしまうおそれがあります。そのため，構成の変更が完了するま
で，データが流れるのを止めておくために，該当する VLANの状態を閉塞します。
指定できる種類を次に示します。
•［Enable］

VLANを開放し，すべてのフレームの送受信を開始します。
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•［Disable］
VLANを閉塞し，すべてのフレームの送受信を停止します。

デフォルト値は「Enable」です。
この項目は vlanコマンドの {enable|disable}サブコマンドを使用して設定します。
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9.10　［設定結果］ダイアログボックス（VLAN
構成情報）

［設定結果］ダイアログボックス（VLAN構成情報）は，VLANの構成情報を設定した
結果を確認するためのダイアログボックスです。［VLAN構成情報の設定］ダイアログ
ボックスでの設定が完了して，［OK］ボタンをクリックしたときに表示されます。ただ
し，設定内容すべてがスイッチに反映される前に，ネットワーク構成情報の設定が処理
中であることを示すメッセージを閉じた場合は表示されません。［設定結果］ダイアログ
ボックス（VLAN構成情報）を次の図に示します。

図 9-10　［設定結果］ダイアログボックス（VLAN構成情報）

表示項目について説明します。

［VLAN-ID］
設定が完了した VLANの VLAN-IDが表示されます。

［スイッチ名］
設定が完了した VLANを構成するスイッチの名称が表示されます。スイッチ名は，
スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）に定義したスイッチ名が表示されます。

［操作］
該当するスイッチに対して実行した VLANの操作が表示されます。次のどれかが表
示されます。
•「追加」
•「変更」
•「削除」：スイッチから VLANを削除した場合に表示されます。
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•「データベースから削除されました」：VLAN定義情報から VLAN構成情報を削除
した場合に表示されます。

［結果］
該当するスイッチに対して実行した操作の結果が表示されます。「成功」または「失
敗」が表示されます。

［原因］
結果が失敗だった場合，JP1/Cm2/NC - Viewが出力するメッセージが表示されま
す。形式は次のとおりです。
「KDNV1nnnn-E メッセージ本文」
JP1/Cm2/NC - Viewが出力するメッセージの説明と対処方法については，マニュア
ル「JP1/Cm2/Network Element Configuration トラブルシューティング」を参照し
てください。
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10　画面－VLANビューのダイア
ログボックス（Cisco 
Catalyst）
この章では，Cisco Catalystの VLANの設定で使用する画面
の表示項目，および定義項目について説明します。なお，各画
面の表示内容および設定内容の詳細については，適宜 Cisco 
Catalystのソフトウェアマニュアルを参照してください。

10.1　［スイッチ情報］ダイアログボックス

10.2　［スイッチ一覧］ダイアログボックス

10.3　［VLAN一覧］ダイアログボックス

10.4　［VLAN定義の追加］ダイアログボックス

10.5　［VLAN定義の変更］ダイアログボックス

10.6　［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボックス

10.7　［ポートの設定］ダイアログボックス

10.8　［VLAN構成情報の設定］ダイアログボックス

10.9　［スイッチの選択］ダイアログボックス

10.10　［ポート VLAN－基本設定］ダイアログボックス

10.11　［ポート VLAN－拡張設定］ダイアログボックス

10.12　［設定結果］ダイアログボックス（VLAN構成情報）
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10.1　［スイッチ情報］ダイアログボックス
［スイッチ情報］ダイアログボックスは，スイッチの基本情報やスイッチ構成情報を確認
するためのダイアログボックスです。

［スイッチ情報］ダイアログボックスには，［全般］ページと［スイッチ構成情報］ペー
ジがあります。［全般］ページには，スイッチ名や状態など，スイッチの基本情報が表示
されます。［スイッチ構成情報］ページには，該当スイッチのスイッチ構成情報が表示さ
れます。

10.1.1　［全般］ページ
［全般］ページを次の図に示します。

図 10-1　［全般］ページ

表示項目について説明します。

［スイッチ名］
該当するスイッチの名称が表示されます。スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）
に定義したスイッチ名が表示されます。

［状態］
該当するスイッチとの接続状態が表示されます。表示される状態は，［Network 
Element Configuration - View］ウィンドウのツリーエリアに表示される状態アイコ
ンの状態と同じです。詳細については，「6.3.1（3）　ツリーエリア」の「表 6-4　状
態アイコンの色と状態の意味」を参照してください。

［モデル］
該当するスイッチのモデルが表示されます。モデルが不明な場合は，「不明」と表示
されます。モデルの情報を持たないスイッチの場合は，何も表示されません。

［ソフトウェアバージョン］
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ルーティングソフトウェアのバージョンが表示されます。バージョンは，先頭から
11文字までが表示されます。11文字より長い場合，12文字目以降は表示されませ
ん。

［ドメイン名］
該当するスイッチが所属している VLAN管理ドメイン名が表示されます。ドメイン
名は，スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）に定義したドメイン名が表示されま
す（デフォルトドメインは，JP1/Cm2/NC - Manager動作条件定義ファイル
（ncm.conf）で定義されています）。

［最終更新日時］
該当するスイッチの構成情報を DBに格納した日時が表示されます。

10.1.2　［スイッチ構成情報］ページ
［スイッチ構成情報］ページを次の図に示します。

図 10-2　［スイッチ構成情報］ページ

表示項目について説明します。

［VTP情報］

［設定リビジョン番号］
該当するスイッチの VTP設定リビジョン番号が表示されます。

［モード］
該当するスイッチの VTPモードが表示されます。
• サーバ
• クライアント
• トランスペアレント

［ドメイン名］
該当するスイッチが属する VTPドメイン名が表示されます。
265



10.　画面－ VLANビューのダイアログボックス（Cisco Catalyst）
［プルーニング］
該当するスイッチの VTPプルーニングの状況が表示されます。
•［Enable］

VTPプルーニングが有効な状態です。
•［Disable］

VTPプルーニングが無効な状態です。

［バージョン 2］
該当するスイッチで VTPバージョン 2の使用状況が表示されます。
•［Enable］

VTPバージョン 2を使用しています。
•［Disable］

VTPバージョン 2は使用していません。VTPバージョン 1を使用していま
す。

［ポート情報］
該当するスイッチのポートの設定内容が表示されます。各表示項目の内容について
は，VLANビューの「ポートリスト」と同様です。「6.5.1（4）（d）　ポートリスト」
の「表 6-21　ポートリスト（Cisco Catalyst）の表示項目の説明」を参照してくだ
さい。
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10.2　［スイッチ一覧］ダイアログボックス
［スイッチ一覧］ダイアログボックスは，VLAN管理ドメインの配下にどのようなスイッ
チがあるかを確認するためのダイアログボックスです。［スイッチ一覧］ダイアログボッ
クスを次の図に示します。

図 10-3　［スイッチ一覧］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［ドメイン名］
該当する VLAN管理ドメインの名称が表示されます。スイッチ定義ファイル
（ncaswitch.conf）に定義した VLAN管理ドメイン名が表示されます。デフォルトド
メインは，JP1/Cm2/NC - Manager動作条件定義ファイル（ncm.conf）で定義され
ています。

［スイッチ一覧］
該当する VLAN管理ドメインにどのようなスイッチがあるかを示す一覧が表示され
ます。表示内容については，VLANビューのリストエリアの「スイッチリスト」と
同様です。詳細については，「6.5.1（4）（c）　スイッチリスト」の「表 6-18　ス
イッチリストの表示項目の説明」を参照してください。
なお，［スイッチ一覧］の任意の行を選択したあと，［詳細］ボタンをクリックする
か，またはスイッチ名称をダブルクリックすると，［VLAN一覧］ダイアログボック
スが表示されます。
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10.3　［VLAN一覧］ダイアログボックス

［VLAN一覧］ダイアログボックスは，あるスイッチにどの VLANが割り当てられてい
るかを確認するためのダイアログボックスです。

［VLAN一覧］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 10-4　［VLAN一覧］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［スイッチ名］
該当するスイッチの名称が表示されます。スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）
に定義したスイッチ名が表示されます。

［VLAN一覧］
該当するスイッチに設定されている VLANの一覧が表示されます。

［VLAN-ID］
VLAN-IDが表示されます。

［タイプ］
VLAN種別が表示されます。表示される種別は「ポート」です。

［状態］
VLANの状態が表示されます。表示される状態を次に示します。
•［Active］
すべてのフレームの送受信ができる状態です。

•［Suspend］
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フレームの送受信がすべてできない状態です。

［VLANメディアタイプ］
VLANメディアタイプが表示されます。
• ETHERNET
• FDDI
• FDDI-NET
• Token Ring
• Token Ring NET
• Token Ring TrCRF
• Token Ring TrBRF

［VLAN名］
該当する VLANの VLAN名が表示されます。
この VLAN名は，スイッチに設定されている VLAN名です。VLAN定義情報
で指定する VLAN名とは関係ありません。

［SAID］
SAID（Security Association Identifier）が表示されます。

［SVI］
SVIの使用状況が「使用」または「未使用」で表示されます。

［IPアドレス］
IPアドレスが表示されます。IPアドレスは，IPv4形式（nnn.nnn.nnn.nnn）
で表示されます。
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10.4　［VLAN定義の追加］ダイアログボックス

［VLAN定義の追加］ダイアログボックスは，VLAN定義情報を VLAN管理ドメインに
追加するためのダイアログボックスです。［VLAN定義の追加］ダイアログボックスを次
の図に示します。

図 10-5　［VLAN定義の追加］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［VLAN-ID］
追加する VLANの IDを指定します。指定できる値は，2～ 4095の整数です。デ
フォルトは空白です。この VLAN-IDの上限値まで VLANをネットワーク上に構築
できます。ただし，同じ VLAN管理ドメイン内にある VLAN同士で重複した値は
指定しないでください。

［VLAN名］
ネットワーク構成ツリーに表示する VLANの名称を，63バイト以内の文字列で指定
します。この項目には全角文字を指定できます。ここで指定する名称は，スイッチ
には設定されません。マネージャーサーバの DBに保存されます。

［タイプ］
追加する VLANの種別を指定します。指定できる種別は，［ポート］です。

［備考］
コメントを 255バイト以内の文字列で指定します。この項目には全角文字を指定で
きます。ここで指定する内容は，スイッチには設定されません。マネージャーサー
バの DBに保存されます。この項目はオプションです。
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10.5　［VLAN定義の変更］ダイアログボックス

［VLAN定義の変更］ダイアログボックスは，定義済みの VLAN定義情報を変更するた
めのダイアログボックスです。［VLAN定義の変更］ダイアログボックスを次の図に示し
ます。

図 10-6　［VLAN定義の変更］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［VLAN-ID］
変更する VLANの IDが表示されます。この項目は変更できません。

［VLAN名］
ネットワーク構成ツリーに表示する VLANの名称を，63バイト以内の文字列で指定
します。この項目には全角文字を指定できます。ここで指定する名称は，スイッチ
には設定されません。マネージャーサーバの DBに保存されます。

［タイプ］
変更する VLANに定義されている VLANの種別が表示されます。この項目は変更
できません。

［備考］
コメントを 255バイト以内の文字列で指定します。この項目には全角文字を指定で
きます。ここで指定する内容は，スイッチには設定されません。マネージャーサー
バの DBに保存されます。この項目はオプションです。
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10.6　［スイッチ構成情報の設定］ダイアログ
ボックス

［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボックスは，スイッチ構成情報を設定するための
ダイアログボックスです。各表示項目の詳細については，スイッチのマニュアルを参照
してください。［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 10-7　［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［スイッチ名］
該当するスイッチの名称が表示されます。スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）
に定義したスイッチ名が表示されます。

［VTP情報］
該当するスイッチの設定内容が表示されます。表示される内容は，［スイッチ情報］
ダイアログボックスの［スイッチ構成情報］ページと同様です。詳細については，
「10.1.2　［スイッチ構成情報］ページ」を参照してください。

［ポート情報］
該当するスイッチのポートの設定内容が表示されます。各表示項目の内容について
は，VLANビューの「ポートリスト」と同様です。「6.5.1（4）（d）　ポートリスト」
の「表 6-21　ポートリスト（Cisco Catalyst）の表示項目の説明」を参照してくだ
さい。
なお，JP1/Cm2/NCではレイヤー 2モードのポートだけが対象です。

［ポートの設定］ボタン
VLANメンバーシップモード，およびカプセル化フォーマットの設定を変更す
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るために使用します。［ポートの設定］ダイアログボックスが表示されます。
273



10.　画面－ VLANビューのダイアログボックス（Cisco Catalyst）
10.7　［ポートの設定］ダイアログボックス
［ポートの設定］ダイアログボックスは，次に示す内容をポートに設定するためのダイア
ログボックスです。

• ポートモード
• カプセル化フォーマット

［ポートの設定］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 10-8　［ポートの設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［選択可能ポート］
選択できるポートの設定内容が表示されます。
設定を変更するポートをクリックで指定します。一度に複数のポートを選択できま
す。

［変更後のポートモード］
変更後のポートモード（VLANメンバーシップモード）を指定します。プルダウン
メニューにポートモードの一覧が表示され，指定できます。
デフォルトでは空白となり，何も表示されません。プルダウンメニューから「（空
白）」を指定した場合，変更前のポートモードのまま設定内容は変更されません。
• dynamic desirable
動的判断モードです。対向のポートがトランク，desirableまたは autoのどれか
に設定されている場合，モードがトランクになります。

• アクセス
アクセスモードです。
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• トランク
トランクモードです。
なお，［変更後のカプセル化フォーマット］の「negotiate」と組み合わせて設定す
ることはできません。

• 802.1Q
802.1Qトンネルモードです。Cisco Catalyst3750の場合は，表示されません。

• dynamic auto
動的判断モードです。対向のポートがトランクまたは desirableに設定されている
場合，モードがトランクになります。

• プライベート VLANホスト
プライベート VLANホストモードです。Cisco Catalyst3550の場合は，表示され
ません。

• プライベート VLAN混合
プライベート VLAN混合モードです。Cisco Catalyst3550の場合は，表示されま
せん。

この項目は config-ifモードの switchport modeコマンドを使用して設定します。

［変更後のカプセル化フォーマット］
変更後のカプセル化フォーマットを指定します。プルダウンメニューにカプセル化
フォーマットの一覧が表示され，指定できます。
デフォルトでは空白となり何も表示されません。プルダウンメニューから「（空白）」
を指定した場合，変更前のカプセル化フォーマットのまま設定内容は変更されませ
ん。
• negotiate

DISL（Dynamic Inter-Switch Link）および DTP（Dynamic Trunking Protocol）
ネゴシエーションがカプセル化フォーマットを解決できないときに，ISLが選択
される形式です。
なお，［変更後のポートモード］の「トランク」と組み合わせて設定することはで
きません。

• ISL
スイッチ間リンクヘッダーを使用してカプセル化する形式です。

• 802.1Q
IEEE802.1Q形式です。

この項目は config-ifモードの switch trunk encapsulationコマンドを使用して設定
します。

［変更］ボタン
ポートモードおよびカプセル化フォーマットを指定した内容に変更します。どちら
か一方の内容を変更することもできます。
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10.8　［VLAN構成情報の設定］ダイアログボッ
クス

［VLAN構成情報の設定］ダイアログボックスは，VLAN構成情報を設定するためのダ
イアログボックスです。［VLAN構成情報の設定］ダイアログボックスを次の図に示しま
す。

図 10-9　［VLAN構成情報の設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［ドメイン名］
該当する VLANが所属している VLAN管理ドメイン名が表示されます。ドメイン
名は，スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）に定義したドメイン名が表示されま
す。デフォルトドメインは，JP1/Cm2/NC - Manager動作条件定義ファイル
（ncm.conf）で定義されています。

［VLAN一覧］
VLAN管理ドメイン内の定義済みの VLANを一覧で表示します。
表示内容については，［Network Element Configuration - View］ウィンドウのリス
トエリアの「VLANリスト」と同様です。詳細については，「6.5.1（4）（b）　
VLANリスト」の「表 6-17　VLANリストの表示項目の説明」を参照してくださ
い。［VLAN一覧］の任意の行を選択すると，選択した VLANを構成しているス
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イッチが，［スイッチ一覧］に表示されます。

［VLAN定義の追加］ボタン
VLAN定義情報を VLAN管理ドメインに追加するために使用します。［VLAN
定義の追加］ダイアログボックスが表示されます。VLANの定義数が 4,094個
以下の場合にクリックできます。

［VLAN定義の変更］ボタン
すでに定義している VLAN定義情報を変更するために使用します。［VLAN定
義の変更］ダイアログボックスが表示されます。［VLAN一覧］の任意の行を選
択するとクリックできます。

［VLAN定義の削除］ボタン
選択した VLANの定義を VLAN管理ドメインから削除します。ただし次の場
合は削除できません。
• VLAN-IDが 1（デフォルト VLAN）の場合
• VLAN-IDが 1002～ 1005で，VLANを構成するスイッチに Cisco Catalyst
がある場合

• VLANを構成するスイッチに，VTPモードがクライアントの Cisco Catalyst
がある場合

［VLAN一覧］の任意の行を選択するとクリックできます。
VLAN定義の削除後，削除された VLANにアクセスポートまたはネイティブ指
定トランクポートとして設定されていたポートは，デフォルト VLAN
（VLAN-ID：1）のアクセスポートまたはネイティブ指定トランクポートに変更
されます。

［スイッチ一覧］
［VLAN一覧］で選択した VLANを構成するスイッチを一覧で表示します。スイッ
チの状態とスイッチ名の対応が表示されます。
［状態］には，スイッチとの接続状態がアイコンで表示されます。アイコンの色と状
態については，「6.3.1（3）　ツリーエリア」の「表 6-4　状態アイコンの色と状態の
意味」を参照してください。「青」，「赤」，「黄」，「緑」の順番，または「緑」，「黄」，
「赤」，「青」の順番でソートして表示できます。
［スイッチ名］には，スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）に定義したスイッチ
名が表示されます。

［スイッチの追加］ボタン
該当する VLANに，VLANを構成するスイッチを追加します。［スイッチの選
択］ダイアログボックスが表示されます。
［スイッチの追加］ボタンは，［VLAN一覧］の任意の行を選択するとクリック
できます。ただし，選択するスイッチが Cisco Catalystの場合は，スイッチを
追加するための条件があります。条件を次の表に示します。
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表 10-1　スイッチを追加するための条件（Cisco Catalystの場合）

（凡例）
　　○：スイッチを追加できる。
　　×：スイッチを追加できない。

！！！！ 注意事項
 

JP1/Cm2/NCでは，Cisco Catalystで内部的に使用されている VLAN（Internal VLAN）を
扱いません。Internal VLANは，拡張範囲 VLAN（VLAN-ID:1006～ 4094）の下部の ID
（1006寄り）を使用します。このため拡張範囲 VLANに Cisco Catalystを追加する場合は，
上部の ID（4094寄り）を使用し，Internal VLANで設定済みの IDと重複しないようにし
てください。

［スイッチの変更］ボタン
選択したスイッチの VLANの構成情報を変更します。［ポート VLAN－基本設
定］ダイアログボックスが表示されます。
［スイッチの変更］ボタンは，［スイッチ一覧］の任意の行を選択するとクリッ
クできます。ただし，選択したスイッチが Cisco Catalystの場合は，スイッチ
を変更するための条件があります。条件を次の表に示します。

表 10-2　スイッチを変更するための条件（Cisco Catalystの場合）

（凡例）
　　○：スイッチを変更できる。
　　×：スイッチを変更できない。

条件 VLAN-ID

1，1002～ 1005 2～ 1001 1006～ 4094（拡張
範囲 VLAN）

VTPモードがサーバ × ○ ×

VTPモードがクライアン
ト

× ×

VTPモードがトランスペ
アレント

○ ○

条件 VLAN-ID

1，1002～ 1005 2～ 1001 1006～ 4094（拡張
範囲 VLAN）

VTPモードがサーバ ○ ○ ×

VTPモードがクライアン
ト

×

VTPモードがトランスペ
アレント

○
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［スイッチの削除］ボタン
該当する VLANから VLANを構成しているスイッチを削除します。［スイッチ
一覧］の任意の行を選択するとクリックできます。ただし，選択したスイッチ
が Cisco Catalystの場合は，スイッチを削除するための条件があります。条件
を次の表に示します。

表 10-3　スイッチを削除するための条件（Cisco Catalystの場合）

（凡例）
　　○：スイッチを削除できる。
　　×：スイッチを削除できない。

スイッチの削除を確認するダイアログボックスが表示され，［OK］をクリック
すると，［スイッチ一覧］から削除されます。
スイッチの削除後，削除したスイッチの，該当する VLANにアクセスポートま
たはネイティブ指定トランクポートとして設定されていたポートは，デフォル
ト VLAN（VLAN-ID：1）のアクセスポートまたはネイティブ指定トランク
ポートに変更されます。
なお，該当する VLANを構成するスイッチがすべて削除されても，VLAN定義
は削除されません。

条件 VLAN-ID

1，1002～ 1005 2～ 1001 1006～ 4094（拡張
範囲 VLAN）

VTPモードがサーバ × ○ ×

VTPモードがクライアン
ト

× ×

VTPモードがトランスペ
アレント

○ ○
279



10.　画面－ VLANビューのダイアログボックス（Cisco Catalyst）
10.9　［スイッチの選択］ダイアログボックス
［スイッチの選択］ダイアログボックスは，VLANに追加するスイッチの種類を選択する
ためのダイアログボックスです。［スイッチの選択］ダイアログボックスを次の図に示し
ます。

図 10-10　［スイッチの選択］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［VLAN-ID］
スイッチを追加する VLANの VLAN-IDが表示されます。

［スイッチ名］
追加するスイッチを選択します。該当する VLAN管理ドメイン配下にあるすべての
スイッチが，プルダウンメニューに表示されます。Cisco Catalystの場合，一つの
スイッチに追加できる VLANの最大数は 1,005個です。そのため，すでに 1,005個
の VLANを持つ Cisco Catalystのスイッチは表示されません。
なお，JP1/Cm2/NCでは，この項目で選択したスイッチが，該当する VLAN-IDの
VLANに追加できるかどうかはチェックしません。
スイッチによっては，設定できる VLAN-IDの範囲が異なります。設定できる
VLAN-IDの最大値を確認し，適切なスイッチを選択してください。
280



10.　画面－ VLANビューのダイアログボックス（Cisco Catalyst）
10.10　［ポート VLAN－基本設定］ダイアログ
ボックス

［ポート VLAN－基本設定］ダイアログボックスは，VLANを構成するスイッチのポー
トに，ポート VLANを設定するためのダイアログボックスです。VLAN管理ドメインの
配下にあるすべてのスイッチから，ポート VLANを構成するスイッチを選択します。ま
た，スイッチのポート種別および所属ポートを選択します。各設定項目の詳細について
は，スイッチのマニュアルを参照してください。［ポート VLAN－基本設定］ダイアロ
グボックスを次の図に示します。

図 10-11　［ポート VLAN－基本設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［VLAN-ID］
ポート VLANを設定する VLANの VLAN-IDが表示されます。

［スイッチ名］
［VLAN構成情報の設定］ダイアログボックス，または［スイッチの選択］ダイアロ
グボックスで選択したスイッチ名が表示されます。
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［ポート指定種別］
該当する VLANに所属するポートのポート種別を指定します。プルダウンメニュー
にポート種別の一覧が表示され，ポート種別を指定できます。デフォルトでは「ア
クセスポート」が表示されます。
• アクセスポート

VLANにアクセスポートとして所属しています。
• ネイティブ指定トランクポート
該当する VLANにネイティブ指定のトランクポートとして所属しています。

• トランクポート
該当する VLANにトランクポートとして所属しています。

• プルーニング適用トランクポート
該当する VLANのプルーニングを適用するトランクポートとして所属していいま
す。VLAN-IDが 1，1002～ 1005，または拡張範囲 VLAN（VLAN-ID：1006～
4094）の場合は，「プルーニング適用トランクポート」は表示されません。
指定したポート種別に応じて「所属ポート」のリストの表示が切り替わります。

［ポート情報］

［ポート一覧］
該当するスイッチに設定されているレイヤー 2モードのポートとポートの情報
（インターフェースタイプ，スタック，スロット，ポート）がすべて表示されま
す。
所属ポートに追加したい場合は，ポートを選択し［追加 >>］ボタンをクリック
します。一度に複数のポートを選択して追加できます。追加したポートは［所
属ポート］に表示されます。
なお，［所属ポート］にポートを追加しても，［ポート一覧］からは削除されま
せん。［ポート一覧］には常にすべてのポートが表示されます。
［所属ポート］に追加する場合は，config-ifモードの switchport trunk（トラン
クポートの場合）または switchport access vlan（アクセスポートの場合）コマ
ンドを使用して設定します。

［所属ポート］※

所属ポートに設定されているポートとポートの情報（インターフェースタイプ，
スタック，スロット，ポート）が表示されます。
設定を解除したい場合は，ポートを選択し［<<削除］ボタンをクリックしま
す。一度に複数のポートを選択して設定を解除できます。選択したポートは
［所属ポート］から削除されます。［ポート指定種別］で「アクセスポート」ま
たは「ネイティブ指定トランクポート」が指定されていた場合，削除された
ポートはデフォルト VLAN（VLAN-ID：1）に変更されます。

注※
［所属ポート］へ追加したポートの設定が有効になるかどうかは，設定したポー
トの VLANメンバーシップモードやカプセル化フォーマットによって異なりま
す。JP1/Cm2/NCでは設定が有効かどうかをチェックしませんので，設定前に
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必ず確認してください。

［拡張設定］ボタン
［ポート VLAN－拡張設定］ダイアログボックスを表示します。
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10.11　［ポート VLAN－拡張設定］ダイアログ
ボックス

［ポート VLAN－拡張設定］ダイアログボックスは，ポート VLANの設定を拡張するた
めのダイアログボックスです。VLANの状態を開放・閉塞したり SAIDを指定したりし
ます。各設定項目の詳細については，スイッチのマニュアルを参照してください。［ポー
ト VLAN－拡張設定］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 10-12　［ポート VLAN－拡張設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［VLANメディアタイプ］
該当する VLANの VLANメディアタイプが表示されます。新規に VLANを作成す
る場合は，「ETHERNET」が表示されます。なお，JP1/Cm2/NCを使用して新規に
作成できる VLANの VLANメディアタイプはイーサネットだけです。

［VLAN名］
該当する VLANの VLAN名を指定します。この VLAN名は，スイッチに設定され
ている VLAN名です。VLAN定義情報で指定する VLAN名とは関係ありません。
VLAN名は 1～ 32文字の ASCII文字で指定します。ただし，「"（引用符）」は使用
できません。VLAN名はスイッチ内で重複しないように指定してください。また，
この項目は VLANの設定で必須項目です。新規に VLANを作成する場合は，デ
フォルトで「VLANVLAN-ID」が表示されます（例：VLAN-IDが 2の場合，VLAN
名は VLAN0002）。指定を省略した場合は，デフォルトの「VLANVLAN-ID」が設
定されます。既存の VLANの場合は，VLAN名が表示されます。
なお，次の場合は VLAN名の変更はできません。
• VLAN-IDが 1，または 1002～ 1005のとき
次の VLAN名が表示されます。
・VLAN-IDが 1の場合：default
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・VLAN-IDが 1002の場合：fddi-default
・VLAN-IDが 1003の場合：trcrf-default（token-ring-default※）
・VLAN-IDが 1004の場合：fddinet-default
・VLAN-IDが 1005の場合：trbrf-default（trnet-default※）
注※　VTPのバージョン 2が Disableの場合

• VTPモードがクライアントのとき

この項目は config-vlanモードの nameコマンドを使用して設定します。

［状態］
該当する VLANの状態を指定します。VLANのネットワーク構成を変更する場合，
データが流れているままの状態で VLANの構成を変更すると，そのほかの個所で通
信ができなくなってしまうおそれがあります。そのため，構成の変更が完了するま
で，データが流れるのを止めておくために，該当する VLANの状態を閉塞します。
指定できる種類を次に示します。
• Active

VLANを開放し，すべてのフレームの送受信を開始します。
• Suspend

VLANを閉塞し，すべてのフレームの送受信を停止します。

この項目は VLANの設定で必須項目です。新規に VLANを作成する場合，デフォ
ルト値は「Active」です。
なお，次の場合は状態の変更はできません。
• VLAN-IDが 1，または 1002～ 1005のとき
• VTPモードがクライアントのとき
• VTPモードがトランスペアレントで，拡張範囲 VLAN（VLAN-ID：1006～

4094）のとき

この項目は config-vlanモードの stateコマンドを使用して設定します。

［SAID］
該当する VLANの SAIDを 1～ 4294967294の範囲の整数で指定します。SAIDは
スイッチ内で重複しないように指定してください。また，この項目は VLANの設定
で必須項目です。
新規に VLANを作成する場合は，デフォルトで「100000+VLAN-ID」が表示されま
す（例：VLAN-IDが 2の場合，SAIDは 100002）。新規に VLANを作成する場合
に指定を省略したときは，デフォルトの「100000+VLAN-ID」が設定されます。既
存の VLANの場合は，該当する VLANに設定されている SAIDが表示されます。
なお，次の場合は SAIDの変更はできません。
• VTPモードがクライアントのとき
• VTPモードがトランスペアレントで，拡張範囲 VLAN（VLAN-ID：1006～

4094）のとき
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この項目は config-vlanモードの saidコマンドを使用して設定します。

［SVI］

［SVIを使用する。］
SVIを使用する場合，チェックボックスをチェックします。［IPアドレス
（IPv4形式）］を指定する場合は，必ずチェックします。
この項目は configモードの interface vlanコマンドを使用して設定します。

［IPアドレス（IPv4形式）］
SVIに IPv4形式の IPアドレスを設定します。「nnn.nnn.nnn.nnn/マスク長」
形式で指定します。「マスク長」は，1～ 32の範囲で指定します。この項目は
オプションです。
また，この項目は config-ifモードの ip addressコマンドを使用して設定しま
す。
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10.12　［設定結果］ダイアログボックス
（VLAN構成情報）

［設定結果］ダイアログボックス（VLAN構成情報）は，VLANの構成情報を設定した
結果を確認するためのダイアログボックスです。［VLAN構成情報の設定］ダイアログ
ボックスでの設定が完了して，［OK］ボタンをクリックしたときに表示されます。ただ
し，設定内容すべてがスイッチに反映される前に，ネットワーク構成情報の設定が処理
中であることを示すメッセージを閉じた場合は表示されません。［設定結果］ダイアログ
ボックス（VLAN構成情報）を次の図に示します。

図 10-13　［設定結果］ダイアログボックス（VLAN構成情報）

表示項目について説明します。

［VLAN-ID］
設定が完了した VLANの VLAN-IDが表示されます。

［スイッチ名］
設定が完了した VLANを構成するスイッチの名称が表示されます。スイッチ名は，
スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）に定義したスイッチ名が表示されます。

［操作］
該当するスイッチに対して実行した VLANの操作が表示されます。次のどれかが表
示されます。
•「追加」
•「変更」
•「削除」：スイッチから VLANを削除した場合に表示されます。
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•「データベースから削除されました」：VLAN定義情報から VLAN構成情報を削除
した場合に表示されます。

［結果］
該当するスイッチに対して実行した操作の結果が表示されます。「成功」または「失
敗」が表示されます。

［原因］
結果が失敗だった場合，JP1/Cm2/NC - Viewが出力するメッセージが表示されま
す。形式は次のとおりです。
「KDNV1nnnn-E メッセージ本文」
JP1/Cm2/NC - Viewが出力するメッセージの説明と対処方法については，マニュア
ル「JP1/Cm2/Network Element Configuration トラブルシューティング」を参照し
てください。
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ログボックス（BIG-IP）
この章では，BIG-IPの SLBの設定で使用する画面の表示項
目，および定義項目について説明します。なお，各画面の表示
内容および設定内容の詳細については，適宜 BIG-IPのソフト
ウェアマニュアルを参照してください。

11.1　［スイッチ情報］ダイアログボックス

11.2　［論理サーバ情報］ダイアログボックス

11.3　［物理サーバ情報］ダイアログボックス

11.4　［論理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックス

11.5　［論理サーバの設定］ダイアログボックス

11.6　［論理サーバポートの設定］ダイアログボックス

11.7　［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックス

11.8　［プールの設定］ダイアログボックス

11.9　［物理サーバの設定］ダイアログボックス

11.10　［物理サーバポートの設定］ダイアログボックス

11.11　［バインド構成情報の設定］ダイアログボックス

11.12　［バインドの設定］ダイアログボックス

11.13　［設定結果］ダイアログボックス
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11.1　［スイッチ情報］ダイアログボックス
［スイッチ情報］ダイアログボックスは，スイッチの基本情報を確認するためのダイアロ
グボックスです。［スイッチ情報］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 11-1　［スイッチ情報］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［スイッチ名］
該当するスイッチの名称が表示されます。スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）
に定義したスイッチ名が表示されます。

［状態］
該当するスイッチとの接続状態が表示されます。表示される状態は，SLBビューの
ツリーエリアに表示される状態アイコンの状態と同じです。詳細については，「6.3.1
（3）　ツリーエリア」の「表 6-4　状態アイコンの色と状態の意味」を参照してくだ
さい。

［モデル］
該当するスイッチのモデルが表示されます。スイッチから直接取得した情報が表示
されます。

［ソフトウェアバージョン］
ルーティングソフトウェアのバージョンが表示されます。バージョンは，先頭から
11文字までが表示されます。11文字より長い場合，12文字目以降は表示されませ
ん。

［最終更新日時］
該当するスイッチの構成情報を DBに格納した日時が表示されます。
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11.2　［論理サーバ情報］ダイアログボックス
［論理サーバ情報］ダイアログボックスは，該当する論理サーバの基本情報を確認するた
めのダイアログボックスです。［論理サーバ情報］ダイアログボックスを次の図に示しま
す。

図 11-2　［論理サーバ情報］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［論理サーバ］
該当する論理サーバの IPアドレスが表示されます。表示形式は，IPv4形式
（nnn.nnn.nnn.nnn）です。

［状態］
該当する論理サーバの状態が表示されます。表示内容は次のとおりです。
•「Enable」
論理サーバが有効な状態です。

•「Disable」
論理サーバが無効な状態です。

［論理サーバポート］
該当する論理サーバに設定されている論理サーバポートの内容が表示されます。表
示される内容は，SLBビューの「論理サーバポートリスト」と同様です。詳細につ
いては，「6.6.1（6）（d）　論理サーバポートリスト（BIG-IP）」の「表 6-30　論理
サーバポートリスト（BIG-IP）の表示項目の説明」を参照してください。
291



11.　画面－ SLBビューのダイアログボックス（BIG-IP）
11.3　［物理サーバ情報］ダイアログボックス
［物理サーバ情報］ダイアログボックスは，該当する物理サーバの基本情報を確認するた
めのダイアログボックスです。［物理サーバ情報］ダイアログボックスを次の図に示しま
す。

図 11-3　［物理サーバ情報］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［物理サーバ］
該当する物理サーバの IPアドレスが表示されます。表示形式は，IPv4形式
（nnn.nnn.nnn.nnn）です。

［物理サーバポート］

［ポート］
該当する物理サーバに設定されているポート番号が表示されます。

［ウェイト（比率）］
該当する物理サーバポートに設定されているウェイト値（比率）が表示されま
す。

［状態］
該当する物理サーバポートの状態が表示されます。表示内容は次のとおりです。
•「Enable」
トラフィックを受け付けられる状態です。

•「Disable」
既存のセッションに属するトラフィックだけを新規に受け付けます。それ以
外は受け付けません。既存の接続については，接続を完了するまで状態を維
持します。
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11.4　［論理サーバ構成情報の設定］ダイアログ
ボックス

［論理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスは，SLBを構成しているスイッチへ論
理サーバの構成情報を設定するためのダイアログボックスです。［論理サーバ構成情報の
設定］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 11-4　［論理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［スイッチ名］
該当するスイッチの名称が表示されます。スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）
に定義したスイッチ名が表示されます。

［論理サーバ一覧］
定義済みの論理サーバをリストに一覧表示します。表示内容は，SLBビューのリス
トエリアに表示する「論理サーバリスト」と同様です。詳細については，「6.6.1（6）
（c）　論理サーバリスト（BIG-IP）」の「表 6-29　論理サーバリスト（BIG-IP）の
表示項目の説明」を参照してください。
この項目から，［論理サーバの設定］ダイアログボックスを表示して論理サーバを追
加または変更したり，論理サーバを削除したりします。［論理サーバの設定］ダイア
ログについては，「11.5　［論理サーバの設定］ダイアログボックス」を参照してく
ださい。

［追加］ボタン
論理サーバをスイッチに追加するために使用します。［論理サーバの設定］ダイ
293



11.　画面－ SLBビューのダイアログボックス（BIG-IP）
アログボックスを表示します。

［変更］ボタン
論理サーバの設定を変更するために使用します。［論理サーバの設定］ダイアロ
グボックスを表示します。［論理サーバ一覧］で任意の 1行を選択するとクリッ
クできます。

［削除］ボタン
論理サーバをスイッチから削除するために使用します。［論理サーバ一覧］で任
意の行を選択するとクリックできます。複数行を一度に選択できます。
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11.5　［論理サーバの設定］ダイアログボックス
［論理サーバの設定］ダイアログボックスは，SLBを構成しているスイッチへ論理サーバ
を追加したり，論理サーバの設定を変更したりするためのダイアログボックスです。［論
理サーバの設定］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 11-5　［論理サーバの設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［論理サーバ］
該当する論理サーバの IPアドレスを IPv4形式（nnn.nnn.nnn.nnn）で指定しま
す。この項目は［論理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスの［論理サーバ
一覧］で［変更］ボタンをクリックした場合は編集できません。

［状態］
該当する論理サーバの状態を設定します。論理サーバに設定されたすべての論理
サーバポートに対して設定されます。
•「Enable」
該当する論理サーバを有効にします。

•「Disable」
該当する論理サーバを無効にします。

この項目はオプションです。デフォルト値は，「Enable」です。

［論理サーバポート］
定義済みの論理サーバポートをリストに一覧表示します。表示内容は，SLBビュー
のリストエリアに表示する「論理サーバポートリスト」と同様です。詳細について
は，「6.6.1（6）（d）　論理サーバポートリスト（BIG-IP）」の「表 6-30　論理サー
バポートリスト（BIG-IP）の表示項目の説明」を参照してください。

［追加］ボタン
論理サーバポートを論理サーバに追加するために使用します。［論理サーバポー
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トの設定］ダイアログボックスを表示します。

［変更］ボタン
論理サーバポートの設定を変更するために使用します。［論理サーバポートの設
定］ダイアログボックスを表示します。［論理サーバポート］で任意の 1行を選
択するとクリックできます。

［削除］ボタン
論理サーバポートを論理サーバから削除するために使用します。［論理サーバ
ポート］で任意の行を選択するとクリックできます。複数行を一度に選択でき
ます。なお，プールと関連づけられた状態の論理サーバポートを削除すること
はできません。
削除後の論理サーバポート数が 0になる場合は，削除を確認するダイアログ
ボックスが表示されます。［OK］ボタンをクリックすると，［論理サーバ構成情
報の設定］ダイアログボックスから該当する論理サーバが削除されます。
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11.6　［論理サーバポートの設定］ダイアログ
ボックス

［論理サーバポートの設定］ダイアログボックスは，論理サーバに論理サーバポートを追
加したり，論理サーバポートの設定を変更したりするためのダイアログボックスです。
［論理サーバポートの設定］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 11-6　［論理サーバポートの設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［ポート名］
論理サーバポート名を 1～ 255バイト以内で指定します。先頭は必ず英字にしてく
ださい。また，スイッチ内で同じ名前は指定できません。使用できる文字は，次の
とおりです。
• 英数字
•「-」（ハイフン）
•「_」（アンダーバー）
•「.」（ピリオド）

この項目は［論理サーバの設定］ダイアログボックスの［論理サーバポート］で
［変更］ボタンをクリックした場合は編集できません。

！！！！ 注意事項
 

JP1/Cm2/NCでは 256バイト以上の論理サーバポート名は扱いません。スイッチに 256バ
イト以上の論理サーバポート名が設定されていた場合，該当する論理サーバポートの情報は
取得しませんので，ご注意ください。

［ポート］
論理サーバに定義する TCP/UDPポート番号を指定します。指定できる値は，0～
65535の整数です。プルダウンメニューに予約ポートが「サービス名（ポート番
号）」の形式で表示され，ポートを指定できます。なお，プールと関連づけられた状
態のポートを変更することはできません。

［状態］
該当するポートの状態を次の二つから選択します。
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•「Enable」
該当するポートを有効にします。

•「Disable」
該当するポートを無効にします。

この項目は，オプションです。デフォルト値は「Enable」です。
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11.7　［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログ
ボックス

［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスは，SLBを構成しているスイッチへ物
理サーバを設定するためのダイアログボックスです。各設定項目の詳細については，ス
イッチのマニュアルを参照してください。［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログボッ
クスを次の図に示します。

図 11-7　［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［スイッチ名］
該当するスイッチの名称が表示されます。スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）
に定義したスイッチ名が表示されます。

［プール一覧］
定義済みのプールがリストに一覧表示されます。表示内容は SLBビューのリストエ
リアに表示する「プールリスト」と同様です。詳細については，「6.6.1（6）（e）　
プールリスト（BIG-IP）」の「表 6-32　プールリスト（BIG-IP）の表示項目の説
明」を参照してください。

［プールの追加］ボタン
プールをスイッチに追加するために使用します。［プールの設定］ダイアログ
ボックスを表示します。
299



11.　画面－ SLBビューのダイアログボックス（BIG-IP）
［プールの変更］ボタン
プールの設定を変更するために使用します。［プールの設定］ダイアログボック
スを表示します。［プール一覧］で任意の 1行を選択するとクリックできます。

［プールの削除］ボタン
プールをスイッチから削除するために使用します。［プール一覧］で任意の行を
選択するとクリックできます。複数行を一度に選択できます。

［物理サーバ一覧］
定義済みの物理サーバがリストに一覧表示されます。表示内容は，SLBビューのリ
ストエリアに表示する「物理サーバリスト」と同様です。詳細については，「6.6.1
（6）（f）　物理サーバリスト（BIG-IP）」の「表 6-33　物理サーバリスト（BIG-IP）
の表示項目の説明」を参照してください。

［物理サーバの追加］ボタン
物理サーバをスイッチに追加するために使用します。［物理サーバの設定］ダイ
アログボックスを表示します。

［物理サーバの変更］ボタン
物理サーバの設定を変更するために使用します。［物理サーバの設定］ダイアロ
グボックスを表示します。［物理サーバ一覧］で任意の 1行を選択するとクリッ
クできます。

［物理サーバの削除］ボタン
物理サーバをスイッチから削除するために使用します。［物理サーバ一覧］で任
意の行を選択するとクリックできます。複数行を一度に選択できます。
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11.8　［プールの設定］ダイアログボックス
［プールの設定］ダイアログボックスは，SLBを構成しているスイッチへプールを追加し
たり，プールの設定を変更したりするためのダイアログボックスです。各設定項目の詳
細については，スイッチのマニュアルを参照してください。［プールの設定］ダイアログ
ボックスを次の図に示します。

図 11-8　［プールの設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［プール名］
プール名を 1～ 255バイト以内で指定します。また，先頭は必ず英字にしてくださ
い。また，スイッチ内で同じ名前は指定できません。使用できる文字は，次のとお
りです。
• 英数字
•「-」（ハイフン）
•「_」（アンダーバー）
•「.」（ピリオド）

この項目は［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスの［プール一覧］で
［プールの変更］ボタンをクリックした場合は編集できません。

！！！！ 注意事項
 

JP1/Cm2/NCでは 256バイト以上のプール名は扱いません。スイッチに 256バイト以上の
プール名が設定されていた場合，該当するプールに関する情報は取得しません。また，プー
ル名が 256バイト以上のプールと論理サーバポートが関連づけられていた場合，該当する論
理サーバポートに関する情報も取得しないので，ご注意ください。

［ロードバランシング方法］
該当するプールのロードバランシング方法を指定します。プルダウンメニューに
ロードバランシング方法の一覧が表示され，指定できます。デフォルトでは「ラウ
ンドロビン」が表示されます。
• ラウンドロビン
プールに「rr（Round Robin）」を設定します。サーバリクエストが各物理サーバ
に順番に送信されます。

• 比率
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プールに「ratio」を設定します。各物理サーバに指定した比率に従って，サーバ
リクエストが送信されます。

• 比率メンバー
プールに「member ratio」を設定します。

• 動的比率
プールに「dynamic ratio」を設定します。各物理サーバから収集した情報を基に
動的に比率を決定し，サーバリクエストが送信されます。

• 最速
プールに「fastest」を設定します。応答速度が最も速い物理サーバに，サーバリ
クエストが送信されます。

• 最速メンバー
プールに「fastest app resp」を設定します。

• 最少接続
プールに「least conn」を設定します。接続数の最も少ない物理サーバにサーバリ
クエストが送信されます。

• 最少接続メンバー
プールに「member least conn」を設定します。

• 観測
プールに「observed」を設定します。各物理サーバの接続数と応答速度を監視し，
BIG-IP独自のアルゴリズムによって送信先を決定し，サーバリクエストが送信さ
れます。

• 観測メンバー
プールに「member observed」を設定します。

• 予測
プールに「predictive」を設定します。各物理サーバの接続数と応答速度を監視し
てパフォーマンスウェイトを予測し，サーバリクエストが送信されます。

• 予測メンバー
プールに「member predictive」を設定します。
302



11.　画面－ SLBビューのダイアログボックス（BIG-IP）
11.9　［物理サーバの設定］ダイアログボックス
［物理サーバの設定］ダイアログボックスは，SLBを構成しているスイッチへ物理サーバ
を追加したり，物理サーバの設定を変更したりするためのダイアログボックスです。［物
理サーバの設定］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 11-9　［物理サーバの設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［物理サーバ］
該当する物理サーバの IPアドレスを IPv4形式（nnn.nnn.nnn.nnn）で指定しま
す。この項目は［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスの［物理サーバ
一覧］で［物理サーバの追加］ボタンをクリックした場合に必ず指定します。また，
［物理サーバの変更］ボタンをクリックした場合は編集できません。

［物理サーバポート］
該当する物理サーバに定義されている物理サーバポートの一覧が表示されます。

［ポート］および［ウェイト（比率）］
SLBビューのリストエリアの「物理サーバポートリスト」と同様です。詳細に
ついては，「6.6.1（6）（g）　物理サーバポートリスト（BIG-IP）」の「表 6-34
　物理サーバポートリスト（BIG-IP）の表示項目の説明」を参照してくださ
い。

［状態］
物理サーバポートの状態が表示されます。
•「Enable」
該当するポートは有効な状態です。

•「Disable」
該当するポートは無効な状態です。

［追加］ボタン
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物理サーバポートを物理サーバに追加するために使用します。［物理サーバポー
トの設定］ダイアログボックスを表示します。

［変更］ボタン
物理サーバポートの設定を変更するために使用します。［物理サーバポートの設
定］ダイアログボックスを表示します。［物理サーバポート］で任意の 1行を選
択するとクリックできます。

［削除］ボタン
物理サーバポートを物理サーバから削除するために使用します。［物理サーバ
ポート］で任意の行を選択するとクリックできます。複数行を一度に選択でき
ます。
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11.10　［物理サーバポートの設定］ダイアログ
ボックス

［物理サーバポートの設定］ダイアログボックスは，物理サーバに物理サーバポートを追
加したり，物理サーバポートの設定を変更したりするためのダイアログボックスです。
各設定項目の詳細については，スイッチのマニュアルを参照してください。［物理サーバ
ポートの設定］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 11-10　［物理サーバポートの設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［ポート］
物理サーバに定義する TCP/UDPポート番号を指定します。指定できる値は，0～
65535の整数です。プルダウンメニューから予約ポート一覧を表示し，指定できま
す。
この項目は［物理サーバの設定］ダイアログボックスの［物理サーバポート］で
［変更］ボタンをクリックした場合は編集できません。

［ウェイト］
該当する物理サーバポートに定義する比率のウェイト値を指定します。指定できる
値は，1～ 65535の整数です。
この項目は，オプションです。設定を省略した場合は，1が設定されます。

［状態］
該当するポートの状態を次の二つから選択します。
•「Enable」
該当するポートでトラフィックを受け付けます。

•「Disable」
該当するポートで，既存のセッションに属するトラフィックだけを新規に受け付
けます。それ以外は受け付けません。既存の接続については，接続を完了するま
で状態を維持します。

この項目は，オプションです。デフォルト値は「Enable」です。
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11.11　［バインド構成情報の設定］ダイアログ
ボックス

［バインド構成情報の設定］ダイアログボックスは，論理サーバと物理サーバをバインド
するためのダイアログボックスです。［バインド構成情報の設定］ダイアログボックスを
次の図に示します。

図 11-11　［バインド構成情報の設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［スイッチ名］
該当するスイッチの名称が表示されます。スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）
に定義したスイッチ名が表示されます。

［論理サーバ一覧］
スイッチに定義されている論理サーバのうち，バインド済みの論理サーバの内容が
表示されます。［論理サーバ］には論理サーバの IPアドレスが IPv4形式
（nnn.nnn.nnn.nnn）で表示されます。

［追加］ボタン
バインドの設定を追加するために使用します。［バインドの設定］ダイアログ
ボックスを表示します。

［変更］ボタン
バインドの設定を変更するために使用します。［バインドの設定］ダイアログ
ボックスを表示します。［論理サーバ一覧］で任意の 1行を選択するとクリック
できます。
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［削除］ボタン
バインドの設定を削除するために使用します。［論理サーバ一覧］で任意の行を
選択するとクリックできます。複数行を一度に選択できます。
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11.12　［バインドの設定］ダイアログボックス
［バインドの設定］ダイアログボックスは，バインドの設定を追加，変更するためのダイ
アログボックスです。各設定項目の詳細については，スイッチのマニュアルを参照して
ください。［バインドの設定］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 11-12　［バインドの設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［スイッチ名］
該当するスイッチの名称が表示されます。スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）
に定義したスイッチ名が表示されます。

［論理サーバ］
プールをバインドする論理サーバを選択します。該当するスイッチに定義されてい
る論理サーバをプルダウンメニューから選択できます。プルダウンメニューには論
理サーバの IPアドレスが表示されます。
この項目は，［バインド構成情報の設定］ダイアログボックスの［論理サーバ一覧］
で［変更］をクリックした場合は設定できません。

［論理サーバポート］
プールをバインドする論理サーバポートを指定します。［ポート名］または［ポー
ト］のどちらかを指定すると，もう一方の欄に対応するポート名またはポート番号
が自動的に表示されます。

［ポート名］
プールをバインドする論理サーバポートのポート名を選択します。該当する論
理サーバに定義されている論理サーバポートをプルダウンメニューから選択で
きます。プルダウンメニューには論理サーバに設定されているポート名が表示
されます。
この項目は，［バインド構成情報の設定］ダイアログボックスの［論理サーバ一
覧］で［変更］をクリックした場合は設定できません。
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［ポート］
プールをバインドする論理サーバポートのポート番号を選択します。該当する
論理サーバに定義されている論理サーバポートをプルダウンメニューから選択
できます。プルダウンメニューには論理サーバに設定されているポート番号が
表示されます。
この項目は，［バインド構成情報の設定］ダイアログボックスの［論理サーバ一
覧］で［変更］をクリックした場合は設定できません。

［バインド対象プール］
論理サーバポートにバインドするプール名を選択します。該当するスイッチに定義
されているプールをプルダウンメニューから選択できます。プールは複数の論理
サーバポートとバインドできるため，すでにほかの論理サーバポートにバインドさ
れているプールも指定できます。
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11.13　［設定結果］ダイアログボックス
［設定結果］ダイアログボックスは，設定内容の結果を確認するためのダイアログボック
スです。次の情報を設定した場合に表示されます。

• 論理サーバ構成情報
• 物理サーバ構成情報
• バインド構成情報

11.13.1　［設定結果］ダイアログボックス（論理サーバ構成
情報）

［設定結果］ダイアログボックス（論理サーバ構成情報）は，論理サーバ構成情報を設定
した結果を確認するためのダイアログボックスです。［論理サーバ構成情報の設定］ダイ
アログボックスでの設定が完了して，［OK］ボタンをクリックしたときに表示されます。
ただし，設定内容すべてがスイッチに反映される前に，ネットワーク構成情報の設定が
処理中であることを示すメッセージを閉じた場合は表示されません。［設定結果］ダイア
ログボックス（論理サーバ構成情報）を次の図に示します。

図 11-13　［設定結果］ダイアログボックス（論理サーバ構成情報）

表示項目について説明します。

［論理サーバ名］
設定が完了した論理サーバの名称が表示されます。

［操作］
該当する論理サーバに対して実行した操作が，「追加」，「変更」，または「削除」で
表示されます。
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［結果］
該当する論理サーバに対して実行した操作の結果が表示されます。「成功」または
「失敗」が表示されます。

［原因］
結果が失敗だった場合，JP1/Cm2/NC - Viewが出力するメッセージが表示されま
す。形式は次のとおりです。
「KDNV1nnnn-E メッセージ本文」
JP1/Cm2/NC - Viewが出力するメッセージの説明と対処方法については，マニュア
ル「JP1/Cm2/Network Element Configuration トラブルシューティング」を参照し
てください。

11.13.2　［設定結果］ダイアログボックス（物理サーバ構成
情報）

［設定結果］ダイアログボックス（物理サーバ構成情報）は，物理サーバ構成情報を設定
した結果を確認するためのダイアログボックスです。［物理サーバ構成情報の設定］ダイ
アログボックスでの設定が完了して，［OK］ボタンをクリックしたときに表示されます。
ただし，設定内容すべてがスイッチに反映される前に，ネットワーク構成情報の設定が
処理中であることを示すメッセージを閉じた場合は表示されません。［設定結果］ダイア
ログボックス（物理サーバ構成情報）を次の図に示します。

図 11-14　［設定結果］ダイアログボックス（物理サーバ構成情報）

表示項目について説明します。

［プール名］
設定が完了したプール名が表示されます。
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［物理サーバ］
設定が完了した物理サーバの IPアドレスが IPv4形式（nnn.nnn.nnn.nnn）で表示
されます。
なお，プールに関する情報だけを変更した場合は，何も表示されません。またプー
ルを削除した場合は，削除したプールを構成していたすべての物理サーバが表示さ
れます。

［操作］
該当するプールに対して実行した操作を，「追加」，「変更」，または「削除」で表示
します。

［結果］
該当するプールに対して実行した操作の結果が表示されます。「成功」または「失
敗」が表示されます。

［原因］
結果が失敗だった場合，JP1/Cm2/NC - Viewが出力するメッセージが表示されま
す。形式は次のとおりです。
「KDNV1nnnn-E メッセージ本文」
JP1/Cm2/NC - Viewが出力するメッセージの説明と対処方法については，マニュア
ル「JP1/Cm2/Network Element Configuration トラブルシューティング」を参照し
てください。

11.13.3　［設定結果］ダイアログボックス（バインド構成情
報）

［設定結果］ダイアログボックス（バインド構成情報）は，バインド構成情報を設定した
結果を確認するためのダイアログボックスです。［バインド構成情報の設定］ダイアログ
ボックスでの設定が完了して，［OK］ボタンをクリックしたときに表示されます。ただ
し，設定内容すべてがスイッチに反映される前に，ネットワーク構成情報の設定が処理
中であることを示すメッセージを閉じた場合は表示されません。［設定結果］ダイアログ
ボックス（バインド構成情報）を次の図に示します。
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図 11-15　［設定結果］ダイアログボックス（バインド構成情報）

表示項目について説明します。

［論理サーバ名］
設定が完了した論理サーバの名称が表示されます。

［論理サーバポート］
設定が完了した論理サーバポートが表示されます。

［操作］
該当する物理サーバに対して実行した操作を，「追加」，「変更」，または「削除」で
表示します。

［結果］
該当する物理サーバに対して実行した操作の結果が表示されます。「成功」または
「失敗」が表示されます。

［原因］
結果が失敗だった場合，JP1/Cm2/NC - Viewが出力するメッセージが表示されま
す。形式は次のとおりです。
「KDNV1nnnn-E メッセージ本文」
JP1/Cm2/NC - Viewが出力するメッセージの説明と対処方法については，マニュア
ル「JP1/Cm2/Network Element Configuration トラブルシューティング」を参照し
てください。
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12　画面－ SLBビューのダイア
ログボックス（HA8000-ie/
Loadflowbal）
この章では，HA8000-ie/Loadflowbalの SLBの設定で使用す
る画面の表示項目，および定義項目について説明します。な
お，各画面の表示内容および設定内容の詳細については，適宜
HA8000-ie/Loadflowbalのソフトウェアマニュアルを参照して
ください。

12.1　［スイッチ情報］ダイアログボックス

12.2　［論理サーバ情報］ダイアログボックス

12.3　［物理サーバ情報］ダイアログボックス

12.4　［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボックス

12.5　［ポートプロファイルの設定］ダイアログボックス

12.6　［論理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックス

12.7　［論理サーバの設定］ダイアログボックス

12.8　［論理サーバポートの設定］ダイアログボックス

12.9　［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックス

12.10　［物理サーバの設定］ダイアログボックス

12.11　［物理サーバポートの設定］ダイアログボックス

12.12　［バインド構成情報の設定］ダイアログボックス

12.13　［バインドの設定］ダイアログボックス
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12.　画面－ SLBビューのダイアログボックス（HA8000-ie/Loadflowbal）
12.14　［設定結果］ダイアログボックス
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12.　画面－ SLBビューのダイアログボックス（HA8000-ie/Loadflowbal）
12.1　［スイッチ情報］ダイアログボックス
［スイッチ情報］ダイアログボックスは，スイッチの基本情報やスイッチ構成情報を確認
するためのダイアログボックスです。

［スイッチ情報］ダイアログボックスには，［全般］ページと［スイッチ構成情報］ペー
ジがあります。［全般］ページには，スイッチ名や状態など，スイッチの基本情報が表示
されます。［スイッチ構成情報］ページには，該当スイッチのスイッチ構成情報が表示さ
れます。

12.1.1　［全般］ページ
［全般］ページを次の図に示します。

図 12-1　［全般］ページ

表示項目について説明します。

［スイッチ名］
該当するスイッチの名称が表示されます。スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）
に定義したスイッチ名が表示されます。

［状態］
該当するスイッチとの接続状態が表示されます。表示される状態は，SLBビューの
ツリーエリアに表示される状態アイコンの状態と同じです。詳細については，「6.3.1
（3）　ツリーエリア」の「表 6-4　状態アイコンの色と状態の意味」を参照してくだ
さい。

［モデル］
該当するスイッチのモデルが表示されます。スイッチから直接取得した情報が表示
されます。

［ソフトウェアバージョン］
ルーティングソフトウェアのバージョンが表示されます。バージョンは，先頭から
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12.　画面－ SLBビューのダイアログボックス（HA8000-ie/Loadflowbal）
11文字までが表示されます。11文字より長い場合，12文字目以降は表示されませ
ん。

［最終更新日時］
該当するスイッチの構成情報を DBに格納した日時が表示されます。

12.1.2　［スイッチ構成情報］ページ
［スイッチ構成情報］ページを次の図に示します。

図 12-2　［スイッチ構成情報］ページ

表示項目について説明します。

［ロードバランシング方法］
該当するスイッチに設定されているロードバランシング方法が表示されます。設定
していない場合は，何も表示されません。
表示される設定値は次のとおりです。
•「最少接続」
論理サーバに「least-conn」が設定されています。
接続数の最も少ない物理サーバにサーバリクエストが送信されます。

•「ラウンドロビン」
論理サーバに「round-robin」が設定されています。
サーバリクエストが各物理サーバに順番に送信されます。

•「ウェイト」
論理サーバに「weighted」が設定されています。
各物理サーバに割り当てたパフォーマンスウェイトに従って，サーバリクエスト
が送信されます。

•「応答時間」
論理サーバに「response-time」が設定されています。
応答速度が最も速い物理サーバにサーバリクエストが送信されます。

•「最少セッション」
論理サーバに「least-sess」が設定されています。
現在のセッション数が最も少ない物理サーバにサーバリクエストが送信されます。
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12.　画面－ SLBビューのダイアログボックス（HA8000-ie/Loadflowbal）
［ポートプロファイル］
該当するスイッチに設定されている TCP/UDPポートが表示されます。
［ポート］には，TCP/UDPポートが設定されているポート番号が表示されます。
［タイプ］には，該当するポートのタイプが「TCP」，「UDP」，または「TCP/UDP」
で表示されます。
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12.2　［論理サーバ情報］ダイアログボックス
［論理サーバ情報］ダイアログボックスは，該当する論理サーバの基本情報を確認するた
めのダイアログボックスです。［論理サーバ情報］ダイアログボックスを次の図に示しま
す。

図 12-3　［論理サーバ情報］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［論理サーバ名］
該当する論理サーバの名称が表示されます。

［IPアドレス］
該当する論理サーバの IPアドレスが表示されます。表示形式は，IPv4形式
（nnn.nnn.nnn.nnn）です。

［ロードバランシング方法］
該当する論理サーバに設定されているロードバランシング方法が表示されます。表
示される内容は，SLBビューの「論理サーバリスト」と同様です。詳細については，
「6.6.1（7）（c）　論理サーバリスト（HA8000-ie/Loadflowbal）」の「表 6-39　論理
サーバリスト（HA8000-ie/Loadflowbal）の表示項目の説明」を参照してください。

［論理サーバポート］
該当する論理サーバに設定されているポートの，ポート番号および状態が表示され
ます。

［ポート］
該当する論理サーバに設定されているポート番号が表示されます。

［状態］
該当する論理サーバポートの状態が表示されます。表示内容は次のとおりです。
•「Enable」
ポートが有効な状態です。

•「Disable」
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ポートが無効な状態です。
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12.3　［物理サーバ情報］ダイアログボックス
［物理サーバ情報］ダイアログボックスは，該当する物理サーバの基本情報を確認するた
めのダイアログボックスです。［物理サーバ情報］ダイアログボックスを次の図に示しま
す。

図 12-4　［物理サーバ情報］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［物理サーバ名］
該当する物理サーバの名称が表示されます。

［IPアドレス］
該当する物理サーバの IPアドレスが表示されます。表示形式は，IPv4形式
（nnn.nnn.nnn.nnn）です。

［ウェイト］
ほかの物理サーバに対する，該当する物理サーバのウェイトが表示されます。

［最少接続］
サーバ上の接続数について，ほかの物理サーバに対する該当する物理サーバの
ウェイトが表示されます。

［応答時間］
サーバ上に送信されたクライアント要求へのサーバの応答時間について，ほか
の物理サーバに対する該当する物理サーバのウェイトが表示されます。

［物理サーバポート］
該当する物理サーバに設定されているポートの，ポート番号および状態が表示され
ます。

［ポート］
該当する物理サーバに設定されているポート番号が表示されます。

［状態］
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該当する物理サーバポートの状態が表示されます。表示内容は次のとおりです。
•「Enable」
ポートが有効な状態です。

•「Disable」
ポートが無効な状態です。
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12.4　［スイッチ構成情報の設定］ダイアログ
ボックス

［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボックスは，スイッチへスイッチ構成情報を設定
するためのダイアログボックスです。各設定項目の詳細については，スイッチのマニュ
アルを参照してください。［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボックスを次の図に示
します。

図 12-5　［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［スイッチ名］
該当するスイッチの名称が表示されます。スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）
に定義したスイッチ名が表示されます。

［ロードバランシング方法］
ロードバランシングの方法を選択します。［論理サーバ構成情報の設定］ダイアログ
ボックスで，論理サーバごとにロードバランシング方法を設定しない場合，［スイッ
チ構成情報の設定］ダイアログボックスで設定したロードバランシング方法が適用
されます。
この項目はオプションです。選択できるタイプを次に示します。
•「最少接続」
論理サーバに「least-conn」が設定されています。
接続数の最も少ない物理サーバにサーバリクエストが送信されます。

•「ラウンドロビン」
論理サーバに「round-robin」が設定されています。
サーバリクエストが各物理サーバに順番に送信されます。

•「ウェイト」
論理サーバに「weighted」が設定されています。
各物理サーバに割り当てたパフォーマンスウェイトに従って，サーバリクエスト
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が送信されます。
•「応答時間」
論理サーバに「response-time」が設定されています。
応答速度が最も速い物理サーバにサーバリクエストが送信されます。

•「最少セッション」
論理サーバに「least-sess」が設定されています。
現在のセッション数が最も少ない物理サーバにサーバリクエストが送信されます。

この項目は，server predictorコマンドを使用して設定します。

［ポートプロファイル］
論理サーバポート，および物理サーバポートで使用するポートを定義します。この
項目はオプションです。ポートの定義を追加，変更するためには，［ポートプロファ
イルの設定］ダイアログボックスを表示します。［ポートプロファイルの設定］ダイ
アログについては，「12.5　［ポートプロファイルの設定］ダイアログボックス」を
参照してください。
［ポートプロファイル］のリストには，定義済みのポートだけ表示されます。表示さ
れる内容は，「ポート」および「タイプ」です。

［追加］ボタン
ポートの定義を追加するために使用します。［ポートプロファイルの設定］ダイ
アログボックスを表示します。
すでに定義されているポートの数が 65,534個以下のときクリックできます。

［変更］ボタン
定義済みのポートのタイプを変更するために使用します。［ポートプロファイル
の設定］ダイアログボックスを表示します。［ポートプロファイル］の任意の 1
行を選択するとクリックできます。

［削除］ボタン
定義済みのポートを削除するために使用します。［ポートプロファイル］の任意
の行を選択するとクリックできます。複数行を一度に選択できます。
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12.5　［ポートプロファイルの設定］ダイアログ
ボックス

［ポートプロファイルの設定］ダイアログボックスは，SLBを構成しているスイッチに論
理サーバポート，および物理サーバポートで使用するポートを追加，または設定するた
めのダイアログボックスです。［ポートプロファイルの設定］ダイアログボックスを次の
図に示します。

図 12-6　［ポートプロファイルの設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［ポート］
TCP/UDPポート番号を指定します。指定できる値は，1～ 65535です。この項目
は，［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボックスの［ポートプロファイル］で
［変更］ボタンをクリックした場合は編集できません。
この項目は，server portコマンドを使用して設定します。

［タイプ］
該当するポートのタイプを選択します。この項目はオプションです。選択できるタ
イプは次のとおりです。
•「TCP」
•「UDP」
•「TCP/UDP」

「TCP/UDP」は，該当するポート番号が TCPとUDPの両方のタイプを持つ場合に
選択します。デフォルトの表示は「TCP」です。
この項目は，server portコマンドの tcp | udpサブコマンドを使用して設定します。
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12.6　［論理サーバ構成情報の設定］ダイアログ
ボックス

［論理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスは，SLBを構成しているスイッチへ論
理サーバの構成情報を設定するためのダイアログボックスです。［論理サーバ構成情報の
設定］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 12-7　［論理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［スイッチ名］
該当するスイッチの名称が表示されます。スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）
に定義したスイッチ名が表示されます。

［論理サーバ一覧］
定義済みの論理サーバがリストに一覧表示されます。表示内容は，SLBビューのリ
ストエリアに表示する「論理サーバリスト」と同様です。詳細については，「6.6.1
（7）（c）　論理サーバリスト（HA8000-ie/Loadflowbal）」の「表 6-39　論理サーバ
リスト（HA8000-ie/Loadflowbal）の表示項目の説明」を参照してください。
この項目から，［論理サーバの設定］ダイアログボックスを表示して論理サーバを追
加または変更したり，論理サーバを削除したりします。［論理サーバの設定］ダイア
ログについては，「12.7　［論理サーバの設定］ダイアログボックス」を参照してく
ださい。

［追加］ボタン
論理サーバをスイッチに追加するために使用します。［論理サーバの設定］ダイ
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アログボックスを表示します。

［変更］ボタン
論理サーバの設定を変更するために使用します。［論理サーバの設定］ダイアロ
グボックスを表示します。［論理サーバ一覧］で任意の 1行を選択するとクリッ
クできます。

［削除］ボタン
論理サーバをスイッチから削除するために使用します。［論理サーバ一覧］で任
意の行を選択するとクリックできます。複数行を一度に選択できます。
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12.7　［論理サーバの設定］ダイアログボックス
［論理サーバの設定］ダイアログボックスは，SLBを構成しているスイッチへ論理サーバ
を追加したり，論理サーバの設定を変更したりするためのダイアログボックスです。各
設定項目の詳細については，スイッチのマニュアルを参照してください。［論理サーバの
設定］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 12-8　［論理サーバの設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［論理サーバ名］
論理サーバ名を 32文字以内の英数字で指定します。この項目は［論理サーバ構成情
報の設定］ダイアログボックスの［論理サーバ一覧］で［変更］ボタンをクリック
した場合は編集できません。
この項目は，server virtual-nameコマンドを使用して設定します。

［IPアドレス］
該当する論理サーバの IPアドレスを IPv4形式（nnn.nnn.nnn.nnn）で指定しま
す。この項目は［論理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスの［論理サーバ
一覧］で［追加］ボタンをクリックした場合に必ず指定します。また，［変更］ボタ
ンをクリックした場合は編集できません。
この項目は，server virtual-nameコマンドを使用して設定します。

［ロードバランシング方法］
該当する論理サーバのロードバランシングの方法を選択します。この項目はオプ
ションです。
この項目は，論理サーバに個別にロードバランシング方法を設定する場合に使用し
ます。この項目で設定したロードバランシング方法は，［スイッチ構成情報の設定］
ダイアログボックスで設定したロードバランシング方法より優先されます。
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選択できるタイプは次のとおりです。
• 空欄
ロードバランシング方法が設定されていない，デフォルトの状態です。［スイッチ
構成情報の設定］ダイアログボックスで設定したロードバランシング方法がデ
フォルトとして適用されます。
なお，一度でもロードバランシング方法のどれかを設定した場合，デフォルトの
状態に戻すことはできません。

•「最少接続」
論理サーバに「least-conn」を設定します。
接続数の最も少ない物理サーバにサーバリクエストが送信されます。

•「ラウンドロビン」
論理サーバに「round-robin」を設定します。
サーバリクエストが各物理サーバに順番に送信されます。

•「ウェイト」
論理サーバに「weighted」を設定します。
各物理サーバに割り当てたパフォーマンスウェイトに従って，サーバリクエスト
が送信されます。

•「応答時間」
論理サーバに「response-time」を設定します。
応答速度が最も速い物理サーバにサーバリクエストが送信されます。

•「最少セッション」
論理サーバに「least-sess」を設定します。
現在のセッション数が最も少ない物理サーバにサーバリクエストが送信されます。

この項目は，server virtual-nameコマンドの predictorサブコマンドを使用して設
定します。

［論理サーバポート］
該当する論理サーバに定義されている論理サーバポートの一覧が表示されます。表
示内容は，SLBビューのリストエリアの「論理サーバポートリスト」と同様です。
論理サーバポートリストについては，「6.6.1（7）（d）　論理サーバポートリスト
（HA8000-ie/Loadflowbal）」の「表 6-40　論理サーバポートリスト（HA8000-ie/
Loadflowbal）の表示項目の説明」を参照してください。

［追加］ボタン
論理サーバポートを論理サーバに追加するために使用します。［論理サーバポー
トの設定］ダイアログボックスを表示します。
論理サーバポートを追加するとき，デフォルトで 65535が必ず設定されます。
この 65535ポートは削除できません。

［変更］ボタン
論理サーバポートの設定を変更するために使用します。［論理サーバポートの設
定］ダイアログボックスを表示します。［論理サーバポート］で任意の 1行を選
択するとクリックできます。
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［削除］ボタン
論理サーバポートを論理サーバから削除するために使用します。［論理サーバ
ポート］で任意の行を選択するとクリックできます。複数行を一度に選択でき
ます。
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12.8　［論理サーバポートの設定］ダイアログ
ボックス

［論理サーバポートの設定］ダイアログボックスは，論理サーバに論理サーバポートを追
加したり，論理サーバポートの設定を変更したりするためのダイアログボックスです。
［論理サーバポートの設定］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 12-9　［論理サーバポートの設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［ポート］
論理サーバに定義する TCP/UDPポート番号を指定します。指定できる値は，1～
65535の整数です。プルダウンメニューに予約ポートの一覧が表示され，ポートを
指定できます。
この項目は［論理サーバの設定］ダイアログボックスの［論理サーバポート］で
［変更］ボタンをクリックした場合は編集できません。
この項目は，server virtual-nameコマンドの port ポート番号 サブコマンドで設定
します。

［状態］
該当するポートの状態を次の二つから選択します。
•「Enable」
該当するポートを有効にします。

•「Disable」
該当するポートを無効にします。

デフォルト値は「Enable」です。
この項目は，server virtual-nameコマンドの port ポート番号 disableサブコマンド
で設定します。
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12.9　［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログ
ボックス

［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスは，SLBを構成しているスイッチへ物
理サーバを設定するためのダイアログボックスです。［物理サーバ構成情報の設定］ダイ
アログボックスを次の図に示します。

図 12-10　［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［スイッチ名］
該当するスイッチの名称が表示されます。スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）
に定義したスイッチ名が表示されます。

［物理サーバ一覧］
定義済みの物理サーバがリストに一覧表示されます。表示内容は，SLBビューのリ
ストエリアに表示する「物理サーバリスト」と同様です。詳細については，「6.6.1
（7）（e）　物理サーバリスト（HA8000-ie/Loadflowbal）」の「表 6-42　物理サーバ
リスト（HA8000-ie/Loadflowbal）の表示項目の説明」を参照してください。

［追加］ボタン
物理サーバをスイッチに追加するために使用します。［物理サーバの設定］ダイ
アログボックスを表示します。

［変更］ボタン
物理サーバの設定を変更するために使用します。［物理サーバの設定］ダイアロ
グボックスを表示します。［物理サーバ一覧］で任意の 1行を選択するとクリッ
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クできます。

［削除］ボタン
物理サーバをスイッチから削除するために使用します。［物理サーバ一覧］で任
意の行を選択するとクリックできます。複数行を一度に選択できます。
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12.10　［物理サーバの設定］ダイアログボック
ス

［物理サーバの設定］ダイアログボックスは，SLBを構成しているスイッチへ物理サーバ
を追加したり，物理サーバの設定を変更したりするためのダイアログボックスです。各
設定項目の詳細については，スイッチのマニュアルを参照してください。［物理サーバの
設定］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 12-11　［物理サーバの設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［物理サーバ名］
物理サーバ名を 32文字以内の英数字で指定します。この項目は［物理サーバ構成情
報の設定］ダイアログボックスの［物理サーバ一覧］で［変更］ボタンをクリック
した場合は編集できません。
この項目は，server real-nameコマンドを使用して設定します。

［IPアドレス］
該当する物理サーバの IPアドレスを IPv4形式（nnn.nnn.nnn.nnn）で指定しま
す。この項目は［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスの［物理サーバ
一覧］で［追加］ボタンをクリックした場合に必ず指定します。また，［変更］ボタ
ンをクリックした場合は編集できません。
この項目は，server real-nameコマンドを使用して設定します。

［ウェイト］

［最少接続］
論理サーバのロードバランシング方法に「最少接続」を設定したときに設定し
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ます。この項目はオプションです。
サーバ上の接続数に関して，ほかの物理サーバに対する該当する物理サーバの
ウェイトを指定します。指定できる値は，0～ 65000の整数です。
server real-nameコマンドの weightサブコマンドを使用して設定します。

［応答時間］
論理サーバのロードバランシング方法に「応答時間」を設定したときに設定し
ます。この項目はオプションです。
サーバに送信されたクライアント要求に対するサーバの応答時間に関して，ほ
かの物理サーバに対する該当する物理サーバのウェイトを指定します。指定で
きる値は，0～ 65000の整数です。
server real-nameコマンドの weightサブコマンドを使用して設定します。

［物理サーバポート］
該当する物理サーバに定義されている物理サーバポートの一覧が表示されます。表
示内容は，SLBビューのリストエリアの「物理サーバポートリスト」と同様です。
詳細については，「6.6.1（7）（f）　物理サーバポートリスト（HA8000-ie/
Loadflowbal）」の「表 6-43　物理サーバポートリスト（HA8000-ie/Loadflowbal）
の表示項目の説明」を参照してください。

［追加］ボタン
物理サーバポートを物理サーバに追加するために使用します。［物理サーバポー
トの設定］ダイアログボックスを表示します。
物理サーバポートを追加するとき，デフォルトで 65535が必ず設定されます。
この 65535ポートは削除できません。

［変更］ボタン
物理サーバポートの設定を変更するために使用します。［物理サーバポートの設
定］ダイアログボックスを表示します。［物理サーバポート］で任意の 1行を選
択するとクリックできます。

［削除］ボタン
物理サーバポートを物理サーバから削除するために使用します。［物理サーバ
ポート］で任意の行を選択するとクリックできます。複数行を一度に選択でき
ます。
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12.11　［物理サーバポートの設定］ダイアログ
ボックス

［物理サーバポートの設定］ダイアログボックスは，物理サーバに物理サーバポートを追
加したり，物理サーバポートの設定を変更したりするためのダイアログボックスです。
［物理サーバポートの設定］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 12-12　［物理サーバポートの設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［ポート］
物理サーバに定義する TCP/UDPポート番号を指定します。指定できる値は，1～
65535の整数です。プルダウンメニューから予約ポート一覧を表示し，指定できま
す。
この項目は［物理サーバの設定］ダイアログボックスの［物理サーバポート］で
［変更］ボタンをクリックした場合は編集できません。
この項目は，server real-nameコマンドの port ポート番号 サブコマンドを使用して
設定します。

［状態］
該当するポートの状態を次の二つから選択します。
•「Enable」
該当するポートを有効にします。

•「Disable」
該当するポートを無効にします。

デフォルト値は「Enable」です。
この項目は，server real-nameコマンドの port ポート番号 enable | disableサブコ
マンドを使用して設定します。
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12.12　［バインド構成情報の設定］ダイアログ
ボックス

［バインド構成情報の設定］ダイアログボックスは，論理サーバと物理サーバをバインド
するためのダイアログボックスです。［バインド構成情報の設定］ダイアログボックスを
次の図に示します。

図 12-13　［バインド構成情報の設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［スイッチ名］
該当するスイッチの名称が表示されます。スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）
に定義したスイッチ名が表示されます。

［論理サーバ一覧］
スイッチに定義されている論理サーバのうち，バインド済みの論理サーバを一覧表
示します。

［追加］ボタン
バインドの設定を追加するために使用します。［バインドの設定］ダイアログ
ボックスを表示します。

［変更］ボタン
バインドの設定を変更するために使用します。［バインドの設定］ダイアログ
ボックスを表示します。［論理サーバ一覧］で任意の 1行を選択するとクリック
できます。

［削除］ボタン
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バインドの設定を削除するために使用します。［論理サーバ一覧］で任意の行を
選択するとクリックできます。複数行を一度に選択できます。
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12.13　［バインドの設定］ダイアログボックス
［バインドの設定］ダイアログボックスは，バインドの設定を追加，変更するためのダイ
アログボックスです。［バインドの設定］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 12-14　［バインドの設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［スイッチ名］
該当するスイッチの名称が表示されます。スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）
に定義したスイッチ名が表示されます。

［論理サーバ名］
物理サーバをバインドする論理サーバを選択します。該当するスイッチに定義され
ている論理サーバをプルダウンメニューから選択できます。
この項目は，［バインド構成情報の設定］ダイアログボックスの［論理サーバ一覧］
で［変更］をクリックした場合は設定できません。

［論理サーバポート］
物理サーバをバインドする論理サーバポートを選択します。該当する論理サーバに
定義されている論理サーバポートをプルダウンメニューから選択できます。
この項目は，［バインド構成情報の設定］ダイアログボックスの［論理サーバ一覧］
で［変更］をクリックした場合は設定できません。

［物理サーバ一覧］

［バインド可能物理サーバ］
該当するスイッチに定義されていて，バインドを設定できる物理サーバを一覧
表示します。
［バインド可能物理サーバ］で選択した物理サーバを，バインド済み物理サーバ
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に追加したい場合は，ポートを選択し［追加 >>］ボタンをクリックします。一
度に複数の物理サーバを選択して追加できます。選択した物理サーバは［バイ
ンド済み物理サーバ］に追加され，［バインド可能物理サーバリスト］から削除
されます。

［バインド済み物理サーバ］
該当する論理サーバとそのポートにバインドされている物理サーバを一覧表示
します。［バインド済み物理サーバ］で選択した物理サーバを，バインド済み物
理サーバポートから削除したい場合は，ポートを選択し［<<削除］ボタンをク
リックします。一度に複数の物理サーバを選択して削除できます。選択した物
理サーバは［バインド済み物理サーバ］から削除され，［バインド可能物理サー
バリスト］に追加されます。

この項目は，server virtual-nameコマンドの bindサブコマンドを使用して設定し
ます。
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12.14　［設定結果］ダイアログボックス
［設定結果］ダイアログボックスは，設定内容の結果を確認するためのダイアログボック
スです。次の情報を設定した場合に表示されます。

• 論理サーバ構成情報
• 物理サーバ構成情報
• バインド構成情報

12.14.1　［設定結果］ダイアログボックス（論理サーバ構成
情報）

［設定結果］ダイアログボックス（論理サーバ構成情報）は，論理サーバ構成情報を設定
した結果を確認するためのダイアログボックスです。［論理サーバ構成情報の設定］ダイ
アログボックスでの設定が完了して，［OK］ボタンをクリックしたときに表示されます。
ただし，設定内容すべてがスイッチに反映される前に，ネットワーク構成情報の設定が
処理中であることを示すメッセージを閉じた場合は表示されません。［設定結果］ダイア
ログボックス（論理サーバ構成情報）を次の図に示します。

図 12-15　［設定結果］ダイアログボックス（論理サーバ構成情報）

表示項目について説明します。

［論理サーバ名］
設定が完了した論理サーバの名称が表示されます。

［操作］
該当する論理サーバに対して実行した操作が，「追加」，「変更」，または「削除」で
表示されます。
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［結果］
該当する論理サーバに対して実行した操作の結果が表示されます。「成功」または
「失敗」が表示されます。

［原因］
結果が失敗だった場合，JP1/Cm2/NC - Viewが出力するメッセージが表示されま
す。形式は次のとおりです。
「KDNV1nnnn-E メッセージ本文」
JP1/Cm2/NC - Viewが出力するメッセージの説明と対処方法については，マニュア
ル「JP1/Cm2/Network Element Configuration トラブルシューティング」を参照し
てください。

12.14.2　［設定結果］ダイアログボックス（物理サーバ構成
情報）

［設定結果］ダイアログボックス（物理サーバ構成情報）は，物理サーバ構成情報を設定
した結果を確認するためのダイアログボックスです。［物理サーバ構成情報の設定］ダイ
アログボックスでの設定が完了して，［OK］ボタンをクリックしたときに表示されます。
ただし，設定内容すべてがスイッチに反映される前に，ネットワーク構成情報の設定が
処理中であることを示すメッセージを閉じた場合は表示されません。［設定結果］ダイア
ログボックス（物理サーバ構成情報）を次の図に示します。

図 12-16　［設定結果］ダイアログボックス（物理サーバ構成情報）

表示項目について説明します。

［物理サーバ名］
設定が完了した物理サーバの名称が表示されます。
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［操作］
該当する物理サーバに対して実行した操作が，「追加」，「変更」，または「削除」で
表示されます。

［結果］
該当する物理サーバに対して実行した操作の結果が表示されます。「成功」または
「失敗」が表示されます。

［原因］
結果が失敗だった場合，JP1/Cm2/NC - Viewが出力するメッセージが表示されま
す。形式は次のとおりです。
「KDNV1nnnn-E メッセージ本文」
JP1/Cm2/NC - Viewが出力するメッセージの説明と対処方法については，マニュア
ル「JP1/Cm2/Network Element Configuration トラブルシューティング」を参照し
てください。

12.14.3　［設定結果］ダイアログボックス（バインド構成情
報）

［設定結果］ダイアログボックス（バインド構成情報）は，バインド構成情報を設定した
結果を確認するためのダイアログボックスです。［バインド構成情報の設定］ダイアログ
ボックスでの設定が完了して，［OK］ボタンをクリックしたときに表示されます。ただ
し，設定内容すべてがスイッチに反映される前に，ネットワーク構成情報の設定が処理
中であることを示すメッセージを閉じた場合は表示されません。［設定結果］ダイアログ
ボックス（バインド構成情報）を次の図に示します。

図 12-17　［設定結果］ダイアログボックス（バインド構成情報）

表示項目について説明します。
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［論理サーバ名］
設定が完了した論理サーバの名称が表示されます。

［論理サーバポート］
設定が完了した論理サーバポートが表示されます。

［操作］
該当する物理サーバに対して実行した操作が，「追加」，「変更」，または「削除」で
表示されます。

［結果］
該当する物理サーバに対して実行した操作の結果が表示されます。「成功」または
「失敗」が表示されます。

［原因］
結果が失敗だった場合，JP1/Cm2/NC - Viewが出力するメッセージが表示されま
す。形式は次のとおりです。
「KDNV1nnnn-E メッセージ本文」
JP1/Cm2/NC - Viewが出力するメッセージの説明と対処方法については，マニュア
ル「JP1/Cm2/Network Element Configuration トラブルシューティング」を参照し
てください。
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13　画面－ SLBビューのダイア
ログボックス（STM）
この章では，STMの SLBの設定で使用する画面の表示項目，
および定義項目について説明します。なお，各画面の表示内容
および設定内容の詳細については，適宜 STMのソフトウェア
マニュアルを参照してください。

13.1　［ゾーン情報］ダイアログボックス

13.2　［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックス

13.3　［物理サーバの設定］ダイアログボックス

13.4　［バインド構成情報の設定］ダイアログボックス

13.5　［ゾーンの選択］ダイアログボックス

13.6　［バインドの設定］ダイアログボックス

13.7　［グループの選択］ダイアログボックス

13.8　［物理サーバの選択］ダイアログボックス

13.9　［設定結果］ダイアログボックス
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13.1　［ゾーン情報］ダイアログボックス
［ゾーン情報］ダイアログボックスは，該当するゾーンの基本情報を確認するためのダイ
アログボックスです。

［ゾーン情報］ダイアログボックスには，［全般］ページと［ポリシー］ページがありま
す。［全般］ページには，ゾーン名や設定されているロードバランシング方法など，ゾー
ンの概要が表示されます。［ポリシー］ページには，ゾーンに設定されているポリシーの
情報が表示されます。

13.1.1　［全般］ページ
［全般］ページを次の図に示します。

図 13-1　［全般］ページ

表示項目について説明します。

［ゾーン名］
ゾーン名が表示されます。

［Sticky］
該当するゾーンに，「Sticky」が使用されているかどうかが表示されます。
•「使用」

Stickyが使用されています。
•「未使用」

Stickyは使用されていません。

また，タイムアウト値が設定されている場合，タイムアウト値も表示されます。
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［Full Notice IP］
該当するゾーンで，「Full Notice IP」に設定されている IPアドレスが表示されま
す。表示形式は，IPv4形式（nnn.nnn.nnn.nnn）です。

［ロードバランシング方法］
該当するゾーンに設定されているロードバランシング方法が表示されます。設定さ
れていない場合は何も表示されません。

13.1.2　［ポリシー］ページ
［ポリシー］ページを次の図に示します。

図 13-2　［ポリシー］ページ

表示項目について説明します。

［ポリシー］（「Acceptポリシー」内）
ユーザーからのドメイン参照要求に対するアクセス制御方式が表示されます。表示
されるアクセス制御方法を次に示します。
•「すべて許可」
該当するゾーンに「Accept All」が設定されています。

•「選択した IPアドレスのみ許可」
該当するゾーンに「Accept Selected IP」が設定されています。

•「選択した IPアドレスのみ拒否」
該当するゾーンに「Deny Selected IP」が設定されています。

［許可または拒否する IPアドレス］
［ポリシー］が「選択した IPアドレスのみ許可」または「選択した IPアドレスのみ
拒否」のとき，ドメイン参照要求を許可または拒否する IPアドレスが表示されま
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す。表示形式は，IPv4形式（nnn.nnn.nnn.nnn）です。
設定されていない場合は，何も表示されません。

［POPグループポリシー］
該当するゾーンで，POPグループポリシーが使用されているかどうかが表示されま
す。
•「使用」

POPグループポリシーが使用されています。
•「未使用」

POPグループポリシーは使用されていません。

［ポリシー］（「POPグループポリシー」内）
使用されている POPグループポリシーが表示されます。
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13.2　［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログ
ボックス

［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックスは，SLBを構成しているスイッチへ物
理サーバを設定するためのダイアログボックスです。［物理サーバ構成情報の設定］ダイ
アログボックスを次の図に示します。

図 13-3　［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［スイッチ名］
該当するスイッチの名称が表示されます。スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）
に定義したスイッチ名が表示されます。

［会社一覧］
スイッチに登録されている会社がリストに一覧表示されます。［会社一覧］の任意の
行を選択すると，選択した会社に設定されている物理サーバが，［物理サーバ一覧］
に表示されます。

［物理サーバ一覧］
定義済みの物理サーバがリストに一覧表示されます。表示内容は，SLBビューのリ
ストエリアに表示する「物理サーバリスト」と同様です。詳細については，「6.6.1
（8）（h）　物理サーバリスト（STM）」の「表 6-54　物理サーバリスト（STM）の
表示項目の説明」を参照してください。

［追加］ボタン
351



13.　画面－ SLBビューのダイアログボックス（STM）
物理サーバをスイッチに追加するために使用します。［物理サーバの設定］ダイ
アログボックスを表示します。

［変更］ボタン
物理サーバの設定を変更するために使用します。［物理サーバの設定］ダイアロ
グボックスを表示します。［物理サーバ一覧］で任意の 1行を選択するとクリッ
クできます。

［削除］ボタン
物理サーバをスイッチから削除するために使用します。［物理サーバ一覧］で任
意の行を選択するとクリックできます。複数行を一度に選択できます。
352



13.　画面－ SLBビューのダイアログボックス（STM）
13.3　［物理サーバの設定］ダイアログボックス
［物理サーバの設定］ダイアログボックスは，SLBを構成しているスイッチへ物理サーバ
を追加したり，物理サーバの設定を変更したりするためのダイアログボックスです。［物
理サーバの設定］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 13-4　［物理サーバの設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［物理サーバ名］
物理サーバ名を 15バイト以内の英数字および「-」（半角のハイフン），「_」（半角の
アンダースコア），「.」（半角のピリオド）で指定します。この項目は［物理サーバ構
成情報の設定］ダイアログボックスの［物理サーバ一覧］で［変更］ボタンをク
リックした場合は編集できません。
なお，STMに設定されている会社名と同じ名称は指定しないでください。

［IPアドレス］
該当する物理サーバの IPアドレスを IPv4形式（nnn.nnn.nnn.nnn）で指定しま
す。この項目は必ず指定してください。
IPアドレスは，STM内でユニークである必要があります。JP1/Cm2/NCでは，会
社内でユニークな値かどうかだけチェックし，会社をわたるチェックはしません。
したがって，ほかの会社内に同じ IPアドレスの物理サーバがないか確認してから設
定してください。

［P/Sタイプ］
該当する物理サーバをプライマリーサーバまたはセカンダリーサーバのどちらで作
動させるかを設定します。セカンダリーサーバは，プライマリーサーバのバック
アップサーバとして使用されます。
•「Primary」
プライマリーサーバとして作動させます。

•「Secondary」
セカンダリーサーバとして作動させます。

デフォルト値は「Primary」です。
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13.4　［バインド構成情報の設定］ダイアログ
ボックス

［バインド構成情報の設定］ダイアログボックスは，スイッチにバインド構成情報を定義
するためのダイアログボックスです。［バインド構成情報の設定］ダイアログボックスを
次の図に示します。

図 13-5　［バインド構成情報の設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［スイッチ名］
該当するスイッチの名称が表示されます。スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）
に定義したスイッチ名が表示されます。

［会社一覧］
スイッチに登録されている会社がリストに一覧表示されます。［会社一覧］の任意の
行を選択すると，選択した会社に設定されているゾーンのうち，バインド済みの
ゾーンが，［ゾーン一覧］に表示されます。

［ゾーン一覧］
該当する会社に設定されているゾーンのうち，バインド済みのゾーンを一覧表示し
ます。

［追加］ボタン
バインドの設定を追加するために使用します。［ゾーンの選択］ダイアログボッ
クスを表示します。
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［変更］ボタン
バインドの設定を変更するために使用します。［バインドの設定］ダイアログ
ボックスを表示します。［ゾーン一覧］で任意の 1行を選択するとクリックでき
ます。

［削除］ボタン
バインドの設定を削除するために使用します。［ゾーン一覧］で任意の行を選択
するとクリックできます。複数行を一度に選択できます。
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13.5　［ゾーンの選択］ダイアログボックス
［ゾーンの選択］ダイアログボックスは，バインドを定義するゾーンを選択するためのダ
イアログボックスです。［バインドの設定］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 13-6　［ゾーンの選択］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［ゾーン名］
バインドを定義するゾーンを選択します。該当する会社に設定されているゾーンを
プルダウンメニューから選択できます。
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13.6　［バインドの設定］ダイアログボックス
［バインドの設定］ダイアログボックスは，該当するゾーンにバインドの設定を追加，変
更するためのダイアログボックスです。［バインドの設定］ダイアログボックスを次の図
に示します。

図 13-7　［バインドの設定］ダイアログボックス

［バインドの設定］ダイアログボックスには，上位の会社をルートにして，該当するゾー
ンのバインド状況がツリー状に表示されます。ツリーは，ゾーンまで展開されて表示さ
れます。

会社以外の要素を右クリックすると，ショートカットメニューが表示されます。ショー
トカットメニューについて説明します。

［追加］
ゾーンまたはグループの配下に，グループまたは物理サーバを追加する場合に選択
します。

［グループ］
該当する要素の配下にグループを追加する場合に選択します。［グループの選
択］ダイアログボックスを表示します。ただし，追加できるグループがまった
くない場合，［追加］－［グループ］を選択するとエラーになります。
追加できるグループは次の三つです。グループは，ゾーン配下に 3階層まで追
加できます。
• POPグループ
• VIPグループ
• Generalグループ
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なお，グループの追加には制限があります。追加できるグループのパターンを
次の図に示します。ここではゾーン配下の階層を，順に第一階層，第二階層，
第三階層と呼びます。

図 13-8　ゾーン配下に追加できるグループのパターン

［物理サーバ］
該当する要素の配下に物理サーバを追加する場合に選択します。［物理サーバの
選択］ダイアログボックスを表示します。
ただし，第一階層にすでに POPグループが追加されている場合，第一階層には
物理サーバを追加できません。

［削除］
ツリーに表示されているグループまたは物理サーバを削除する場合に選択します。
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13.　画面－ SLBビューのダイアログボックス（STM）
13.7　［グループの選択］ダイアログボックス
［グループの選択］ダイアログボックスは，該当するゾーンまたはグループの下にグルー
プを追加するためのダイアログボックスです。［グループの選択］ダイアログボックスを
次の図に示します。

図 13-9　［グループの選択］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［グループタイプ］
追加するグループのタイプを次の三つから選択します。
•「POP」

POPグループを追加します。
•「VIP」

VIPグループを追加します。
•「General」

Generalグループを追加します。

上位要素によって，追加できるグループは異なります。追加できないグループは選
択できません。追加できるグループについては，「図 13-8　ゾーン配下に追加できる
グループのパターン」を参照してください。
また，追加できるグループでも，該当するグループが STMに設定されていない場合
は選択できません。

［グループ名］
追加するグループを選択します。グループはプルダウンメニューから選択できます。
プルダウンメニューには，グループタイプで選択したタイプに対応するグループの
うち，追加できるグループ名が表示されます。
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13.　画面－ SLBビューのダイアログボックス（STM）
13.8　［物理サーバの選択］ダイアログボックス
［物理サーバの選択］ダイアログボックスは，該当するゾーンまたはグループの下に物理
サーバを追加するためのダイアログボックスです。［物理サーバの選択］ダイアログボッ
クスを次の図に示します。

図 13-10　［物理サーバの選択］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［物理サーバ名］
追加する物理サーバを選択します。物理サーバはプルダウンメニューから選択でき
ます。
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13.　画面－ SLBビューのダイアログボックス（STM）
13.9　［設定結果］ダイアログボックス
［設定結果］ダイアログボックスは，設定内容の結果を確認するためのダイアログボック
スです。次の情報を設定した場合に表示されます。

• 物理サーバ構成情報
• バインド構成情報

13.9.1　［設定結果］ダイアログボックス（物理サーバ構成情
報）

［設定結果］ダイアログボックス（物理サーバ構成情報）は，物理サーバ構成情報を設定
した結果を確認するためのダイアログボックスです。［物理サーバ構成情報の設定］ダイ
アログボックスでの設定が完了して，［OK］ボタンをクリックしたときに表示されます。
ただし，設定内容すべてがスイッチに反映される前に，ネットワーク構成情報の設定が
処理中であることを示すメッセージを閉じた場合は表示されません。［設定結果］ダイア
ログボックス（物理サーバ構成情報）を次の図に示します。

図 13-11　［設定結果］ダイアログボックス（物理サーバ構成情報）

表示項目について説明します。

［会社名］
設定が完了した物理サーバを管理する会社の名称が表示されます。

［物理サーバ］
設定が完了した物理サーバの名称が表示されます。

［操作］
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13.　画面－ SLBビューのダイアログボックス（STM）
該当する物理サーバに対して実行した操作が，「追加」，「変更」，または「削除」で
表示されます。

［結果］
該当する物理サーバに対して実行した操作の結果が表示されます。「成功」または
「失敗」が表示されます。

［原因］
結果が失敗だった場合，JP1/Cm2/NC - Viewが出力するメッセージが表示されま
す。形式は次のとおりです。
「KDNV1nnnn-E メッセージ本文」
JP1/Cm2/NC - Viewが出力するメッセージの説明と対処方法については，マニュア
ル「JP1/Cm2/Network Element Configuration トラブルシューティング」を参照し
てください。

13.9.2　［設定結果］ダイアログボックス（バインド構成情
報）

［設定結果］ダイアログボックス（バインド構成情報）は，バインド構成情報を設定した
結果を確認するためのダイアログボックスです。［バインド構成情報の設定］ダイアログ
ボックスでの設定が完了して，［OK］ボタンをクリックしたときに表示されます。ただ
し，設定内容すべてがスイッチに反映される前に，ネットワーク構成情報の設定が処理
中であることを示すメッセージを閉じた場合は表示されません。［設定結果］ダイアログ
ボックス（バインド構成情報）を次の図に示します。

図 13-12　［設定結果］ダイアログボックス（バインド構成情報）

表示項目について説明します。
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13.　画面－ SLBビューのダイアログボックス（STM）
［会社名］
設定が完了したゾーンを管理する会社の名称が表示されます。

［ゾーン名］
設定が完了したゾーンの名称が表示されます。

［操作］
該当するゾーンに対して実行した操作が，「追加」，「変更」，または「削除」で表示
されます。

［結果］
該当するゾーンに対して実行した操作の結果が表示されます。「成功」または「失
敗」が表示されます。

［原因］
結果が失敗だった場合，JP1/Cm2/NC - Viewが出力するメッセージが表示されま
す。形式は次のとおりです。
「KDNV1nnnn-E メッセージ本文」
JP1/Cm2/NC - Viewが出力するメッセージの説明と対処方法については，マニュア
ル「JP1/Cm2/Network Element Configuration トラブルシューティング」を参照し
てください。
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14　画面－スイッチ構成ビュー
のダイアログボックス
（AX2400S・AX3600S・
BS2000・BS320・BS500・
BS500 1Gbx40）
この章では，AX2400S，AX3600S，BS2000，BS320，
BS500，および BS500 1Gbx40のアクセス制御の設定で使用
する画面の表示項目，および定義項目について説明します。ま
た，BS2000，BS320，BS500，および BS500 1Gbx40のアッ
プリンクフェイルオーバーの設定で使用する画面の表示項目，
および定義項目についても説明します。なお，各画面の表示内
容および設定内容の詳細については，適宜 AX2400S，
AX3600S，および BladeSymphonyのソフトウェアマニュア
ルを参照してください。

14.1　［スイッチ情報］ダイアログボックス

14.2　［アクセス制御リスト情報］ダイアログボックス

14.3　［MACフィルター情報］ダイアログボックス

14.4　［IPv4アドレスフィルター情報］ダイアログボックス

14.5　［IPv4パケットフィルター情報］ダイアログボックス

14.6　［IPv6フィルター情報］ダイアログボックス

14.7　［アクセス制御情報］ダイアログボックス
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14.　画面－スイッチ構成ビューのダイアログボックス（AX2400S・AX3600S・BS2000・BS320・
BS500・BS500 1Gbx40）
14.8　［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボックス（AX2400S・
AX3600Sの場合）

14.9　［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボックス（BS2000・BS320・
BS500・BS500 1Gbx40の場合）

14.10　［アクセス制御リスト情報の設定］ダイアログボックス

14.11　［MACフィルターの設定］ダイアログボックス

14.12　［MACフィルター条件の設定］ダイアログボックス

14.13　［IPv4アドレスフィルターの設定］ダイアログボックス

14.14　［IPv4アドレスフィルター条件の設定］ダイアログボックス

14.15　［IPv4パケットフィルターの設定］ダイアログボックス

14.16　［IPv4パケットフィルター条件の設定］ダイアログボックス
（AX2400S・AX3600Sの場合）

14.17　［IPv4パケットフィルター条件の設定］ダイアログボックス
（BS2000・BS320・BS500・BS500 1Gbx40の場合）

14.18　［IPv6フィルターの設定］ダイアログボックス

14.19　［IPv6フィルター条件の設定］ダイアログボックス

14.20　［アクセス制御情報の設定］ダイアログボックス

14.21　［設定結果］ダイアログボックス
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14.　画面－スイッチ構成ビューのダイアログボックス（AX2400S・AX3600S・BS2000・BS320・
BS500・BS500 1Gbx40）
14.1　［スイッチ情報］ダイアログボックス
［スイッチ情報］ダイアログボックスは，スイッチの基本情報やスイッチ構成情報を確認
するためのダイアログボックスです。

AX2400Sおよび AX3600Sの［スイッチ情報］ダイアログボックスには，［全般］ページ
と［スイッチ構成情報］ページがあります。

BS2000，BS320，BS500，および BS500 1Gbx40の［スイッチ情報］ダイアログボッ
クスには，［全般］ページ，［フロー検出モード］ページと［アップリンクフェイルオー
バー］ページがあります。

［全般］ページには，スイッチ名や状態など，スイッチの基本情報が表示されます。［ス
イッチ構成情報］ページおよび［フロー検出モード］ページには，該当スイッチのス
イッチ構成情報が表示されます。［アップリンクフェイルオーバー］ページには，該当ス
イッチのアップリンクフェイルオーバーの設定情報が表示されます。

14.1.1　［全般］ページ
［全般］ページは，AX2400S，AX3600S，BS2000，BS320，BS500，および BS500 
1Gbx40で表示されます。AX2400Sおよび AX3600Sの場合の［全般］ページを次の図
に示します。

図 14-1　［全般］ページ（AX2400S・AX3600Sの場合）

表示項目について説明します。

［スイッチ名］
スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）に定義した，該当するスイッチの名称が表
示されます。

［状態］
該当するスイッチとの接続状態が表示されます。表示される状態は，スイッチ構成
ビューのツリーエリアに表示される状態アイコンの状態と同じです。詳細について
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14.　画面－スイッチ構成ビューのダイアログボックス（AX2400S・AX3600S・BS2000・BS320・
BS500・BS500 1Gbx40）
は，「6.3.1（3）　ツリーエリア」の「表 6-4　状態アイコンの色と状態の意味」を参
照してください。

［モデル］
該当するスイッチのモデルが表示されます。スイッチから直接取得した情報が表示
されます。

［ソフトウェアバージョン］
ルーティングソフトウェアのバージョンが表示されます。バージョンは，先頭から
11文字までが表示されます。11文字より長い場合，12文字目以降は表示されませ
ん。

［最終更新日時］
該当するスイッチの構成情報を DBに格納した日時が表示されます。

14.1.2　［スイッチ構成情報］ページ（AX2400S・AX3600S
の場合）

［スイッチ構成情報］ページを次の図に示します。

図 14-2　［スイッチ構成情報］ページ

表示項目について説明します。

［フロー検出モード］
スイッチに設定されているフロー検出モードが表示されます。
該当するスイッチに応じて，次のどれかが表示されます。

AX2400Sの場合
•「layer2-1」
•「layer2-2」
•「layer2-3」
•「layer2-4」

AX3600Sの場合
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14.　画面－スイッチ構成ビューのダイアログボックス（AX2400S・AX3600S・BS2000・BS320・
BS500・BS500 1Gbx40）
•「layer3-1」
•「layer3-2」
•「layer3-3」
•「layer3-4」

14.1.3　［フロー検出モード］ページ（BS2000・BS320・
BS500・BS500 1Gbx40の場合）

［フロー検出モード］ページを次の図に示します。

図 14-3　［フロー検出モード］ページ

表示項目について説明します。

［フロー検出モード］
スイッチに設定されているフロー検出モードが表示されます。
該当するスイッチに応じて，次のどれかが表示されます。

BS2000または BS320の場合
•「layer3-1」
•「layer3-2」
•「layer3-3」
•「layer3-4」

BS500の場合
•「layer3-1」
•「layer3-2」
•「layer3-3」
•「layer3-4」
•「layer3-5」

BS500 1Gbx40の場合
•「layer3-1」
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14.　画面－スイッチ構成ビューのダイアログボックス（AX2400S・AX3600S・BS2000・BS320・
BS500・BS500 1Gbx40）
•「layer3-2」
•「layer3-5」
•「layer3-dhcp-1」

14.1.4　［アップリンクフェイルオーバー］ページ（BS2000・
BS320・BS500・BS500 1Gbx40の場合）

［アップリンクフェイルオーバー］ページを次の図に示します。

図 14-4　［アップリンクフェイルオーバー］ページ

表示項目について説明します。

［拡張機能］
該当するスイッチに設定されているアップリンクフェイルオーバーの拡張機能の種
類が表示されます。「拡張機能を使用しない」，「部分ポート単位制御」，「ポート単位
制御」のどれかが表示されます。

［インターフェースタイプ］
ポートのインターフェースタイプが表示されます。

［NIF］
NIF番号が表示されます。

［ポート］
ポート番号が表示されます。

［uplink-failover］
ポートに設定されている外部装置接続用ポートの設定内容が表示されます。すべて
のサーバ接続ポートを閉塞させる設定をしている場合，「使用する」と表示されま
す。または，外部装置接続用ポートのアップリンクフェイルオーバーグループ番号
が表示されます。

［uplink-failover-group］
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BS500・BS500 1Gbx40）
ポートに設定されているサーバ接続ポートのアップリンクフェイルオーバーグルー
プ番号が表示されます。
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BS500・BS500 1Gbx40）
14.2　［アクセス制御リスト情報］ダイアログ
ボックス

［アクセス制御リスト情報］ダイアログボックスは，スイッチに設定されているアクセス
制御リストの内容を確認するためのダイアログボックスです。［アクセス制御リスト情
報］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 14-5　［アクセス制御リスト情報］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［スイッチ名］
該当するスイッチの名称が表示されます。スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）
に定義したスイッチ名が表示されます。

［MACフィルター一覧］
該当するスイッチに設定されているMACフィルターのフィルター名と説明が一覧
で表示されます。
なお，［MACフィルター一覧］の任意の行を選択したあと，［詳細］ボタンをクリッ
クすると，［MACフィルター情報］ダイアログボックスが表示されます。

［IPv4アドレスフィルター一覧］
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14.　画面－スイッチ構成ビューのダイアログボックス（AX2400S・AX3600S・BS2000・BS320・
BS500・BS500 1Gbx40）
該当するスイッチに設定されている IPv4アドレスフィルターのフィルター名と説明
が一覧で表示されます。
なお，［IPv4アドレスフィルター一覧］の任意の行を選択したあと，［詳細］ボタン
をクリックすると，［IPv4アドレスフィルター情報］ダイアログボックスが表示さ
れます。

［IPv4パケットフィルター一覧］
該当するスイッチに設定されている IPv4パケットフィルターのフィルター名と説明
が一覧で表示されます。
なお，［IPv4パケットフィルター一覧］の任意の行を選択したあと，［詳細］ボタン
をクリックすると，［IPv4パケットフィルター情報］ダイアログボックスが表示さ
れます。

［IPv6フィルター一覧］
該当するスイッチに設定されている IPv6フィルターのフィルター名と説明が一覧で
表示されます。
なお，［IPv6フィルター一覧］の任意の行を選択したあと，［詳細］ボタンをクリッ
クすると，［IPv6フィルター情報］ダイアログボックスが表示されます。
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14.　画面－スイッチ構成ビューのダイアログボックス（AX2400S・AX3600S・BS2000・BS320・
BS500・BS500 1Gbx40）
14.3　［MACフィルター情報］ダイアログボッ
クス

［MACフィルター情報］ダイアログボックスは，アクセス制御リスト情報に設定されて
いる，MACフィルターの設定内容を確認するためのダイアログボックスです。［MAC
フィルター情報］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 14-6　［MACフィルター情報］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［フィルター名］
該当するMACフィルターのフィルター名が表示されます。

［説明］
該当するMACフィルターの補足説明が表示されます。

［フィルター条件］
該当するMACフィルターに設定されているフィルター条件の一覧が表示されます。

［優先番号］
フィルター条件の優先番号が表示されます。

［動作］
フィルター条件に一致した場合の動作が表示されます。 
•「転送」
フィルター条件に一致したパケットを転送します。

•「廃棄」
フィルター条件に一致したパケットを廃棄します。

［送信元MAC］
フィルター条件に指定している送信元MACアドレスが表示されます。ワイル
ドカードマスクも指定している場合は，「MACアドレス /ワイルドカードマス
ク」の形で表示されます。また，すべてのMACアドレスを条件にしている場
合は，「any」と表示されます。
374



14.　画面－スイッチ構成ビューのダイアログボックス（AX2400S・AX3600S・BS2000・BS320・
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［あて先MAC］
フィルター条件に指定しているあて先MACアドレスが表示されます。ワイル
ドカードマスクも指定している場合は，「MACアドレス /ワイルドカードマス
ク」の形で表示されます。また，すべてのMACアドレスを条件にしている場
合は，「any」と表示されます。

［イーサネットタイプ番号］
フィルター条件に指定しているイーサネットタイプ番号が表示されます。フィ
ルター条件として指定してない場合は，この項目に何も表示されません。

［VLAN-ID］
フィルター条件に指定している VLAN-IDが表示されます。フィルター条件と
して指定してない場合は，この項目に何も表示されません。

［ユーザー優先度］
フィルター条件に指定しているユーザー優先度が表示されます。フィルター条
件として指定してない場合は，この項目に何も表示されません。
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BS500・BS500 1Gbx40）
14.4　［IPv4アドレスフィルター情報］ダイア
ログボックス

［IPv4アドレスフィルター情報］ダイアログボックスは，アクセス制御リスト情報に設
定されている，IPv4アドレスフィルターの設定内容を確認するためのダイアログボック
スです。［IPv4アドレスフィルター情報］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 14-7　［IPv4アドレスフィルター情報］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［フィルター名］
該当する IPv4アドレスフィルターのフィルター名が表示されます。

［説明］
該当する IPv4アドレスフィルターの補足説明が表示されます。

［フィルター条件］
該当する IPv4アドレスフィルターに設定されているフィルター条件の一覧が表示さ
れます。

［優先番号］
フィルター条件の優先番号が表示されます。

［動作］
フィルター条件に一致した場合の動作が表示されます。 
•「転送」
フィルター条件に一致したパケットを転送します。

•「廃棄」
フィルター条件に一致したパケットを廃棄します。

［送信元 IP］
フィルター条件に指定している送信元 IPアドレスが表示されます。ワイルド
カードマスクも指定している場合は，「IPアドレス /ワイルドカードマスク」の
形で表示されます。また，すべての IPアドレスを条件にしている場合は，
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「any」と表示されています。
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14.5　［IPv4パケットフィルター情報］ダイア
ログボックス

［IPv4パケットフィルター情報］ダイアログボックスは，アクセス制御リスト情報に設
定されている，IPv4パケットフィルターの設定内容を確認するためのダイアログボック
スです。［IPv4パケットフィルター情報］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 14-8　［IPv4パケットフィルター情報］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［フィルター名］
該当する IPv4パケットフィルターのフィルター名が表示されます。

［説明］
該当する IPv4パケットフィルターの補足説明が表示されます。

［フィルター条件］
該当する IPv4パケットフィルターに設定されているフィルター条件の一覧が表示さ
れます。

［優先番号］
フィルター条件の優先番号が表示されます。

［動作］
フィルター条件に一致した場合の動作が表示されます。 
•「転送」
フィルター条件に一致したパケットを転送します。

•「廃棄」
フィルター条件に一致したパケットを廃棄します。

［上位プロトコル］
フィルター条件に指定している上位プロトコルの番号が表示されます。

［送信元 IP］
フィルター条件に指定している送信元 IPアドレスが表示されます。ワイルド
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カードマスクも指定している場合は，「IPアドレス /ワイルドカードマスク」の
形式で表示されます。また，すべての IPアドレスを条件にしている場合は，
「any」と表示されています。

［送信元ポート］
フィルター条件に指定している送信元ポート（TCPポート番号または UDP
ポート番号）が表示されます。BS2000，BS320，BS500，および BS500 
1Gbx40の場合で送信元ポートを範囲指定しているときは，「開始ポート番号 - 
終了ポート番号」の形式で表示されます。フィルター条件として指定していな
い場合は，この項目に何も表示されません。

［あて先 IP］
フィルター条件に指定しているあて先 IPアドレスが表示されます。ワイルド
カードマスクも指定している場合は，「IPアドレス /ワイルドカードマスク」の
形で表示されます。また，すべての IPアドレスを条件にしている場合は，
「any」と表示されています。

［あて先ポート］
フィルター条件に指定しているあて先ポート（TCPポート番号または UDP
ポート番号）が表示されます。BS2000，BS320，BS500，および BS500 
1Gbx40の場合であて先ポートを範囲指定しているときは，「開始ポート番号 - 
終了ポート番号」の形式で表示されます。フィルター条件として指定していな
い場合は，この項目に何も表示されません。

［TCPフラグ］
上位プロトコルが「tcp(6)」の場合，フィルター条件に指定している TCPフラ
グが表示されます。複数ある場合は，コンマで区切られて表示されます。フィ
ルター条件として指定していない場合は，この項目に何も表示されません。

［ToS］
フィルター条件に指定している ToSが表示されます。フィルター条件として指
定していない場合は，この項目に何も表示されません。

［Precedence］
フィルター条件に指定している Precedenceが表示されます。フィルター条件と
して指定していない場合は，この項目に何も表示されません。

［DSCP］
フィルター条件に指定している DSCPが表示されます。フィルター条件として
指定していない場合は，この項目に何も表示されません。

［VLAN-ID］
フィルター条件に指定している VLAN-IDが表示されます。フィルター条件と
して指定していない場合は，この項目に何も表示されません。

［ユーザー優先度］
フィルター条件に指定しているユーザー優先度が表示されます。フィルター条
件として指定していない場合は，この項目に何も表示されません。
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14.6　［IPv6フィルター情報］ダイアログボッ
クス

［IPv6フィルター情報］ダイアログボックスは，アクセス制御リスト情報に設定されて
いる，IPv6フィルターの設定内容を確認するためのダイアログボックスです。［IPv6
フィルター情報］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 14-9　［IPv6フィルター情報］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［フィルター名］
該当する IPv6フィルターのフィルター名が表示されます。

［説明］
該当する IPv6フィルターの補足説明が表示されます。

［フィルター条件］
該当する IPv6フィルターに設定されているフィルター条件の一覧が表示されます。

［優先番号］
フィルター条件の優先番号が表示されます。

［動作］
フィルター条件に一致した場合の動作が表示されます。 
•「転送」
フィルター条件に一致したパケットを転送します。

•「廃棄」
フィルター条件に一致したパケットを廃棄します。

［送信元 IP］
フィルター条件に指定している送信元 IPアドレスが表示されます。ワイルド
カードマスクも指定している場合は，「IPアドレス /ワイルドカードマスク」の
形で表示されます。また，すべての IPアドレスを条件にしている場合は，
「any」と表示されています。

［あて先 IP］
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フィルター条件に指定しているあて先 IPアドレスが表示されます。ワイルド
カードマスクも指定している場合は，「IPアドレス /ワイルドカードマスク」の
形で表示されます。また，すべての IPアドレスを条件にしている場合は，
「any」と表示されています。

［VLAN-ID］
フィルター条件に指定している VLAN-IDが表示されます。フィルター条件と
して指定していない場合は，この項目に何も表示されません。

［ユーザー優先度］
フィルター条件に指定しているユーザー優先度が表示されます。フィルター条
件として指定していない場合は，この項目に何も表示されません。
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14.7　［アクセス制御情報］ダイアログボックス
［アクセス制御情報］ダイアログボックスは，スイッチに設定されているアクセス制御の
状態を確認するためのダイアログボックスです。

［アクセス制御情報］ダイアログボックスには，［ポート］ページと［VLANインター
フェース］ページがあります。［ポート］ページには，ポートに関するアクセス制御の適
用状態が表示されます。［VLANインターフェース］ページには，VLANインター
フェースに関するアクセス制御の適用状態が表示されます。

［アクセス制御情報］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 14-10　［アクセス制御情報］ダイアログボックス

各ページに共通する表示項目について説明します。

［スイッチ名］
スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）に定義した，該当するスイッチの名称が表
示されます。

［フロー検出モード］
スイッチに設定されているフロー検出モードが表示されます。
該当するスイッチに応じて，次のどれかが表示されます。

AX2400Sの場合
•「layer2-1」
•「layer2-2」
•「layer2-3」
•「layer2-4」

AX3600S，BS2000，および BS320の場合
•「layer3-1」
•「layer3-2」
•「layer3-3」
•「layer3-4」
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BS500の場合
•「layer3-1」
•「layer3-2」
•「layer3-3」
•「layer3-4」
•「layer3-5」

BS500 1Gbx40の場合
•「layer3-1」
•「layer3-2」
•「layer3-5」
•「layer3-dhcp-1」

14.7.1　［ポート］ページ
［ポート］ページを次の図に示します。

図 14-11　［アクセス制御情報］ダイアログボックス（［ポート］ページ）

［ポート］ページ部分の表示項目について説明します。

［アクセス制御情報］
該当するスイッチのすべての物理ポート，および物理ポートに適用されているフィ
ルターが一覧で表示されます。

［インターフェースタイプ］
ポートのインターフェースタイプが表示されます。

［NIF］
ポートの NIF番号が表示されます。

［ポート］
ポートのポート番号が表示されます。

［MACフィルター］
ポートに適用されているMACフィルターのフィルター名が表示されます。
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［IPv4フィルター］
ポートに適用されている IPv4アドレスフィルターまたは IPv4パケットフィル
ターのフィルター名が表示されます。

［IPv6フィルター］
ポートに適用されている IPv6フィルターのフィルター名が表示されます。

14.7.2　［VLANインターフェース］ページ
［VLANインターフェース］ページを次の図に示します。

図 14-12　［アクセス制御情報］ダイアログボックス（［VLANインターフェース］ペー
ジ）

［VLANインターフェース］ページ部分の表示項目について説明します。

［アクセス制御情報］
該当するスイッチのすべての VLANインターフェース，および VLANインター
フェースに適用されているフィルターが一覧で表示されます。

［VLAN-ID］
VLANインターフェースの VLAN-IDが表示されます。

［MACフィルター］
VLANインターフェースに適用されているMACフィルターのフィルター名が
表示されます。

［IPv4フィルター］
VLANインターフェースに適用されている IPv4アドレスフィルターまたは
IPv4パケットフィルターのフィルター名が表示されます。
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14.8　［スイッチ構成情報の設定］ダイアログ
ボックス（AX2400S・AX3600Sの場合）

［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボックスは，スイッチへスイッチ構成情報を設定
するためのダイアログボックスです。

［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 14-13　［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボックス（AX2400S・AX3600Sの場
合）

表示項目について説明します。

［スイッチ名］
該当するスイッチの名称が表示されます。スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）
に定義したスイッチ名が表示されます。

［フロー検出モード］
該当するスイッチのフロー検出モードをプルダウンメニューから選択します。ス
イッチによって選択できるフロー検出モードが異なります。

AX2400Sの場合
•「layer2-1」
•「layer2-2」
•「layer2-3」
•「layer2-4」

AX3600Sの場合
•「layer3-1」
•「layer3-2」
•「layer3-3」
•「layer3-4」

また，フロー検出モードによって，アクセス制御情報の設定でインターフェースに
適用できるフィルターが異なります。フロー制御の運用に合わせて，モードを選択
してください。各フロー検出モードで適用できるフィルターを次の表に示します。
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表 14-1　インターフェースに適用できるフィルター（AX2400Sの場合）

（凡例）
○：インターフェースに適用できる。
－：インターフェースに適用できない。

注※
IPv4フィルターは，IPv4アドレスフィルターおよび IPv4パケットフィルターです。

表 14-2　インターフェースに適用できるフィルター（AX3600Sの場合）

（凡例）
○：インターフェースに適用できる。
－：インターフェースに適用できない。

注※
IPv4フィルターは，IPv4アドレスフィルターおよび IPv4パケットフィルターです。
　
フロー検出モードの詳細については，各スイッチのマニュアルを参照してください。
デフォルト値は，実際にスイッチに設定されているモードになります。

フロー検出
モード

MACフィルター IPv4フィルター※ IPv6フィルター

ポート VLANイン
ターフェー

ス

ポート VLANイン
ターフェー

ス

ポート VLANイン
ターフェー

ス

layer2-1 ○ ○ － － － －

layer2-2 － － ○ ○ － －

layer2-3 － － ○ － ○ －

layer2-4 － － ○ － ○ －

フロー検出
モード

MACフィルター IPv4フィルター※ IPv6フィルター

ポート VLANイン
ターフェー

ス

ポート VLANイン
ターフェー

ス

ポート VLANイン
ターフェー

ス

layer3-1 ○ ○ ○ ○ － －

layer3-2 － － ○ － － －

layer3-3 － － ○ － ○ －

layer3-4 － － ○ － ○ －
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14.9　［スイッチ構成情報の設定］ダイアログ
ボックス（BS2000・BS320・BS500・
BS500 1Gbx40の場合）

［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボックスは，スイッチ構成情報を設定したり，
アップリンクフェイルオーバーを設定したりするダイアログボックスです。

［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボックスには［フロー検出モード］ページと
［アップリンクフェイルオーバー］ページがあります。［フロー検出モード］ページでは，
該当スイッチのスイッチ構成情報を設定します。［アップリンクフェイルオーバー］ペー
ジでは，該当スイッチのアップリンクフェイルオーバーの設定情報を設定します。

14.9.1　［フロー検出モード］ページ
［フロー検出モード］ページを次の図に示します。

図 14-14　［フロー検出モード］ページ

表示項目について説明します。
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［スイッチ名］
該当するスイッチの名称が表示されます。スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）
に定義したスイッチ名が表示されます。

［フロー検出モード］
該当するスイッチのフロー検出モードをプルダウンメニューから選択します。

BS2000または BS320の場合
•「layer3-1」
•「layer3-2」
•「layer3-3」
•「layer3-4」

BS500の場合
•「layer3-1」
•「layer3-2」
•「layer3-3」
•「layer3-4」
•「layer3-5」

BS500 1Gbx40の場合
•「layer3-1」
•「layer3-2」
•「layer3-5」
•「layer3-dhcp-1」

また，フロー検出モードによって，アクセス制御情報の設定でインターフェースに
適用できるフィルターが異なります。フロー制御の運用に合わせて，モードを選択
してください。各フロー検出モードで適用できるフィルターを以降の表に示します。

表 14-3　インターフェースに適用できるフィルター（BS2000・BS320の場合）

フロー検出
モード

MACフィルター IPv4フィルター※ IPv6フィルター

ポート VLANイン
ターフェー

ス

ポート VLANイン
ターフェー

ス

ポート VLANイン
ターフェー

ス

layer3-1 ○ ○ ○ ○ － －

layer3-2 － － ○ － － －

layer3-3 － － ○ － ○ －

layer3-4 － － ○ － ○ －
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表 14-4　インターフェースに適用できるフィルター（BS500の場合）

表 14-5　インターフェースに適用できるフィルター（BS500 1Gbx40の場合）

（凡例）
○：インターフェースに適用できる。
－：インターフェースに適用できない。

注※
IPv4フィルターは，IPv4アドレスフィルターおよび IPv4パケットフィルターです。

フロー検出モードの詳細については，各スイッチのマニュアルを参照してください。

デフォルト値は，実際にスイッチに設定されているモードになります。

14.9.2　［アップリンクフェイルオーバー］ページ
［アップリンクフェイルオーバー］ページを次の図に示します。

フロー検出モー
ド

MACフィルター IPv4フィルター※ IPv6フィルター

ポート VLANイン
ターフェー

ス

ポート VLANイン
ターフェー

ス

ポート VLANイン
ターフェー

ス

layer3-1 ○ ○ ○ ○ － －

layer3-2 － － ○ － － －

layer3-3 － － ○ － ○ －

layer3-4 － － ○ － ○ －

layer3-5 － － ○ － ○ －

フロー検出モー
ド

MACフィルター IPv4フィルター※ IPv6フィルター

ポート VLANイン
ターフェー

ス

ポート VLANイン
ターフェー

ス

ポート VLANイン
ターフェー

ス

layer3-1 ○ ○ ○ ○ － －

layer3-2 － － ○ － － －

layer3-5 － － ○ － ○ －

layer3-dhcp-1 － － ○ ○ － －
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図 14-15　［アップリンクフェイルオーバー］ページ

表示項目について説明します。

［拡張機能］
該当するスイッチに設定するアップリンクフェイルオーバーの拡張機能の種類をプ
ルダウンメニューから選択します。
• 拡張機能を使用しない
• 部分ポート単位制御
• ポート単位制御

［インターフェースタイプ］
ポートのインターフェースタイプが表示されます。

［NIF］
NIF番号が表示されます。

［ポート］
ポート番号が表示されます。

［uplink-failover］
ポートに設定されている外部装置接続用ポートの設定内容が表示されます。すべて
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のサーバ接続ポートを閉塞させる設定をしている場合，「使用する」と表示されま
す。または，外部装置接続用ポートのアップリンクフェイルオーバーグループ番号
が表示されます。

［uplink-failover-group］
ポートに設定されているサーバ接続ポートのアップリンクフェイルオーバーグルー
プ番号が表示されます。

［変更後の uplink-failover］
［選択可能ポート］で選択しているポートに外部装置接続用ポートの情報を設定しま
す。アップリンクフェイルオーバーグループを指定する場合は，アップリンクフェ
イルオーバーグループ番号を指定します。すべてのサーバ接続ポートを閉塞させる
場合は，プルダウンメニューから「使用する」を選択します。設定を削除する場合
は，プルダウンメニューから「適用を削除する」を選択します。

［変更後の uplink-failover-group］
［選択可能ポート］で選択しているポートにサーバ接続ポートの情報を設定します。
アップリンクフェイルオーバーグループを指定する場合は，アップリンクフェイル
オーバーグループ番号を指定します。設定を削除する場合は，プルダウンメニュー
から「適用を削除する」を選択します。
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14.10　［アクセス制御リスト情報の設定］ダイ
アログボックス

［アクセス制御リスト情報の設定］ダイアログボックスは，スイッチへアクセス制御リス
ト情報を設定するためのダイアログボックスです。［アクセス制御リスト情報の設定］ダ
イアログボックスを次の図に示します。

図 14-16　［アクセス制御リスト情報の設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［スイッチ名］
該当するスイッチの名称が表示されます。スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）
に定義したスイッチ名が表示されます。

［MACフィルター一覧］
該当するスイッチに設定されているMACフィルターのフィルター名と説明が一覧
で表示されます。

［追加］ボタン
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スイッチにMACフィルターを追加するために使用します。［MACフィルター
の設定］ダイアログボックスを表示します。
スイッチに設定されているMACフィルター，IPv4アドレスフィルター，IPv4
パケットフィルターおよび IPv6フィルターの合計数がすでに 1,024個の場合
は，エラーになって追加できません。

［変更］ボタン
MACフィルターの設定内容を変更するために使用します。［MACフィルター
の設定］ダイアログボックスを表示します。［MACフィルター一覧］で，任意
の 1行を選択するとクリックできます。

［削除］ボタン
スイッチからMACフィルターを削除するために使用します。［MACフィル
ター一覧］で任意の行を選択するとクリックできます。複数行を一度に選択で
きます。
インターフェースに適用されていて，かつスイッチに実在しているフィルター
は削除できません。

［IPv4アドレスフィルター一覧］
該当するスイッチに設定されている IPv4アドレスフィルターのフィルター名と説明
が一覧で表示されます。

［追加］ボタン
スイッチに IPv4アドレスフィルターを追加するために使用します。［IPv4アド
レスフィルターの設定］ダイアログボックスを表示します。
スイッチに設定されているMACフィルター，IPv4アドレスフィルター，IPv4
パケットフィルターおよび IPv6フィルターの合計数がすでに 1,024個の場合
は，エラーになって追加できません。

［変更］ボタン
IPv4アドレスフィルターの設定内容を変更するために使用します。［IPv4アド
レスフィルターの設定］ダイアログボックスを表示します。［IPv4アドレス
フィルター一覧］で，任意の 1行を選択するとクリックできます。

［削除］ボタン
スイッチから IPv4アドレスフィルターを削除するために使用します。［IPv4ア
ドレスフィルター一覧］で任意の行を選択するとクリックできます。複数行を
一度に選択できます。
インターフェースに適用されていて，かつスイッチに実在しているフィルター
は削除できません。

［IPv4パケットフィルター一覧］
該当するスイッチに設定されている IPv4パケットフィルターのフィルター名と説明
一覧で表示されます。

［追加］ボタン
スイッチに IPv4パケットフィルターを追加するために使用します。［IPv4パ
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ケットフィルターの設定］ダイアログボックスを表示します。
スイッチに設定されているフィルターの数MACフィルター，IPv4アドレス
フィルター，IPv4パケットフィルターおよび IPv6フィルターの合計数がすで
に 1,024個の場合は，エラーになって追加できません。

［変更］ボタン
IPv4パケットフィルターの設定内容を変更するために使用します。［IPv4パ
ケットフィルターの設定］ダイアログボックスを表示します。［IPv4パケット
フィルター一覧］で，任意の 1行を選択するとクリックできます。

［削除］ボタン
スイッチから IPv4パケットフィルターを削除するために使用します。［IPv4パ
ケットフィルター一覧］で任意の行を選択するとクリックできます。複数行を
一度に選択できます。
インターフェースに適用されていて，かつスイッチに実在しているフィルター
は削除できません。

［IPv6フィルター一覧］
該当するスイッチに設定されている IPv6フィルターのフィルター名と説明が一覧で
表示されます。

［追加］ボタン
スイッチに IPv6フィルターを追加するために使用します。［IPv6フィルターの
設定］ダイアログボックスを表示します。
スイッチに設定されているMACフィルター，IPv4アドレスフィルター，IPv4
パケットフィルターおよび IPv6フィルターの合計数がすでに 1,024個の場合
は，エラーになって追加できません。

［変更］ボタン
IPv6フィルターの設定内容を変更するために使用します。［IPv6フィルターの
設定］ダイアログボックスを表示します。［IPv6フィルター一覧］で，任意の 1
行を選択するとクリックできます。

［削除］ボタン
スイッチから IPv6フィルターを削除するために使用します。［IPv6フィルター
一覧］で任意の行を選択するとクリックできます。複数行を一度に選択できま
す。
インターフェースに適用されていて，かつスイッチに実在しているフィルター
は削除できません。
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14.11　［MACフィルターの設定］ダイアログ
ボックス

［MACフィルターの設定］ダイアログボックスは，スイッチのインターフェースに適用
できるMACフィルターを設定するためのダイアログボックスです。［MACフィルター
の設定］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 14-17　［MACフィルターの設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［フィルター名］
該当するMACフィルターのフィルター名を 31文字以内の文字列で指定します。先
頭は必ず英字にしてください。また，スイッチ内で同じフィルター名は指定できま
せん。使用できる文字は，次のとおりです。
• 英数字
•「-」（ハイフン）
•「_」（アンダーバー）
•「.」（ピリオド）

［アクセス制御リスト情報］ダイアログボックスの［MACフィルター一覧］で，［追
加］ボタンをクリックした場合に必ず指定します。また，［変更］ボタンをクリック
した場合は編集できません。

［説明］
該当するMACフィルターの説明を 64文字以内の文字列で指定します。使用できる
文字は，英数字と特殊文字です。ただし，次に示す記号は使用できません。
•「"」（引用符）
•「{ }」（波括弧）
•「'」（シングルクォーテーション）
•「`」（逆シングルクォーテーション）
•「;」（セミコロン）
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•「$」（ドル記号）
•「¥」（円記号）

［フィルター条件］を設定しない場合は，指定する必要があります。

［フィルター条件］
該当するフィルターに設定されているMACフィルター条件の一覧が表示されます。
また，フィルター条件の追加，変更，削除および優先順位を変更できます。
一覧に表示される項目は［優先番号］，［動作］，［送信元MAC］，［あて先MAC］，
［イーサネットタイプ番号］，［VLAN-ID］および［ユーザー優先度］です。［優先番
号］の昇順にソートして表示されます。各項目の表示内容は，［MACフィルター情
報］ダイアログボックスと同じです。詳細については，「14.3　［MACフィルター情
報］ダイアログボックス」を参照してください。なお，［フィルター条件］は，カラ
ムごとにソートできません。
［説明］を設定しない場合は，指定する必要があります。

［追加］ボタン
フィルター条件を追加するために使用します。［MACフィルター条件の設定］
ダイアログボックスを表示します。
スイッチに設定されているすべてのMACフィルターのフィルター条件の総数
がすでに 1,024件の場合は，エラーになって追加できません。

［変更］ボタン
フィルター条件の設定内容を変更するために使用します。［MACフィルター条
件の設定］ダイアログボックスを表示します。［フィルター条件］で，任意の 1
行を選択するとクリックできます。

［削除］ボタン
フィルター条件を削除するために使用します。［フィルター条件］で任意の行を
選択するとクリックできます。複数行を一度に選択できます。

［上に移動］ボタン
選択したフィルター条件を上位にあるフィルター条件の一つ上に移動するため
に使用します。このとき，設定されている優先番号が入れ替わります。例えば，
優先番号 1と優先番号 3のフィルター条件が並んでいて，優先番号 3のフィル
ター条件を選択した状態で［上に移動］ボタンをクリックした場合，上に移動
したフィルター条件の優先番号が 3から 1に変更され，下に移動したフィル
ター条件の優先番号が 1から 3に変更されます。

［下に移動］ボタン
選択したフィルター条件を下位にあるフィルター条件の一つ下に移動するため
に使用します。このとき，設定されている優先番号が入れ替わります。例えば，
優先番号 3と優先番号 5のフィルター条件が並んでいて，優先番号 3のフィル
ター条件を選択した状態で［下に移動］ボタンをクリックした場合，下に移動
したフィルター条件の優先番号が 3から 5に変更され，上に移動したフィル
ター条件の優先番号が 5から 3に変更されます。
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［アクセス制御リスト情報の設定］ダイアログボックスの［変更］ボタンをクリックして
表示された場合，［フィルター名］以外を設定していない状態で［OK］ボタンをクリッ
クすると，フィルターを削除するための確認ダイアログボックスが表示されます。確認
ダイアログボックスの［はい］ボタンをクリックするとフィルターは削除されます。た
だし，インターフェースに適用されていて，かつスイッチに実在しているフィルターは
削除されません。
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14.12　［MACフィルター条件の設定］ダイアロ
グボックス

［MACフィルター条件の設定］ダイアログボックスは，スイッチに設定するフィルター
のMACフィルター条件を設定するためのダイアログボックスです。［MACフィルター
条件の設定］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 14-18　［MACフィルター条件の設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［優先番号］
該当するMACフィルター条件の優先番号を 1～ 4294967294の整数で指定します。
デフォルト値は，既存のフィルター条件に設定されている優先番号の最大値 +10の
値になります。フィルター条件が一つもない場合は 10になります。設定されている
優先番号の最大値 +10が設定できる値を超える場合は，デフォルト値が設定されな
いため，指定する必要があります。
同じフィルターのフィルター条件で，すでに設定されている優先番号は指定できま
せん。

［動作］
フィルター条件に一致したときの動作を指定します。
•「転送」
フィルター条件に一致したパケットを転送します。

•「廃棄」
フィルター条件に一致したパケットを廃棄します。

デフォルト値は「転送」です。

［送信元MAC］
フィルター条件に送信元MACアドレスを指定します。
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［MACアドレス］
送信元MACアドレスを，「nn:nn:nn:nn:nn:nn」形式で指定します。使用でき
る文字は，数字，a～ f，A～ F，および「:」（コロン）です。また，すべての
MACアドレスを指定したい場合は，プルダウンメニューから「any」を選択で
きます。

［MACワイルドカードマスク］
送信元MACアドレスを複数指定したいときに，［MACアドレス］と合わせて
「nn:nn:nn:nn:nn:nn」形式で，00:00:00:00:00:01～ ff:ff:ff:ff:ff:feの範囲で指定
します。［MACアドレス］が「any」の場合は指定できません。使用できる文
字は，数字，a～ f，A～ F，および「:」（コロン）です。
ワイルドカードマスクは，任意にしたいビットに 1を指定します。例えば，
［MACアドレス］を「aa:aa:aa:aa:aa:aa」，［MACワイルドカードマスク］を
「00:00:00:00:ff:ff」と指定した場合は，aa:aa:aa:aa:00:00～ aa:aa:aa:aa:ff:ffの
範囲が有効になります。ワイルドカードマスクを設定しない場合は，［MACア
ドレス］に設定したアドレスだけが有効になります。

［あて先MAC］
フィルター条件にあて先MACアドレスを指定します。

［MACアドレス］
あて先MACアドレスを，「nn:nn:nn:nn:nn:nn」形式で指定します。使用でき
る文字は，数字，a～ f，A～ F，および「:」（コロン）です。プルダウンメ
ニューから予約語を選択することもできます。すべてのMACアドレスを指定
したい場合は，プルダウンメニューから「any」を選択します。プルダウンメ
ニューから選択できる項目は次のとおりです。
•「any」
•「bpdu(01:80:c2:00:00:00)」
•「cdp(01:00:0c:cc:cc:cc)」
•「lacp/slow-protocol(01:80:c2:00:00:02)」
•「lldp(01:00:87:58:13:10)」
•「oadp(01:00:4c:79:fd:1b)」
•「pvst-plus-bpdu(01:00:0c:cc:cc:cd)」

［MACワイルドカードマスク］
あて先MACアドレスを複数指定したいときに，［MACアドレス］と合わせて
「nn:nn:nn:nn:nn:nn」形式で，00:00:00:00:00:01～ ff:ff:ff:ff:ff:feの範囲で指定
します。［MACアドレス］がプルダウンメニューから選択されている場合は指
定できません。使用できる文字は，数字，a～ f，A～ F，および「:」（コロン）
です。
ワイルドカードマスクは，任意にしたいビットに 1を指定します。例えば，
［MACアドレス］を「aa:aa:aa:aa:aa:aa」，［MACワイルドカードマスク］を
「00:00:00:00:ff:ff」と指定した場合は，aa:aa:aa:aa:00:00～ aa:aa:aa:aa:ff:ffの
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範囲が有効になります。ワイルドカードマスクを設定しない場合は，［MACア
ドレス］に設定したアドレスだけが有効になります。

注意
予約語の値は，［MACワイルドカードマスク］が指定されていない場合にだけ，
その予約語に対応します。例えば，［MACアドレス］が「01:80:c2:00:00:00」
で［MACワイルドカードマスク］が指定無しの場合は，
「bpdu(01:80:c2:00:00:00)」になります。しかし，［MACアドレス］が
「01:80:c2:00:00:00」で［MACワイルドカードマスク］が「00:00:00:00:ff:ff」
の場合は，［MACアドレス］が「bpdu(01:80:c2:00:00:00)」で［MACワイルド
カードマスク］が「00:00:00:00:ff:ff」にはならないことにご注意ください。

［イーサネットタイプ番号］
MACフィルター条件としてイーサネットタイプ番号を，0000～ ffffの 4けたの 16
進数で指定します。使用できる文字は，数字，a～ f，A～ Fです。プルダウンメ
ニューから選択することもできます。プルダウンメニューから選択できる項目は次
のとおりです。
•「gsrp」
•「xns(0600)」
•「ipv4(0800)」
•「arp(0806)」
•「appletalk(809b)」
•「ipx(8137)」
•「ipv6(86dd)」
•「eapol(888e)」

この項目は省略できます。

［VLAN-ID］
該当するMACフィルター条件の VLAN-IDを 1～ 4094の整数で指定します。実際
の VLANの存在有無は関係なく指定できます。この項目は省略できます。

［ユーザー優先度］
MACフィルター条件としてユーザー優先度を 0～ 7の整数で指定します。値が大き
いほど優先度が高くなります。この項目は省略できます。
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14.13　［IPv4アドレスフィルターの設定］ダイ
アログボックス

［IPv4アドレスフィルターの設定］ダイアログボックスは，スイッチのインターフェー
スに適用できる IPv4アドレスフィルターを設定するためのダイアログボックスです。
［IPv4アドレスフィルターの設定］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 14-19　［IPv4アドレスフィルターの設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［フィルター名］
該当する IPv4アドレスフィルターのフィルター名を入力します。入力できる値は，
1～ 99，1300～ 1999の整数，または 31文字以内の文字列です。文字列の先頭は
必ず英字にしてください。また，スイッチ内で同じフィルター名は指定できません。
使用できる文字は，次のとおりです。
• 英数字
•「-」（ハイフン）
•「_」（アンダーバー）
•「.」（ピリオド）

［アクセス制御リスト情報］ダイアログボックスの［IPv4アドレスフィルター一覧］
で，［追加］ボタンをクリックした場合に必ず指定します。また，［変更］ボタンを
クリックした場合は編集できません。

［説明］
該当する IPv4アドレスフィルターの説明を 64文字以内の文字列で指定します。使
用できる文字は，英数字と特殊文字です。ただし，次に示す記号は使用できません。
•「"」（引用符）
•「{ }」（波括弧）
•「'」（シングルクォーテーション）
•「`」（逆シングルクォーテーション）
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•「;」（セミコロン）
•「$」（ドル記号）
•「¥」（円記号）

［フィルター条件］を設定しない場合は，指定する必要があります。

［フィルター条件］
該当するフィルターに設定されている IPv4アドレスフィルター条件の一覧が表示さ
れます。また，フィルター条件の追加，変更，削除および優先順位を変更できます。
一覧に表示される項目は［優先番号］，［動作］および［送信元 IP］です。［優先番
号］の昇順にソートして表示されます。各項目の表示内容は，［IPv4アドレスフィ
ルター情報］ダイアログボックスと同じです。詳細については，「14.4　［IPv4アド
レスフィルター情報］ダイアログボックス」を参照してください。なお，［フィル
ター条件］は，カラムごとにソートできません。
［説明］を設定しない場合は，指定する必要があります。

［追加］ボタン
フィルター条件を追加するために使用します。［IPv4アドレスフィルター条件
の設定］ダイアログボックスを表示します。
スイッチに設定されているすべての IPv4アドレスフィルターのフィルター条件
の総数がすでに 1,024件の場合は，エラーになって追加できません。

［変更］ボタン
選択しているフィルター条件の設定内容を変更するために使用します。［IPv4
アドレスフィルター条件の設定］ダイアログボックスを表示します。［フィル
ター条件］で，任意の 1行を選択するとクリックできます。

［削除］ボタン
フィルター条件を削除するために使用します。［フィルター条件］で任意の行を
選択するとクリックできます。複数行を一度に選択できます。

［上に移動］ボタン
選択したフィルター条件を上位にあるフィルター条件の一つ上に移動するため
に使用します。このとき，設定されている優先番号が入れ替わります。例えば，
優先番号 1と優先番号 3のフィルター条件が並んでいて，優先番号 3のフィル
ター条件を選択した状態で［上に移動］ボタンをクリックした場合，上に移動
したフィルター条件の優先番号が 3から 1に変更され，下に移動したフィル
ター条件の優先番号が 1から 3に変更されます。

［下に移動］ボタン
選択したフィルター条件を下位にあるフィルター条件の一つ下に移動するため
に使用します。このとき，設定されている優先番号が入れ替わります。例えば，
優先番号 3と優先番号 5のフィルター条件が並んでいて，優先番号 3のフィル
ター条件を選択した状態で［下に移動］ボタンをクリックした場合，下に移動
したフィルター条件の優先番号が 3から 5に変更され，上に移動したフィル
ター条件の優先番号が 5から 3に変更されます。
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［アクセス制御リスト情報の設定］ダイアログボックスの［変更］ボタンをクリックして
表示された場合，［フィルター名］以外を設定していない状態で［OK］ボタンをクリッ
クすると，フィルターを削除するための確認ダイアログボックスが表示されます。確認
ダイアログボックスの［はい］ボタンをクリックするとフィルターは削除されます。た
だし，インターフェースに適用されていて，かつスイッチに実在しているフィルターは
削除されません。
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14.14　［IPv4アドレスフィルター条件の設定］
ダイアログボックス

［IPv4アドレスフィルター条件の設定］ダイアログボックスは，スイッチに設定する
フィルターの IPv4アドレスフィルター条件を設定するためのダイアログボックスです。
［IPv4アドレスフィルター条件の設定］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 14-20　［IPv4アドレスフィルター条件の設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［優先番号］
該当する IPv4アドレスフィルター条件の優先番号を 1～ 4294967294の整数で指定
します。デフォルト値は，既存のフィルター条件に設定されている優先番号の最大
値 +10の値になります。フィルター条件が一つもない場合は 10になります。設定
されている優先番号の最大値 +10が設定できる値を超える場合は，デフォルト値が
設定されないため，指定する必要があります。
同じフィルターのフィルター条件で，すでに設定されている優先番号は指定できま
せん。

［動作］
フィルター条件に一致したときの動作を指定します。
•「転送」
フィルター条件に一致したパケットを転送します。

•「廃棄」
フィルター条件に一致したパケットを廃棄します。

デフォルト値は「転送」です。

［送信元 IP］
フィルター条件に送信元 IPアドレスを指定します。

［IPアドレス］
送信元 IPアドレスを，「nnn.nnn.nnn.nnn」形式で，0.0.0.0～
255.255.255.255の範囲で指定します。使用できる文字は，数字と「.」（ピリオ
ド）です。また，すべての IPアドレスを指定したい場合は，プルダウンメ
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ニューから「any」を選択できます。

［IPワイルドカードマスク］
送信元 IPアドレスを複数指定したいときに，［IPアドレス］と合わせて
「nnn.nnn.nnn.nnn」形式で，0.0.0.1～ 255.255.255.254の範囲で指定します。
使用できる文字は，数字と「.」（ピリオド）です。［IPアドレス］が「any」の
場合は指定できません。
ワイルドカードマスクは，任意にしたいビットに 1を指定します。例えば，［IP
アドレス］を「10.20.100.200」，［IPワイルドカードマスク］を「0.0.255.255」
と指定した場合は，10.20.0.0～ 10.20.255.255の範囲が有効になります。ワイ
ルドカードマスクを設定しない場合は，［IPアドレス］に設定したアドレスだ
けが有効になります。
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14.15　［IPv4パケットフィルターの設定］ダイ
アログボックス

［IPv4パケットフィルターの設定］ダイアログボックスは，スイッチのインターフェー
スに適用できる IPv4パケットフィルターを設定するためのダイアログボックスです。
［IPv4パケットフィルターの設定］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 14-21　［IPv4パケットフィルターの設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［フィルター名］
該当する IPv4パケットフィルターのフィルター名を入力します。入力できる値は，
100～ 199，2000～ 2699の整数，または 31文字以内の文字列です。文字列の先頭
は必ず英字にしてください。また，スイッチ内で同じフィルター名は指定できませ
ん。使用できる文字は，次のとおりです。
• 英数字
•「-」（ハイフン）
•「_」（アンダーバー）
•「.」（ピリオド）

［アクセス制御リスト情報］ダイアログボックスの［IPv4パケットフィルター一覧］
で，［追加］ボタンをクリックした場合に必ず指定します。また，［変更］ボタンを
クリックした場合は編集できません。

［説明］
該当する IPv4パケットフィルターの説明を 64文字以内の文字列で指定します。使
用できる文字は，英数字と特殊文字です。ただし，次に示す記号は使用できません。
•「"」（引用符）
•「{ }」（波括弧）
•「'」（シングルクォーテーション）
•「`」（逆シングルクォーテーション）
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•「;」（セミコロン）
•「$」（ドル記号）
•「¥」（円記号）

［フィルター条件］を設定しない場合は，指定する必要があります。

［フィルター条件］
該当するフィルターに設定されている IPv4パケットフィルター条件の一覧が表示さ
れます。また，フィルター条件の追加，変更，削除および優先順位を変更できます。
一覧に表示される項目は［優先番号］，［動作］，［上位プロトコル］，［送信元 IP］，
［送信元ポート］，［あて先 IP］，［あて先ポート］，［TCPフラグ］，［ToS］，
［Precedence］，［DSCP］，［VLAN-ID］および［ユーザー優先度］です。［優先番
号］の昇順にソートして表示されます。各項目の表示内容は，［IPv4パケットフィ
ルター情報］ダイアログボックスと同じです。詳細については，「14.5　［IPv4パ
ケットフィルター情報］ダイアログボックス」を参照してください。なお，［フィル
ター条件］は，カラムごとにソートできません。
［説明］を設定しない場合は，指定する必要があります。

［追加］ボタン
フィルター条件を追加するために使用します。［IPv4パケットフィルター条件
の設定］ダイアログボックスを表示します。
スイッチに設定されているすべての IPv4パケットフィルターのフィルター条件
の総数がすでに 1,024件の場合は，エラーになって追加できません。

［変更］ボタン
選択しているフィルター条件の設定内容を変更するために使用します。［IPv4
パケットフィルター条件の設定］ダイアログボックスを表示します。［フィル
ター条件］で，任意の 1行を選択するとクリックできます。

［削除］ボタン
フィルター条件を削除するために使用します。［フィルター条件］で任意の行を
選択するとクリックできます。複数行を一度に選択できます。

［上に移動］ボタン
選択したフィルター条件を上位にあるフィルター条件の一つ上に移動するため
に使用します。このとき，設定されている優先番号が入れ替わります。例えば，
優先番号 1と優先番号 3のフィルター条件が並んでいて，優先番号 3のフィル
ター条件を選択した状態で［上に移動］ボタンをクリックした場合，上に移動
したフィルター条件の優先番号が 3から 1に変更され，下に移動したフィル
ター条件の優先番号が 1から 3に変更されます。

［下に移動］ボタン
選択したフィルター条件を下位にあるフィルター条件の一つ下に移動するため
に使用します。このとき，設定されている優先番号が入れ替わります。例えば，
優先番号 3と優先番号 5のフィルター条件が並んでいて，優先番号 3のフィル
ター条件を選択した状態で［下に移動］ボタンをクリックした場合，下に移動
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したフィルター条件の優先番号が 3から 5に変更され，上に移動したフィル
ター条件の優先番号が 5から 3に変更されます。

［アクセス制御リスト情報の設定］ダイアログボックスの［変更］ボタンをクリックして
表示された場合，［フィルター名］以外を設定していない状態で［OK］ボタンをクリッ
クすると，フィルターを削除するための確認ダイアログボックスが表示されます。確認
ダイアログボックスの［はい］ボタンをクリックするとフィルターは削除されます。た
だし，インターフェースに適用されていて，かつスイッチに実在しているフィルターは
削除されません。
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14.16　［IPv4パケットフィルター条件の設定］
ダイアログボックス（AX2400S・
AX3600Sの場合）

［IPv4パケットフィルター条件の設定］ダイアログボックスは，スイッチに設定する
フィルターの IPv4パケットフィルター条件を設定するためのダイアログボックスです。
AX2400Sおよび AX3600Sの場合の［IPv4パケットフィルター条件の設定］ダイアログ
ボックスを次の図に示します。

図 14-22　［IPv4パケットフィルター条件の設定］ダイアログボックス（AX2400Sおよ
び AX3600Sの場合）

表示項目について説明します。

［優先番号］
該当する IPv4パケットフィルター条件の優先番号を 1～ 4294967294の整数で指定
します。デフォルト値は，既存のフィルター条件に設定されている優先番号の最大
値 +10の値になります。フィルター条件が一つもない場合は 10になります。設定
409



14.　画面－スイッチ構成ビューのダイアログボックス（AX2400S・AX3600S・BS2000・BS320・
BS500・BS500 1Gbx40）
されている優先番号の最大値 +10が設定できる値を超える場合は，デフォルト値が
設定されないため，指定する必要があります。
同じフィルターのフィルター条件で，すでに設定されている優先番号は指定できま
せん。

［動作］
フィルター条件に一致したときの動作を指定します。
•「転送」
フィルター条件に一致したパケットを転送します。

•「廃棄」
フィルター条件に一致したパケットを廃棄します。

デフォルト値は「転送」です。

［上位プロトコル］
該当する IPv4パケットフィルター条件の上位プロトコルを 0～ 255の整数で指定
します。または，プルダウンメニューから選択することもできます。プルダウンメ
ニューから選択できる項目は次のとおりです。
•「ip」
•「icmp(1)」
•「igmp(2)」
•「ipinip(4)」
•「tcp(6)」
•「udp(17)」
•「tunnel(41)」
•「gre(47)」
•「esp(50)」
•「ah(51)」
•「ospf(89)」
•「pim(103)」
•「pcp(108)」
•「vrrp(112)」
•「sctp(132)」

この項目は必ず指定してください。

［送信元 IP］
フィルター条件に送信元 IPアドレスを指定します。

［IPアドレス］
送信元 IPアドレスを，「nnn.nnn.nnn.nnn」形式で，0.0.0.0～
255.255.255.255の範囲で指定します。使用できる文字は，数字と「.」（ピリオ
ド）です。また，すべての IPアドレスを指定したい場合は，プルダウンメ
ニューから「any」を選択できます。
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［IPワイルドカードマスク］
送信元 IPアドレスを複数指定したいときに，［IPアドレス］と合わせて
「nnn.nnn.nnn.nnn」形式で，0.0.0.1～ 255.255.255.254の範囲で指定します。
使用できる文字は，数字と「.」（ピリオド）です。［IPアドレス］が「any」の
場合は指定できません。
ワイルドカードマスクは，任意にしたいビットに 1を指定します。例えば，［IP
アドレス］を「10.20.100.200」，［IPワイルドカードマスク］を「0.0.255.255」
と指定した場合は，10.20.0.0～ 10.20.255.255の範囲が有効になります。ワイ
ルドカードマスクを設定しない場合は，［IPアドレス］に設定したアドレスだ
けが有効になります。

［送信元ポート］
IPv4パケットフィルター条件の送信元ポートを設定します。

［TCPポート番号］
［上位プロトコル］が「tcp(6)」のときに TCPポート番号を 0～ 65535の整数
で指定します。または，プルダウンメニューから選択することもできます。プ
ルダウンメニューから選択できる項目は次のとおりです。
•「echo(7)」
•「discard(9)」
•「daytime(13)」
•「chargen(19)」
•「ftp-data(20)」
•「ftp(21)」
•「ssh(22)」
•「telnet(23)」
•「smtp(25)」
•「time(37)」
•「whois(43)」
•「tacacs+(49)」
•「domain(53)」
•「tacacs-ds(65)」
•「gopher(70)」
•「finger(79)」
•「http(80)」
•「hostname(101)」
•「pop2(109)」
•「pop3(110)」
•「sunrpc(111)」
•「ident(113)」
•「nntp(119)」
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•「bgp(179)」
•「irc(194)」
•「imap3(220)」
•「ldap(389)」
•「https(443)」
•「smtps(465)」
•「exec(512)」
•「login(513)」
•「shell(514)」
•「lpd(515)」
•「talk(517)」
•「uucp(540)」
•「klogin(543)」
•「kshell(544)」
•「pop3s(995)」
•「raw(9100)」

［UDPポート番号］
［上位プロトコル］が「udp(17)」のときに UDPポート番号を 0～ 65535の整
数で指定します。または，プルダウンメニューから選択することもできます。
プルダウンメニューから選択できる項目は次のとおりです。
•「echo(7)」
•「discard(9)」
•「time(37)」
•「nameserver(42)」
•「tacacs+(49)」
•「domain(53)」
•「tacacs-ds(65)」
•「bootps(67)」
•「bootpc(68)」
•「tftp(69)」
•「sunrpc(111)」
•「ntp(123)」
•「snmp(161)」
•「snmptrap(162)」
•「xdmcp(177)」
•「mobile-ip(434)」
•「isakmp(500)」
•「biff(512)」
•「who(513)」
•「syslog(514)」
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•「talk(517)」
•「rip(520)」
•「radius(1812)」
•「radius-acct(1813)」

［あて先 IP］
フィルター条件にあて先 IPアドレスを指定します。

［IPアドレス］
あて先 IPアドレスを，「nnn.nnn.nnn.nnn」形式で，0.0.0.0～
255.255.255.255の範囲で指定します。使用できる文字は，数字と「.」（ピリオ
ド）です。また，すべての IPアドレスを指定したい場合は，プルダウンメ
ニューから「any」を選択できます。

［IPワイルドカードマスク］
あて先 IPアドレスを複数指定したいときに，［IPアドレス］と合わせて
「nnn.nnn.nnn.nnn」形式で，0.0.0.1～ 255.255.255.254の範囲で指定します。
［IPアドレス］が「any」の場合は指定できません。使用できる文字は，数字と
「.」（ピリオド）です。
ワイルドカードマスクは，任意にしたいビットに 1を指定します。例えば，［IP
アドレス］を「10.20.100.200」，［IPワイルドカードマスク］を「0.0.255.255」
と指定した場合は，10.20.0.0～ 10.20.255.255の範囲が有効になります。ワイ
ルドカードマスクを設定しない場合は，［IPアドレス］に設定したアドレスだ
けが有効になります。

［あて先ポート］
IPv4パケットフィルター条件のあて先ポートを設定します。

［TCPポート番号］
［上位プロトコル］が「tcp(6)」のときに TCPポート番号を 0～ 65535の整数
で指定します。または，プルダウンメニューから選択することもできます。プ
ルダウンメニューから選択できる項目は，［送信元ポート］の［TCPポート番
号］と同じです。

［UDPポート番号］
［上位プロトコル］が「udp(17)」のときにUDPポート番号を 0～ 65535の整
数で指定します。または，プルダウンメニューから選択することもできます。
プルダウンメニューから選択できる項目は，［送信元ポート］の［UDPポート
番号］と同じです。

［TCPフラグ］
［上位プロトコル］が「tcp(6)」のときに，該当する IPv4パケットフィルター条件の
TCPフラグをチェックボックスで選択します。指定したい項目のチェックボックス
を複数チェックできます。選択できる項目は次のとおりです。
•「ack」
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•「fin」
•「psh」
•「rst」
•「syn」
•「urg」

この項目は省略できます。

［ToS］
該当するフィルター条件の ToSを 0～ 15の整数で指定します。または，プルダウ
ンメニューから選択することもできます。［DSCP］を設定する場合は指定できませ
ん。プルダウンメニューから選択できる項目は次のとおりです。
•「normal(0)」
•「min-monetary-cost(1)」
•「max-reliability(2)」
•「max-throughput(4)」
•「min-delay(8)」

この項目は省略できます。

［Precedence］
該当するフィルター条件の Precedenceをプルダウンメニューから選択します。
［DSCP］を設定する場合は指定できません。プルダウンメニューから選択できる項
目は次のとおりです。
• (空行 )
•「routine(0)」
•「priority(1)」
•「immediate(2)」
•「flash(3)」
•「flash-override(4)」
•「critical(5)」
•「internet(6)」
•「network(7)」

この項目は省略できます。

［DSCP］
該当する IPv4パケットフィルター条件の DSCPを 0～ 63の整数で指定します。ま
たは，プルダウンメニューから選択することもできます。プルダウンメニューから
選択できる項目は次のとおりです。
•「default(0)」
•「cs1(8)」
•「af11(10)」
•「af12(12)」
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•「af13(14)」
•「cs2(16)」
•「af21(18)」
•「af22(20)」
•「af23(22)」
•「cs3(24)」
•「af31(26)」
•「af32(28)」
•「af33(30)」
•「cs4(32)」
•「af41(34)」
•「af42(36)」
•「af43(38)」
•「cs5(40)」
•「ef(46)」
•「cs6(48)」
•「cs7(56)」

この項目は省略できます。［DSCP］を設定する場合は，［ToS］および
［Precedence］は指定できません。

［VLAN-ID］
該当する IPv4パケットフィルター条件の VLAN-IDを 1～ 4096の整数で指定しま
す。実際の VLANの存在有無は関係なく指定できます。この項目は省略できます。

［ユーザー優先度］
IPv4パケットフィルター条件としてユーザー優先度を 0～ 7の整数で指定します。
値が大きいほど優先度が高くなります。この項目は省略できます。
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14.17　［IPv4パケットフィルター条件の設定］
ダイアログボックス（BS2000・BS320・
BS500・BS500 1Gbx40の場合）

［IPv4パケットフィルター条件の設定］ダイアログボックスは，スイッチに設定する
フィルターの IPv4パケットフィルター条件を設定するためのダイアログボックスです。
BS2000，BS320，BS500，および BS500 1Gbx40の場合の［IPv4パケットフィルター
条件の設定］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 14-23　［IPv4パケットフィルター条件の設定］ダイアログボックス（BS2000，
BS320，BS500，および BS500 1Gbx40の場合）

表示項目について説明します。

［優先番号］
該当する IPv4パケットフィルター条件の優先番号を 1～ 4294967294の整数で指定
します。デフォルト値は，既存のフィルター条件に設定されている優先番号の最大
値 +10の値になります。フィルター条件が一つもない場合は 10になります。設定
されている優先番号の最大値 +10が設定できる値を超える場合は，デフォルト値が
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設定されないため，指定する必要があります。
同じフィルターのフィルター条件で，すでに設定されている優先番号は指定できま
せん。

［動作］
フィルター条件に一致したときの動作を指定します。
•「転送」
フィルター条件に一致したパケットを転送します。

•「廃棄」
フィルター条件に一致したパケットを廃棄します。

デフォルト値は「転送」です。

［上位プロトコル］
該当する IPv4パケットフィルター条件の上位プロトコルを 0～ 255の整数で指定
します。または，プルダウンメニューから選択することもできます。プルダウンメ
ニューから選択できる項目は次のとおりです。
•「ip」
•「icmp(1)」
•「igmp(2)」
•「ipinip(4)」
•「tcp(6)」
•「udp(17)」
•「tunnel(41)」
•「gre(47)」
•「esp(50)」
•「ah(51)」
•「ospf(89)」
•「pim(103)」
•「pcp(108)」
•「vrrp(112)」
•「sctp(132)」

この項目は必ず指定してください。

［送信元 IP］
フィルター条件に送信元 IPアドレスを指定します。

［IPアドレス］
送信元 IPアドレスを，「nnn.nnn.nnn.nnn」形式で，0.0.0.0～
255.255.255.255の範囲で指定します。使用できる文字は，数字と「.」（ピリオ
ド）です。また，すべての IPアドレスを指定したい場合は，プルダウンメ
ニューから「any」を選択できます。

［IPワイルドカードマスク］
417



14.　画面－スイッチ構成ビューのダイアログボックス（AX2400S・AX3600S・BS2000・BS320・
BS500・BS500 1Gbx40）
送信元 IPアドレスを複数指定したいときに，［IPアドレス］と合わせて
「nnn.nnn.nnn.nnn」形式で，0.0.0.1～ 255.255.255.254の範囲で指定します。
使用できる文字は，数字と「.」（ピリオド）です。［IPアドレス］が「any」の
場合は指定できません。
ワイルドカードマスクは，任意にしたいビットに 1を指定します。例えば，［IP
アドレス］を「10.20.100.200」，［IPワイルドカードマスク］を「0.0.255.255」
と指定した場合は，10.20.0.0～ 10.20.255.255の範囲が有効になります。ワイ
ルドカードマスクを設定しない場合は，［IPアドレス］に設定したアドレスだ
けが有効になります。

［送信元ポート］
IPv4パケットフィルター条件の送信元ポートを設定します。

［TCPポート番号］
［上位プロトコル］が「tcp(6)」のときに TCPポート番号を指定します。
•［範囲指定］

TCPポート番号の範囲を指定する場合に選択します。［範囲指定］を選択し
た場合，［-］左側の TCPポート番号が開始 TCPポート番号，［-］右側の
TCPポート番号が終了 TCPポート番号となります。

•［-］左側の TCPポート番号
TCPポート番号または範囲指定の開始 TCPポート番号を入力します。また
は，プルダウンメニューから選択することもできます。
入力できる値およびプルダウンメニューから選択できる項目は，AX2400S・
AX3600Sの場合の TCPポート番号と同じです。詳細については，「14.16　
［IPv4パケットフィルター条件の設定］ダイアログボックス（AX2400S・
AX3600Sの場合）」を参照してください。

•［-］右側の TCPポート番号
範囲指定の終了 TCPポート番号を入力します。または，プルダウンメニュー
から選択することもできます。
入力できる値およびプルダウンメニューから選択できる項目は，AX2400S・
AX3600Sの場合の TCPポート番号と同じです。詳細については，「14.16　
［IPv4パケットフィルター条件の設定］ダイアログボックス（AX2400S・
AX3600Sの場合）」を参照してください。

［UDPポート番号］
［上位プロトコル］が「udp(17)」のときに UDPポート番号を指定します。
•［範囲指定］

UDPポート番号の範囲を指定する場合に選択します。［範囲指定］を選択し
た場合，［-］左側の UDPポート番号が開始 UDPポート番号，［-］右側の
UDPポート番号が終了 UDPポート番号となります。

•［-］左側の UDPポート番号
UDPポート番号または範囲指定の開始 UDPポート番号を入力します。また
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は，プルダウンメニューから選択することもできます。
入力できる値およびプルダウンメニューから選択できる項目は，AX2400S・
AX3600Sの場合の UDPポート番号と同じです。詳細については，「14.16　
［IPv4パケットフィルター条件の設定］ダイアログボックス（AX2400S・
AX3600Sの場合）」を参照してください。

•［-］右側の UDPポート番号
範囲指定の終了 UDPポート番号を入力します。または，プルダウンメニュー
から選択することもできます。
入力できる値およびプルダウンメニューから選択できる項目は，AX2400S・
AX3600Sの場合の UDPポート番号と同じです。詳細については，「14.16　
［IPv4パケットフィルター条件の設定］ダイアログボックス（AX2400S・
AX3600Sの場合）」を参照してください。

［あて先 IP］
フィルター条件にあて先 IPアドレスを指定します。

［IPアドレス］
あて先 IPアドレスを，「nnn.nnn.nnn.nnn」形式で，0.0.0.0～
255.255.255.255の範囲で指定します。使用できる文字は，数字と「.」（ピリオ
ド）です。また，すべての IPアドレスを指定したい場合は，プルダウンメ
ニューから「any」を選択できます。

［IPワイルドカードマスク］
あて先 IPアドレスを複数指定したいときに，［IPアドレス］と合わせて
「nnn.nnn.nnn.nnn」形式で，0.0.0.1～ 255.255.255.254の範囲で指定します。
［IPアドレス］が「any」の場合は指定できません。使用できる文字は，数字と
「.」（ピリオド）です。
ワイルドカードマスクは，任意にしたいビットに 1を指定します。例えば，［IP
アドレス］を「10.20.100.200」，［IPワイルドカードマスク］を「0.0.255.255」
と指定した場合は，10.20.0.0～ 10.20.255.255の範囲が有効になります。ワイ
ルドカードマスクを設定しない場合は，［IPアドレス］に設定したアドレスだ
けが有効になります。

［あて先ポート］
IPv4パケットフィルター条件のあて先ポートを設定します。

［TCPポート番号］
［上位プロトコル］が「tcp(6)」のときに TCPポート番号を 0～ 65535の整数
で指定します。または，プルダウンメニューから選択することもできます。プ
ルダウンメニューから選択できる項目は，［送信元ポート］の［TCPポート番
号］と同じです。

［UDPポート番号］
［上位プロトコル］が「udp(17)」のときにUDPポート番号を 0～ 65535の整
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数で指定します。または，プルダウンメニューから選択することもできます。
プルダウンメニューから選択できる項目は，［送信元ポート］の［UDPポート
番号］と同じです。

［TCPフラグ］
［上位プロトコル］が「tcp(6)」のときに，該当する IPv4パケットフィルター条件の
TCPフラグをチェックボックスで選択します。指定したい項目のチェックボックス
を複数チェックできます。選択できる項目は次のとおりです。
•「ack」
•「fin」
•「psh」
•「rst」
•「syn」
•「urg」

この項目は省略できます。

［ToS］
該当するフィルター条件の ToSを 0～ 15の整数で指定します。または，プルダウ
ンメニューから選択することもできます。［DSCP］を設定する場合は指定できませ
ん。プルダウンメニューから選択できる項目は次のとおりです。
•「normal(0)」
•「min-monetary-cost(1)」
•「max-reliability(2)」
•「max-throughput(4)」
•「min-delay(8)」

この項目は省略できます。

［Precedence］
該当するフィルター条件の Precedenceをプルダウンメニューから選択します。
［DSCP］を設定する場合は指定できません。プルダウンメニューから選択できる項
目は次のとおりです。
• (空行 )
•「routine(0)」
•「priority(1)」
•「immediate(2)」
•「flash(3)」
•「flash-override(4)」
•「critical(5)」
•「internet(6)」
•「network(7)」

この項目は省略できます。
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［DSCP］
該当する IPv4パケットフィルター条件の DSCPを 0～ 63の整数で指定します。ま
たは，プルダウンメニューから選択することもできます。プルダウンメニューから
選択できる項目は次のとおりです。
•「default(0)」
•「cs1(8)」
•「af11(10)」
•「af12(12)」
•「af13(14)」
•「cs2(16)」
•「af21(18)」
•「af22(20)」
•「af23(22)」
•「cs3(24)」
•「af31(26)」
•「af32(28)」
•「af33(30)」
•「cs4(32)」
•「af41(34)」
•「af42(36)」
•「af43(38)」
•「cs5(40)」
•「ef(46)」
•「cs6(48)」
•「cs7(56)」

この項目は省略できます。［DSCP］を設定する場合は，［ToS］および
［Precedence］は指定できません。

［VLAN-ID］
該当する IPv4パケットフィルター条件の VLAN-IDを 1～ 4096の整数で指定しま
す。実際の VLANの存在有無は関係なく指定できます。この項目は省略できます。

［ユーザー優先度］
IPv4パケットフィルター条件としてユーザー優先度を 0～ 7の整数で指定します。
値が大きいほど優先度が高くなります。この項目は省略できます。
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14.18　［IPv6フィルターの設定］ダイアログ
ボックス

［IPv6フィルターの設定］ダイアログボックスは，スイッチのインターフェースに適用
できる IPv6フィルターを設定するためのダイアログボックスです。［IPv6フィルターの
設定］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 14-24　［IPv6フィルターの設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［フィルター名］
該当する IPv6フィルターのフィルター名を 31文字以内の文字列で指定します。先
頭は必ず英字にしてください。また，スイッチ内で同じフィルター名は指定できま
せん。使用できる文字は，次のとおりです。
• 英数字
•「-」（ハイフン）
•「_」（アンダーバー）
•「.」（ピリオド）

［アクセス制御リスト情報］ダイアログボックスの［IPv6フィルター一覧］で，［追
加］ボタンをクリックした場合に必ず指定します。また，［変更］ボタンをクリック
した場合は編集できません。

［説明］
該当する IPv6フィルターの説明を 64文字以内の文字列で指定します。使用できる
文字は，英数字と特殊文字です。ただし，次に示す記号は使用できません。
•「"」（引用符）
•「{ }」（波括弧）
•「'」（シングルクォーテーション）
•「`」（逆シングルクォーテーション）
•「;」（セミコロン）
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•「$」（ドル記号）
•「¥」（円記号）

［フィルター条件］を設定しない場合は，指定する必要があります。

［フィルター条件］
該当するフィルターに設定されている IPv6フィルター条件の一覧が表示されます。
また，フィルター条件の追加，変更，削除および優先順位を変更できます。一覧に
表示される項目は［優先番号］，［動作］，［送信元 IP］，［あて先 IP］，［VLAN-ID］
および［ユーザー優先度］です。［優先番号］の昇順にソートして表示されます。各
項目の表示内容は，［IPv6フィルター情報］ダイアログボックスと同じです。詳細
については，「14.6　［IPv6フィルター情報］ダイアログボックス」を参照してくだ
さい。なお，［フィルター条件］は，カラムごとにソートできません。
［説明］を設定しない場合は，指定する必要があります。

［追加］ボタン
フィルター条件を追加するために使用します。［IPv6フィルター条件の設定］
ダイアログボックスを表示します。
スイッチに設定されているすべての IPv6フィルターのフィルター条件の総数が
すでに 1,024件の場合は，エラーになって追加できません。

［変更］ボタン
フィルター条件の設定内容を変更するために使用します。［IPv6フィルター条
件の設定］ダイアログボックスを表示します。［フィルター条件］で，任意の 1
行を選択するとクリックできます。

［削除］ボタン
フィルター条件を削除するために使用します。［フィルター条件］で任意の行を
選択するとクリックできます。複数行を一度に選択できます。

［上に移動］ボタン
選択したフィルター条件を上位にあるフィルター条件の一つ上に移動するため
に使用します。このとき，設定されている優先番号が入れ替わります。例えば，
優先番号 1と優先番号 3のフィルター条件が並んでいて，優先番号 3のフィル
ター条件を選択した状態で［上に移動］ボタンをクリックした場合，上に移動
したフィルター条件の優先番号が 3から 1に変更され，下に移動したフィル
ター条件の優先番号が 1から 3に変更されます。

［下に移動］ボタン
選択したフィルター条件を下位にあるフィルター条件の一つ下に移動するため
に使用します。このとき，設定されている優先番号が入れ替わります。例えば，
優先番号 3と優先番号 5のフィルター条件が並んでいて，優先番号 3のフィル
ター条件を選択した状態で［下に移動］ボタンをクリックした場合，下に移動
したフィルター条件の優先番号が 3から 5に変更され，上に移動したフィル
ター条件の優先番号が 5から 3に変更されます。

［アクセス制御リスト情報の設定］ダイアログボックスの［変更］ボタンをクリックして
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表示された場合，［フィルター名］以外を設定していない状態で［OK］ボタンをクリッ
クすると，フィルターを削除するための確認ダイアログボックスが表示されます。確認
ダイアログボックスの［はい］ボタンをクリックするとフィルターは削除されます。た
だし，インターフェースに適用されていて，かつスイッチに実在しているフィルターは
削除されません。
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14.19　［IPv6フィルター条件の設定］ダイアロ
グボックス

［IPv6フィルター条件の設定］ダイアログボックスは，スイッチに設定するフィルター
の IPv6フィルター条件を設定するためのダイアログボックスです。［IPv6フィルター条
件の設定］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 14-25　［IPv6フィルター条件の設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［優先番号］
該当する IPv6フィルター条件の優先番号を 1～ 4294967294の整数で指定します。
デフォルト値は，既存のフィルター条件に設定されている優先番号の最大値 +10の
値になります。フィルター条件が一つもない場合は 10になります。設定されている
優先番号の最大値 +10が設定できる値を超える場合は，デフォルト値が設定されな
いため，指定する必要があります。
同じフィルターのフィルター条件で，すでに設定されている優先番号は指定できま
せん。

［動作］
フィルター条件に一致したときの動作を指定します。
•「転送」
フィルター条件に一致したパケットを転送します。

•「廃棄」
フィルター条件に一致したパケットを廃棄します。

デフォルト値は「転送」です。

［送信元 IP］
フィルター条件に送信元 IPアドレスを指定します。
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［IPアドレス］
送信元 IPアドレスを，「nnnn:nnnn:nnnn:nnnn:nnnn:nnnn:nnnn:nnnn」形式
で指定します。使用できる文字は，数字，a～ f，A～ F，および「:」（コロン）
です。また，すべての IPアドレスを指定したい場合は，プルダウンメニューか
ら「any」を選択できます。

［IPマスク］
送信元 IPアドレスを複数指定したいときに，［IPアドレス］と合わせて指定し
ます。1～ 127の整数で指定します。［IPアドレス］が「any」の場合は指定で
きません。設定しない場合は，［IPアドレス］に設定したアドレスだけが有効
になります。

［あて先 IP］
フィルター条件にあて先 IPアドレスを指定します。

［IPアドレス］
あて先 IPアドレスを，「nnnn:nnnn:nnnn:nnnn:nnnn:nnnn:nnnn:nnnn」形式
で指定します。使用できる文字は，数字，a～ f，A～ F，および「:」（コロン）
です。また，すべての IPアドレスを指定したい場合は，プルダウンメニューか
ら「any」を選択できます。

［IPマスク］
あて先 IPアドレスを複数指定したいときに，［IPアドレス］と合わせて指定し
ます。1～ 127の整数で指定します。［IPアドレス］が「any」の場合は指定で
きません。設定しない場合は，［IPアドレス］に設定したアドレスだけが有効
になります。

［VLAN-ID］
該当する IPv6フィルター条件の VLAN-IDを 1～ 4094の整数で指定します。実際
の VLANの存在有無は関係なく指定できます。この項目は省略できます。

［ユーザー優先度］
IPv6フィルター条件としてユーザー優先度を 0～ 7の整数で指定します。値が大き
いほど優先度が高くなります。この項目は省略できます。
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14.20　［アクセス制御情報の設定］ダイアログ
ボックス

［アクセス制御情報の設定］ダイアログボックスは，スイッチへアクセス制御情報を設定
するためのダイアログボックスです。

［アクセス制御情報の設定］ダイアログボックスには，［ポート］ページと［VLANイン
ターフェース］ページがあります。［ポート］ページには，ポートに関するアクセス制御
の適用状態が表示されます。［VLANインターフェース］ページには，VLANインター
フェースに関するアクセス制御の適用状態が表示されます。

［アクセス制御情報の設定］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 14-26　［アクセス制御情報の設定］ダイアログボックス

各ページに共通する表示項目について説明します。

［スイッチ名］
該当するスイッチの名称が表示されます。スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）
に定義したスイッチ名が表示されます。

［フロー検出モード］
スイッチに設定されているフロー検出モードが表示されます。
該当するスイッチに応じて，次のどれかが表示されます。

スイッチが AX2400Sの場合
•「layer2-1」
•「layer2-2」
•「layer2-3」
427



14.　画面－スイッチ構成ビューのダイアログボックス（AX2400S・AX3600S・BS2000・BS320・
BS500・BS500 1Gbx40）
•「layer2-4」

AX3600S，BS2000，および BS320の場合
•「layer3-1」
•「layer3-2」
•「layer3-3」
•「layer3-4」

BS500の場合
•「layer3-1」
•「layer3-2」
•「layer3-3」
•「layer3-4」
•「layer3-5」

BS500 1Gbx40の場合
•「layer3-1」
•「layer3-2」
•「layer3-5」
•「layer3-dhcp-1」

14.20.1　［ポート］ページ
［ポート］ページを次の図に示します。

図 14-27　［アクセス制御情報の設定］ダイアログボックス（［ポート］ページ）

［ポート］ページ部分の表示項目について説明します。
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［選択可能ポート］
該当するスイッチのすべての物理ポート，および物理ポートに適用されているフィ
ルターが一覧で表示されます。フィルターを変更したいポートを選択します。ポー
トは複数選択できます。
一覧に表示される項目は［インターフェースタイプ］，［NIF］，［ポート］，［MAC
フィルター］，［IPv4フィルター］および［IPv6フィルター］です。各項目の表示
内容は，［アクセス制御情報］ダイアログボックスと同じです。詳細については，
「14.7　［アクセス制御情報］ダイアログボックス」を参照してください。

［変更後のMACフィルター］
［選択可能ポート］で選択している物理ポートに適用するMACフィルターを 31文
字以内の文字列で指定します。使用できる文字は，英数字，「-」（ハイフン），「_」
（アンダーバー）および「.」（ピリオド）です。文字列の先頭は必ず英字を指定して
ください。
また，プルダウンメニューから選択することもできます。プルダウンメニューから
選択できる項目は次のとおりです。
•「フィルターの適用を削除する。」
• スイッチ構成情報で設定しているのすべてのMACフィルターのフィルター名

なお，フロー検出モードの設定によっては，MACフィルターをインターフェースに
適用できないことがあります。

［変更後の IPv4フィルター］
［選択可能ポート］で選択している物理ポートに適用する IPv4アドレスフィルター
または IPv4パケットフィルターを設定します。使用できる値は 1～ 199，1300～
2699の整数，または英数字，「-」（ハイフン），「_」（アンダーバー）および「.」（ピ
リオド）を使用した 31文字以内の文字列です。文字列の先頭は必ず英字を指定して
ください。
また，プルダウンメニューから選択することもできます。プルダウンメニューから
選択できる項目は次のとおりです。
•「フィルターの適用を削除する。」
• スイッチ構成情報で設定しているすべての IPv4アドレスフィルターのフィルター
名，または番号

• スイッチ構成情報で設定しているすべての IPv4パケットフィルターのフィルター
名，または番号

なお，フロー検出モードの設定によっては，IPv4アドレスフィルターおよび IPv4
パケットフィルターをインターフェースに適用できないことがあります。

［変更後の IPv6フィルター］
［選択可能ポート］で選択している物理ポートに適用する IPv6フィルターを 31文字
以内の文字列で指定します。使用できる文字は，英数字，「-」（ハイフン），「_」（ア
ンダーバー）および「.」（ピリオド）です。文字列の先頭は必ず英字を指定してくだ
さい。
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また，プルダウンメニューから選択することもできます。プルダウンメニューから
選択できる項目は次のとおりです。
•「フィルターの適用を削除する。」
• スイッチ構成情報で設定しているすべての IPv6フィルターのフィルター名

なお，フロー検出モードの設定によっては，IPv6フィルターをインターフェースに
適用できないことがあります。

［変更］ボタン
［選択可能ポート］で選択したポートに対して，変更後のフィルターに設定した内容
に更新します。変更後のフィルターの設定項目に値が入力されていない場合は，設
定を変更しません。「フィルターを適用しない」が選択されている場合は，設定が削
除され空白になります。

14.20.2　［VLANインターフェース］ページ
［VLANインターフェース］ページを次の図に示します。

図 14-28　［アクセス制御情報の設定］ダイアログボックス（［VLANインターフェース］
ページ）

［VLANインターフェース］ページ部分の表示項目について説明します。

［選択可能 VLAN］
該当するスイッチのすべての VLANインターフェース，および VLANインター
フェースに適用されているフィルターが一覧で表示されます。フィルターを変更し
たい VLANインターフェースを選択します。VLANインターフェースは複数選択で
きます。
430



14.　画面－スイッチ構成ビューのダイアログボックス（AX2400S・AX3600S・BS2000・BS320・
BS500・BS500 1Gbx40）
一覧に表示される項目は［VLAN-ID］，［MACフィルター］および［IPv4フィル
ター］です。各項目の表示内容は，［アクセス制御情報］ダイアログボックスと同じ
です。詳細については，「14.7　［アクセス制御情報］ダイアログボックス」を参照
してください。

［変更後のMACフィルター］
［選択可能 VLAN］で選択している VLANインターフェースに適用するMACフィ
ルターを 31文字以内の文字列で指定します。使用できる文字は，英数字，「-」（ハ
イフン），「_」（アンダーバー）および「.」（ピリオド）です。文字列の先頭は必ず英
字を指定してください。
また，プルダウンメニューから選択することもできます。プルダウンメニューから
選択できる項目は次のとおりです。
•「フィルターの適用を削除する。」
• スイッチ構成情報で設定しているのすべてのMACフィルターのフィルター名

フロー検出モードの設定によって，MACフィルターをインターフェースに適用でき
ない場合は，指定できません。

［変更後の IPv4フィルター］
［選択可能 VLAN］で選択している物理ポートに適用する IPv4アドレスフィルター
または IPv4パケットフィルターを設定します。使用できる値は 1～ 199，1300～
2699の整数，または，英数字，「-」（ハイフン），「_」（アンダーバー）および「.」
（ピリオド）を使用した 31文字以内の文字列です。文字列の先頭は必ず英字を指定
してください。
また，プルダウンメニューから選択することもできます。プルダウンメニューから
選択できる項目は次のとおりです。
•「フィルターの適用を削除する。」
• スイッチ構成情報で設定しているすべての IPv4アドレスフィルターのフィルター
名，または番号

• スイッチ構成情報で設定しているすべての IPv4パケットフィルターのフィルター
名，または番号

フロー検出モードの設定によって，IPv4アドレスフィルターおよび IPv4パケット
フィルターをインターフェースに適用できない場合は，指定できません。

［変更］ボタン
［選択可能 VLAN］で選択した VLANインターフェースに対して，変更後のフィル
ターに設定した内容に更新します。変更後のフィルターの設定項目に値が入力され
ていない場合は，既存の設定を変更しません。「フィルターの適用を削除する。」が
選択されている場合は，既存の設定が削除され空白になります。
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14.21　［設定結果］ダイアログボックス
［設定結果］ダイアログボックスは，設定内容の結果を確認するためのダイアログボック
スです。次の情報を設定した場合に表示されます。

• アクセス制御リスト情報
• アクセス制御情報

14.21.1　［設定結果］ダイアログボックス（アクセス制御リ
スト情報）

［設定結果］ダイアログボックス（アクセス制御リスト情報）は，アクセス制御リスト情
報の設定結果を確認するためのダイアログボックスです。［アクセス制御リスト情報の設
定］ダイアログボックスでの設定が完了して，［OK］ボタンをクリックしたときに表示
されます。ただし，設定内容すべてがスイッチに反映される前に，ネットワーク構成情
報の設定が処理中であることを示すメッセージを閉じた場合は表示されません。［設定結
果］ダイアログボックス（アクセス制御リスト情報）を次の図に示します。

図 14-29　［設定結果］ダイアログボックス（アクセス制御リスト情報）

表示項目について説明します。

［フィルター種別］
アクセス制御リスト情報を設定したフィルターの種別が表示されます。
•「MAC」

MACフィルターを表します。
•「IPv4アドレス」

IPv4アドレスフィルターを表します。
•「IPv4パケット」

IPv4パケットフィルターを表します。
•「IPv6」

IPv6フィルターを表します。

［フィルター名］
アクセス制御リスト情報を設定したフィルターのフィルター名が表示されます。

［操作］
432



14.　画面－スイッチ構成ビューのダイアログボックス（AX2400S・AX3600S・BS2000・BS320・
BS500・BS500 1Gbx40）
該当するフィルターに対して実行した操作が，「追加」，「変更」，または「削除」で
表示されます。

［結果］
該当するフィルターに対して実行した操作の結果が表示されます。「成功」または
「失敗」が表示されます。

［原因］
結果が失敗だった場合，JP1/Cm2/NC - Viewが出力するメッセージが表示されま
す。形式は次のとおりです。
「KDNV1nnnn-E メッセージ本文」
JP1/Cm2/NC - Viewが出力するメッセージの説明と対処方法については，マニュア
ル「JP1/Cm2/Network Element Configuration トラブルシューティング」を参照し
てください。

14.21.2　［設定結果］ダイアログボックス（アクセス制御情
報）

［設定結果］ダイアログボックス（アクセス制御情報）は，アクセス制御情報を設定した
結果を確認するためのダイアログボックスです。［アクセス制御情報の設定］ダイアログ
ボックスでの設定が完了して，［OK］ボタンをクリックしたときに表示されます。ただ
し，設定内容すべてがスイッチに反映される前に，ネットワーク構成情報の設定が処理
中であることを示すメッセージを閉じた場合は表示されません。［設定結果］ダイアログ
ボックス（アクセス制御情報）を次の図に示します。

図 14-30　［設定結果］ダイアログボックス（アクセス制御情報）

表示項目について説明します。

［インターフェース］
アクセス制御情報を設定したインターフェースが表示されます。表示形式は次のと
おりです。△は半角のスペースを表します。
• 物理ポートの場合
「インターフェースタイプ△ NIF番号 /ポート番号」
（例：GigabitEthernet 0/1）
BS500 1Gbx40の場合，スイッチ側でのポート名は下記の形式となりますが，ス
イッチ番号は 1固定であり，かつスイッチの運用コマンドではスイッチ番号を使
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用しないため，JP1/Cm2/NCで表示するポート名称からはスイッチ番号を省略し
ています。
インターフェースタイプ△スイッチ番号 /NIF番号 /ポート番号

• VLANインターフェースの場合
「VLAN△ ID」
（例：VLAN 2）

［操作］
該当するインターフェースに対して実行した操作として，「変更」と表示されます。

［結果］
該当するインターフェースに対して実行した操作の結果が表示されます。「成功」ま
たは「失敗」が表示されます。

［原因］
結果が「失敗」だった場合，JP1/Cm2/NC - Viewが出力するメッセージが表示され
ます。形式は次のとおりです。
「KDNV1nnnn-E メッセージ本文」
JP1/Cm2/NC - Viewが出力するメッセージの説明と対処方法については，マニュア
ル「JP1/Cm2/Network Element Configuration トラブルシューティング」を参照し
てください。
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15　画面－スイッチ構成ビュー
のダイアログボックス
（BS1000）
この章では，BS1000のアクセス制御および QoS制御の設定
で使用する画面の表示項目，および定義項目について説明しま
す。なお，各画面の表示内容および設定内容の詳細について
は，適宜 BladeSymphonyのソフトウェアマニュアルを参照し
てください。

15.1　［スイッチ情報］ダイアログボックス

15.2　［アクセス制御情報］ダイアログボックス

15.3　［QoS制御情報］ダイアログボックス

15.4　［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボックス

15.5　［アクセス制御情報の設定］ダイアログボックス

15.6　［アクセス制御の設定］ダイアログボックス

15.7　［フィルター条件の設定－基本設定］ダイアログボックス

15.8　［フィルター条件の設定－拡張設定］ダイアログボックス

15.9　［QoS制御情報の設定］ダイアログボックス

15.10　［QoS制御の設定］ダイアログボックス

15.11　［優先条件の設定］ダイアログボックス

15.12　［設定結果］ダイアログボックス
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15.　画面－スイッチ構成ビューのダイアログボックス（BS1000）
15.1　［スイッチ情報］ダイアログボックス
［スイッチ情報］ダイアログボックスは，スイッチの基本情報やスイッチ構成情報を確認
するためのダイアログボックスです。

［スイッチ情報］ダイアログボックスには，［全般］ページと［スイッチ構成情報］ペー
ジがあります。［全般］ページには，スイッチ名や状態など，スイッチの基本情報が表示
されます。［スイッチ構成情報］ページには，該当スイッチのスイッチ構成情報が表示さ
れます。

15.1.1　［全般］ページ
［全般］ページを次の図に示します。

図 15-1　［全般］ページ

表示項目について説明します。

［スイッチ名］
スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）に定義した，該当するスイッチの名称が表
示されます。

［状態］
該当するスイッチとの接続状態が表示されます。表示される状態は，スイッチ構成
ビューのツリーエリアに表示される状態アイコンの状態と同じです。詳細について
は，「6.3.1（3）　ツリーエリア」の「表 6-4　状態アイコンの色と状態の意味」を参
照してください。

［モデル］
該当するスイッチのモデルが表示されます。スイッチから直接取得した情報が表示
されます。

［ソフトウェアバージョン］
ルーティングソフトウェアのバージョンが表示されます。バージョンは，先頭から
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11文字までが表示されます。11文字より長い場合，12文字目以降は表示されませ
ん。

［最終更新日時］
該当するスイッチの構成情報を DBに格納した日時が表示されます。

15.1.2　［スイッチ構成情報］ページ
［スイッチ構成情報］ページを次の図に示します。

図 15-2　［スイッチ構成情報］ページ

表示項目について説明します。

［フロー制御状態］
該当するスイッチに設定されているフロー制御状態を表示します。BS1000に設定
されているアクセス制御および QoS制御の有効 /無効を意味します。
•「有効」

BS1000に設定されているアクセス制御および QoS制御が有効な状態です。
•「無効」

BS1000に設定されているアクセス制御および QoS制御が無効な状態です。
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15.2　［アクセス制御情報］ダイアログボックス
［アクセス制御情報］ダイアログボックスは，スイッチに設定されているアクセス制御の
状態を確認するためのダイアログボックスです。［アクセス制御情報］ダイアログボック
スを次の図に示します。

図 15-3　［アクセス制御情報］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［スイッチ名］
該当するスイッチの名称が表示されます。スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）
に定義したスイッチ名が表示されます。

［ポート］
該当するポートの NIF番号とポート番号が表示されます。

［状態］
該当するポートの，アクセス制御情報の設定に対する状態が表示されます。
•「Enable」
アクセス制御情報の設定が有効になっています。

•「Disable」
アクセス制御情報の設定が無効になっています。

［アクセス制御情報］
アクセス制御情報の設定内容が表示されます。

［優先番号］
アクセス制御情報の優先番号が昇順にソートされて表示されます。

［フィルター条件］
フィルター条件に設定しているプロトコルが表示されます。
•「MAC」
フィルター条件にMACアドレスを使用しています。
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•「MAC+IP」
フィルター条件にMACアドレスと IPアドレスの両方を使用しています。

•「IP」
フィルター条件に IPアドレスを使用しています。

•「IP(TCP)」
フィルター条件に IPアドレスを使用し，かつ上位プロトコルに TCPを使用
しています。

•「IP(UDP)」
フィルター条件に IPアドレスを使用し，かつ上位プロトコルに UDPを使用
しています。

•「IP(ICMP)」
フィルター条件に IPアドレスを使用し，かつ上位プロトコルに ICMPを使
用しています。

•「IP(IGMP)」
フィルター条件に IPアドレスを使用し，かつ上位プロトコルに IGMPを使
用しています。

•「IP(プロトコル番号 /マスク )」
フィルター条件に IPアドレスを使用し，かつ上位プロトコルに，TCP，
UDP，ICMP，および IGMP以外のプロトコル番号を使用しています。

［動作］
フィルター条件に一致した場合の動作が表示されます。
•「転送」
フィルター条件に一致したパケットを転送します。

•「廃棄」
フィルター条件に一致したパケットを廃棄します。

［送信元MAC］
フィルター条件にMACアドレスを使用している場合，指定している送信元
MACアドレスが表示されます。マスクも指定しているときは，「MACアドレス
/マスク」の形で表示されます。

［あて先MAC］
フィルター条件にMACアドレスを使用している場合，指定しているあて先
MACアドレスが表示されます。マスクも指定しているときは，「MACアドレス
/マスク」の形で表示されます。

［送信元 IP］
フィルター条件に IPアドレスを使用している場合，指定している送信元 IPア
ドレスが表示されます。マスクも指定しているときは，「IPアドレス /マスク」
の形で表示されます。

［あて先 IP］
フィルター条件に IPアドレスを使用している場合，指定しているあて先 IPア
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ドレスが表示されます。マスクも指定しているときは，「IPアドレス /マスク」
の形で表示されます。

［送信元ポート］
フィルター条件に IPアドレスを使用し，かつ上位プロトコルに TCPまたは
UDPを使用している場合，指定している送信元 TCPポート番号またはUDP
ポート番号が表示されます。マスクも指定しているときは，「ポート番号 /マス
ク」の形で表示されます。

［あて先ポート］
フィルター条件に IPアドレスを使用し，かつ上位プロトコルに TCPまたは
UDPを使用している場合，指定しているあて先 TCPポート番号またはUDP
ポート番号が表示されます。マスクも指定しているときは，「ポート番号 /マス
ク」の形で表示されます。

［タイプ］
フィルター条件に IPアドレスを使用し，かつ上位プロトコルに ICMPまたは
IGMPを使用している場合，指定している ICMPまたは IGMPのタイプが表示
されます。マスクも指定しているときは，「タイプ /マスク」の形で表示されま
す。

［コード］
フィルター条件に IPアドレスを使用し，かつ上位プロトコルに ICMPを使用
している場合，指定している ICMPコードが表示されます。マスクも指定して
いるときは，「コード /マスク」の形で表示されます。
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15.3　［QoS制御情報］ダイアログボックス

［QoS制御情報］ダイアログボックスは，スイッチに設定されている QoS制御の状態を
確認するためのダイアログボックスです。［QoS制御情報］ダイアログボックスを次の図
に示します。

図 15-4　［QoS制御情報］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［スイッチ名］
該当するスイッチの名称が表示されます。スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）
に定義したスイッチ名が表示されます。

［ポート］
該当するポートのNIF番号とポート番号が表示されます。

［状態］
該当するポートの，QoS制御情報の設定に対する状態が表示されます。
•「Enable」

QoS制御情報の設定が有効になっています。
•「Disable」

QoS制御情報の設定が無効になっています。

［QoS制御情報］
QoS制御情報の設定内容が表示されます。

［QoS番号］
QoS制御情報の識別番号が表示されます。

［VLAN-ID］
該当するポートに設定されている VLANのうち，該当する QoS制御の対象
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VLANの VLAN-IDが表示されます。

［優先度］
該当する QoS制御情報に設定されている優先度が表示されます。優先度は 0～
7の整数で表示されます。優先度は，1が最も低く，1，2，0，3，4，5，6，7
の順に高くなります。
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15.4　［スイッチ構成情報の設定］ダイアログ
ボックス

［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボックスは，スイッチへスイッチ構成情報を設定
するためのダイアログボックスです。なお，スイッチ構成情報の設定は，アクセス制御
および QoS制御の両設定に共通の設定です。

［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 15-5　［スイッチ構成情報の設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［スイッチ名］
該当するスイッチの名称が表示されます。スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）
に定義したスイッチ名が表示されます。

［フロー制御状態］
フロー制御を有効にするか無効にするかを指定します。
•「有効」
フロー制御を有効にします。フロー制御を有効にすると，アクセス制御および
QoS制御の設定が有効になります。

•「無効」
フロー制御を無効にします。フロー制御を無効にすると，アクセス制御および
QoS制御の設定が無効になります。［アクセス制御の設定］ダイアログボックスの
［状態］，および［QoS制御の設定］ダイアログボックスの［状態］の設定より優
先されます。

デフォルト値は「有効」です。
この項目は，flowコマンドを使用して設定します。
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15.5　［アクセス制御情報の設定］ダイアログ
ボックス

［アクセス制御情報の設定］ダイアログボックスは，スイッチへアクセス制御情報を設定
するためのダイアログボックスです。［アクセス制御情報の設定］ダイアログボックスを
次の図に示します。

図 15-6　［アクセス制御情報の設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［スイッチ名］
該当するスイッチの名称が表示されます。スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）
に定義したスイッチ名が表示されます。

［アクセス制御情報一覧］
定義済みのアクセス制御情報がリストに一覧表示されます。

［NIF］
アクセス制御情報が設定されているポートの NIF番号が表示されます。

［ポート］
アクセス制御情報が設定されているポート番号が表示されます。

［状態］
アクセス制御情報が設定されているポートの状態が表示されます。
•「Enable」
アクセス制御の設定が有効です。
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•「Disable」
アクセス制御の設定が無効です。

［追加］ボタン
アクセス制御の設定を追加するために使用します。［アクセス制御の設定］ダイ
アログボックスを表示します。

［変更］ボタン
アクセス制御の設定を変更するために使用します。［アクセス制御の設定］ダイ
アログボックスを表示します。［アクセス制御情報一覧］で任意の 1行を選択す
るとクリックできます。

［削除］ボタン
アクセス制御の設定をスイッチから削除するために使用します。［アクセス制御
情報一覧］で任意の行を選択するとクリックできます。複数行を一度に選択で
きます。
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15.6　［アクセス制御の設定］ダイアログボック
ス

［アクセス制御の設定］ダイアログボックスは，スイッチへアクセス制御を設定するため
のダイアログボックスです。［アクセス制御の設定］ダイアログボックスを次の図に示し
ます。

図 15-7　［アクセス制御の設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［スイッチ名］
該当するスイッチの名称が表示されます。スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）
に定義したスイッチ名が表示されます。

［ポート］

［選択可能ポート］
スイッチに搭載されているポートのうち，まだアクセス制御を設定していない
ポートが表示されます。
［選択ポート］に追加したい場合は，ポートを選択し［追加 >>］ボタンをク
リックします。選択したポートは［選択ポート］に移り，［選択可能ポート］か
らは削除されます。
一度に複数のポートを選択して追加できます。ただし，一度に複数のポートを
追加した場合，以降の設定内容（［状態］および［フィルター条件］）は，選択
したポートすべてに対して設定されます。ポートごとに別の設定をしたい場合
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は，ポートを一つずつ選択して設定してください。
［アクセス制御情報の設定］ダイアログボックスで［変更］ボタンをクリックし
た場合は，［選択可能ポート］は選択できません。
［選択ポート］への追加は，flow filterコマンドを使用して設定します。

［選択ポート］
選択したポートが表示されます。
設定を解除したい場合は，ポートを選択し［<<削除］ボタンをクリックしま
す。一度に複数のポートを選択して設定を解除できます。選択したポートは，
［選択可能ポート］へ移り，［選択ポート］から削除されます。
［アクセス制御情報の設定］ダイアログボックスで［変更］ボタンをクリックし
た場合は，［アクセス制御情報の設定］ダイアログボックスで選択したポートが
表示されています。なお，この場合［選択ポート］は選択できません。

［状態］
選択したポートのアクセス制御状態を指定します。
•「Enable」
アクセス制御情報の設定を有効にします。

•「Disable」
アクセス制御情報の設定を無効にします。

デフォルト値は「Enable」です。
この項目は，flow filterコマンドを使用して設定します。

［フィルター条件］
［選択ポート］に選択したポートに，［フィルター条件の設定－基本設定］ダイアロ
グボックスおよび［フィルター条件の設定－拡張設定］ダイアログボックスで定義
したフィルター条件が表示されます。
［アクセス制御情報の設定］ダイアログボックスで［変更］ボタンをクリックした場
合は，［選択ポート］に表示されているポートに設定されているフィルター条件が表
示されます。
表示される項目は［優先番号］，［動作］，および［フィルター条件］です。［優先番
号］の昇順にソートして表示されます。各項目の表示内容は，［アクセス制御情報］
ダイアログボックスと同じです。詳細については，「15.2　［アクセス制御情報］ダ
イアログボックス」を参照してください。
なお，この項目は，カラムごとにソートできません。

［優先順位変更］
フィルター条件の優先順位を，一つ上，または下の順位のフィルター条件と入
れ替えるために使用します。
上の順位のフィルター条件と入れ替えたい場合は，フィルター条件を１行選択

したあと， ボタンをクリックします。下の順位のフィルター条件と入れ替え

たい場合は，フィルター条件を１行選択したあと， ボタンをクリックしま

す。
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フィルター条件は，優先番号順にソートして表示されているので， ボタンを

クリックすると，選択したフィルター条件と，一つ上に表示されているフィル

ター条件が入れ替わります。 ボタンをクリックすれば，一つ下に表示されて

いるフィルター条件と入れ替わります。

ボタンおよび ボタンは，連続してクリックできます。

［追加］ボタン
ポートにフィルター条件を追加するために使用します。［フィルター条件の設定
－基本設定］ダイアログボックスを表示します。

［変更］ボタン
フィルター条件の設定を変更するために使用します。［フィルター条件］で，任
意の 1行を選択するとクリックできます。

［削除］ボタン
フィルター条件をポートから削除するために使用します。［フィルター条件］
で，任意の行を選択するとクリックできます。複数行を一度に選択できます。
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15.7　［フィルター条件の設定－基本設定］ダイ
アログボックス

［フィルター条件の設定－基本設定］ダイアログボックスは，ポートにフィルター条件を
設定するためのダイアログボックスです。［フィルター条件の設定－基本設定］ダイアロ
グボックスを次の図に示します。

図 15-8　［フィルター条件の設定－基本設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［優先番号］
フィルター条件の優先番号を指定します。プルダウンメニューから選択することも
できます。優先番号には，1～ 15の整数から，まだ対象ポートに割り当てられてい
ない番号を指定できます。
この項目は，［アクセス制御の設定］ダイアログボックスで［変更］をクリックした
場合は編集できません。
この項目は，flow filterコマンドの listサブコマンドを使用して設定します。

［動作］
フィルター条件に一致したときの動作を指定します。
•「転送」
フィルター条件に一致したパケットを転送します。

•「廃棄」
フィルター条件に一致したパケットを廃棄します。

デフォルト値は「転送」です。
449



15.　画面－スイッチ構成ビューのダイアログボックス（BS1000）
この項目は，flow filterコマンドの listサブコマンドを使用して設定します。

［送信元MAC］

フィルター条件にMACアドレスを使用する場合に指定します。この項目を指定し
た場合，必ず［あて先MAC］も指定してください。

［MACアドレス］
送信元MACアドレスを，「nn:nn:nn:nn:nn:nn」形式で指定します。使用でき
る文字は，数字，a～ f，A～ F，および「:」（コロン）です。また，すべての
MACアドレスを指定したい場合は，プルダウンメニューから「any」を選択で
きます。「any」または「ANY」と入力して指定することもできます。

［MACマスク］
送信元MACアドレスを複数指定したいときに，［MACアドレス］と合わせて
「nn:nn:nn:nn:nn:nn」形式で指定します。［MACアドレス］が「any」の場合
は指定できません。使用できる文字は，数字，a～ f，A～ F，および「:」（コ
ロン）です。
例えば，［MACアドレス］を「aa:aa:aa:aa:aa:aa」，［MACマスク］を
「ff:ff:ff:ff:00:00」と指定した場合は，aa:aa:aa:aa:00:00～ aa:aa:aa:aa:ff:ffの範
囲が有効になります。

この項目は，flow filterコマンドの listサブコマンドを使用して設定します。

［あて先MAC］
フィルター条件にMACアドレスを使用する場合に指定します。この項目を指定し
た場合，必ず［送信元MAC］も指定してください。

［MACアドレス］
あて先MACアドレスを「nn:nn:nn:nn:nn:nn」形式で指定します。使用できる
文字は，数字，a～ f，A～ Fおよび「:」（コロン）です。また，すべての
MACアドレスを指定したい場合は，プルダウンメニューから「any」を選択で
きます。「any」または「ANY」と入力して指定することもできます。

［MACマスク］
あて先MACアドレスを複数指定したいときに，［MACアドレス］と合わせて
「nn:nn:nn:nn:nn:nn」形式で指定します。［MACアドレス］が「any」の場合
は指定できません。使用できる文字は，数字，a～ f，A～ F，および「:」（コ
ロン）です。
例えば，［MACアドレス］を「aa:aa:aa:aa:aa:aa」，［MACマスク］を
「ff:ff:ff:ff:00:00」と指定した場合は，aa:aa:aa:aa:00:00～ aa:aa:aa:aa:ff:ffの範
囲が有効になります。

この項目は，flow filterコマンドの listサブコマンドを使用して設定します。

［IPバージョン］
フィルター条件に IPを使用する場合に，IPアドレスのバージョンを選択します。
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「IPv4」および「IPv6」のどちらかを選択します。
デフォルト値は「IPv4」です。
なお，フィルター条件にMACアドレスと IPアドレスの両方を使用する場合は，
IPv4だけ選択できます。

［送信元 IP］
フィルター条件に IPアドレスを使用する場合に指定します。この項目を指定した場
合，必ず［あて先 IP］も指定してください。

［IPアドレス］
送信元 IPアドレスを指定します。
［IPバージョン］で「IPv4」を選択した場合は，IPv4形式
（nnn.nnn.nnn.nnn）で指定します。使用できる文字は，数字，および「.」（ピ
リオド）です。
［IPバージョン］で「IPv6」を選択した場合は，IPv6形式
（nnnn:nnnn:nnnn:nnnn:nnnn:nnnn:nnnn:nnnn）で指定します。省略形式で
の指定はできません。使用できる文字は，数字，a～ f，A～ Fおよび「:」（コ
ロン）です。すべての IPアドレスを指定したい場合は，プルダウンメニューか
ら「any」を選択できます。「any」または「ANY」と入力して指定することも
できます。
なお，この項目に IPv6アドレスを指定した場合，［あて先 IP］の［IPアドレ
ス］に指定できるのは，「any」だけです。

［IPマスク］
送信元 IPアドレスを複数指定したいときに，［IPアドレス］と合わせて指定し
ます。［IPアドレス］が「any」の場合は指定できません。
［IPマスク］は，IPアドレスマスク長の形式で指定します。
［IPバージョン］で「IPv4」を選択した場合は，0～ 32の整数から指定しま
す。［IPバージョン］で「IPv6」を選択した場合は，0～ 128の整数から指定
します。

この項目は，flow filterコマンドの listサブコマンドを使用して設定します。

［あて先 IP］
フィルター条件に IPアドレスを使用する場合に指定します。この項目を指定した場
合，必ず［送信元 IP］も指定してください。

［IPアドレス］
あて先 IPアドレスを指定します。
［IPバージョン］で「IPv4」を選択した場合は，IPv4形式で指定します。使用
できる文字は，数字および「.」（ピリオド）です。
［IPバージョン］で「IPv6」を選択した場合は，IPv6形式で指定します。使用
できる文字は，数字，a～ f，A～ F，および「:」（コロン）です。すべての IP
アドレスを指定したい場合は，プルダウンメニューから「any」を選択できま
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す。「any」または「ANY」と入力して指定することもできます。
なお，この項目に IPv6アドレスを指定した場合，［送信元 IP］の［IPアドレ
ス］に指定できるのは，「any」だけです。

［IPマスク］
あて先 IPアドレスを複数指定したいときに，［IPアドレス］と合わせて指定し
ます。［IPアドレス］が「any」の場合は指定できません。
［IPマスク］は，IPアドレスマスク長の形式で指定します。
［IPバージョン］で「IPv4」を選択した場合は，0～ 32の整数から指定しま
す。［IPバージョン］で「IPv6」を選択した場合は，0～ 128の整数から指定
します。

この項目は，flow filterコマンドの listサブコマンドを使用して設定します。

［拡張設定］ボタン
［フィルター条件の設定－拡張設定］ダイアログボックスを表示します。
［送信元MAC］および［あて先MAC］が設定されていない場合で，かつ［送信元
IP］および［あて先 IP］が設定されている場合にクリックできます。

［送信元MAC］および［あて先MAC］，または［送信元 IP］および［あて先 IP］のど
ちらか一組は必ず指定してください。
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15.8　［フィルター条件の設定－拡張設定］ダイ
アログボックス

［フィルター条件の設定－拡張設定］ダイアログボックスは，フィルター条件を拡張する
ためのダイアログボックスです。ただし，フィルター条件に IPアドレスだけを使用する
場合の拡張設定なので，フィルター条件にMACアドレス，またはMACアドレスおよび
IPアドレスの両方を使用する場合には使用しません。

［フィルター条件の設定－拡張設定］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 15-9　［フィルター条件の設定－拡張設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［使用有無］
［フィルター条件の設定－基本設定］で指定したフィルター条件に加えて，上位プロ
トコルについてもフィルター条件を指定する場合にチェックします。この項目を
チェックすると，［上位プロトコル］が選択できます。
デフォルトは選択されていません。

［上位プロトコル］
使用する上位プロトコルを指定します。指定できる項目は次のとおりです。
•「TCP」
•「UDP」
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•「ICMP」
•「IGMP」
「IGMP」は，［フィルター条件の設定－基本設定］ダイアログボックスで「送信元
IP」および「あて先 IP」に IPv4アドレスを入力したときだけ選択できます。

•「その他」
「その他」を指定した場合は，［プロトコル番号］を必ず指定してください。
プロトコル番号を複数指定したい場合は，［プロトコル番号］と合わせて［プロト
コル番号マスク］を指定してください。
例えば，プロトコル番号が 128（0x80）でプロトコル番号マスクが 240（0xf0）
の場合は，128～ 143（0x8f）の範囲が有効になります。
［プロトコル番号］および［プロトコル番号マスク］は，0～ 255の整数から指定
します。

デフォルト値は「TCP」です。

［送信元ポート］
［上位プロトコル］で「TCP」または「UDP」を選択した場合に指定します。

［ポート番号］
送信元ポート番号を 0～ 65535の整数から指定します。
すべてのポート番号を指定したい場合は，プルダウンメニューから「any」を選
択できます。「any」または「ANY」と入力して指定することもできます。

［ポートマスク］
送信元ポート番号を複数指定したい場合に，［ポート番号］と合わせて 0～
65535の整数から指定します。［ポート番号］が「any」の場合は指定できませ
ん。

この項目は，flow filterコマンドの listサブコマンドを使用して設定します。

［あて先ポート］
［上位プロトコル］で「TCP」または「UDP」を選択した場合に指定します。

［ポート番号］
あて先ポート番号を 0～ 65535の整数から指定します。
すべてのポート番号を指定したい場合は，プルダウンメニューから「any」を選
択できます。「any」または「ANY」と入力して指定することもできます。

［ポートマスク］
あて先ポート番号を複数指定したい場合に，［ポート番号］と合わせて 0～
65535の整数から指定します。［ポート番号］が「any」の場合は指定できませ
ん。

この項目は，flow filterコマンドの listサブコマンドを使用して設定します。

［ICMPタイプ］
［上位プロトコル］で「ICMP」を選択した場合に指定します。この項目を指定した
場合，必ず［ICMPコード］も指定してください。
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［ICMPタイプ］
ICMPタイプを 0～ 255の整数から指定します。
すべてのタイプを指定したい場合は，プルダウンメニューから「any」を選択で
きます。「any」または「ANY」と入力して指定することもできます。

［タイプマスク］
ICMPタイプを複数指定したい場合に，［ICMPタイプ］と合わせて 0～ 255の
整数から指定します。［ICMPタイプ］が「any」の場合は指定できません。

この項目は，flow filterコマンドの listサブコマンドを使用して設定します。

［ICMPコード］
［上位プロトコル］で「ICMP」を選択した場合に指定します。この項目を指定した
場合，必ず［ICMPタイプ］も指定してください。

［ICMPコード］
ICMPコードを 0～ 255の整数から指定します。
すべてのタイプを指定したい場合は，プルダウンメニューから「any」を選択で
きます。「any」または「ANY」と入力して指定することもできます。

［コードマスク］
ICMPコードを複数指定したい場合に，［ICMPコード］と合わせて 0～ 255の
整数から指定します。［ICMPタイプ］が「any」の場合は指定できません。

この項目は，flow filterコマンドの listサブコマンドを使用して設定します。

［IGMPタイプ］
［上位プロトコル］で「IGMP」を選択した場合に指定します。

［IGMPタイプ］
IGMPタイプを 0～ 255の整数から指定します。
すべてのタイプを指定したい場合は，プルダウンメニューから「any」を選択で
きます。「any」または「ANY」と入力して指定することもできます。

［タイプマスク］
IGMPコードを複数指定したい場合に，［IGMPタイプ］と合わせて 0～ 255
の整数から指定します。［IGMPタイプ］が「any」の場合は指定できません。

この項目は，flow filterコマンドの listサブコマンドを使用して設定します。
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15.9　［QoS制御情報の設定］ダイアログボッ
クス

［QoS制御情報の設定］ダイアログボックスは，QoS制御情報を設定するためのダイアロ
グボックスです。

［QoS制御情報の設定］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 15-10　［QoS制御情報の設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［スイッチ名］
該当するスイッチの名称が表示されます。スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）
に定義したスイッチ名が表示されます。

［QoS制御情報一覧］
定義済みの QoS制御情報がリストに一覧表示されます。

［NIF］
QoS制御情報が設定されているポートのNIF番号が表示されます。

［ポート］
QoS制御情報が設定されているポート番号が表示されます。

［状態］
QoS制御情報が設定されているポートの状態が表示されます。
•「Enable」
456



15.　画面－スイッチ構成ビューのダイアログボックス（BS1000）
QoS制御の設定が有効です。
•「Disable」

QoS制御の設定が無効です。

［追加］ボタン
QoS制御の設定を追加するために使用します。［QoS制御の設定］ダイアログ
ボックスを表示します。

［変更］ボタン
QoS制御の設定を変更するために使用します。［QoS制御の設定］ダイアログ
ボックスを表示します。［QoS制御情報一覧］で任意の 1行を選択するとクリッ
クできます。

［削除］ボタン
QoS制御の設定をスイッチから削除するために使用します。［QoS制御情報一
覧］で任意の行を選択するとクリックできます。複数行を一度に選択できます。
457



15.　画面－スイッチ構成ビューのダイアログボックス（BS1000）
15.10　［QoS制御の設定］ダイアログボックス

［QoS制御の設定］ダイアログボックスは，スイッチへ QoS制御を設定するためのダイ
アログボックスです。［QoS制御の設定］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 15-11　［QoS制御の設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［スイッチ名］
該当するスイッチの名称が表示されます。スイッチ定義ファイル（ncaswitch.conf）
に定義したスイッチ名が表示されます。

［ポート］

［選択可能ポート］
スイッチに搭載されているポートのうち，まだ QoS制御を設定していないポー
トが表示されます。
［選択ポート］に追加したい場合は，ポートを選択し［追加 >>］ボタンをク
リックします。選択したポートは［選択ポート］に移り，［選択可能ポート］か
らは削除されます。
一度に複数のポートを選択して追加できます。ただし，一度に複数のポートを
追加した場合，以降の設定内容（［状態］および［優先条件］）は，選択した
ポートすべてに対して設定されます。ポートごとに別の設定をしたい場合は，
ポートを一つずつ選択して設定してください。
［QoS制御情報の設定］ダイアログボックスで［変更］ボタンをクリックした場
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合は，［選択可能ポート］は選択できません。
［選択ポート］への追加は，flow cosコマンドを使用して設定します。

［選択ポート］
選択したポートが表示されます。
設定を解除したい場合は，ポートを選択し［<<削除］ボタンをクリックしま
す。一度に複数のポートを選択して設定を解除できます。選択したポートは，
［選択可能ポート］へ移り，［選択ポート］から削除されます。
［QoS制御情報の設定］ダイアログボックスで［変更］ボタンをクリックした場
合は，［QoS制御情報の設定］ダイアログボックスで選択したポートが表示され
ています。なお，この場合［選択ポート］は選択できません。

［状態］
選択したポートのアクセス制御状態を指定します。
•「Enable」

QoS制御情報の設定を有効にします。
•「Disable」

QoS制御情報の設定を無効にします。

デフォルト値は「Enable」です。
この項目は，flow cosコマンドを使用して設定します。

［優先条件］
［選択ポート］に選択したポートに，［優先条件の設定］ダイアログボックスで定義
した優先条件が表示されます。
［QoS制御情報の設定］ダイアログボックスで［変更］ボタンをクリックした場合
は，［選択ポート］に表示されているポートに設定されている優先条件が表示されま
す。
表示される項目は［QoS番号］，［VLAN-ID］，および［優先度］です。各項目の表
示内容は，［QoS制御情報］ダイアログボックスと同じです。詳細については，
「15.3　［QoS制御情報］ダイアログボックス」を参照してください。

［追加］ボタン
ポートに優先条件を追加するために使用します。［優先条件の設定］ダイアログ
ボックスを表示します。

［変更］ボタン
優先条件の設定を変更するために使用します。［優先条件］で，任意の 1行を選
択するとクリックできます。

［削除］ボタン
優先条件をポートから削除するために使用します。［優先条件］で，任意の行を
選択するとクリックできます。複数行を一度に選択できます。
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15.11　［優先条件の設定］ダイアログボックス
［優先制御の設定］ダイアログボックスは，ポートに優先条件を設定するためのダイアロ
グボックスです。［優先条件の設定］ダイアログボックスを次の図に示します。

図 15-12　［優先条件の設定］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［QoS番号］
優先条件を追加するための識別子として，番号を指定します。プルダウンメニュー
から選択することもできます。QoS番号には，1～ 32の整数から，まだ対象ポート
に割り当てられていない番号を指定できます。
この項目は，［QoS制御の設定］ダイアログボックスで［変更］をクリックした場合
は編集できません。
この項目は，flow cosコマンドの listサブコマンドを使用して設定します。

［VLAN-ID］
優先条件の対象となる VLANの VLAN-IDを 2～ 4063の整数の範囲で指定します。
この項目には，対象ポートが所属している VLAN-IDのうち，まだ対象ポートに対
して優先条件が指定されていない IDを指定できます。
プルダウンメニューから選択することもできます。
［QoS制御の設定］ダイアログボックスで複数ポートを［選択ポート］に選択した場
合，プルダウンメニューには，該当する複数ポートについて選択できるすべての
VLAN-IDがすべて表示されます。
この項目は，flow cosコマンドの listサブコマンドを使用して設定します。

［優先度］
該当する優先条件の優先度を指定します。プルダウンメニューから選択することも
できます。0～ 7の整数から指定できます。ほかの優先条件に使用している優先度
と同じ値も指定できます。
優先度は，1が最も低く，1，2，0，3，4，5，6，7の順に高くなります。
なお，この項目は，IEEE802.1p標準が推奨する優先度値を使用しています。
IEEE802.1p標準が推奨する各優先度の用途について，次の表に示します。
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表 15-1　各優先度の用途

この項目は，flow cosコマンドの listサブコマンドを使用して設定します。

優先度
値

用途分類 IEEE802.1p標準が推奨する用途

7 特殊用途 ネットワーク制御

6 音声

5 ビデオ

4 制御された負荷

3 一般用途 エクセレントエフォート（優先度高に指定するとき使用）

0 ベストエフォート（普通の優先度に指定するとき使用）

2 予備（未定義）

1 バックグラウンド（優先度低に指定するとき使用）
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15.12　［設定結果］ダイアログボックス
［設定結果］ダイアログボックスは，設定内容の結果を確認するためのダイアログボック
スです。次の情報を設定した場合に表示されます。

• アクセス制御情報
• QoS制御情報

15.12.1　［設定結果］ダイアログボックス（アクセス制御情
報）

［設定結果］ダイアログボックス（アクセス制御情報）は，アクセス制御情報を設定した
結果を確認するためのダイアログボックスです。［アクセス制御情報の設定］ダイアログ
ボックスでの設定が完了して，［OK］ボタンをクリックしたときに表示されます。ただ
し，設定内容すべてがスイッチに反映される前に，ネットワーク構成情報の設定が処理
中であることを示すメッセージを閉じた場合は表示されません。［設定結果］ダイアログ
ボックス（アクセス制御情報）を次の図に示します。

図 15-13　［設定結果］ダイアログボックス（アクセス制御情報）

表示項目について説明します。

［NIF］
アクセス制御情報を設定した NIF番号が表示されます。

［ポート］
アクセス制御情報を設定したポート番号が表示されます。

［操作］
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15.　画面－スイッチ構成ビューのダイアログボックス（BS1000）
該当するポートに対して実行した操作が，「追加」，「変更」，または「削除」で表示
されます。

［結果］
該当するポートに対して実行した操作の結果が表示されます。「成功」または「失
敗」が表示されます。

［原因］
結果が失敗だった場合，JP1/Cm2/NC - Viewが出力するメッセージが表示されま
す。形式は次のとおりです。
「KDNV1nnnn-E メッセージ本文」
JP1/Cm2/NC - Viewが出力するメッセージの説明と対処方法については，マニュア
ル「JP1/Cm2/Network Element Configuration トラブルシューティング」を参照し
てください。

15.12.2　［設定結果］ダイアログボックス（QoS制御情報）
［設定結果］ダイアログボックス（QoS制御情報）は，QoS制御情報を設定した結果を確
認するためのダイアログボックスです。［QoS制御情報の設定］ダイアログボックスでの
設定が完了して，［OK］ボタンをクリックしたときに表示されます。ただし，設定内容
すべてがスイッチに反映される前に，ネットワーク構成情報の設定が処理中であること
を示すメッセージを閉じた場合は表示されません。［設定結果］ダイアログボックス
（QoS制御情報）を次の図に示します。

図 15-14　［設定結果］ダイアログボックス（QoS制御情報）

表示項目について説明します。

［NIF］
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15.　画面－スイッチ構成ビューのダイアログボックス（BS1000）
QoS制御情報を設定した NIF番号が表示されます。

［ポート］
QoS制御情報を設定したポート番号が表示されます。

［操作］
該当するポートに対して実行した操作が，「追加」，「変更」，または「削除」で表示
されます。

［結果］
該当するポートに対して実行した操作の結果が表示されます。「成功」または「失
敗」が表示されます。

［原因］
結果が失敗だった場合，JP1/Cm2/NC - Viewが出力するメッセージが表示されま
す。形式は次のとおりです。
「KDNV1nnnn-E メッセージ本文」
JP1/Cm2/NC - Viewが出力するメッセージの説明と対処方法については，マニュア
ル「JP1/Cm2/Network Element Configuration トラブルシューティング」を参照し
てください。
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16　運用関連コマンド
この章では，JP1/Cm2/NCで使用できるコマンドのうち，
JP1/Cm2/NCの運用中に使用するコマンドについて説明しま
す。このマニュアルでの記述形式を説明したあと，各コマンド
の詳細について説明します。

コマンドの記述形式

コマンド使用時の注意事項

コマンド一覧
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16.　運用関連コマンド
コマンドの記述形式
コマンドの記述形式

コマンドの説明で使用する見出し，およびコマンドの指定形式について説明します。

コマンドの説明で使用する見出し

このマニュアルでは，次の表に示す見出しを使ってコマンドの詳細を説明しています。

表 16-1　コマンドの説明で使用する見出し

コマンドの指定形式

コマンドの指定形式を次に示します。

（1）をオプションと呼びます。（2）を引数と呼びます。

次に，引数の指定方法を説明します。

• オプションを複数指定する場合，指定順序は任意です。
• 値を持たないオプションに値を指定した場合，システムはその値以降をすべて任意名
として処理します。

• 指定できないオプションを指定した場合，エラーになります。

見出し 説明

形式 コマンドの記述形式をまとめています。形式の説明で使用する記号の意味については，「は
じめに」を参照してください。

機能 コマンドの機能を説明します。

実行権限 コマンドの実行に必要な権限を説明します。

格納場所 コマンドの格納場所を説明します。

引数 コマンドの引数を説明します。なお，引数にはオプションも含まれます。

注意事項 コマンドを使用する場合に注意することを説明します。また，条件によって制限を受ける
ことがあれば説明します。

戻り値 コマンドの実行後に戻される値を示します。

使用例 オプションを選択したり，具体的な値を入力したりしたコマンドの使用例を示します。

補足事項 補足事項を説明します。出力があるコマンドについては出力形式を説明します。
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16.　運用関連コマンド
コマンドの記述形式
• 指定できる数以上の任意名を指定した場合，エラーになります。
• 引数に指定する文字は，大文字・小文字が区別されます。大文字・小文字の使い分け
に注意してください。
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16.　運用関連コマンド
コマンド使用時の注意事項
コマンド使用時の注意事項

この節では，コマンド使用時の注意事項を説明します。

Windows Vista，Windows 7，Windows Server 2008，およびWindows 
Server 2008 R2で JP1/Cm2/NCが提供するコマンドの注意事項

JP1/Cm2/NCが提供するコマンドは，管理者権限で実行する必要があります。「管理者：
コマンドプロンプト」で実行してください。

「管理者：コマンドプロンプト」は，Windows Vista，Windows 7，Windows Server 
2008，およびWindows Server 2008 R2で提供されている機能を使用して起動してくだ
さい。起動方法の例を次に示します。

1.［スタート］ボタンをクリックします。

2.［すべてのプログラム］－［アクセサリ］を選択します。

3.［コマンド プロンプト］を右クリックして，［管理者として実行］をクリックします。

管理者のパスワードまたは確認を求められた場合は，画面の指示に従って，パスワード
を入力するか，または確認情報を設定してください。
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16.　運用関連コマンド
コマンド一覧
コマンド一覧

JP1/Cm2/NCのマニュアルでは，コマンドを JP1/Cm2/NCの運用サイクルごとに分類
し，各マニュアルに詳細説明を振り分けて記載しています。

この節では，運用中に使用するコマンドの一覧を示します。そのほかのコマンドの説明
については，「付録 D　コマンド一覧および文法記載先マニュアル」を参照して，説明の
記載先マニュアルを参照してください。

JP1/Cm2/NCの運用中に使用するコマンドは，ISAM関連コマンドだけです。一覧を次
に示します。

各コマンドの形式，機能などの詳細説明は，以降にアルファベット順に記載しています。

表 16-2　ISAM関連のコマンド一覧

コマンド名 機能

ncmiscond ISAMファイルの無効領域を圧縮するためのコマンドです。ISAMは，レコード
を更新したり，レコードを削除したりすると，データファイルに無効領域が発生
します。そのため，データファイルの無効データを除去して，データファイルを
圧縮するために使用します。

ncmisinfo ISAMキー定義情報を表示するためのコマンドです。未使用領域率を表示して，
データファイルの無効領域を圧縮する時期（DB再編成の時期）を知るために使用
します。
469



16.　運用関連コマンド
ncmiscond
ncmiscond

形式
ncmiscond [-r] ISAMファイル名

機能

JP1/Cm2/NC - Manager用 ISAM関連コマンドです。データファイルの無効領域を圧縮
します。同時に，キーファイルを再構築します。ISAMではレコードを更新したり，レ
コードを削除したりすると，データファイルに無効領域が発生します。このコマンドで
は，データファイルの無効データを除去して，データファイルを圧縮します。また，
キー定義ファイルのキー情報に従って，キーを抽出しながらキーファイルを再構築しま
す。ただし，ファイルにキーが定義されていない場合，キーファイルは再構築しません。

データファイルの無効領域を圧縮する時期（DB再編成の時期）の目安については，次に
示すコマンドを実行して未使用領域率を確認してください。

ncmisinfo -u ISAMファイル名

未使用領域率が 50%以上の場合，ncmiscondコマンドを実行して，DBの再編成を実施
してください。ncmisinfoコマンドの詳細については，「ncmisinfo」を参照してくださ
い。

実行権限

Administrators権限

格納場所

JP1/Cm2/NC - Managerインストール先フォルダ ¥bin¥

引数

-r

データファイルおよびキーファイルの圧縮率を表示する場合に指定します。指定すると，
ファイル圧縮ユーティリティの実行結果として，圧縮前のファイルサイズに対する圧縮
後のファイルサイズの割合が表示されます。

ISAMファイル名

無効領域を圧縮するデータファイルのファイル名を指定します。引数に指定するファイ
ル名およびファイルの格納先を次の表に示します。
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16.　運用関連コマンド
ncmiscond
表 16-3　ISAM関連ファイル一覧

ファイル名※ デフォルトの格納フォルダ

NCM_ACL_INTR NCM_Path¥db

NCM_AX_ACLLST

NCM_AX_ENHINF

NCM_AX_ESSNINF

NCM_AX_IPV4INF

NCM_AX_IPV4PKT

NCM_AX_IPV6INF

NCM_AX_MACFLTR

NCM_AX_PORTINF

NCM_BI_POOL

NCM_BI_POOLBIND

NCM_BI_RSPORT

NCM_BS_ACLINF

NCM_BS_ENHANCE

NCM_BS_FLWCTL

NCM_BS_IPINF

NCM_BS_MACINF

NCM_BS_PROTINF

NCM_BS_QOSINF

NCM_BS_UPLINK

NCM_CS_PORTMODE

NCM_CS_VLANBAS

NCM_CS_VLANENH

NCM_CS_VTP

NCM_DBVERSION

NCM_ES_APOLINF

NCM_ES_BINDINF

NCM_ES_BINDLKP

NCM_ES_COMINF

NCM_ES_GENINF

NCM_ES_GRPINF

NCM_ES_POLINF

NCM_ES_RSINF

NCM_ES_ZONINF
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16.　運用関連コマンド
ncmiscond
注※
各ファイルの拡張子は，次のどれかになります。
• キー定義ファイルの場合，「.KDF」
• 主キーファイルの場合，「.K01」
• 副キーファイルの場合，「.Knn」（「nn」には 02～ 99の値が入ります）
• データファイルの場合，「.DRF」

ドライブおよびディレクトリを省略した場合は，カレントドライブおよびカレントディ
レクトリが仮定されます。複数のファイルを指定する場合は，ファイル名を 1文字以上
のスペースで区切ります。また，ワイルドカード「*」を使用してファイルを指定できま
す。なお，スペースを含むファイル名を指定する場合は，「"」（引用符）で囲みます。指
定例を次に示します。

（例）
•「c:¥data」フォルダにあるすべてのファイルを指定する場合
ncmiscond c:¥data¥*

•「c:¥data」フォルダにある，ファイル名が「SAMPLE」で始まるファイルを指定
する場合
ncmiscond c:¥data¥SAMPLE*

注意事項
• ファイルを圧縮するときにワークファイルを使用します。また，ファイルの圧縮では，

NCM_PORT_PROF

NCM_RS_CONF

NCM_RS_PORT

NCM_SLB_SWCONF

NCM_SVR_BIND

NCM_SWTH_CONFIG

NCM_SWTH_LOOKUP

NCM_SWTH_PORT

NCM_SWTH_PROTOC

NCM_VLAN_CONFIG

NCM_VLAN_INF

NCM_VLAN_IPADDR

NCM_VLAN_PORT

NCM_VLAN_PROTOC

NCM_VS_CONF

NCM_VS_PORT

ファイル名※ デフォルトの格納フォルダ
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16.　運用関連コマンド
ncmiscond
データファイルの複製を作成してからキーファイルを構築します。このとき，ISAM
ファイルの中で最もサイズが大きいファイルの 3倍以上の空き容量が必要です。その
ため，容量の大きいファイルを圧縮する場合には，ドライブまたはパーティションに
十分な空き容量があるか注意してください。

• 複数のファイルを指定してコマンドを実行した場合で，処理の途中で入出力エラーが
発生したとき，またはファイルがなかったときは，その時点でコマンドの実行は終了
します。

• 圧縮率を表示するオプションを指定して実行した場合，結果が表示されるまでに時間
が掛かることがあります。

戻り値

0 正常終了。

1 異常終了。
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ncmisinfo
ncmisinfo

形式
ncmisinfo [-u] ISAMファイル名

機能

索引順編成ファイルを構成するデータファイルに関する情報，およびキーファイルに関
する情報を表示します。未使用領域率を表示することで，データファイルの無効領域を
圧縮する時期（DB再編成の時期）を知ることができます。未使用領域率が 50%以上の
場合，ncmiscondコマンドを実行して，DBの再編成を実施してください。ncmiscond
コマンドの詳細については，「ncmiscond」を参照してください。

次に示すキー定義ファイルの内容を表示します。

データファイルに関する情報
レコード形式，レコード長，フラグ類

キーファイルに関する情報
キーファイルページ長，キー項目名，キー項目数，キーファイル名，フラグ類，
キーの要素数，キーの位置，キーの長さ，キーの属性

実行権限

Administrators権限

格納場所

JP1/Cm2/NC - Managerインストール先フォルダ ¥bin¥

引数

-u

レコードの削除や更新によってデータファイルおよびキーファイルに未使用領域ができ
ます。このファイルの未使用領域サイズの割合を表示する場合に指定します。なお，未
使用領域率が高い場合は，ファイル圧縮ユーティリティ（ncmiscondコマンド）で未使
用領域率を 0にできます。

ISAMファイル名

キー定義情報を表示するファイルのファイル名を指定します。引数に指定するファイル
名は，「表 16-3　ISAM関連ファイル一覧」を参照してください。ドライブおよびディレ
クトリを省略した場合は，カレントドライブおよびカレントディレクトリが仮定されま
す。複数のファイルを指定する場合は，ファイル名を 1文字以上のスペースで区切りま
す。また，ワイルドカード「*」を使用してファイルを指定できます。スペースを含む
ファイル名を指定する場合は，「"」（引用符）で囲みます。指定例を次に示します。
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16.　運用関連コマンド
ncmisinfo
（例）
•「c:¥data」フォルダにあるすべてのファイルを指定する場合
ncmisinfo c:¥data¥*

•「c:¥data」フォルダにある，ファイル名が「SAMPLE」で始まるファイルを指定
する場合
ncmisinfo c:¥data¥SAMPLE*

注意事項
• 複数のファイルを指定してコマンドを実行した場合で，処理の途中で入出力エラーが
発生したとき，またはファイルがなかったときは，その時点でコマンドの実行は終了
します。

• 検証結果をテキストファイルなどに出力したい場合は，>のあとに出力先のファイル
名を指定して，リダイレクトしてください。指定例を次に示します。

（例）
ncmisinfo sample > info.txt

• 未使用領域を表示するオプションを指定して実行した場合，キー定義情報が表示され
るまでに時間が掛かることがあります。

• 未使用領域を表示するオプションを指定して実行した場合で，指定した索引順編成
ファイルがほかの処理で使用中のとき，占有エラーとなります。

戻り値

 

0 正常終了。

1 異常終了。
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付録

付録 A　制限値一覧

付録 B　JP1/Cm2/NC - Adaptorが発行するコマンド一覧

付録 C　DB更新時に［Network Element Configuration - View］ウィンドウが
取得する情報

付録 D　コマンド一覧および文法記載先マニュアル

付録 E　各バージョンの変更内容

付録 F　用語解説
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付録 A　制限値一覧
付録 A　制限値一覧

付録 A.1　文字の制限
次に示す文字は，JP1/Cm2/NCでスイッチ名や備考（コメント）などを設定する場合に
使用できません。

●シフト JISと SJISで，UCS-2に対してマッピングが異なる文字

●丸付き数字（シフト JISのコード番号：8740～ 8753）

●ローマ数字の大文字（シフト JISのコード番号：8754～ 875D）

●単位の記号類（シフト JISのコード番号：875F～ 8775）

●そのほかの記号類（シフト JISのコード番号：877E～ 879C）
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付録 A　制限値一覧
● IBM 拡張文字コード表（シフト JISのコード番号：FA40～ FC4B）
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付録 A　制限値一覧
● NEC 選定 IBM 拡張文字コード表（シフト JISのコード番号：ED40～ EEFC）
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付録 B　JP1/Cm2/NC - Adaptorが発行するコマンド一覧
付録 B　JP1/Cm2/NC - Adaptorが発行するコマンド
一覧

JP1/Cm2/NC - Adaptorはスイッチのコマンドを発行して情報を設定します。管理対象
スイッチごとに，JP1/Cm2/NC - Adaptorが発行するコマンドについて一覧で示します。
各コマンドの詳細やサブコマンドについては，スイッチのソフトウェアマニュアルを参
照してください。

付録 B.1　JP1/Cm2/NC - Adaptor for AX Seriesが発行するコ
マンド一覧

JP1/Cm2/NC - Adaptor for AX Seriesが，管理対象スイッチに対して発行するコマンド
の一覧を，対象スイッチごとに次の表に示します。

（1） AX2400Sおよび AX3600Sに対して発行するコマンド

JP1/Cm2/NC - Adaptor for AX Seriesが AX2400Sおよび AX3600Sに対して発行するコ
マンドを次に示します。

表 B-1　JP1/Cm2/NC - Adaptor for AX Seriesが AX2400Sおよび AX3600Sに対して発行
する運用コマンド一覧

表 B-2　JP1/Cm2/NC - Adaptor for AX Seriesが AX2400Sおよび AX3600Sに対して発行
する構成定義コマンド一覧

分類 コマンド名称 機能

モード切り替え enable 装置管理者へのモード変更

disable 装置管理者モードの終了

exit 現在のユーザーモード，コマンド入力モードの終了

configure 構成定義コマンドモードの開始

end 構成定義コマンドモードの終了

ターミナル設定 set terminal pager ページング処理の有無設定

装置管理 show system 装置運用状態 /統計情報表示

メッセージ・ログ set logging console システムメッセージレベル設定

VLAN情報 show vlan VLAN情報の表示

分類 コマンド名称 機能

構成定義操作 save 構成定義ファイルの保存

exit 構成定義コマンドモードの終了

end 構成定義コマンドモードの終了
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interface 
gigabitethernet

構成定義コマンド（インターフェース）モードへ
のモード変更

interface 
tengigabitethernet

構成定義コマンド（インターフェース）モードへ
のモード変更

interface vlan 構成定義コマンド（インターフェース）モードへ
のモード変更

構成定義設定（VLAN
関連）

state VLAN構成情報の「状態」の設定

name VLAN構成情報の「VLAN名」の設定

vlan-mac VLAN構成情報の「VLANごとのMACアドレス
使用有無」の設定

vlan-dot1q-ethertype VLAN Tagの TPID設定

vlan-mac-prefix VLANごとのMACアドレスプレフィックス設定

構成定義設定（VLAN
インターフェース関連）

ip address IPv4アドレスの設定

ipv6 address IPv6アドレスの設定

ipv6 enable IPv6アドレスの使用有無

構成定義設定（ポート
関連）

switchport mode ポートモードの設定

switchport dot1q 
ethertype

TPIDの設定

switchport access vlan ポート種別をアクセスポートに設定

switchport trunk 
native vlan

ポート種別をネイティブ指定のトランクポートに
設定

switchport trunk 
allowed vlan

ポート種別をトランクポートに設定

show interface ポート情報の表示

構成定義設定（フロー
検出モード）

flow detection mode フロー検出モードの設定

show flow フロー検出モードの表示

構成定義設定 (アクセ
ス制御リスト関連 )

mac 
access-lis
t 
extended
※

permit MACフィルター条件 (転送 )の設定

deny MACフィルター条件 (廃棄 )の設定

remark MACフィルターの補足説明の設定

show mac access-list 
extended

MACフィルターの表示

ip 
access-lis
t 
standard
※

permit IPv4アドレスフィルター条件 (転送 )の設定

deny IPv4アドレスフィルター条件 (廃棄 )の設定

remark IPv4アドレスフィルターの補足説明の設定

分類 コマンド名称 機能
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注※
コマンドのモードを表します。このコマンドを実行して，コマンドモードを変更してから
permit，deny，remarkなどのコマンドを使用します。

（2） AX5400Sおよび AX7800Sに対して発行するコマンド

JP1/Cm2/NC - Adaptor for AX Seriesが AX5400Sおよび AX7800Sに対して発行するコ
マンドを次に示します。

表 B-3　JP1/Cm2/NC - Adaptor for AX Seriesが AX5400Sおよび AX7800Sに対して発行
する運用コマンド一覧

show ip access-list 
standard

IPv4アドレスフィルターの表示

ip 
access-lis
t 
extended
※

permit IPv4パケットフィルター条件 (転送 )の設定

deny IPv4パケットフィルター条件 (廃棄 )の設定

remark IPv4パケットフィルターの補足説明の設定

show ip access-list 
extended

IPv4パケットフィルターの表示

show access-list IPv4フィルターの表示

ipv6 
access-lis
t※

permit IPv6フィルター条件 (転送 )の設定

deny IPv6フィルター条件 (廃棄 )の設定

remark IPv6フィルターの補足説明の設定

show ipv6 access-list IPv6フィルターの表示

構成定義設定 (アクセ
ス制御関連 )

mac access-group MACフィルターの適用

ip access-group IPv4フィルターの適用

ipv6 traffic-filter IPv6フィルターの適用

分類 コマンド名称 機能

モード切り替え enable 装置管理者へのモード変更

disable 装置管理者モードの終了

exit 現在のユーザーモード，コマンド入力モードの終了

configure 構成定義コマンドモードの開始

end 構成定義コマンドモードの終了

ターミナル設定 set terminal pager ページング処理の有無設定

装置管理 show system 装置運用状態 /統計情報表示

PSU/NIF管理 show nif NIF運用情報の表示

メッセージ・ログ set logging console システムメッセージレベル設定

分類 コマンド名称 機能
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表 B-4　JP1/Cm2/NC - Adaptor for AX Seriesが AX5400Sおよび AX7800Sに対して発行
する構成定義操作コマンド一覧

表 B-5　JP1/Cm2/NC - Adaptor for AX Seriesが AX5400Sおよび AX7800Sに対して発行
する構成定義コマンド一覧

付録 B.2　JP1/Cm2/NC - Adaptor for BS Seriesが発行するコ
マンド一覧

JP1/Cm2/NC - Adaptor for BS Seriesが，管理対象スイッチに対して発行するコマンド
の一覧を，対象スイッチごとに次の表に示します。

（1） BS1000に対して発行するコマンド

JP1/Cm2/NC - Adaptor for BS Seriesが BS1000に対して発行するコマンドを次に示し
ます。

VLAN情報 show vlan VLAN情報の表示

操作コマンド名称 機能

save 構成定義ファイルを保存

exit 構成定義コマンドモードを終了

end 構成定義コマンドモードを終了

prompt 実行確認メッセージの表示・非表示の設定

show 構成定義情報の表示

コマンド名称 定義内容

vlan VLAN情報

ip IPルーティング情報

vlan-tpid VLAN TPID情報

vlan-mac-prefix VLANごとのMACアドレス情報

vlan-drop-unknown 未定義フレーム破棄機能情報

分類 コマンド名称 機能
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付録 B　JP1/Cm2/NC - Adaptorが発行するコマンド一覧
表 B-6　JP1/Cm2/NC - Adaptor for BS Seriesが BS1000に対して発行する運用コマンド
一覧

表 B-7　JP1/Cm2/NC - Adaptor for BS Seriesが BS1000に対して発行する構成定義操作
コマンド一覧

表 B-8　JP1/Cm2/NC - Adaptor for BS Seriesが BS1000に対して発行する構成定義コマ
ンド一覧

（2） BS2000，BS320，BS500，および BS500 1Gbx40に対して発行するコマ
ンド

JP1/Cm2/NC - Adaptor for BS Seriesが BS2000，BS320，BS500，および BS500 
1Gbx40に対して発行するコマンドを次に示します。

分類 コマンド名称 機能

モード切り替え enable 装置管理者へのモード変更

disable 装置管理者モードの終了

exit 現在のユーザーモード，コマンド入力モードの終了

configure 構成定義コマンドモードの開始

end 構成定義コマンドモードの終了

装置管理 show system 装置運用状態 /統計情報表示

PSU/NIF管理 show nif NIF運用情報

VLAN情報 show vlan VLAN情報

アクセス制御およ
び QoS制御情報

show flow アクセス制御および QoS制御情報

操作コマンド名称 機能

save 構成定義ファイルを保存

exit 構成定義コマンドモードを終了

end 構成定義コマンドモードを終了

prompt 実行確認メッセージの表示・非表示の設定

show 構成定義情報の表示

コマンド名称 定義内容

vlan VLAN情報

flow フロー制御状態の設定

flow cos QoS制御

flow filter アクセス制御
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表 B-9　JP1/Cm2/NC - Adaptor for BS Seriesが BS2000，BS320，BS500，および
BS500 1Gbx40に対して発行する運用コマンド一覧

表 B-10　JP1/Cm2/NC - Adaptor for BS Seriesが BS2000，BS320，BS500，および
BS500 1Gbx40に対して発行する構成定義コマンド一覧

分類 コマンド名称 機能

モード切り替え enable 装置管理者へのモード変更

disable 装置管理者モードの終了

exit 現在のユーザーモード，コマンド入力モードの終了

configure 構成定義コマンドモードの開始

end 構成定義コマンドモードの終了

ターミナル設定 set terminal pager ページング処理の有無設定

装置管理 show system 装置運用状態 /統計情報表示

メッセージ・ログ set logging console システムメッセージレベル設定

VLAN情報 show vlan VLAN情報の表示

分類 コマンド名称 機能

構成定義操作 save 構成定義ファイルの保存

exit 構成定義コマンドモードの終了

end 構成定義コマンドモードの終了

interface 
gigabitethernet

構成定義コマンド（インターフェース）モードへ
のモード変更

interface 
tengigabitethernet

構成定義コマンド（インターフェース）モードへ
のモード変更

interface vlan 構成定義コマンド（インターフェース）モードへ
のモード変更

構成定義設定（VLAN
関連）

state VLAN構成情報の「状態」の設定

name VLAN構成情報の「VLAN名」の設定

vlan-mac VLAN構成情報の「VLANごとのMACアドレス
使用有無」の設定

vlan-dot1q-ethertype VLAN Tagの TPID設定

vlan-mac-prefix VLANごとのMACアドレスプレフィックス設定

構成定義設定（VLAN
インターフェース関連）

ip address IPv4アドレスの設定

ipv6 address IPv6アドレスの設定

ipv6 enable IPv6アドレスの使用有無

構成定義設定（ポート
関連）

switchport mode ポートモードの設定
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switchport dot1q 
ethertype

TPIDの設定

switchport access vlan ポート種別をアクセスポートに設定

switchport trunk 
native vlan

ポート種別をネイティブ指定のトランクポートに
設定

switchport trunk 
allowed vlan

ポート種別をトランクポートに設定

show interface ポート情報の表示

構成定義設定（フロー
検出モード）

flow detection mode フロー検出モードの設定

show flow フロー検出モードの表示

構成定義設定 (アクセ
ス制御リスト関連 )

mac 
access-lis
t 
extended
※

permit MACフィルター条件 (転送 )の設定

deny MACフィルター条件 (廃棄 )の設定

remark MACフィルターの補足説明の設定

show mac access-list 
extended

MACフィルターの表示

ip 
access-lis
t 
standard
※

permit IPv4アドレスフィルター条件 (転送 )の設定

deny IPv4アドレスフィルター条件 (廃棄 )の設定

remark IPv4アドレスフィルターの補足説明の設定

show ip access-list 
standard

IPv4アドレスフィルターの表示

ip 
access-lis
t 
extended
※

permit IPv4パケットフィルター条件 (転送 )の設定

deny IPv4パケットフィルター条件 (廃棄 )の設定

remark IPv4パケットフィルターの補足説明の設定

show ip access-list 
extended

IPv4パケットフィルターの表示

show access-list IPv4フィルターの表示

ipv6 
access-lis
t※

permit IPv6フィルター条件 (転送 )の設定

deny IPv6フィルター条件 (廃棄 )の設定

remark IPv6フィルターの補足説明の設定

show ipv6 access-list IPv6フィルターの表示

構成定義設定 (アクセ
ス制御関連 )

mac access-group MACフィルターの適用

ip access-group IPv4フィルターの適用

ipv6 traffic-filter IPv6フィルターの適用

分類 コマンド名称 機能
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注※
コマンドのモードを表します。このコマンドを実行して，コマンドモードを変更してから
permit，deny，remarkなどのコマンドを使用します。

付録 B.3　JP1/Cm2/NC - Adaptor for Cisco Switchが発行する
コマンド一覧

JP1/Cm2/NC - Adaptor for Cisco Switchが，Cisco Catalystに対して発行するコマンド
の一覧を，次の表に示します。

表 B-11　JP1/Cm2/NC - Adaptor for Cisco Switchが発行するコマンド一覧

構成定義設定（アップ
リンクフェイルオー
バー関連）

uplink-failover 
port-control

ポート単位制御の設定

uplink-failover 
partial-mode

部分ポート単位制御の設定

uplink-failover アップリンクフェイルオーバーの設定

uplink-failover-group アップリンクフェイルオーバーグループへの所属

分類 コマンド名称 機能

入力モードの移動 configure terminal CONFIGモードに移動

interface 
gigabitethernet

CONFIG-IFモードに移動

interface 
tengigabitethernet

interface vlan

vlan • CONFIG-VLANモードに移動
• VLANの作成，または削除

vlan database VLANモードに移動

end CONFIGモードの終了

exit ログアウト

VLAN関連 name VLANの動作状態を設定

state 各ポートの VLANモードを設定

said アクセスポートが所属する VLANを設定

ポート設定関連 switchport mode ポートの VLANメンバーシップモードを設定

switchport trunk 
encapsulation

トランクポートのカプセル化形式を設定

switchport trunk ポート種別をトランクポートに設定

switchport access vlan ポート種別をアクセスポートに設定

分類 コマンド名称 機能
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付録 B.4　JP1/Cm2/NC - Adaptor for F5 Load Balancerが発行
するコマンドについて

JP1/Cm2/NC - Adaptor for F5 Load Balancerは F5社が提供している APIを使用して，
情報を設定します。

付録 B.5　JP1/Cm2/NC - Adaptor for GS Seriesが発行するコ
マンド一覧

JP1/Cm2/NC - Adaptor for GS Seriesが，GS3000および GS4000に対して発行するコ
マンドの一覧を，以降の表に示します。

表 B-12　JP1/Cm2/NC - Adaptor for GS Seriesが発行する運用コマンド一覧

IPアドレス ip address IPアドレスを設定

ターミナル設定 terminal length 0 端末画面出力の一時停止機能の無効化

ログ・メッセージ no logging console システムメッセージのコンソール出力抑止

設定の保存 write memory 変更内容をフラッシュメモリに保存

情報表示 show version モデル番号，ファームウェアのバージョン情報の表示

show vtp status VTP情報の表示

show interfaces 
switchport

レイヤー 2モードのポートに関する情報の表示

show 標準範囲 VLANの設定情報の表示（VLANモード）

show running-config 
vlan

拡張範囲 VLANの設定情報の表示

show running-config SVI情報の表示

分類 コマンド名称 機能

モード切り替え enable 装置管理者へのモード変更

disable 装置管理者モードの終了

exit 現在のユーザーモード，コマンド入力モードの終了

configure 構成定義コマンドモードの開始

end 構成定義コマンドモードの終了

ターミナル set terminal pager ページング処理の有無設定

装置管理 show system 装置運用状態 /統計情報表示

PSU/NIF管理 show nif NIF運用情報

メッセージ・ログ set logging console システムメッセージレベル設定

VLAN情報 show vlan VLAN情報

分類 コマンド名称 機能
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付録 B　JP1/Cm2/NC - Adaptorが発行するコマンド一覧
表 B-13　JP1/Cm2/NC - Adaptor for GS Seriesが発行する構成定義操作コマンド一覧

表 B-14　JP1/Cm2/NC - Adaptor for GS Seriesが発行する構成定義コマンド一覧

付録 B.6　JP1/Cm2/NC - Adaptor for HA8000-ie/Loadflowbal
が発行するコマンド一覧

JP1/Cm2/NC - Adaptor for HA8000-ie/Loadflowbalが，HA8000-ie/Loadflowbalに対し
て発行するコマンドの一覧を，以降の表に示します。

表 B-15　JP1/Cm2/NC - Adaptor for HA8000-ie/Loadflowbalが発行する運用コマンド一覧

表 B-16　JP1/Cm2/NC - Adaptor for HA8000-ie/Loadflowbalが発行する構成定義操作コマ
ンド一覧

操作コマンド名称 機能

save 構成定義ファイルを保存

exit 構成定義コマンドモードを終了

end 構成定義コマンドモードを終了

prompt 実行確認メッセージの表示・非表示の設定

show 構成定義情報の表示

コマンド名称 定義内容

vlan VLAN情報

ip IPルーティング情報

vlan-tpid VLAN TPID情報

vlan-mac-prefix VLANごとのMACアドレス情報

vlan-drop-unknown 未定義フレーム破棄機能情報

分類 コマンド名称 機能

レベル移行 enable Privileged EXECレベルへの移行

exit Privileged EXECレベルを終了

configure terminal グローバル CONFIGレベルへの移行

page-displayモード skip-page-display page-displayモードの無効化

装置管理 show version 装置情報詳細表示

実行設定管理 show running-config 実行設定情報表示

操作コマンド名称 機能

write memory 実行設定を startup-configファイルに保存

exit グローバル CONFIGレベルを終了
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表 B-17　JP1/Cm2/NC - Adaptor for HA8000-ie/Loadflowbalが発行する構成定義コマンド
一覧

付録 B.7　JP1/Cm2/NC - Adaptor for System Traffic Manager
が発行するコマンドについて

JP1/Cm2/NC - Adaptor for System Traffic Managerは，System Traffic Managerとの
間で専用インターフェースを使用して情報を設定します。

コマンド名称 定義内容

server predictor ロードバランシング方法の設定

server port ポートプロファイルの設定

server real-name 物理サーバの設定

server virtual-name 論理サーバの設定
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付録 C　DB更新時に［Network Element 
Configuration - View］ウィンドウが取得する
情報

ほかの JP1/Cm2/NC - Viewによって JP1/Cm2/NC - Managerの DBが更新された場合，
［Network Element Configuration - View］ウィンドウで再取得される最新情報は現在表
示しているビューによって異なります。JP1/Cm2/NC - Managerの DBで更新された情
報と，各ビューで取得する情報の関係を次の表に示します。

表 C-1　JP1/Cm2/NC - Managerの DB更新時に各ビューが取得する情報

更新された情報 現在表示している
ビュー

取得する情報

スイッチが持つすべての構成
情報（JP1/Cm2/NC - Adaptor
を起動したとき）

すべてのビュー JP1/Cm2/NC - Viewを起動したときと同様の
情報が取得されます。

スイッチが持つすべての構成
情報（JP1/Cm2/NC - Adaptor
を停止したとき，または構成
情報の同期を取ったとき）

管理対象ビュー 更新されたスイッチのスイッチ情報※ 1が取得
されます。

VLANビュー 更新されたスイッチの情報だけ取得されます。
• 該当するスイッチが VLANビューに表示さ
れている場合は，スイッチ情報※ 1および
VLAN情報が取得されます。ただし，
VLAN定義情報は取得されません。

• 該当するスイッチの状態が変化した場合は，
スイッチ情報※ 1が取得されます。

• そのほかの場合は，何も取得されません。※
2

SLBビュー 更新されたスイッチの情報だけ取得されます。
• 該当スイッチが SLBビューに表示されてい
る場合は，スイッチ情報※ 1および SLB情
報が取得されます。

• 該当スイッチの状態が変化した場合は，ス
イッチ情報※ 1が取得されます。

• そのほかの場合は，何も取得されません。※
2

スイッチ構成ビュー 更新されたスイッチの情報だけ取得されます。
• 該当スイッチがスイッチ構成ビューに表示
されている場合は，スイッチ情報※ 1，
VLAN情報※ 3（ただし，VLAN定義情報
は取得されません），アクセス制御情報，ア
クセス制御リスト情報，QoS制御情報，お
よびアップリンクフェイルオーバー情報が
取得されます。

• そのほかの場合は，何も取得されません。※
2
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VLAN情報 管理対象ビュー 更新されたスイッチのスイッチ情報※ 1が取得
されます。

VLANビュー 更新されたスイッチのスイッチ情報※ 1，※ 4

および VLAN情報が取得されます。

SLBビュー 更新されたスイッチの情報だけ取得されます。
• 該当スイッチが SLBビューに表示されてい
る場合は，スイッチ情報※ 1が取得されま
す。

• そのほかの場合は，何も取得されません。※
2

スイッチ構成ビュー 更新されたスイッチの情報だけ取得されます。
• 該当スイッチがスイッチ構成ビューに表示
されている場合は，スイッチ情報※ 1およ
び VLAN情報が取得されます。ただし，
VLAN定義情報は取得されません。

• そのほかの場合は，何も取得されません。※
2

SLB情報 管理対象ビュー 更新されたスイッチのスイッチ情報※ 1が取得
されます。

VLANビュー 更新されたスイッチの情報だけ取得されます。
• 該当スイッチが VLANビューに表示されて
いる場合は，スイッチ情報※ 1が取得され
ます。

• そのほかの場合は，何も取得されません。※
2

SLBビュー 更新されたスイッチのスイッチ情報※ 1および
SLB情報が取得されます。

スイッチ構成ビュー 更新されたスイッチの情報だけ取得されます。
• 該当スイッチがスイッチ構成ビューに表示
されている場合は，スイッチ情報※ 1が取
得されます。

• そのほかの場合は，何も取得されません。※
2

アクセス制御情報
アクセス制御リスト情報

管理対象ビュー 更新されたスイッチのスイッチ情報※ 1が取得
されます。

QoS制御情報
アップリンクフェイルオー
バー情報

VLANビュー 更新されたスイッチの情報だけ取得されます。
• 該当スイッチが VLANビューに表示されて
いる場合は，スイッチ情報※ 1が取得され
ます。

• そのほかの場合は，何も取得されません。※
2

更新された情報 現在表示している
ビュー

取得する情報
493



付録 C　DB更新時に［Network Element Configuration - View］ウィンドウが取得する情報
注※ 1
スイッチ情報とは，リストエリアのスイッチリスト，スイッチ情報リスト，および
［スイッチ情報］ダイアログボックスに表示される内容をいいます。

注※ 2
DBの情報が更新されたときの動作を「確認」にしていても「情報更新の確認」ダイ
アログは表示されません。

注※ 3
QoS制御情報の設定で使用するために取得されます。

SLBビュー 更新されたスイッチの情報だけ取得されます。
• 該当スイッチが SLBビューにある場合，ス
イッチ情報※ 1が取得されます。

• そのほかの場合は，何も取得されません。※
2

スイッチ構成ビュー 更新されたスイッチのスイッチ情報※ 1，アク
セス制御情報，アクセス制御リスト情報，
QoS制御情報，およびアップリンクフェイル
オーバー情報が取得されます。

スイッチ構成情報 管理対象ビュー 更新されたスイッチのスイッチ情報※ 1が取得
されます。

VLANビュー 更新されたスイッチの情報だけ取得されます。
• 該当スイッチが VLANビューにある場合
は，スイッチ情報※ 1および VLAN情報が
取得されます。ただし，VLAN定義情報は
取得されません。

• そのほかの場合は，何も取得されません。※
2

SLBビュー 更新されたスイッチの情報だけ取得されます。
• 該当スイッチが SLBビューにある場合は，
スイッチ情報※ 1および SLB情報が取得さ
れます。

• そのほかの場合は，何も取得されません。※
2

スイッチ構成ビュー 更新されたスイッチの情報だけ取得されます。
• 該当スイッチがスイッチ構成ビューに表示
されている場合は，スイッチ情報※ 1，
VLAN情報※ 3（ただし，VLAN定義情報
は取得されません），アクセス制御情報，ア
クセス制御リスト情報，QoS制御情報，お
よびアップリンクフェイルオーバー情報が
取得されます。

• そのほかの場合は，何も取得されません。※
2

更新された情報 現在表示している
ビュー

取得する情報
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注※ 4
更新された情報が VLAN定義情報だけの場合は更新されません。
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付録 D　コマンド一覧および文法記載先マニュアル
付録 D　コマンド一覧および文法記載先マニュアル
JP1/Cm2/NCで使用できるコマンドの一覧および文法が記載されているマニュアルを示
します。

コマンド一覧は，次のグループに分けて記載します。

• JP1/Cm2/NCを制御するコマンド
• HNTRLib2用コマンド
• ISAM関連のコマンド
• CLI運用関連のコマンド
• トラブルシューティング関連のコマンド

（凡例）

機能・構築：
マニュアル「JP1/Cm2/Network Element Configuration 機能・構築ガイド」で
説明しています。

運用・操作：
このマニュアルで説明しています。

CLI運用：
マニュアル「JP1/Cm2/Network Element Configuration CLI運用ガイド」で説
明しています。

トラブル：
マニュアル「JP1/Cm2/Network Element Configuration トラブルシューティン
グ」で説明しています。

　

表 D-1　JP1/Cm2/NCを制御するコマンド一覧（JP1/Cm2/NC - Manager関連）

コマンド名 機能 記載マニュ
アル

ncmuser マネージャーサーバにログインを許可するユーザーを設定するための
コマンドです。

機能・構築

ncmconvertdb マネージャーサーバの DBを旧バージョン形式から新バージョン形式
に変換するためのコマンドです。

ncmcreatedb マネージャーサーバの DBを作成するためのコマンドです。 トラブル

ncmunlock マネージャーサーバの DBに掛けられたロックを強制的に解除するた
めのコマンドです。
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表 D-2　JP1/Cm2/NCを制御するコマンド一覧（JP1/Cm2/NC - Adaptor関連）

表 D-3　HNTRLib2用コマンド一覧

表 D-4　ISAM関連のコマンド一覧

コマンド名 対象製品 機能 記載マニュ
アル

ncaaxpwd JP1/Cm2/NC - 
Adaptor for AX 
Series

JP1/Cm2/NC - Adaptorのパスワード設定用コマ
ンドです。管理対象スイッチへのアクセス用パス
ワードを登録します。また，スイッチ定義ファイ
ル（ncaswitch.conf）に設定したすべてのスイッ
チを一覧で表示するために使用します。

機能・構築

ncabipwd JP1/Cm2/NC - 
Adaptor for F5 
Load Balancer

ncabspwd JP1/Cm2/NC - 
Adaptor for BS 
Series

ncacspwd JP1/Cm2/NC - 
Adaptor for 
Cisco Switch

ncagspwd JP1/Cm2/NC - 
Adaptor for GS 
Series

ncalfpwd JP1/Cm2/NC - 
Adaptor for 
HA8000-ie/
Loadflowbal

ncastpwd JP1/Cm2/NC - 
Adaptor for 
System Traffic 
Manager

コマンド名 機能 記載マニュ
アル

hntr2util HNTRLib2用コマンドです。統合トレース（HNTRLib2）が出力す
る統合トレースログファイルの設定を変更するためのコマンドです。

機能・構築

コマンド名 機能 記載マニュ
アル

ncmischk ISAMファイル（索引順編成ファイル）を検証するためのコマンドで
す。

トラブル

ncmiscond ISAMファイルの無効領域を圧縮するためのコマンドです。 運用・操作

ncmisinfo ISAMキー定義情報を表示するためのコマンドです。

ncmismlcktr ISAMロックテーブルの情報を表示するためのコマンドです。 トラブル
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表 D-5　CLI運用関連のコマンド一覧

表 D-6　トラブルシューティング関連のコマンド一覧

コマンド名 機能 記載マニュ
アル

ncvclcmd CLIを実行するためのコマンドです。 CLI運用

ncvclsetup CLIの環境設定をするためのコマンドです。

コマンド名 対象製品 機能 記載マニュ
アル

ncmlog.bat JP1/Cm2/NC - 
Manager（32ビッ
ト版 OSの場合）

障害発生時に資料を採取するためのコマンド
です。

トラブル

ncmlog_x64.ba
t

JP1/Cm2/NC - 
Manager（64ビッ
ト版 OSの場合）

ncvlog.bat JP1/Cm2/NC - View
（32ビット版 OSの
場合）

ncvlog_x64.ba
t

JP1/Cm2/NC - View
（64ビット版 OSの
場合）

ncaaxlog.bat JP1/Cm2/NC - 
Adaptor for AX 
Series

ncabilog.bat JP1/Cm2/NC - 
Adaptor for F5 Load 
Balancer

ncabslog.bat JP1/Cm2/NC - 
Adaptor for BS 
Series（32ビット版
OSの場合）

ncabslog_x64.
bat

JP1/Cm2/NC - 
Adaptor for BS 
Series（64ビット版
OSの場合）

ncacslog.bat JP1/Cm2/NC - 
Adaptor for Cisco 
Switch

ncagslog.bat JP1/Cm2/NC - 
Adaptor for GS 
Series

ncalflog.bat JP1/Cm2/NC - 
Adaptor for 
HA8000-ie/
Loadflowbal
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付録 D　コマンド一覧および文法記載先マニュアル
ncastlog.bat JP1/Cm2/NC - 
Adaptor for System 
Traffic Manager

コマンド名 対象製品 機能 記載マニュ
アル
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付録 E　各バージョンの変更内容
付録 E　各バージョンの変更内容
（1） 09-01の変更内容

• BS2000および BS320に対して，アップリンクフェイルオーバーを設定および管理で
きるようにした。

• アップリンクフェイルオーバーのサポートに伴い，画面図の説明を追加・変更した。
• ncmiscondコマンドで指定できる ISAM関連ファイルに，次のファイルを追加した。
• NCM_BS_ENHANCE
• NCM_BS_UPLINK

• JP1/Cm2/NC - Adaptor for BS Seriesが発行するコマンド一覧に，アップリンクフェ
イルオーバー関連の情報を追加した。

• データベース更新時に［Network Element Configuration - View］ウィンドウが取得
する情報にアップリンクフェイルオーバー関連の情報を追加した。

（2） 09-00の変更内容
• JP1/Cm2/NC - Adaptor for BS1000の後継製品として JP1/Cm2/NC - Adaptor for BS 

Seriesを提供し，サポートする管理対象スイッチに BS2000を追加した。
• BS2000の追加に伴い，［IPv4パケットフィルター条件の設定］ダイアログボックス
を変更した。

• JP1/Cm2/NC - Managerの適用 OSにWindows Server 2003(x64)，Windows Server 
2003 R2(x64)およびWindows Server 2008を追加した。

• JP1/Cm2/NC -Viewの適用 OSにWindows Server 2003(x64)，Windows Server 2003 
R2(x64)，Windows Vista，およびWindows Server 2008を追加した。

• トラブルシューティング関連の次のコマンドを追加した。
ncabslog_x64.bat，ncmlog_x64.bat，ncvlog_x64.bat

（3） 08-10の変更内容
• AX2400S，AX3600Sおよび BS320のサポートする機能にアクセス制御を追加した。
• AX2400S，AX3600Sおよび BS320のサポートする VLANで設定できるポートモー
ドに「トンネリング」を追加した。

• ncmiscondコマンドの対象ファイルに，次の ISAMファイルを追加した。
NCM_ACL_INTR，NCM_AX_ACLLST，NCM_AX_IPV4INF，
NCM_AX_IPV4PKT，NCM_AX_IPV6INFN，CM_AX_MACFLTR

（4） 08-00の変更内容
• BS1000について，アクセス制御および QoS制御の設定・管理をサポートした。
• サポートする管理対象スイッチに，AX2400S，AX3600S，および小型 BSを追加し
た。

• JP1/Cm2/NC - Viewの画面に，アクセス制御および QoS制御を設定・管理するス
イッチ構成ビューを追加した。
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付録 E　各バージョンの変更内容
• JP1/Cm2/NC - Viewの画面から，ヘルプボタンを削除した。

なお，08-00対応マニュアルでは，前版の 07-52対応マニュアルを 4分冊しています。
07-52対応マニュアルと 08-00対応マニュアルの関係は次のとおりです。

07-52対応マニュアル 08-00対応マニュアル

章番号 タイトル マニュアル 章番号 タイトル

1章 JP1/Cm2/NCの概要 機能・構築 1章 JP1/Cm2/NCの概要

2章 JP1/Cm2/NCの機能 2章 JP1/Cm2/NCの機能

3章 インストールとセットアップ 3章 インストールとセットアップ

4章 JP1/Cm2/NCの起動と終了 機能・構築 3.4 運用上の注意事項※ 1

運用・操作 1章 JP1/Cm2/NCの起動と終了

5章 ネットワーク構成情報の表示 運用・操作 2章 ネットワーク構成情報の表示

6章 VLANの設定 3章 VLANの設定

7章 SLBの設定 4章 SLBの設定

－ 5章 VLANおよび SLB以外の情報
の設定

8章 画面 -基本画面 6章 画面 -基本画面

－ 7章 画面 -VLANビューのダイアロ
グボックス（AX2400S・
AX3600S・小型 BS）

9章 画面 -VLANビューのダイアロ
グボックス（AX5400S・
AX7800S・GS3000・GS4000）

8章 画面 -VLANビューのダイアロ
グボックス（AX5400S・
AX7800S・GS3000・
GS4000）

10章 画面 -VLANビューのダイアロ
グボックス（BS1000）

9章 画面 -VLANビューのダイアロ
グボックス（BS1000）

11章 画面 -VLANビューのダイアロ
グボックス（Cisco Catalyst）

10章 画面 -VLANビューのダイアロ
グボックス（Cisco Catalyst）

12章 画面 -SLBビューのダイアログ
ボックス（BIG-IP）

11章 画面 -SLBビューのダイアロ
グボックス（BIG-IP）

13章 画面 -SLBビューのダイアログ
ボックス（HA8000-ie/
Loadflowbal）

12章 画面 -SLBビューのダイアロ
グボックス（HA8000-ie/
Loadflowbal）

14章 画面 -SLBビューのダイアログ
ボックス（STM）

13章 画面 -SLBビューのダイアロ
グボックス（STM）

－ 14章 画面 -スイッチ構成ビューの
ダイアログボックス
（BS1000）

15章 コマンド 機能・構築 4章 セットアップ関連コマンド
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運用・操作 15章 運用関連コマンド

トラブル 2章 トラブルシューティング関連
コマンド

16章 定義ファイル 機能・構築 5章 定義ファイル

17章 他製品との連携 機能・構築 6章 他製品との連携

トラブル 2章 トラブルシューティング関連
コマンド※ 2

18章 トラブルシューティング トラブル 1章 トラブルシューティング

19章 CLIの概要 CLI 1章 CLIの概要

20章 CLIの運用 2章 CLIの運用

21章 CLI関連コマンド 3章 CLI関連コマンド

22章 構成パラメーター定義ファイル 4章 構成パラメーター定義ファイ
ル

23章 メッセージ トラブル 3章 メッセージ

付録 A ファイルおよびディレクトリ一
覧

機能・構築
※ 3

付録 A ファイルおよびディレクトリ
一覧

トラブル※
3

付録 A

付録 B ポート番号一覧 機能・構築
※ 3

付録 B ポート番号一覧

トラブル※
3

付録 B

付録 C 制限値一覧 機能・構築
※ 3

付録 C 制限値一覧

運用・操作
※ 3

付録 A

CLI※ 3 付録 A

付録 D JP1/Cm2/NC - Adaptorが発行
するコマンド一覧

運用・操作 付録 B JP1/Cm2/NC - Adaptorが発行
するコマンド一覧

付録 E DB更新時に［Network 
Element Configuration - View］
ウィンドウが取得する情報

運用・操作 付録 C DB更新時に［Network 
Element Configuration - 
View］ウィンドウが取得する
情報

－ 機能・構築 付録 D コマンド一覧および文法記載
先マニュアル

運用・操作 付録 D

CLI 付録 B

07-52対応マニュアル 08-00対応マニュアル

章番号 タイトル マニュアル 章番号 タイトル
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（凡例）
－：07-52対応マニュアルには該当しない。
機能・構築：JP1/Cm2/Network Element Configuration　機能・構築ガイド
運用・操作：JP1/Cm2/Network Element Configuration　運用・操作ガイド
CLI：JP1/Cm2/Network Element Configuration　CLI運用ガイド
トラブル：JP1/Cm2/Network Element Configuration　トラブルシューティング

注※ 1
07-52対応マニュアルの「4.4　運用上の注意事項」のうち，システムの運用に関する注意事項
だけ記載しています。

注※ 2
07-52対応マニュアルの「17.1.7　JP1/Cm2/NC - Manager for Cosminexus関連コマンド」の
うち，トラブルシューティングに関するコマンドの記載先を変更しました。

注※ 3
記述内容は各マニュアル共通です。

注※ 4
08-00の変更内容については，各マニュアルで記述内容が異なります。それより前のバージョ
ンの変更内容は，各マニュアルで共通です。

（5） 07-52の変更内容
• サポートする管理対象スイッチに，STMを追加した。
• JP1/Cm2/NCのプログラムに，JP1/Cm2/NC - Adaptor for System Traffic Manager

トラブル 付録 C

付録 F クラスタシステムでの運用 機能・構築 付録 E クラスタシステムでの運用

付録 G 各バージョンの変更内容 機能・構築
※ 4

付録 F 各バージョンの変更内容

運用・操作
※ 4

付録 E

CLI※ 4 付録 C

トラブル※
4

付録 D

付録 H 用語解説 機能・構築
※ 3

付録 G 用語解説

運用・操作
※ 3

付録 F

CLI※ 3 付録 D

トラブル※
3

付録 E

07-52対応マニュアル 08-00対応マニュアル

章番号 タイトル マニュアル 章番号 タイトル
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付録 E　各バージョンの変更内容
を追加した。
• 次のメッセージを追加した。

KDNV10685-E・KDNV10686-E・KDNV10687-E・KDNV10688-E・
KDNV10689-I・KDNV10690-E・KDNV10691-E・KDNV10692-E・
KDNV10693-E・KDNV10694-E

（6） 07-51の変更内容
• サポートする管理対象スイッチに，AX5400Sおよび AX7800Sを追加した。
• サポートする管理対象スイッチに，BIG-IPを追加した。
• サポートする管理対象スイッチに，Cisco Catalystを追加した。
• JP1/Cm2/NCのプログラムに，JP1/Cm2/NC - Adaptor for AX Seriesを追加した。
• JP1/Cm2/NCのプログラムに，JP1/Cm2/NC - Adaptor for Cisco Switchを追加した。
• JP1/Cm2/NCのプログラムに，JP1/Cm2/NC - Adaptor for F5 Load Balancerを追加
した。

• CLI（Command Line Interface）によってスイッチを設定する機能をサポートし，
JP1/AJS2などと連携してシステムを自動運用できるようにした。

• 次のメッセージを追加した。
KDNV10129-E～ KDNV10133-E，KDNV10137-E，KDNV10307-E～
KDNV10310-E，KDNV10528-E～ KDNV10567-E，KDNV10637-E～
KDNV10684-E，KDNV10816-E～ KDNV10818-E，KDNV11000-E～
KDNV11006-E，KDNV11012-E，KDNV11025-E，KDNV11031-E，
KDNV11100-E，KDNV11108-E，KDNV11109-E，KDNV11111-E，KDNV11119-E，
KDNV11125-E，KDNV11200-I～ KDNV11249-I，KDNV11251-I～
KDNV11257-E，KDNV11300-E～ KDNV11304-E，KDNV11306-E～
KDNV11309-E，KDNV11311-E～ KDNV11321-E，KDNV20110-E，
KDNV20728-E，KDNV20826-E，KDNV21017-E，KDNV30161-E～
KDNV30173-E

• 次の英文メッセージを追加した。
KDNV30050-E～ KDNV30055-E，KDNV30060-E～ KDNV30067-E，
KDNV30070-E，KDNV30071-E，KDNV30090-W～ KDNV30092-W

• 次のメッセージの説明を変更した。
KDNV30114-E

（7） 07-50の変更内容
• JP1/IMとの連携機能を追加した。
• サポートする管理対象スイッチに，GS3000を追加した。
• サポートする管理対象スイッチに，BS1000を追加した。
• JP1/Cm2/NCのプログラムに，JP1/Cm2/NC - Adaptor for BS1000を追加した。
• VLANに追加するスイッチの種類を選択できる［スイッチの選択］ダイアログボック
スを追加した。

• スイッチの変更をするときに選択できるスイッチの数を一つだけにした。
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付録 E　各バージョンの変更内容
• 定義情報を削除するときに選択できるスイッチおよび VLANの数を複数にした。
• BS1000用のポート VLAN設定画面を追加した。
• JP1/Cm2/NC - Adaptor for BS1000用のパスワード設定コマンドである「ncabspwd」
を追加した。

• トラブルシューティング関連のコマンドを追加した。
ncabslog.bat，ncacolog.bat，ncmcolog.bat，ncmcolog.sh，ncagslog.bat，
ncalflog.bat，ncmlog.bat，ncvlog.bat

• JP1/Cm2/NC - Adaptor for BS1000の定義ファイルを追加した。
•「JP1/Cm2/NC - Manager動作条件定義ファイル（ncm.conf）」に，JP1イベントを発
行するかどうかを設定できる［Notify Event］セクションを追加した。

• Cosminexus連携オプションの対応 OSを追加した。
• JP1/Cm2/NC - Manager for Cosminexusランタイム部の UNIXマシンへのインス
トール方法を追加した。

• JP1/Cm2/NC - Manager for Cosminexusランタイム部（UNIX）の情報採取ツールで
採取できる情報およびフォルダ一覧を追加した。

• クラスタシステムでの運用を追加した。
• 次のメッセージを追加した。

KDNV10126-E～ KDNV10128-E，KDNV19031-E，KDNV20404-E，
KDNV20727-E，KDNV21000-E～ KDNV21003-E，KDNV21005-E～
KDNV21016-E，KDNV21100-E，KDNV21102-E～ KDNV21105-W

• 次のメッセージ本文を変更した。
KDNV10006-W，KDNV10108-E，KDNV10116-E，KDNV10124-E，
KDNV10504-W，KDNV10513-E，KDNV10518-E，KDNV10519-E，
KDNV10525-E，KDNV10614-E，KDNV10616-I，KDNV10620-I，KDNV19000-E，
KDNV19001-E，KDNV19006-E，KDNV19008-I～ KDNV19010-E，
KDNV19012-E，KDNV19013-I，KDNV19020-E，KDNV19025-E，
KDNV19028-E，KDNV19029-E，KDNV19066-E，KDNV20505-E，
KDNV20600-E，KDNV20700-I，KDNV20705-E，KDNV20707-E～
KDNV20709-E，KDNV20711-E，KDNV20714-E～ KDNV20716-E，
KDNV20719-E，KDNV20721-E，～ KDNV20723-E，KDNV20725-E，
KDNV20726-E，KDNV20805-I

（8） 07-11の変更内容
• JP1/Cm2/NCの機能に，サーバロードバランシング（SLB）を管理する機能を追加し
た。

• 他製品との連携機能を追加した。
• サポートする管理対象スイッチに，HA8000-ie/Loadflowbalを追加した。
• JP1/Cm2/NCのプログラムに，JP1/Cm2/NC - Adaptor for HA8000-ie/Loadflowbal
を追加した。

• JP1/Cm2/NCのメイン画面である［Network Element Configuration -View］ウィン
ドウを「管理対象ビュー」，「VLANビュー」および「SLBビュー」に細分化した。
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付録 E　各バージョンの変更内容
• ネットワーク構成ツリーのルートを「ネットワーク」から「ルート」に変更した。
• 構成情報のないスイッチは「管理対象ビュー」だけに表示されるように変更した。
• プログラムのインストールに，バージョンアップを追加した。
• JP1/Cm2/NC - Viewのログイン画面で，表示するビューを選択するように変更した。
• ショートカットメニューに，［構成情報の同期］を追加した。
• メニューコマンドに，「telnet」を追加した。
• JP1/Cm2/NC - Managerをバージョンアップしたときに使用するコマンドである
「ncmconvertdb」を追加した。
• JP1/Cm2/NC - Adaptor for HA8000-ie/Loadflowbal用コマンドである「ncalfpwd」を
追加した。

• JP1/Cm2/NC - Adaptor for HA8000-ie/Loadflowbalの定義ファイルを追加した。
• 次のメッセージを追加した。

KDNV10124-E，KDNV10125-E，KDNV10600-I～ KDNV10605-E，KDNV10608-I
～ KDNV10617-E，KDNV10620-I～ KDNV10628-I，KDNV10634-I～
KDNV10636-W，KDNV10939-E，KDNV19000-E，KDNV19001-E，
KDNV19005-E～ KDNV19017-E，KDNV19020-E～ KDNV19030-E，
KDNV19041-E，KDNV19052-E，KDNV19064-E～ KDNV19074-I，
KDNV20015-E，KDNV20016-E，KDNV20201-E～ KDNV20203-E，
KDNV20505-E，KDNV20600-E，KDNV20602-E～ KDNV20604-I，KDNV20700-I
～ KDNV20726-E，KDNV30157-E～ KDNV30160-E，KDNV31022-E

• 次のメッセージ本文を変更した。
KDNV20801-E

• JP1/Cm2/NCが提供している保守用コマンドを使用するときの注意事項を追加した。
• ネットワーク構成ツリーを再構成したときに取得する情報一覧を追加した。
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付録 F　用語解説
付録 F　用語解説
用語解説については，マニュアル「JP1 Version 9 JP1/Cm2/Network Element 
Configuration 機能・構築ガイド（3020-3-T05-30）」を参照してください。
507





索引

A

AX2400Sおよび AX3600S
画面（VLANビュー） 193
画面（スイッチ構成ビュー） 365
システム状態の変更について 11
注意事項 11
ミラーポートに設定されているポート
について 11

AX5400Sおよび AX7800S
VLANにポートを設定する場合の注
意 11
画面 219
システム状態の変更について 11
注意事項 11
認識できる NIFの状態 11

B

BIG-IP
画面 289
注意事項 12
プール名の指定について 12
ロードバランシング方法 165
論理サーバポート名の指定について 

12
BS1000

画面（VLANビュー） 243
画面（スイッチ構成ビュー） 435
システム状態の変更について 13
冗長化（二重化）されているスイッチ
の設定について 13
注意事項 13

BS2000・BS320・BS500・BS500 1Gbx40
画面（VLANビュー） 193
画面（スイッチ構成ビュー） 365
システム状態の変更について 13

C

Cisco Catalyst

JP1/Cm2/NCで扱うポートについて 
14

VTPアドバタイズによる情報の更新
について 14

VTPの扱いについて 14
拡張範囲 VLANの作成について 14
画面 263
注意事項 14

CLI
環境設定をする 498
実行する 498

D

DB
掛けられたロックを強制的に解除する 

496
旧バージョン形式から新バージョン形
式に変換する 496

再編成の時期 470
作成する 496

G

GS3000および GS4000
VLANにポートを設定する場合の注
意 15

画面 219
システム状態の変更について 15
注意事項 14
認識できる NIFの状態 14

H

HA8000-ie/Loadflowbal
画面 315
注意事項 15
ロードバランシング方法 171

I

[IPv4アドレスフィルター条件の設定 ]ダイ
アログボックス 404
509



索引
IPv4アドレスフィルター条件を設定する 
404

[IPv4アドレスフィルター情報 ]ダイアログ
ボックス 376

[IPv4アドレスフィルターの設定 ]ダイアロ
グボックス 401

IPv4アドレスフィルターの設定内容を確認
する 376

IPv4アドレスフィルターを設定する 401
[IPv4パケットフィルター条件の設定 ]ダイ
アログボックス

AX2400S・AX3600S 409
BS2000・BS320・BS500・BS500 

1Gbx40 416
IPv4パケットフィルター条件を設定する

AX2400S・AX3600S 409
BS2000・BS320・BS500・BS500 

1Gbx40 416
[IPv4パケットフィルター情報 ]ダイアログ
ボックス 378

[IPv4パケットフィルターの設定 ]ダイアロ
グボックス 406

IPv4パケットフィルターの設定内容を確認
する 378

IPv4パケットフィルターを設定する 406
[IPv6フィルター条件の設定 ]ダイアログ
ボックス 425

IPv6フィルター条件を設定する 425
[IPv6フィルター情報 ]ダイアログボックス 

380
[IPv6フィルターの設定 ]ダイアログボック
ス 422

IPv6フィルターの設定内容を確認する 380
IPv6フィルターを設定する 422
ISAM関連ファイル一覧 471
ISAMキー定義情報を表示する 469
ISAMファイル（索引順編成ファイル）を検
証する 497

ISAMファイルの無効領域を圧縮する 469
ISAMロックテーブルの情報を表示する 497

J

JP1/Cm2/NC

～以外の手段による構成定義変更につ
いて 10

起動 5
サービス一覧 2
終了 8
スイッチとの間の通信経路について 

10
JP1/Cm2/NC - Adaptor

起動 5
サービス一覧 3
終了 8

JP1/Cm2/NC - Manager
起動 5
サービス一覧 2
終了 8
ログインする 124

JP1/Cm2/NC - View
起動 6
サービス一覧 2
終了 8

M

MACアドレス 240
[MACフィルター条件の設定 ]ダイアログ
ボックス 398

MACフィルター条件を設定する 398
[MACフィルター情報 ]ダイアログボックス 

374
[MACフィルターの設定 ]ダイアログボック
ス 395

MACフィルターの設定内容を確認する 374
MACフィルターを設定する 395

N

ncmiscond 470
ncmisinfo 474
[Network Element Configuration - View]
ウィンドウ

SLBビュー 152
VLANビュー 141
概要 126
管理対象ビュー 134
510



索引
構成要素 128
サイズと表示 127
取得する情報（DB更新時） 492
スイッチ構成ビュー 185

Q

QoS制御情報 132
[QoS制御情報 ]ダイアログボックス 441
QoS制御情報の設定 132
[QoS制御情報の設定 ]ダイアログボックス 

456
QoS制御情報の設定ボタン 186
QoS制御情報を設定した結果を確認する 

463
QoS制御情報を設定する 456
QoS制御の状態を確認する 441
[QoS制御の設定 ]ダイアログボックス 458
QoS制御を設定する 458

S

SLB情報 130
SLBの構成や状態を表示 152
SLBビュー

会社リスト 177
画面遷移図 116
グループ情報リスト 181
グループリスト 180
構成要素 153
サブツリーリスト（BIG-IP） 162
サブツリーリスト（HA8000-ie/

Loadflowbal） 170
サブツリーリスト（STM） 176
スイッチリスト（BIG-IP） 161
スイッチリスト（HA8000-ie/

Loadflowbal） 169
スイッチリスト（STM） 175
ゾーン情報リスト 179
ゾーンリスト 178
ツールバー 153
ツリーエリア（BIG-IP） 154
ツリーエリア（HA8000-ie/

Loadflowbal） 156

ツリーエリア（STM） 158
ツリーエリアで選択した要素とリスト
エリアに表示される内容の対応
（BIG-IP） 161
ツリーエリアで選択した要素とリスト
エリアに表示される内容の対応
（HA8000-ie/Loadflowbal） 169
ツリーエリアで選択した要素とリスト
エリアに表示される内容の対応
（STM） 175
ネットワーク構成要素（BIG-IP） 155
ネットワーク構成要素（HA8000-ie/

Loadflowbal） 157
ネットワーク構成要素（STM） 159
バインドリスト 183
プールリスト 166
物理サーバ情報リスト 182
物理サーバポートリスト（BIG-IP） 

167
物理サーバポートリスト（HA8000-

ie/Loadflowbal） 173
物理サーバリスト（BIG-IP） 167
物理サーバリスト（HA8000-ie/

Loadflowbal） 172
物理サーバリスト（STM） 181
プロパティ画面 23
メニューコマンド 132
リストエリア（BIG-IP） 160
リストエリア（HA8000-ie/

Loadflowbal） 168
リストエリア（STM） 174
論理サーバポートリスト（BIG-IP） 

163
論理サーバポートリスト（HA8000-

ie/Loadflowbal） 171
論理サーバリスト（BIG-IP） 162
論理サーバリスト（HA8000-ie/

Loadflowbal） 170
STM

ESTM Adminを使用して STMを設
定する場合の注意 16

画面 347
注意事項 16
511



索引
バインド構成情報の設定について 16
ロードバランシング方法 180

T

telnet 133
TPID 228

V

[VLAN一覧 ]ダイアログボックス
AX2400S・AX3600S・BS2000・

BS320・BS500・BS500 1Gbx40 
199

AX5400S・AX7800S・GS3000・
GS4000 224

BS1000 247
Cisco Catalyst 268

[VLANインターフェース ]ページ（[アクセ
ス制御情報 ]ダイアログボックス） 384

[VLANインターフェース ]ページ（[アクセ
ス制御情報の設定 ]ダイアログボックス） 
430

VLANおよび SLB以外の設定状況を表示し
たり，設定したりする 185

VLAN管理ドメインの配下にどのようなス
イッチがあるかを確認する

AX2400S・AX3600S・BS2000・
BS320・BS500・BS500 1Gbx40 
198

AX5400S・AX7800S・GS3000・
GS4000 223

BS1000 246
Cisco Catalyst 267

VLAN管理ドメインリスト 144
VLAN構成情報の設定 130
[VLAN構成情報の設定 ]ダイアログボック
ス

AX2400S・AX3600S・BS2000・
BS320・BS500・BS500 1Gbx40 
207

AX5400S・AX7800S・GS3000・
GS4000 231

BS1000 251

Cisco Catalyst 276
VLAN構成情報の設定ボタン 142
VLAN構成情報を設定する

AX2400S・AX3600S・BS2000・
BS320・BS500・BS500 1Gbx40 
207

AX5400S・AX7800S・GS3000・
GS4000 231

BS1000 251
Cisco Catalyst 276

VLANごとのMACアドレス 228
VLAN情報 130
VLAN定義情報を VLAN管理ドメインに追
加する

AX2400S・AX3600S・BS2000・
BS320・BS500・BS500 1Gbx40 
201

AX5400S・AX7800S・GS3000・
GS4000 226

BS1000 249
Cisco Catalyst 270

VLAN定義の追加 130
[VLAN定義の追加 ]ダイアログボックス

AX2400S・AX3600S・BS2000・
BS320・BS500・BS500 1Gbx40 
201

AX5400S・AX7800S・GS3000・
GS4000 226

BS1000 249
Cisco Catalyst 270

VLAN定義の変更 130
[VLAN定義の変更 ]ダイアログボックス

AX2400S・AX3600S・BS2000・
BS320・BS500・BS500 1Gbx40 
202

AX5400S・AX7800S・GS3000・
GS4000 227

BS1000 250
Cisco Catalyst 271

VLANに追加するスイッチの種類を選択する
AX2400S・AX3600S・BS2000・

BS320・BS500・BS500 1Gbx40 
210
512



索引
AX5400S・AX7800S・GS3000・
GS4000 234

BS1000 254
Cisco Catalyst 280

VLANの構成情報を設定した結果を確認する
AX2400S・AX3600S・BS2000・

BS320・BS500・BS500 1Gbx40 
216

AX5400S・AX7800S・GS3000・
GS4000 241

BS1000 260
Cisco Catalyst 287

VLANの構成や状態を表示 141
VLANの状態を開放・閉塞

AX2400S・AX3600S・BS2000・
BS320・BS500・BS500 1Gbx40 
213

AX5400S・AX7800S・GS3000・
GS4000 238

BS1000 258
Cisco Catalyst 284

VLANビュー
VLAN管理ドメインリスト 144
VLANリスト 145
画面遷移図 113
構成要素 142
スイッチリスト 146
ツールバー 142
ツリーエリア 142
ツリーエリアで選択した要素とリスト
エリアに表示される内容の対応 
144
ネットワーク構成要素 143
プロパティ画面 20
ポートリスト 147
メニューコマンド 132
リストエリア 144

VLANリスト 145

あ

アイコンの色と状態 128
アクセス制御情報 131
[アクセス制御情報 ]ダイアログボックス

AX2400S・AX3600S・BS2000・
BS320・BS500・BS500 1Gbx40 
382

BS1000 438
アクセス制御情報の設定 131
[アクセス制御情報の設定 ]ダイアログボッ
クス

AX2400S・AX3600S・BS2000・
BS320・BS500・BS500 1Gbx40 
427

BS1000 444
アクセス制御情報の設定ボタン 186
アクセス制御情報を設定した結果を確認する

AX2400S・AX3600S・BS2000・
BS320・BS500・BS500 1Gbx40 
433

BS1000 462
アクセス制御情報を設定する

AX2400S・AX3600S・BS2000・
BS320・BS500・BS500 1Gbx40 
427

BS1000 444
アクセス制御の状態を確認する

AX2400S・AX3600S・BS2000・
BS320・BS500・BS500 1Gbx40 
382

BS1000 438
[アクセス制御の設定 ]ダイアログボックス 

446
[アクセス制御リスト情報 ]ダイアログボッ
クス 372

アクセス制御リスト情報の設定 131
アクセス制御リスト情報の設定結果を確認す
る 432

[アクセス制御リスト情報の設定 ]ダイアロ
グボックス 392
アクセス制御リスト情報を設定する 392
アクセス制御リストの内容を確認する 372
アクセス制御を設定する 446

AX2400S・AX3600S・BS2000・
BS320・BS500・BS500 1Gbx40 
82

BS1000 95
513



索引
アダプターサーバ
～が管理しているスイッチを確認 

134
～と管理しているスイッチの対応を確
認 134

アダプターリスト 137
[アップリンクフェイルオーバー ]ページ

BS2000・BS320・BS500・BS500 
1Gbx40（スイッチ構成情報の設定） 
389

BS2000・BS320・BS500・BS500 
1Gbx40（スイッチ情報） 370

う

運用上の注意事項 10

お

オプション 133

か

会社リスト 177
確認 133
画面遷移 112

SLBビュー 116
VLANビュー 113
管理対象ビュー 112
スイッチ構成ビュー 119

管理対象ビュー
画面遷移 112
構成要素 135
スイッチリスト 138
ツールバー 135
ツリーエリア 135
ツリーエリアで選択した要素とリスト
エリアに表示される内容の対応 
137
ネットワーク構成要素 136
メニューコマンド 132
リストエリア 136

き

起動
JP1/Cm2/NC - Adaptor 5
JP1/Cm2/NC - Manager 5
JP1/Cm2/NC - View 6
プログラムを起動する順序 5

く

グループ情報リスト 181
[グループの選択 ]ダイアログボックス 359
グループリスト 180

こ

構成情報の同期 132
構成リスト 190
コマンド

ncmiscond 470
ncmisinfo 474
一覧 469
記述形式 466
指定形式 466
説明で使用する見出し 466

コマンド使用時の注意事項 468

さ

サービス
JP1/Cm2/NC - Adaptor 3
JP1/Cm2/NC - Manager 2
JP1/Cm2/NC - View 2
起動する方法（手動） 5
起動方法 5
終了する方法（手動） 8
終了方法 8
スタートアップの種類 2

最新の情報に更新 132
最新の情報に更新ボタン 135
再編成の時期 469
サブツリーリスト

BIG-IP 162
HA8000-ie/Loadflowbal 170
STM 176
514



索引
し

自動 133
終了

JP1/Cm2/NC - Adaptor 8
JP1/Cm2/NC - Manager 8
JP1/Cm2/NC - View 8

終了（ログアウト） 130
手動 133
障害発生時に資料を採取する 498
状態アイコン 128

す

[スイッチ一覧 ]ダイアログボックス
AX2400S・AX3600S・BS2000・

BS320・BS500・BS500 1Gbx40 
198

AX5400S・AX7800S・GS3000・
GS4000 223

BS1000 246
Cisco Catalyst 267

スイッチ構成情報の設定 130
[スイッチ構成情報の設定 ]ダイアログボッ
クス

AX2400S・AX3600S（スイッチ構成
ビュー） 385

AX2400S・AX3600S・BS2000・
BS320・BS500・BS500 1Gbx40 
203

AX2400S・AX3600S・BS2000・
BS320・BS500・BS500 1Gbx40
（スイッチ構成ビュー） 387

AX5400S・AX7800S・GS3000・
GS4000 228

BS1000 443
Cisco Catalyst 272
HA8000-ie/Loadflowbal 324

スイッチ構成情報の設定ボタン 142
[スイッチ構成情報 ]ページ

AX2400S・AX3600S（スイッチ構成
ビュー） 368

AX2400S・AX3600S・BS2000・
BS320・BS500・BS500 1Gbx40
（VLANビュー） 196

AX5400S・AX7800S・GS3000・
GS4000 222

BS1000 437
Cisco Catalyst 265
HA8000-ie/Loadflowbal 318

スイッチ構成情報を設定
AX2400S・AX3600S（スイッチ構成
ビュー） 385

BS2000・BS320・BS500・BS500 
1Gbx40（スイッチ構成ビュー） 
387

スイッチ構成情報を設定する
AX2400S・AX3600S・BS2000・

BS320・BS500・BS500 1Gbx40
（VLANビュー） 203

AX5400S・AX7800S・GS3000・
GS4000 228

BS1000 443
Cisco Catalyst 272
HA8000-ie/Loadflowbal 324

スイッチ構成ビュー 132
画面遷移図 119
構成要素 186
構成リスト 190
スイッチリスト 189
ツールバー 186
ツリーエリア 187
ツリーエリアで選択した要素とリスト
エリアに表示される内容の対応 
188
ネットワーク構成要素 187
プロパティ画面 26
ポートリスト 189
リストエリア 188

[スイッチ情報 ]ダイアログボックス
AX2400S・AX3600S・BS2000・

BS320・BS500・BS500 1Gbx40
（VLANビュー） 195
515



索引
AX2400S・AX3600S・BS2000・
BS320・BS500・BS500 1Gbx40
（スイッチ構成ビュー） 367

AX5400S・AX7800S・GS3000・
GS4000 221

BIG-IP 290
BS1000（VLANビュー） 244
BS1000（スイッチ構成ビュー） 436
Cisco Catalyst 264
HA8000-ie/Loadflowbal 317

スイッチ情報リスト 139
スイッチとの接続状態 128
スイッチにどの VLANが割り当てられてい
るかを確認する

AX2400S・AX3600S・BS2000・
BS320・BS500・BS500 1Gbx40 
199

AX5400S・AX7800S・GS3000・
GS4000 224

BS1000 247
Cisco Catalyst 268

スイッチの基本情報やスイッチ構成情報を確
認する

AX2400S・AX3600S・BS2000・
BS320・BS500・BS500 1Gbx40
（VLANビュー） 195

AX2400S・AX3600S・BS2000・
BS320・BS500・BS500 1Gbx40
（スイッチ構成ビュー） 367

AX5400S・AX7800S・GS3000・
GS4000 221

BS1000 244,436
Cisco Catalyst 264
HA8000-ie/Loadflowbal 317

スイッチの基本情報を確認する
BIG-IP 290

スイッチの設定が失敗した場合について 10
[スイッチの選択 ]ダイアログボックス

AX2400S・AX3600S・BS2000・
BS320・BS500・BS500 1Gbx40 
210

AX5400S・AX7800S・GS3000・
GS4000 234

BS1000 254
Cisco Catalyst 280

スイッチへ SLBの情報を設定 152
スイッチへ VLANの情報を設定 141
スイッチへのアクセス用パスワードを登録

JP1/Cm2/NC - Adaptor 497
スイッチ名

AX2400S・AX3600S・BS2000・
BS320・BS500・BS500 1Gbx40 
211

AX5400S・AX7800S・GS3000・
GS4000 235

BS1000 255
Cisco Catalyst 281

スイッチリスト
SLBビュー（BIG-IP） 161
SLBビュー（HA8000-ie/

Loadflowbal） 169
SLBビュー（STM） 175
VLANビュー 146
管理対象ビュー 138
スイッチ構成ビュー 189

ステータスバー 129
すべてのスイッチを一覧で表示する

JP1/Cm2/NC - Adaptor 497

せ

制限値一覧 478
接続先のマネージャーサーバを変更する 130
接続先変更 130
[設定結果 ]ダイアログボックス（QoS制御
情報） 463

[設定結果 ]ダイアログボックス（VLAN構
成情報）

AX2400S・AX3600S・BS2000・
BS320・BS500・BS500 1Gbx40 
216

AX5400S・AX7800S・GS3000・
GS4000 241

BS1000 260
Cisco Catalyst 287

[設定結果 ]ダイアログボックス（アクセス
制御情報）
516



索引
AX2400S・AX3600S・BS2000・
BS320・BS500・BS500 1Gbx40 
433

BS1000 462
[設定結果 ]ダイアログボックス（アクセス
制御リスト情報） 432

[設定結果 ]ダイアログボックス（バインド
構成情報）

BIG-IP 312
HA8000-ie/Loadflowbal 344
STM 362

[設定結果 ]ダイアログボックス（物理サー
バ構成情報）

BIG-IP 311
HA8000-ie/Loadflowbal 343
STM 361

[設定結果 ]ダイアログボックス（論理サー
バ構成情報）

BIG-IP 310
HA8000-ie/Loadflowbal 342

[全般 ]ページ
AX2400S・AX3600S・BS2000・

BS320・BS500・BS500 1Gbx40
（VLANビュー） 195

AX2400S・AX3600S・BS2000・
BS320・BS500・BS500 1Gbx40
（スイッチ構成ビュー） 367

AX5400S・AX7800S・GS3000・
GS4000 221

BS1000 436
Cisco Catalyst 264
HA8000-ie/Loadflowbal 317
STM 348

そ

[ゾーン情報 ]ダイアログボックス 348
ゾーン情報リスト 179
ゾーンの基本情報を確認する 348
[ゾーンの選択 ]ダイアログボックス 356
ゾーンリスト 178
ゾーンを選択する 356

ち

注意事項 10
AX2400Sおよび AX3600Sに関する
～ 11

AX5400Sおよび AX7800Sに関する
～ 11

BIG-IPに関する～ 12
BS1000に関する～ 13
BS2000，BS320，BS500，および

BS500 1Gbx40に関する～ 13
Cisco Catalystに関する～ 14
GS3000および GS4000に関する～ 

14
HA8000-ie/Loadflowbalに関する～ 

15
STMに関する～ 16
スイッチの構成定義変更に関する～ 

10
プログラム終了時の～ 8

つ

ツールバー 128
SLBビュー 153
VLANビュー 142
管理対象ビュー 135
スイッチ構成ビュー 186

ツリーエリア 128
SLBビュー（BIG-IP） 154
SLBビュー（HA8000-ie/

Loadflowbal） 156
SLBビュー（STM） 158
VLANビュー 142
管理対象ビュー 135
スイッチ構成ビュー 187

ツリーエリアで選択した要素とリストエリア
に表示される内容の対応

SLBビュー（BIG-IP） 161
SLBビュー（HA8000-ie/

Loadflowbal） 169
SLBビュー（STM） 175
VLANビュー 144
管理対象ビュー 137
517



索引
スイッチ構成ビュー 188
ツリーの更新 133

て

定義済みの VLAN定義情報を変更する
AX2400S・AX3600S・BS2000・

BS320・BS500・BS500 1Gbx40 
202

AX5400S・AX7800S・GS3000・
GS4000 227

BS1000 250
Cisco Catalyst 271

デフォルト VLAN 36

と

統合トレースログファイル
設定を変更する 497

ね

ネットワーク構成ツリー 128
ネットワーク構成要素

SLBビュー（BIG-IP） 155
SLBビュー（HA8000-ie/

Loadflowbal） 157
SLBビュー（STM） 159
VLANビュー 143
管理対象ビュー 136
スイッチ構成ビュー 187

は

バージョン情報 133
バインド

グループを追加する 359
物理サーバを追加する 360

バインド構成情報の設定 131
[バインド構成情報の設定 ]ダイアログボッ
クス

BIG-IP 306
HA8000-ie/Loadflowbal 338
STM 354

バインド構成情報の設定ボタン 153

バインド構成情報を設定した結果を確認する
BIG-IP 312
HA8000-ie/Loadflowbal 344
STM 362

バインド構成情報を定義する 354
[バインドの設定 ]ダイアログボックス

BIG-IP 308
HA8000-ie/Loadflowbal 340
STM 357

バインドの設定を追加，変更する
BIG-IP 308
HA8000-ie/Loadflowbal 340
STM 357

バインドリスト 183

ひ

ビュー 132
ビュー選択メニュー 128
表示 132

ふ

ファイル 130
[フィルター条件の設定－拡張設定 ]ダイア
ログボックス 453

[フィルター条件の設定－基本設定 ]ダイア
ログボックス 449
フィルター条件を拡張する 453
フィルター条件を設定する 449
[プールの設定 ]ダイアログボックス 301
プールの設定を変更 301
プールリスト 166
プールを追加 301
物理サーバ構成情報の設定 131
[物理サーバ構成情報の設定 ]ダイアログ
ボックス

BIG-IP 299
HA8000-ie/Loadflowbal 333
STM 351

物理サーバ構成情報の設定ボタン 153
物理サーバ構成情報を設定した結果を確認す
る

BIG-IP 311
518



索引
HA8000-ie/Loadflowbal 343
STM 361

[物理サーバ情報 ]ダイアログボックス
BIG-IP 292
HA8000-ie/Loadflowbal 322

物理サーバ情報リスト 182
物理サーバの基本情報を確認する

BIG-IP 292
HA8000-ie/Loadflowbal 322

[物理サーバの設定 ]ダイアログボックス
BIG-IP 303
HA8000-ie/Loadflowbal 335
STM 353

物理サーバの設定を変更
BIG-IP 303
HA8000-ie/Loadflowbal 335
STM 353

[物理サーバの選択 ]ダイアログボックス 
360

[物理サーバポートの設定 ]ダイアログボッ
クス

BIG-IP 305
HA8000-ie/Loadflowbal 337

物理サーバポートの設定を変更
BIG-IP 305
HA8000-ie/Loadflowbal 337

物理サーバポートリスト
BIG-IP 167
HA8000-ie/Loadflowbal 173

物理サーバポートを追加
BIG-IP 305
HA8000-ie/Loadflowbal 337

物理サーバリスト
BIG-IP 167
HA8000-ie/Loadflowbal 172
STM 181

物理サーバを設定する
BIG-IP 299
HA8000-ie/Loadflowbal 333
STM 351

物理サーバを追加
BIG-IP 303
HA8000-ie/Loadflowbal 335

STM 353
[フロー検出モード ]ページ

BS2000・BS320・BS500・BS500 
1Gbx40（スイッチ構成情報の設定） 
387

BS2000・BS320・BS500・BS500 
1Gbx40（スイッチ情報） 369

プロパティ画面
SLBビュー 23
VLANビュー 20
スイッチ構成ビュー 26

へ

ヘルプ 133
編集 130

ほ

[ポート VLAN－拡張設定 ]ダイアログボッ
クス

AX2400S・AX3600S・BS2000・
BS320・BS500・BS500 1Gbx40 
213

AX5400S・AX7800S・GS3000・
GS4000 238

BS1000 258
Cisco Catalyst 284

[ポート VLAN－基本設定 ]ダイアログボッ
クス

AX2400S・AX3600S・BS2000・
BS320・BS500・BS500 1Gbx40 
211

AX5400S・AX7800S・GS3000・
GS4000 235

BS1000 255
Cisco Catalyst 281

ポート VLANを設定する
AX2400S・AX3600S・BS2000・

BS320・BS500・BS500 1Gbx40 
211

AX5400S・AX7800S・GS3000・
GS4000 235

BS1000 255
519



索引
Cisco Catalyst 281
ポート情報

AX2400S・AX3600S・BS2000・
BS320・BS500・BS500 1Gbx40 
212

AX5400S・AX7800S・GS3000・
GS4000 236

BS1000 256
Cisco Catalyst 282

ポートに優先条件を設定する 460
[ポートの設定 ]ダイアログボックス

AX2400S・AX3600S・BS2000・
BS320・BS500・BS500 1Gbx40 
205

Cisco Catalyst 274
[ポートの選択 ]ダイアログボックス 230
[ポートプロファイルの設定 ]ダイアログ
ボックス 326

[ポート ]ページ（[アクセス制御情報 ]ダイ
アログボックス） 383

[ポート ]ページ（[アクセス制御情報の設定
]ダイアログボックス） 428
ポートリスト 147

スイッチ構成ビュー 189
ボタン

QoS制御情報の設定ボタン 186
VLAN構成情報の設定ボタン 142
アクセス制御情報の設定ボタン 186
最新の情報に更新ボタン 135
スイッチ構成情報の設定ボタン 142
バインド構成情報の設定ボタン 153
物理サーバ構成情報の設定ボタン 

153
論理サーバ構成情報の設定ボタン 

153
[ポリシー ]ページ 349

み

未使用領域率を表示する 474
未定義フレーム破棄ポート 229

む

無効領域を圧縮する時期 470

め

メニューコマンド一覧 129
メニューバー 130

も

文字の制限 478

ゆ

[優先条件の設定 ]ダイアログボックス 460

よ

用語解説 507

り

リストエリア 129
SLBビュー（BIG-IP） 160
SLBビュー（HA8000-ie/

Loadflowbal） 168
SLBビュー（STM） 174
VLANビュー 144
管理対象ビュー 136
スイッチ構成ビュー 188

ろ

ロードバランシング方法
BIG-IP 165
HA8000-ie/Loadflowbal 171
STM 180

[ログイン ]ダイアログボックス 124
ログインを許可するユーザーを設定する 496
論理サーバ構成情報の設定 130
[論理サーバ構成情報の設定 ]ダイアログ
ボックス

BIG-IP 293
HA8000-ie/Loadflowbal 327

論理サーバ構成情報の設定ボタン 153
520



索引
論理サーバ構成情報を設定した結果を確認す
る

BIG-IP 310
HA8000-ie/Loadflowbal 342

[論理サーバ情報 ]ダイアログボックス
BIG-IP 291
HA8000-ie/Loadflowbal 320

論理サーバと物理サーバをバインドする
BIG-IP 306
HA8000-ie/Loadflowbal 338

論理サーバの基本情報を確認する
BIG-IP 291
HA8000-ie/Loadflowbal 320

論理サーバの構成情報を設定する
BIG-IP 293
HA8000-ie/Loadflowbal 327

[論理サーバの設定 ]ダイアログボックス
BIG-IP 295
HA8000-ie/Loadflowbal 329

論理サーバの設定を変更
BIG-IP 295
HA8000-ie/Loadflowbal 329

論理サーバポート，および物理サーバポート
で使用するポートを追加，または設定する 
326

[論理サーバポートの設定 ]ダイアログボッ
クス

BIG-IP 297
HA8000-ie/Loadflowbal 332

論理サーバポートの設定を変更
BIG-IP 297
HA8000-ie/Loadflowbal 332

論理サーバポートリスト
BIG-IP 163
HA8000-ie/Loadflowbal 171

論理サーバポートを追加
BIG-IP 297
HA8000-ie/Loadflowbal 332

論理サーバリスト
BIG-IP 162
HA8000-ie/Loadflowbal 170

論理サーバを追加
BIG-IP 295

HA8000-ie/Loadflowbal 329
521


	JP1/Cm2/Network Element Configuration 運用・操作ガイド
	変更内容
	はじめに
	1　 JP1/Cm2/NCの起動と終了
	1.1　 サービス一覧
	1.2　 起動
	1.2.1　 JP1/Cm2/NC - ManagerまたはJP1/Cm2/NC - Adapto
	1.2.2　 JP1/Cm2/NC - Viewを起動する

	1.3　 終了
	1.3.1　 JP1/Cm2/NC - Viewを終了する
	1.3.2　 JP1/Cm2/NC - ManagerまたはJP1/Cm2/NC - Adapto

	1.4　 運用上の注意事項
	1.4.1　 スイッチの構成定義変更に関する注意事項
	1.4.2　 AX2400SおよびAX3600Sに関する注意事項
	1.4.3　 AX5400SおよびAX7800Sに関する注意事項
	1.4.4　 BIG-IPに関する注意事項
	1.4.5　 BS1000に関する注意事項
	1.4.6　 BS2000，BS320，BS500，およびBS500 1Gbx40に 関する注意事
	1.4.7　 Cisco Catalystに関する注意事項
	1.4.8　 GS3000およびGS4000に関する注意事項
	1.4.9　 HA8000-ie/Loadflowbalに関する注意事項
	1.4.10　 STMに関する注意事項


	2　 ネットワーク構成情報の表 示
	2.1　 JP1/Cm2/NCが管理しているスイッチを表 示する
	2.1.1　 ネットワーク構成要素の内容をリストエリアに表示す る（管理対象ビュー）

	2.2　 VLANの構成状況を表示する
	2.2.1　 ネットワーク構成要素の内容をリストエリアに表示す る（VLANビュー）
	2.2.2　 スイッチのプロパティ画面を表示する（VLANビュー）

	2.3　 SLBの構成状況を表示する
	2.3.1　 ネットワーク構成要素の内容をリストエリアに表示す る（SLBビュー）
	2.3.2　 スイッチのプロパティ画面を表示する（SLBビュー）

	2.4　 VLANおよびSLB以外の情報の設定状況 を表示する
	2.4.1　 ネットワーク構成要素の内容をリストエリアに表示す る（スイッチ構成ビュー）
	2.4.2　 スイッチのプロパティ画面を表示する（スイッチ構成 ビュー）

	2.5　 ネットワーク構成ツリーを更新する
	2.5.1　 DBの情報が更新されたときの動作を設定する
	2.5.2　 最新の情報に更新する
	2.5.3　 スイッチの構成情報の同期を取る


	3　 VLANの設定
	3.1　 VLAN定義情報を設定する
	3.1.1　 VLANの定義を追加する
	3.1.2　 VLANの定義内容を変更する
	3.1.3　 デフォルトVLANの定義内容を変更する

	3.2　 スイッチ構成情報を設定する
	3.2.1　 未定義フレームを破棄するポートを選択する
	3.2.2　 ポートの設定を変更する

	3.3　 VLAN構成情報を設定する
	3.3.1　 スイッチをVLANに追加する
	3.3.2　 VLANを構成しているスイッチの設定を変更する
	3.3.3　 定義情報を削除する


	4　 SLBの設定
	4.1　 スイッチ構成情報を設定する
	4.1.1　 ポートプロファイルを設定する

	4.2　 論理サーバ構成情報を設定する
	4.2.1　 論理サーバを追加する
	4.2.2　 論理サーバの設定内容を変更する
	4.2.3　 論理サーバを削除する
	4.2.4　 論理サーバポートを設定する

	4.3　 物理サーバ構成情報を設定する（BIG-IP の場合）
	4.3.1　 プールを追加する
	4.3.2　 プールの設定内容を変更する
	4.3.3　 プールを削除する
	4.3.4　 プールに物理サーバを追加する
	4.3.5　 物理サーバの設定内容を変更する
	4.3.6　 物理サーバを削除する
	4.3.7　 物理サーバポートを設定する

	4.4　 物理サーバ構成情報を設定する （HA8000-ie/Loadflowbalの場合）
	4.4.1　 物理サーバを追加する
	4.4.2　 物理サーバの設定内容を変更する
	4.4.3　 物理サーバを削除する
	4.4.4　 物理サーバポートを設定する

	4.5　 物理サーバ構成情報を設定する（STMの 場合）
	4.5.1　 物理サーバを追加する
	4.5.2　 物理サーバの設定内容を変更する
	4.5.3　 物理サーバを削除する

	4.6　 バインド構成情報を設定する（STM以外 の場合）
	4.6.1　 バインドの設定を追加する
	4.6.2　 バインドの設定を変更する
	4.6.3　 バインドの設定を削除する

	4.7　 バインド構成情報を設定する（STMの場 合）
	4.7.1　 バインドの設定を追加する
	4.7.2　 バインドの設定を変更する
	4.7.3　 バインドの設定を削除する


	5　 VLANおよびSLB以外の情報 の設定
	5.1　 アクセス制御を設定する（AX2400S・ AX3600S・BS2000・BS320・BS
	5.1.1　 スイッチへフロー検出モードを指定する
	5.1.2　 アクセス制御リスト情報を設定する
	5.1.3　 アクセス制御情報を設定する

	5.2　 アクセス制御を設定する（BS1000の場 合）
	5.2.1　 スイッチへフロー制御の有効または無効を設定する
	5.2.2　 アクセス制御情報を設定する

	5.3　 QoS制御を設定する
	5.3.1　 スイッチへフロー制御の有効または無効を設定する
	5.3.2　 QoS制御情報を設定する

	5.4　 アップリンクフェイルオーバーを設定する

	6　 画面−基本画面
	6.1　 画面遷移
	6.1.1　 管理対象ビューを選択した場合の画面遷移
	6.1.2　 VLANビューを表示した場合の画面遷移
	6.1.3　 SLBビューを表示した場合の画面遷移
	6.1.4　 スイッチ構成ビューを表示した場合の画面遷移

	6.2　 ［ログイン］ダイアログボックス
	6.3　 ［Network Element Configuration - View］ ウィンドウ
	6.3.1　 ［Network Element Configuration - View］ウィンド
	6.3.2　 メニューコマンド一覧

	6.4　 ［Network Element Configuration - View］ ウィンドウ
	6.4.1　 管理対象ビューの構成要素

	6.5　 ［Network Element Configuration - View］ ウィンドウ
	6.5.1　 VLANビューの構成要素

	6.6　 ［Network Element Configuration - View］ ウィンドウ
	6.6.1　 SLBビューの構成要素

	6.7　 ［Network Element Configuration - View］ ウィンドウ
	6.7.1　 スイッチ構成ビューの構成要素


	7　 画面−VLANビューのダイア ログボックス（AX2400S・ AX3600S・BS2000・
	7.1　 ［スイッチ情報］ダイアログボックス
	7.1.1　 ［全般］ページ
	7.1.2　 ［スイッチ構成情報］ページ

	7.2　 ［スイッチ一覧］ダイアログボックス
	7.3　 ［VLAN一覧］ダイアログボックス
	7.4　 ［VLAN定義の追加］ダイアログボックス
	7.5　 ［VLAN定義の変更］ダイアログボックス
	7.6　 ［スイッチ構成情報の設定］ダイアログ ボックス
	7.7　 ［ポートの設定］ダイアログボックス
	7.8　 ［VLAN構成情報の設定］ダイアログボッ クス
	7.9　 ［スイッチの選択］ダイアログボックス
	7.10　 ［ポートVLAN−基本設定］ダイアログ ボックス
	7.11　 ［ポートVLAN−拡張設定］ダイアログ ボックス
	7.12　 ［設定結果］ダイアログボックス（VLAN 構成情報）

	8　 画面−VLANビューのダイア ログボックス（AX5400S・ AX7800S・GS3000・
	8.1　 ［スイッチ情報］ダイアログボックス
	8.1.1　 ［全般］ページ
	8.1.2　 ［スイッチ構成情報］ページ

	8.2　 ［スイッチ一覧］ダイアログボックス
	8.3　 ［VLAN一覧］ダイアログボックス
	8.4　 ［VLAN定義の追加］ダイアログボックス
	8.5　 ［VLAN定義の変更］ダイアログボックス
	8.6　 ［スイッチ構成情報の設定］ダイアログ ボックス
	8.7　 ［ポートの選択］ダイアログボックス
	8.8　 ［VLAN構成情報の設定］ダイアログボッ クス
	8.9　 ［スイッチの選択］ダイアログボックス
	8.10　 ［ポートVLAN−基本設定］ダイアログ ボックス
	8.11　 ［ポートVLAN−拡張設定］ダイアログ ボックス
	8.12　 ［設定結果］ダイアログボックス（VLAN 構成情報）

	9　 画面−VLANビューのダイア ログボックス（BS1000）
	9.1　 ［スイッチ情報］ダイアログボックス
	9.2　 ［スイッチ一覧］ダイアログボックス
	9.3　 ［VLAN一覧］ダイアログボックス
	9.4　 ［VLAN定義の追加］ダイアログボックス
	9.5　 ［VLAN定義の変更］ダイアログボックス
	9.6　 ［VLAN構成情報の設定］ダイアログボッ クス
	9.7　 ［スイッチの選択］ダイアログボックス
	9.8　 ［ポートVLAN−基本設定］ダイアログ ボックス
	9.9　 ［ポートVLAN−拡張設定］ダイアログ ボックス
	9.10　 ［設定結果］ダイアログボックス（VLAN 構成情報）

	10　 画面−VLANビューのダイア ログボックス（Cisco Catalyst）
	10.1　 ［スイッチ情報］ダイアログボックス
	10.1.1　 ［全般］ページ
	10.1.2　 ［スイッチ構成情報］ページ

	10.2　 ［スイッチ一覧］ダイアログボックス
	10.3　 ［VLAN一覧］ダイアログボックス
	10.4　 ［VLAN定義の追加］ダイアログボックス
	10.5　 ［VLAN定義の変更］ダイアログボックス
	10.6　 ［スイッチ構成情報の設定］ダイアログ ボックス
	10.7　 ［ポートの設定］ダイアログボックス
	10.8　 ［VLAN構成情報の設定］ダイアログボッ クス
	10.9　 ［スイッチの選択］ダイアログボックス
	10.10　 ［ポートVLAN−基本設定］ダイアログ ボックス
	10.11　 ［ポートVLAN−拡張設定］ダイアログ ボックス
	10.12　 ［設定結果］ダイアログボックス （VLAN構成情報）

	11　 画面−SLBビューのダイア ログボックス（BIG-IP）
	11.1　 ［スイッチ情報］ダイアログボックス
	11.2　 ［論理サーバ情報］ダイアログボックス
	11.3　 ［物理サーバ情報］ダイアログボックス
	11.4　 ［論理サーバ構成情報の設定］ダイアログ ボックス
	11.5　 ［論理サーバの設定］ダイアログボックス
	11.6　 ［論理サーバポートの設定］ダイアログ ボックス
	11.7　 ［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログ ボックス
	11.8　 ［プールの設定］ダイアログボックス
	11.9　 ［物理サーバの設定］ダイアログボックス
	11.10　 ［物理サーバポートの設定］ダイアログ ボックス
	11.11　 ［バインド構成情報の設定］ダイアログ ボックス
	11.12　 ［バインドの設定］ダイアログボックス
	11.13　 ［設定結果］ダイアログボックス
	11.13.1　 ［設定結果］ダイアログボックス（論理サーバ構成 情報）
	11.13.2　 ［設定結果］ダイアログボックス（物理サーバ構成 情報）
	11.13.3　 ［設定結果］ダイアログボックス（バインド構成情 報）


	12　 画面−SLBビューのダイア ログボックス（HA8000-ie/ Loadflowbal）
	12.1　 ［スイッチ情報］ダイアログボックス
	12.1.1　 ［全般］ページ
	12.1.2　 ［スイッチ構成情報］ページ

	12.2　 ［論理サーバ情報］ダイアログボックス
	12.3　 ［物理サーバ情報］ダイアログボックス
	12.4　 ［スイッチ構成情報の設定］ダイアログ ボックス
	12.5　 ［ポートプロファイルの設定］ダイアログ ボックス
	12.6　 ［論理サーバ構成情報の設定］ダイアログ ボックス
	12.7　 ［論理サーバの設定］ダイアログボックス
	12.8　 ［論理サーバポートの設定］ダイアログ ボックス
	12.9　 ［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログ ボックス
	12.10　 ［物理サーバの設定］ダイアログボック ス
	12.11　 ［物理サーバポートの設定］ダイアログ ボックス
	12.12　 ［バインド構成情報の設定］ダイアログ ボックス
	12.13　 ［バインドの設定］ダイアログボックス
	12.14　 ［設定結果］ダイアログボックス
	12.14.1　 ［設定結果］ダイアログボックス（論理サーバ構成 情報）
	12.14.2　 ［設定結果］ダイアログボックス（物理サーバ構成 情報）
	12.14.3　 ［設定結果］ダイアログボックス（バインド構成情 報）


	13　 画面−SLBビューのダイア ログボックス（STM）
	13.1　 ［ゾーン情報］ダイアログボックス
	13.1.1　 ［全般］ページ
	13.1.2　 ［ポリシー］ページ

	13.2　 ［物理サーバ構成情報の設定］ダイアログ ボックス
	13.3　 ［物理サーバの設定］ダイアログボックス
	13.4　 ［バインド構成情報の設定］ダイアログ ボックス
	13.5　 ［ゾーンの選択］ダイアログボックス
	13.6　 ［バインドの設定］ダイアログボックス
	13.7　 ［グループの選択］ダイアログボックス
	13.8　 ［物理サーバの選択］ダイアログボックス
	13.9　 ［設定結果］ダイアログボックス
	13.9.1　 ［設定結果］ダイアログボックス（物理サーバ構成情 報）
	13.9.2　 ［設定結果］ダイアログボックス（バインド構成情 報）


	14　 画面−スイッチ構成ビュー のダイアログボックス （AX2400S・AX3600S・ BS2
	14.1　 ［スイッチ情報］ダイアログボックス
	14.1.1　 ［全般］ページ
	14.1.2　 ［スイッチ構成情報］ページ（AX2400S・AX3600S の場合）
	14.1.3　 ［フロー検出モード］ページ（BS2000・BS320・ BS500・BS500 1
	14.1.4　 ［アップリンクフェイルオーバー］ページ（BS2000・ BS320・BS500・B

	14.2　 ［アクセス制御リスト情報］ダイアログ ボックス
	14.3　 ［MACフィルター情報］ダイアログボッ クス
	14.4　 ［IPv4アドレスフィルター情報］ダイア ログボックス
	14.5　 ［IPv4パケットフィルター情報］ダイア ログボックス
	14.6　 ［IPv6フィルター情報］ダイアログボッ クス
	14.7　 ［アクセス制御情報］ダイアログボックス
	14.7.1　 ［ポート］ページ
	14.7.2　 ［VLANインターフェース］ページ

	14.8　 ［スイッチ構成情報の設定］ダイアログ ボックス（AX2400S・AX3600Sの場合）
	14.9　 ［スイッチ構成情報の設定］ダイアログ ボックス（BS2000・BS320・BS500・
	14.9.1　 ［フロー検出モード］ページ
	14.9.2　 ［アップリンクフェイルオーバー］ページ

	14.10　 ［アクセス制御リスト情報の設定］ダイ アログボックス
	14.11　 ［MACフィルターの設定］ダイアログ ボックス
	14.12　 ［MACフィルター条件の設定］ダイアロ グボックス
	14.13　 ［IPv4アドレスフィルターの設定］ダイ アログボックス
	14.14　 ［IPv4アドレスフィルター条件の設定］ ダイアログボックス
	14.15　 ［IPv4パケットフィルターの設定］ダイ アログボックス
	14.16　 ［IPv4パケットフィルター条件の設定］ ダイアログボックス（AX2400S・ AX
	14.17　 ［IPv4パケットフィルター条件の設定］ ダイアログボックス（BS2000・BS32
	14.18　 ［IPv6フィルターの設定］ダイアログ ボックス
	14.19　 ［IPv6フィルター条件の設定］ダイアロ グボックス
	14.20　 ［アクセス制御情報の設定］ダイアログ ボックス
	14.20.1　 ［ポート］ページ
	14.20.2　 ［VLANインターフェース］ページ

	14.21　 ［設定結果］ダイアログボックス
	14.21.1　 ［設定結果］ダイアログボックス（アクセス制御リ スト情報）
	14.21.2　 ［設定結果］ダイアログボックス（アクセス制御情 報）


	15　 画面−スイッチ構成ビュー のダイアログボックス （BS1000）
	15.1　 ［スイッチ情報］ダイアログボックス
	15.1.1　 ［全般］ページ
	15.1.2　 ［スイッチ構成情報］ページ

	15.2　 ［アクセス制御情報］ダイアログボックス
	15.3　 ［QoS制御情報］ダイアログボックス
	15.4　 ［スイッチ構成情報の設定］ダイアログ ボックス
	15.5　 ［アクセス制御情報の設定］ダイアログ ボックス
	15.6　 ［アクセス制御の設定］ダイアログボック ス
	15.7　 ［フィルター条件の設定−基本設定］ダイ アログボックス
	15.8　 ［フィルター条件の設定−拡張設定］ダイ アログボックス
	15.9　 ［QoS制御情報の設定］ダイアログボッ クス
	15.10　 ［QoS制御の設定］ダイアログボックス
	15.11　 ［優先条件の設定］ダイアログボックス
	15.12　 ［設定結果］ダイアログボックス
	15.12.1　 ［設定結果］ダイアログボックス（アクセス制御情 報）
	15.12.2　 ［設定結果］ダイアログボックス（QoS制御情報）


	16　 運用関連コマンド
	コマンドの記述形式
	コマンド使用時の注意事項
	コマンド一覧
	ncmiscond
	ncmisinfo

	付録A　 制限値一覧
	付録A.1　 文字の制限

	付録B　 JP1/Cm2/NC - Adaptorが発行するコマンド 一覧
	付録B.1　 JP1/Cm2/NC - Adaptor for AX Seriesが発行するコ マ
	付録B.2　 JP1/Cm2/NC - Adaptor for BS Seriesが発行するコ マ
	付録B.3　 JP1/Cm2/NC - Adaptor for Cisco Switchが発行する
	付録B.4　 JP1/Cm2/NC - Adaptor for F5 Load Balancerが
	付録B.5　 JP1/Cm2/NC - Adaptor for GS Seriesが発行するコ マ
	付録B.6　 JP1/Cm2/NC - Adaptor for HA8000-ie/Loadflo
	付録B.7　 JP1/Cm2/NC - Adaptor for System Traffic Ma

	付録C　 DB更新時に［Network Element Configuration - View］
	付録D　 コマンド一覧および文法記載先マニュアル
	付録E　 各バージョンの変更内容
	付録F　 用語解説
	索引
	A
	B
	C
	D
	G
	H
	I
	J
	M
	N
	Q
	S
	T
	V
	あ
	う
	お
	か
	き
	く
	こ
	さ
	し
	す
	せ
	そ
	ち
	つ
	て
	と
	ね
	は
	ひ
	ふ
	へ
	ほ
	み
	む
	め
	も
	ゆ
	よ
	り
	ろ


